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イラスト／鵜飼沙樹









１．パリンクロン・レガシィ







　開拓地の連合国で『本土』と呼ばれるヴァレンシズ大陸。

　その地を北と南に分ける境界線というものがある。その線上では『境界戦争』という茶番劇が、長く続いている。大陸を支配する二つの連盟が軍人たちを境界線まで引き連れて、適度に殺し合いをさせては適度な損益を動かしているのだ。

　正直、その裏にある権力闘争や利益に興味はない。ないからこそ、こうして俺は立派な軍服を身につけ、将軍なんて大層な称号を得て、何千もの兵を動かせるようになり、『境界戦争』の最前線にある砦とりでの外壁の上を歩けているわけだ。

　靴の踵かかとで石床を鳴らし、晴れ上がった空の下を歩く。

　北に目を向けて目を凝らすと、地平線あたりで撤退していく『北連盟』の大軍隊が見える。そして、いま歩いている外壁の下では『南連盟』の兵たちが戦術的勝利に大喝采をあげている。

　その二つを微笑で数秒だけ見守り、すぐに背を向ける。

　いま俺が歩いている砦の外壁は三角状となっている。俺は喧けん騒そうから逃げるように、頂点に当たる位置から底辺に向かって歩いていく。

　涼しい風が流れる中、こんなに高いところを歩くのは気分がいいものだ。なにより、こんなにも自分の計画が順調に進んでいるのが心地よい。もちろん、その順調というのは先の『北連盟』と『南連盟』の小競り合いを勝利に導いたことではない。もっと個人的で私利私欲の計画のことだ。

　俺は僅かな罪悪感と共に、歩きながら自分の装いを確認し直す。

「ははっ、かっこいい服だな……。ほんと似合わねえ……」

　厳格という言葉を体現したかのような窮屈な服だ。自分の士官用の服は素材が贅ぜい沢たくで、魔石を溶かした糸まで用いられている。若者たちの心をくすぐるデザインの上、肩には階級章の飾りが光り輝いている。本当に立派なものだ。立派過ぎて、小心者の俺は常に気恥ずかしくて堪たまらない。

「とうとう、これを着ちまったな……」

　いつかは着るだろうと思ってはいた。なにせ、俺の生まれたレガシィ家は貴族の中でも上位に含まれ、数多くの名軍人を輩出している。レガシィ家の男子は幼少期から「国のため人のため」と教えられ続け、そのための鍛錬を強制される。俺の父も祖父も曽祖父も、この同じ服を着て戦い、戦場で命を落としたと聞いた。

　ゆえに俺は子供の頃、自分は騎士としての鍛錬を重ね、成人すれば国の軍人となり、死ぬまで国のために働き続けるのだろうと思っていた。そう信じていた。

　しかし、現実は全くの逆。結局、俺は裏切り者としての鍛錬を重ね、成人すれば私欲のためだけに生き、死ぬまで遊び続けるような人間となってしまった。

　道順を間違えに間違え、この軍服を纏まとっていることに奇妙な笑いが零こぼれる。

　当然、共にここまで来ようと誓い合った幼おさな馴な染じみたちは一人もいない。全てを置いて一人、自分のためだけに自分はここまで来た。

　これで何の躊躇ためらいもなく、俺は全力で戦えるだろう。

　そう、もう俺を止めるやつはいない。一人も……。

「――パリンクロンさん！　こんなところにいたんですね！」

　柄にもなく自分の孤独に酔いしれていたところで、後ろから声をかけられた。

　その男は俺と同じく士官用の軍服を纏っていた。ただ、階級章は俺より少し下である。簡単に言ってしまうと、『南連盟』のお偉いさんが俺にくれた有能な部下の一人だ。

　部下は俺が遠くの空を見ていたのを確認し、純粋な問いを投げかけてくる。

「いま、もしかして連合国を見ていましたか……？」

　俺は外壁を歩き続け、三角状の東端まで来ていた。その先にある空を、ぼうっと見ながら歩いていれば、そう思われても仕方ないだろう。それを俺は否定しない。

「ははっ、そうだな……。向こうには色々と思うところがあるからな……」

「思うところ、ですか……」

　賢い彼は深く聞こうとはしない。ただ、その顔を見れば、本当は俺が何を考えていたか知りたがっていることが読み取れる。俺は隠すことなく、本心を語ることにする。

「実は『境界戦争』の戦場に『英雄』が到着する頃でな。それを待ち侘わびてたんだ」

「『英雄』……？　それは増援という意味ですか？　将軍の知り合いなら心強いですね」

「ああ、俺の知り合いだ。増援と言えば増援かな？　『南連盟』にとって『英雄』なのは間違いない」

　俺が期待している少年は、全人類にとって『英雄』だろう。おそらく、本人は否定しているだろうが、あの『舞闘大会』を優勝してしまった時点でその役目は逃れられない。

「しかし、その『英雄』が来るよりも先に、我々は快勝してしまいましたね」

　部下は先の戦いの興奮が収まっていないようで、少し誇らしげに自分たちの勝利を口にした。増援など必要ないかのような口ぶりに俺は上司らしく戒める。

「おいおい、あの程度の局地的な勝利で調子に乗ってるのか？　またすぐにでも敵はやってくる。……気は抜くなよ。でないと、俺が楽できなくなる」

　すぐに新たな敵は現れる。気を抜いてもらっては、俺のやり甲が斐いがなくなる。

「ははは、今回の戦いが、あの程度ですか……。いえ、パリンクロンさんにとっては、そうなんですね。本当に私たちとは見えているものが違う……」

「おいおい。まるで俺の器が大きいみたいに言ってるが、俺はああいう戦いに勝つための嫌がらせが得意なだけだぜ？　そんな目で見るな」

　過大評価されている気がするので、俺なりの謙虚な姿勢を見せる。それを部下は一切否定することなく納得してしまう。

「それは確かに……。パリンクロンさんは作戦立案か裏方ばかり……。時々魔法関係で何かしているくらいで、あとはほとんど……」

「ああ。まともに戦場で指揮したことなんて一度もない。悪いが、そういう性分なんだ」

　まるで信頼しあっている同僚のように、俺たちの話は続いていく。

「しかし、あなたが来てくれてから、ここの戦いの流れは変わりました。軍の魔法戦術が変わっただけでなく、敵軍の裏を搔かけることが本当に多くなりました」

「おまえらが戦いの基本を知らなさ過ぎなだけだ。馬鹿正直に戦うより、敵将の心を責めたほうが楽に決まってる。兵数は変動しても、敵将の心は常に一つだからな」

「なにより、あの魔法陣。あれのおかげで、こちらの士気は上がりに上がってます」

「……ああ、あれか。ははっ、確かにあれは俺の自信作だ」

「まさか敵に気づかれず、大陸の『魔石線ライン』を改変できるなんて……。本当にパリンクロンさんは凄すごい方です……」

「あれはレガシィ家の秘伝の魔法でな。それを俺が小さい頃にちょっと改良して、ずっと温め続けてきたんだ。発動すれば、きっと向こうは大混乱だろうよ」

「小さい頃にですか？　一体いつから……あっ、すみません。秘伝って言ってるのに」

「いや、いいさ」

　部下は調子に乗って聞きすぎたと思ったのだろう。すぐに一歩退いて、頭を深く下げた。いまや俺が大陸に敷いた魔法陣は秘伝の魔法どころか、『南連盟』の重要機密だ。それを知るには、高い地位と多くの手続きが必要となる。

　戦いの勝利の興奮から冷めてしまった部下は、無駄口を噤つぐむ。

　ただ、それはどうでもいい話をしたかった俺には少し都合が悪い。

「……なあ。魔法陣については話せないが、代わりに聞いてくれるか？　俺の小さかった頃の話だ」

「め、珍しいですね……。あの秘密主義のパリンクロンさんが……」

「少し話したい気分なんだ」

　もう何もかもが終わる。そして、目の前には、どうせすぐに死ぬ他人。

　最後の独白をするには、本当に丁度いい状況なのだ。

「私でよければいくらでも。個人的にも、とても聞きたいです」

　部下は少しでも俺の役に立とうと頷うなずいた。それに俺は小さく「ありがとう」と言ってから、過去を思い出しながら呟つぶやいていく。

「…………。小さい頃の俺はなぁ……なんと驚くことに、すげえまともだったんだ。レガシィ家の無駄に高度な教育の中、真っ直すぐ伸び伸びと育ってた」

「それ、いまはまともじゃないってことになりますよ？」

「ははっ、そうなるな。とにかく、いまの俺とは似ても似つかないって思ってくれていい。誰とも分け隔てなく接し、誰にでも優しく、正々堂々の真っ向勝負を好み、卑ひ怯きような真ま似ねは決して許さず、根っからの負けず嫌い――そんな少年だった」

「……パリンクロンさん、噓うそはやめましょう」

　過去話の出だしの時点で、部下は何度も口を挟んでくる。

　気持ちはわかるが、もう少しだけ信用して欲しいものだ。仕方なく、他の清廉な騎士たちを利用して、話を進めていく。

「噓だと思うなら、連合国にいる騎士の誰かに聞いてくれ。結構有名な話なんだぜ？　昔は『神童』とか言われてな。人望も凄くて、友達もすげえいた」

「……なら、いつからこんなになったんですか？」

「いつからか……。それは……」

　存外に失礼な受け答えをする部下に苦笑しながら、在りし日の俺を思い返す。

　それは開拓地の別荘周辺で走り回る俺と――多くの友人たち。その面々の中にはラウラヴィア国のレイル・センクスやグレン・ウォーカー。それとフーズヤーズ国のハイン・ヘルヴィルシャインあたりが含まれている。それは大貴族の家に生まれた子供同士の繫つながりだったが、幼少期は確かに友人と言える間柄だった。

　そして、その友人たちとの繫がりが絶たれたのは、俺に姪めいが生まれた五年後のことだ。

「レガシィ家には他の貴族にはない使命があってな。それは千年後の未来で、とある使徒の力を受け継ぐという使命だ。その儀式の日、俺は変わったんだろうな」

「千年後の未来……？　私もレヴァン教徒なので、それなりに詳しいですが……それは聖人ティアラ様を導いた使徒シス様の話ですか？　それとも北の王を狂わせた使徒ディプラクラでしょうか？」

　伝承について詳しい説明をしなければならないかと思ったが、部下は軍人としてでなくレヴァン教徒としても優秀で話が早かった。

「いや、実は使徒には三人目がいてな。なーんの役にも立たずに、ぼーっと見ていただけの三人目の使徒だ。当然、伝承に残ってるわけない。だが、それでも確かにいたんだ。そして、その三人目の名前はレガシィ。使徒レガシィだ」

「へえ……。パリンクロンさんの家名と一緒なんですね……」

「ということで、その使徒の力を十年ほど前に、うちの姪のシアが受け継いだ」

　あっさりと俺はレガシィ家最大の秘密を口にする。最後だからこその大盤振る舞いだ。

「え、あのシアちゃんがですか？　いや、それは流石さすがに、あれでは……」

　それを部下は信じようとしない。シア・レガシィとは会ったことがあるのだろう。そして、あの異常に低いステータスのことも知っているようだ。

「おいおい、あいつに怒られるぞ。あれでもあいつは凄いんだぞ。ステータスは低くても『数値に表れない数値』がちゃんとある」

「えぇ……。まあ、そういう話もなくはないですね……。あればいいですよね。『数値に表れない数値』」

　それなりに重要な話をしているつもりなのだが、部下は話半分に聞いているようだ。普段の俺の行いがよくわかる光景である。

「まっ、おまえの言うとおり、シアのやつは雑魚だな。雑魚中の雑魚。当然、もう使徒の力なんて持っていない。ぶっちゃけると俺が奪っちまった」

「うわあぁ……。やっぱりそういう話なんですね……」

　ここだけは当然のように信用する部下。そろそろ、自分の扱いに悲しくなってきたが、めげずに俺は昔話を続けていく。

「いや、結構いい話なんだぞこれ。あの頃の俺は、本当に馬鹿な熱血漢でなあ。『再誕』の器となった姪っ子を放っておけなかったんだ。で、日に日に自分の知っているシアでなくなるのを見て、とうとう感情のままに暴走しちまった。まさに英雄譚たんに出てくる若き少年って感じで、あいつの力の全てを奪った。そのおかげでシアは弱く純真なままで、俺は搦からめ手ての魔法が大好きな胡う散さん臭くさい男になっちまったわけだ。……どうだ、感動したか？」

「……それ、本当ですか？　いや、いつもみたいにどこか省略してません？」

　またしても日頃の行いが俺に襲いかかってくる。どうやら、俺が俺にとって都合のいいことだけを並べていると思われたようだ。

「あー、それは……。いつも言ってるだろ？　それは聞いたやつが決めることだな」

　噓をついていない証明というのは難しい。たとえそれが揺るぎない真実であっても、信じるやつが一人もいなければ噓になってしまう。いつもその手で噓を真実に変えている俺は、いつもの言葉で部下を教育するしかなかった。

「はいはい。結局はそういうことですね。パリンクロンさんの話はいつもそうです。わかってましたよ」

「はははっ。こうやって、我が軍の真偽を見抜く目は磨かれていくわけだ」

　結局、俺の昔話は冗談のように語り終わってしまった。

　まだ血の臭いの残る砦とりでの外壁の上だが、朗らかな空気に包まれていく。本当に気分がいい。いま少しだけ腹の底を吐き出せたことで、身体からだが軽くなった気がする。

　その清すが々すがしさの終わりに俺は聞く。最も大事な言葉を吐き出す。

「なあ。いま俺の中に使徒様がいるんだって言ったら、本当におまえは信じるか？」

　それは使徒レガシィの存在の信しん憑ぴよう性せい。

　パリンクロン・レガシィの存在理由であり、戦う理由だ。

「……そこは信じます。あなたはそれだけの希望を我々に与えてくれました。もうあなたの実力を疑う人は砦にいないでしょう。まさしく、世界を救う使徒様のように、みんなはあなたを尊敬していますよ」

　部下は俺の神妙な面持ちを見て、とても硬い言葉で返答した。

　そこに偽りは一つもなく、真剣であることが強く伝わってくる。

「……そうか」

　証拠を見せる前に信じられてしまった。

　皮肉にも――本当に皮肉にも、俺は使徒のように見えるらしい。

　一言答えたあと、俺は話を締めにかかる。

「話は戻るが、その使徒レガシィの力で俺は大陸に魔法陣を敷けたってわけだ。千年前のやつだから、効果は絶大。『北連盟』は敗北間違いなし。順調も順調だぜ」

「千年前の魔法ですか……！　私たちにとっては、レヴァン教の伝承程度にしか知らない世界ですが、パリンクロンさんにとっては手の届く世界なのですね。流石です」

　こと戦いにおいてだけは、誰よりも俺は信用されているのだろう。

　それだけの勝利と魔法を、俺は『南連盟』に貢献してきた。このときのために。

「いや、それは違うぜ。この世界の何もかも、千年前が原因だ。どこに行ったって、誰であっても、千年前に手は届く。開拓地の『迷宮』も、このヴァレンシズ大陸の『境界戦争』も、全て千年前のやつらの遺産だからな……」

　逆に言えば、千年前のしがらみからはどうしたって抜け出せないということでもある。誰も彼もが、ずっと『運命』や『生まれ』に振り回され続ける。

　それを俺は自分に言い聞かせるように話した。それを部下は真剣な表情のまま聞いてくれたが、その真意にまでは辿たどりつこうとしてくれない。ただ、歴史的に世界は過去と繫がっているとだけ理解したようだ。

　そこで部下はしろばみ始めた空を見て、俺を壁の下まで誘おうとする。

「……パリンクロンさん。そろそろ、戻りましょう。他の将軍たちがあなたを呼んでいますよ。流石に功労者のパリンクロンさんをなしに話を進める気はないようです」

　これが当初の目的だったようだ。俺が唐突に昔話をし始めたせいで切り出せなかったのだろう。俺は謝罪と共に、さらなる我がままを部下に告げる。

「ああ、わかった。……ただ、悪いが先に行ってくれないか？　もう少しだけ空を見ていたいんだ。すぐに行くからよ」

「……わかりました。お待ちしています」

　有能な部下は上司に逆らうことなく、その場から去っていく。

　それを見送ったあと、俺は東の空を見直す。そして、その先にある全てに思いを馳はせる。自然と口から言葉が漏れていく。

「『英雄』が来てくれる……。『化け物』を倒しに……」

　空の先、平原の先、海の先に――彼はいる。

　その『英雄』の名はアイカワ・カナミ。いや、正確には相あい川かわ渦か波なみか。

　昨日、早馬の報告で連合国での『舞闘大会』の結末は聞いた。

　俺の理想の形で『地の理ことわりを盗むもの』は消えた。そして、新たに召喚された『木の理を盗むもの』も予定の範はん疇ちゆう内で動いてくれている。

　このまま行けば、当初の予定地での決戦となるだろう。

「俺と戦いに、この魔法陣――『世界奉還陣』まで、やって来る……」

　準備は全て終わっている。迎撃のための策は練った。いつ襲撃されても問題ない。

「配置はいい。タイミングもいい。運にも恵まれてる。……あとは戦うだけ。真っ向勝負では敵かなわないが、心を責めるための千年前の負債ネタはいくらでもある。正直、カナミの兄さんと遊ぶどころか――」

　勝てる。そう思っている。俺の目的に勝利の必要はないのだが、勝てるまでの布陣が見事に整ってしまっている。下手をすれば、完封勝ちもありえるだろう。

　それだけの『生まれ』と『運命』がある。

　俺もそれなりだが、向こうは呪いレベルだ。

　全てを知れば、『英雄』といえど心は折れる。間違いなく。

「まっ、これで満足するのは間違いないだろ……。だって、俺はこんなにも愉たのしい」

　この戦いが終われば、あの『未練』は果たされるだろう。

　なにせ、戦いを想像するだけでこんなにも高揚する。心が弾む。口元が緩む。

「ああ、俺は生きるのが愉し過ぎるんだ……」

　なぜ愉しいのかわからなくても、確かに愉しい。

　得てして、愉しいという感覚とはそういうものだ。そして、人生にとって愉しいというのはとても大切なことだ。

　だから、俺は戦っている。自分の愉しみのために戦っている。

　その十分過ぎる生き甲が斐いを胸にして、俺は空の果てを見る。

　話している間に雲が少し増えてきたが、まだまだ空は晴れ渡っている。その中心では白い太陽が燦さん然ぜんと輝いている。その日差しに目を眩くらませ、俺は目を細める。

　光の先にあるものを見て、懐かしみ、期待し、どこまでも焦がれていく。

　千年前の伝説。『英雄』と『化け物』たちの戦いを夢見ていく。







２．四十層の守護者ガーデイアン







『本土』と呼ばれるヴァレンシズ大陸は開拓地である東の大陸と違い、そのほとんどが人の手によって統治されている。

　所狭しと十以上の大国が並び、どこに行っても都会だ。

　中でも連合国の親に当たるフーズヤーズ本国、ヴァルト本国、ラウラヴィア本国、エルトラリュー本国、グリアード本国の五国の面積は広い。

　その中の一つであるヴァルト本国に、いま僕たちの船は到着した。しかし、まともに港に停泊はしない。隠れるように人里から離れた東端の崖の際に船を着ける。

　なにせ、僕は連合国だとお尋ね者だ。できるだけ人気のないところを選ばなければ、何かしらの追っ手が現れる可能性がある。とはいえ、この大きな船をいつまでも隠し通せはしないだろう。パリンクロンを捕捉するまでの数日、運が良ければ見つからないかもしれない程度の考えだ。

　船の碇いかりを落としたところで、僕たちは迷宮探索と同じようにメンバー分けを始める。

　大人数だと目立つという理由もあるが、この高価な船を守ってもらうために船番が必要という理由もあった。

　空の白い早朝、甲板に仲間たちが集まり始める。

　ただ、いつまで経たってもディアだけが甲板に上がってこないので、僕は彼女を起こしに行くことになった。船内の廊下、ディアの部屋の前で叫ぶ。

「――ディア、起きてるか！　着いたぞ！　『本土』だっ！」

　断続的に扉を叩たたいて、眠っているディアを起こそうとする。

　しかし、それでも部屋の中から返事は返ってこない。仕方なく最小限の《ディメンション》で中を把握すると、ディアはベッドの上で死んだように眠っていた。

　余りに静かな眠りに僕は焦る。衣服が開はだけているわけでもないので、扉を開けてディアのベッドに近づく。驚かさないように、少しずつ肩を揺らして意識の覚醒を促す。

　しかし、それでもディアは起きない。

　眠りが深すぎる。これだけ外的接触があっても起きないのは少し異常だ。

　そのディアは寝言を繰り返す。

「『私』は――違う、違うんだ。ごめん、ジーク――」

　過去に僕は、このうわ言を聞いたことがある。かつて迷宮の五層でティーダと戦ったあと、ディアを背負って帰るときも同じことを呟つぶやいていた。

　――延々と僕の名前を呼んで、謝り続けるディア。

　悪夢を見ているとしか思えず、僕は彼女の頰を強く叩いて、強引に起こす。

「――っ、ん、あ、んん……」

　ディアは身じろぎをしながら、顔を歪ゆがめ、薄く目を開いた。

　その瞼まぶたの中にある青い瞳が魔力で発光していたような気がした。

「起きろ、ディア。もう朝だぞ」

「朝……？　そこにいるのはジークか……？」

「……寝ぼけてるよ、ディア。ジークは昔の偽名、いまはカナミだって」

　名前の間違いを正すと、ようやくディアは目をはっきりと見開いた。

「カ、ナミ……？　そうだ。もうカナミなんだよな……」

　ディアは目をこすって、上半身を起こす。

　こする手を顔から離したとき、完全に意識を覚醒させた彼女は状況を把握し終える。

「おはよう、ディア」

「おはよう、カナミ。……けど、なんでカナミがここにいるんだ？」

　至近距離で目と目が合い、ディアの頰が紅潮していく。普段は男を自称しているディアならば、あまりこういうことは気にしないと思ったが、そうでもないようだ。

「いや、起きるのが遅いから迎えに来たんだ」

「あ、ああ、そういうことか。えっと、寝過ごして悪い。居残り決めはまだだよな？」

「まだだよ。みんなでディアを待ってる」

　もぞもぞとベッドを出ながら、ディアは甲板の状況を聞いてくる。そして、最低限の身だしなみを整えたあと、急いで部屋から出る。

　もっとゆっくりしてもいいと言ったが、ディアは自分のせいで時間が無駄になるのを嫌ったようだ。一分もしないうちに甲板に上がり、仲間たちに謝っていく。

「――みんな、ごめん！　寝坊で遅れた！」

　それにラスティアラが、暢のん気きに朝食を頰張りながら答える。

「いや、構わないよー。正直、メンバー分けとか、さほど話すこともないしね」

　その答えに僕は首を傾かしげる。

「話すことはないって……、もう決まったのか？」

「とりあえず、カナミと一緒に行きたいのは私とマリアちゃんとディアぐらいでしょ。それに案内役のワイスちゃんを入れて五人だね」

「え、それでいいのか……？」

　周囲を見回すと、全員が頷うなずいていた。セラさんがラスティアラと一緒がいいとごねると思っていたが、すでにラスティアラが説得済みのようだ。スノウは完全に見送り態勢に入り、『いってらっしゃい』と書かれた自作の旗を振っている。

「カナミの要望は、次元魔法を使えるリーパーと別々に行動したいくらいでしょ？」

　あとは個人的にスノウを連れ出したいくらいだが、説得するのに数日かかりそうなので諦めたほうがよさそうだ。まだ様子見と言っていい段階なので、焦ることはない。

「そうだな。リーパーとは意思疎通しやすいから、できるだけ別行動を取りたい。ただ、できればもっと少人数で行きたいんだが……。正直、見つけるだけなら僕とワイスさんの二人だけでも構わないし……」

「それは駄目。なんか勝手に戦って、勝手に返り討ちに遭ってそう」

「いや、いやいや……。仮に戦闘になっても、万全の状態での一対一なら絶対に負けないって……。元々、パリンクロンって補助魔法中心の騎士だろ？」

「そうだね。『天上のセレステイア七騎士ル・ナイツ』時代だと、戦闘能力は常に最下位争いしてたね。模擬戦でセラちゃんに勝ってるところなんて見たことないくらい」

「気をつけるのは『闇の理を盗むもの』ティーダの魔法だけだ。けど、あの魔法の種は割れてる。黒い液体さえ付着しなければ安泰だ」

『闇の理を盗むもの』とは一度戦って打破している。いまの僕ならば液体を全て凍らせることもできる。相性的に有利という自負があった。

　だが、それを全力で否定する者がいる。

「――いいえ。騎士パリンクロン相手に安泰ということは絶対にありえませんよ」

　甲板の隅で大人しく様子を見ていたワイスさんだった。

　ここ二日の休養で体調が戻り、レベル30超えに相応ふさわしい気迫を見せている。

　その気迫に押され、僕は彼女の言葉の続きを静かに待つ。

「そもそも、あれは絶対に真っ向から戦いません。いつの間にか策略を張り終え、いつの間にか攻撃を終えて、いつの間にか精神魔法にかけている。そんな男です」

　妙に説得力のある言葉だった。確かにパリンクロンが真っ向勝負をするイメージはない。まともに向かい合えば、すぐにローウェンの剣術で戦闘は終わると思っていたが、そんな甘い考えはやめたほうがよさそうだ。

「……わかりました。できるだけみんなで囲んで戦うようにします」

「はい、それが正解です。では、そろそろ出発しましょうか。この五人で」

　ワイスさんは先ほどラスティアラの挙げたメンバーたちに目配せする。

　そこには凄惨な笑みで同意する仲間たちが並んでいる。

「一対一の決闘が好きな私だけど……。今回はワイスちゃんに賛成だね。みんなで囲んでボッコボコにしてやろー！」

「ふふふ、いいですね……。あの騎士さんには、いつかのお礼をしなくてはいけないと思っていましたから……。ふふっ、ふふふっ」

「俺もだ。あの野郎に斬られた傷跡が疼うずくからな。ラウラヴィアでは逃げられたけど、今度は逃がさねえ。絶対に磨すり潰す」

　ラスティアラはともかく……マリアとディアは殺意満タンだ。

　パリンクロンと出会った瞬間、問答無用で魔法を放ちそうで怖い。

「そ、それじゃあ、出発しようか。海岸なんて見つかりやすいところに船は泊められないから、ここからあの崖に飛び移ろう。ワイスさん、行けますか？」

「ええ、魔法は厳しいですが……。そのくらいの軽い運動ならば行けます」

　僕は船の横にある絶壁を指差し、確認を取る。一般人が聞けば無茶としか思えない要望に、ワイスさんは何事もないように頷いた。彼女のステータスならば可能かと思っていたが、軽い運動とまで返されては心配の必要はなさそうだ。

「リーパー、セラさん、スノウ。留守番頼んだよ」

　居残りメンバーに別れを告げて、僕は身体能力の低いディアを背負う。ラスティアラの担当はマリアだ。そして、僕とラスティアラとワイスさんは甲板で助走をつけて、船から跳躍する。昨日のレベル上げで強化されたステータスのままに、崖の上まで一跳びだ。

　人離れした脚力によって、僕たちは移動に成功した。すぐに背負っていたディアを下ろして、船に向かって手を振る。リーパーとセラさんが手を振り返し、スノウが必死に旗を振っているのを確認してから、僕たちは崖上にある森の中に紛れ込んでいく。

　獣道もない森を、剣で切り開きながら歩く。人間の進む道ではないが、迷宮と比べればマシなほうだ。身体能力の低いディアやマリアも、問題なくついてきている。

　半刻ほど森を進み、開けた空間に出る。

　黄土色と緑で彩られた平原だ。開放感に溢あふれ、吹く風を妨げるものが全くない。

　僕に王道ＲＰＧゲームのフィールドマップを思い出させてくれる光景が広がっていた。

　ここが『本土』のヴァレンシズ大陸。

　正直、人里離れている場所は連合国付近の開拓地と余り変わらなく見える。

　すぐに僕は地図を開き、方角を確かめて、平原の先に向かって目を凝らす。

　地平線に街が薄らと見えた。ヴァルト本国東にある港町。名前はコルク。

　予定では、この人の出入りの多いコルクの街で情報収集することになっている。

　僕たちは街に向かって歩き出す前に、軽く変装を行う。海を越えたとはいえ、お尋ね者に変わりはないので各々の特徴をできるだけ隠していく。

　そして、ある程度接近したところで、街の外周がよく見えてくる。遠目で見る限り、警備が物々しい。高さ五メートルほどの石の壁に囲まれ、関所には武装した男が立っている。ヴァルト本国は北との戦地が近いためか、警戒に力が入っているようだ。

　おそらく、何の伝つ手てもなく関所に向かえば拘留されてしまうだろう。身元調査の末、連合国の罪状がばれて逮捕だ。だが、いま僕たちにはワイスさんがいる。彼女は一言「任せてください」と告げて、僕たちの先頭を歩き出した。

　堂々と草原の真ん中を歩き、関所の前までやってきてワイスさんが警備の兵たちと軽く話を始める。《ディメンション》で盗み聞きするまでもなく、顔見知りであることはわかった。こうして、大した審査もなく、僕たちパーティーは街の中に入ることができるようになる。

　僕たちは五人並んで、コルクの街に入っていく。

　壁の中には、石造りの地面と家屋がどこまでも並んでいた。

　その街並みは連合国と少し似ていると思った。差があるとすれば冒険者や探索者が少なく見えるところだ。逆に軍人らしき人間を多く見かけるのは戦地が近いからだろう。それと港町らしく、商いを生業にする人が多めかもしれない。

　それなりに賑にぎやかで、それなりに活気がある。いい街なのは間違いない。

　だが、僕は少し不満をこぼしてしまう。

「……随分と物々しい街だね。『本土』って聞いていたから、もっと賑やかなところを想像してたんだけど、そうでもないね」

　勝手ながら、田舎から都会に出たときのような感動を期待していたのだが、そこまで劇的な変化はなかったので肩透かしを食らっている。

「連合国も田舎ではありませんからね。同じ文化である以上、自然と似てきます」

　土地勘のあるワイスさんがガイドとして先導していく。ちなみに、いつも先頭を歩きたがるラスティアラは、いまだけは物珍しそうにきょろきょろとしているため役に立たない。流石さすがは三歳児の箱入り娘、落ち着きがない。

　うるさい彼女が静かな間に、僕はワイスさんと話をしていく。

「ただ、似てはいるけど……少し空気が違うような」

「ここは『境界戦争』の最前線ですからね。いつ戦火が届いてもおかしくないという意識が住んでいる人たち全員にあります。敵のいない開拓地とは緊張感が違うのでしょう」

　肌を刺すようなピリピリとした空気を、スキル『感応』が敏感に嗅ぎ取る。

　よく見れば、人々の顔に少し陰があった。ずっと見つめていると、こちらも落ち込んでしまいそうな負の表情だ。しかし、その街の陰鬱な空気を打ち破るかのように、ハイテンションのラスティアラが叫ぶ。

「と、いうわけでっ！　まずは酒場かギルドで情報収集かな!?　冒険の基本で王道だね！　英雄譚たんの出だしだね！　初めての街！　新たな登場人物！　わくわくしてきた！」

　その持ち前の明るさに感謝しつつも、僕はラスティアラの望みを絶つ。

「いや、今回はそういうのはない。初めての街で色々やりたいのはわかるが、なしだ」

　気持ちはわかる。ゲーム好きの僕は、とりあえず街の全施設回りたいほどだ。だが、《ディメンション》という魔法がある以上、それは成立しない。そもそも――

「私がいますからね。すみません」

　ワイスさんが頰を搔かきながら謝罪する。彼女がいれば情報収集することなく、僕たちの目的は達成できる。

「だよねー……。むむむー。このままじゃ、私の物語の二章パリンクロン・レガシィ討伐編があと数ページで終わっちゃうなあ。まずい……」

　どうでもいい心配をしているラスティアラを置いて、僕とワイスさんは動き出す。

「それでは、皆さんを私の拠点の別荘までご案内しますね」

　そう言って、ワイスさんは街の中心部に視線を向けた。そっちの方角に別荘があるのかと思い、僕は癖で先んじて《ディメンション》で確認しようとする。

　――そのとき、広げた感知魔法に見過ごせないものが映った。

　それは少し遠くで口論している少年少女。只ただ事ごとではない様子だったので酷ひどく目を惹ひいた。その片方の少年は短めのくすんだ金髪を垂らしている。一度命を助け、一度殺し合いをしたことのある相手だ。見間違えようはない。なぜか両腕に手錠らしきものがかかっているが、騎士ライナー・ヘルヴィルシャインに違いない。

「――待って。向こうの路地裏にライナーがいる。ちっさい子と口論してるっぽい」

　ライナーは小柄な少女相手に叫んでいた。その少女はライナーと比べて、頭一つは小さい。栗くり色いろの長髪を二つに分けて束ねていて、その髪の房を揺らして両手をぶんぶんと振り回している。表情を豊かに変えながら喋しやべる様を見て、抱いた印象は太陽の花。向日葵ひまわりのように明るい子だと思った。その小さな身体からだで僕たちの十倍近い生気を放っている。

「ちっさい子……？　もしかして、シアでしょうか。でしたら、話は早そうですね」

「この子がシア・レガシィ……？」

　少しイメージと違う。あのパリンクロンの親戚ということで、もっと胡う散さん臭くさい子だと勝手に思っていたのだが、まるで逆だ。

　しかし、この予想外に早い邂かい逅こうは幸運だ。事前の話ではパリンクロンの居場所を知っているのは彼女だったはずだ。笑顔で僕はワイスさんと共に二人へ近づいていく。

「別荘に着く前に会えるなんてツイてるね。それじゃあ、彼女にお願いしに行こうか。ライナーのやつがいるから、穏便に話せるかどうかちょっと怪しいけど……」

「二人とも根はいい子なので、じっくりと話せば平気ですよ」

「ワイスさん、仲介お願いしますね。できれば、彼とは仲良くしたいんです」

　仲良くなったあとは、こちらのパーティーにライナーを引き抜きたいとまで僕は思っている。他人のパーティーの一員とは聞いているものの、ライナーほどの良物件はなかなかない。同じ人を尊敬する者同士、誤解さえ解ければ仲良くなれると思うのだ。

　ライナーには他の人にはない『厳しさ』がある。パリンクロンとの戦闘での助力だけでなく、迷宮百層までの長い道のりでヘルヴィルシャイン家の力が必要になるときもあるはずだ。ちなみに、姉のフランリューレでなくライナーを選ぶのは、完全に僕の好みである。単純に異性の仲間はこりごりという理由もある。

　そう僕がライナーに友好的な意思を見せていると、後ろから物騒な声が聞こえてくる。ディア、マリア、ラスティアラの順に、それは流れるような提案だった。

「え、ライナーって『舞闘大会』の決勝戦で乱入してきたやつだろ？　パリンクロンのやつと一緒で、みんなで囲んでボコボコにするんじゃないのか？」

「ですね。奇襲された仕返しに、今度はこちらから奇襲をかけましょうか」

「うむ。許可します。私は後ろからニヤニヤと見てるよー」

　当然のように襲おうとする仲間たちに、僕は呆あきれる。

「お、おまえらな……」

　すぐに僕は彼女たちとの別行動を決断する。

　彼女たちがいては説得できるものもできなくなってしまう。

「三人とも待ってろ。おまえらがいると穏便にすむ話がこじれるから、僕とワイスさんだけで会ってくる。できるだけライナーとは話し合いで済ませたいんだ。割と本気で」

　その指示に、まずラスティアラが難色を示す。

「えー」

「えーじゃない。リーダー命令だ」

　あるのかわからない権限だけれど、とりあえず強気に言ってみる。

　ただ、その隣で心配げに呟つぶやくマリアには頭ごなしに命令するわけにはいかない。

「カナミさん……。本当に大丈夫なんですか？」

「ちょっとパリンクロンの居場所を聞いてくるだけだから、心配はいらない。もし何かあったら、空に魔法を撃って知らせるよ。絶対に一人で無茶はしないって約束する」

　優しく問題はないと伝える。ここは迷宮ではなく街中だ。そうそう荒事なんて起きはしない。それをマリアもわかっているのか、渋々ながらも頷うなずいてくれる。

「わかりました。確かに、ライナーという人の前で平静を保てる自信が私にはありません。ここは別行動のほうがいいでしょう」

　続いてディアも賛同してくれる。

「……まあ、カナミが言うなら、それが正しいんだろうな。俺もマリアと一緒で黙ってられないと思う。ちょっと適当なところで時間でも潰してるさ」

　もちろん、ラスティアラだけは最後まで駄々を捏こね続ける。

「えー、えー、えー！　襲ったほうが絶対面白いのに！」

「ほら、ラスティアラさん。いい子で待ってましょう」

「むむむ……。んー、マリアちゃんがそう言うなら……」

　マリアがあやしてくれたことで、なんとか静かになってくれる。

　全員が納得してくれたところで、僕はワイスさんに声をかける。

「すみません、お待たせしました」

「いえ、見ていて楽しかったですよ。本当に仲のいいパーティーですね」

　ワイスさんは僕たちのパーティーを見て和んでいた。特にラスティアラを見る目が優しいと思うのは、僕の気のせいだろうか。

　いまはそれよりもライナーとシア・レガシィだと思い、すぐに僕は気を取り直して二人のいる方向に歩き出す。パーティーの三人と別れて、街中の中心ではなく外れのほうに進む。《ディメンション》があるので、すぐライナーたちがいる路地裏まで辿たどり着く。

　そして、少年少女の口論を、その耳で直接聞く。

「――だから、助けに行くんです！　アイド先生の治療を定期的に受けてないと、ワイス姉は死んじゃうんですよ!?　きっと、いまも迷宮で一人寂しく泣いてます！　リーダーの私が責任持って助けないと駄目なんです!!」

「だから!!　おまえ一人で行っても無理だっつってんだろ、シア！　おまえ一人だと迷宮連合国に着く前に、どっかで野垂れ死にするのがオチだ！」

　どうやら、二人は迷宮から帰ってこないパーティーメンバーの扱いについて意見が食い違っているようだ。その当のワイスさんは「少し驚かせます」と言って、二人の後方に回っていく。その悪戯いたずらを成功させるため、まず僕が一人で正面から近づく。

「――っ！　誰だ!?」

　姿が見えるか見えないかといったところで、ライナーが第三者の接近に気づく。彼が徐々に力をつけているとわかる反応だと思いながら、気さくに声をかける。

「や、ライナー。久しぶり」

「え、え？　ななな、なっ、ジーク!?」

　ライナーは驚きと共に、半歩引く。ここでの僕の登場は本当に予想外だったようだ。

「えっと……、その、なんだか困ってるみたいだね……？」

　事情は大体わかっているが、わざとらしく話を聞こうとする。

「……だからどうした。あんたには関係ないことだ。けど、前のやつの仕返しで戦やり合いたいって言うなら、相手にはなるぞ」

　もちろん、ライナーは聞く耳を持とうとせず臨戦態勢だ。

　それでも僕は敵意なく彼に近寄る。強者の傲慢かもしれないが、いまの僕が彼を倒すのは容易たやすい。ステータスの実力差を見る限り、危険はないと言っていい。

　無造作に近づいてくる僕に、ライナーは緊張感を高めていく。そして、いまにもライナーが動き出そうとしたとき、彼の背後からワイスさんが声をかける。

「私の命の恩人に対して失礼は許しませんよ、ライナー」

　その声に反応してライナーは振り返る。

「なっ、え!?　なんで、あんた――!?」

　そこにあった顔を見て、ぽかんとライナーは口を開けた。

　連続して予想していなかった人間に出会い、彼の困惑は加速していく。僕もワイスさんも放っておけず、前後に何度も振り返り直す。

　その中、シア・レガシィだけは純粋に仲間の帰還を喜ぶ。

「あ、あぁああっ――!!　ワイス姉だぁああ――――!!!!」

「心配かけました、リーダー。このワイス、いま戻りました」

　タックルのように飛びついてきたリーダーを、ワイスさんは身体全体で受け止める。

　心温まる再会だ。ただ、僕はパリンクロンの姪めいという話のシア・レガシィへの警戒を解いていない。なによりも先に彼女のステータスを『表示』させる。





【ステータス】

　名前：シア・レガシィ　HP23/23　MP17/17　クラス：探索者

　レベル３

　筋力0.45　体力0.88　技量0.23　速さ0.34　賢さ1.02　魔力0.92　素質0.46

　先天スキル：なし

　後天スキル：なし






　特筆すべきところはない。以前に船でラスティアラの言っていた通り、普通だ。

　探索者には向かない一般人にしか見えない。

　僕がシア・レガシィを睨にらんでいると、時間をかけて状況を理解したライナーが一息ついて、冷静に呟いていく。

「あぁ、そういうことか……。あんたが命の恩人ってことは、ワイスさんと迷宮で会ったんだな。それで、ここまで連れて来てくれた……」

　ライナーは僕に敵意がないのを確信し、身体の力を抜く。その彼の呟きを聞いて、ワイスさんに抱きついていたシア・レガシィが、こちらに向かって駆け出してくる。そして、僕の両手を握って、振り回しながら、大げさに感謝していく。

「ああ、そういうことだったんですか！　ワイス姉を助けて頂き、ありがとうございます！　見知らぬ優しい方!!」

　さらに近くのライナーにも感謝を強制していく。

「ほら、ライっちもありがとーってお礼言って！」

「くっ……。か、感謝してる……。助かった……」

　ライナーは感謝する理由が正当であると判断して、渋々ながら宿敵の僕に頭を下げる。

　やはり、彼は僕好みの律儀な性格をしている。それを再確認していると、シア・レガシィが自己紹介を始める。

「私はシア・レガシィって言います！　最近、迷宮探索者始めました!!」

「よろしく。僕は相あい川かわ渦か波なみ、僕も同じく迷宮探索者だね」

「わー、同業者さんですねー。じゃっ、年上っぽいのでアイカワさんって呼びますねー。私のことはシアって気軽に呼び捨ててください。しかし、アイカワ・カナミって変な名前ですねー。アイカワなんて、すごく珍しい名前……――ん、珍しい？　アイカワ……？　アイカワ・カナミ？　え、あの……？」

　その『あの』が、どういったものかはわからないが、とりあえず僕は頷いておく。

　すると、目の前の少女は僕の顔を穴が空くほど眺めたあと、満面の笑みとなった。

「あのアイカワさんですか！　へー、思っていたのと全然違う感じですね！　とっても優しそうです！……あっ、私にできることがあれば何でも言ってくださいね！　ちゃんとお礼がしたいですから！」

　開拓地の連合国で噂うわさとなっている僕の話を聞いていたのかもしれない。けれど、すぐに噂の英雄ではなく、僕そのものを見てくれた。

　その真っ直すぐで清い心を前に、僕は目を細めてしまう。

　かつてのディアを思い出させる眩まぶしさだ。いまの僕のパーティーに不足している純粋な成分を感じ取り、涙が出そうだった。パリンクロン戦で人質にしようかと、心の隅で思っていた自分が恥ずかしい。うちの誰かとチェンジしたくなるくらいに良いい子だ。

　もし誰かに聞かれたら命の危険のある本音は隠し、僕は本来の目的を果たそうとする。

「……じゃあ、シア。聞きたいことがあるんだけど、ちょっといいかな？」

「何でも聞いてください！　命の恩人のアイカワさんには何でも答えちゃいますよー！」

「僕はパリンクロン・レガシィに用があってここまで来たんだけど、どこにいるか知っていれば教えてくれないかな？」

「え、叔父さんですか？　もちろん、知ってますよ！　叔父さんなら、もう少し北のほうですね！　確か、戦争の最前線で軍の指揮をしてるって話です！」

「……そうか」

　噓うそではないと思う。あいつがラウラヴィアに居たとき、将として召喚されるとぼやいていた。やはり、あいつは『本土』の戦争の真っ只ただ中なかにいるようだ。

「よくわかりませんが、『南連盟』で参謀役をやってるらしいです！　いつの間にか叔父さんが偉くなってて、私びっくりです！」

「それで現在の正確な位置ってわかる？」

「わかります！　つい先日、お手紙で居場所を聞きましたから！　私たちのパーティーも、丁度向かうところなんです！　いやあ、ワイス姉を置いて行くことにならないで、本当に助かりましたー！」

「君たちもパリンクロンのところへ向かってるの？」

　目的地が被かぶっていることに驚き、シアではなくライナーに目を向ける。

「ああ、そういうことになってる。僕が言い出したことだ」

　あっさりとライナーは認めた。そして、隠すこともなく自分の目的を曝さらけ出す。

「ワイスさんの出生について、パリンクロンに詳しく聞くつもりだ。もちろん、ハイン兄様についても問い詰める。その内容によっては、やつと戦やり合う」

「なるほど」

　おそらく、ワイスさんがハインさんの遺体で作られたことを知っているのだろう。

　ハインさんの最期について最も詳しいのはパリンクロンで間違いない。

　ワイスさんとの出会いが、ライナーの中の優先順位を変えてくれたようだ。僕を見ても血眼になって襲い掛からない理由がわかった。

「私は叔父さんにお小遣いを貰もらいに行きます！」

「……なるほどね」

　そして、シアが何も知らされていないということもわかる。彼女は自分の叔父のことを、ただの家族として見ている。

　できるだけ、彼女とは離れて行動したほうがいいと思った。

　ライナーはともかく、シアとだけは行動を共にできない。

　彼女がいれば、それだけで判断が鈍る。いや、もう鈍りかけている。僕は早急にシアと別れるべく、必要な情報だけを聞き出そうとする。

「じゃあ、シア。すぐにでも教えて欲しい。僕も叔父さんに用があるんだ」

「わかりました！　えーとですね、叔父さんの場所はー。えーっと、確かー、あれ？」

　突如、シアは唸うなりだす。見かねたライナーが横から口を挟んだ。

「ジーク、こいつがそんな細かいところまで覚えてるなんてありえないから諦めてくれ。もし知りたいなら、僕たちが拠点にしてる別荘まで来てくれ。そこに保管されてる手紙を見れば、正確な位置がわかる」

　ライナーも細かな場所まではわからないようで、届いた手紙を見たほうがいいと勧めてくる。確かに、そちらのほうが信用性が高い。断る理由はなかった。

「わかった。それじゃあ君たちの拠点にお邪魔しようかな」

「す、すみません！　アイカワさん！　私がバカなばっかりに!!」

「いや、構わないよ。こっちが頼んでることだから、気にしないで」

「うわー、ほんといい人ですー！」

　シアは真横から、僕の腰に抱きついてきた。

　感激しての行動のようだが、その落ち着きのない動きに僕は焦る。

　シアは小さい。まるで子リスのようだ。しかし、その幼い身体からだよりも、もっと精神が幼く感じる。『魔石人間ジユエルクルス』に似た歪ゆがみを感じるが、彼女のステータスに『素体』の文字はない。

　いつの間にか懐いたシアを遠ざけながら、僕たちは四人全員で別荘に向かい始める。

　街の大広場を抜けて、市場を抜けて、中心部に入っていく。

　その途中、ライナーは僕を警戒して睨み続けていた。シアはワイスさんに押し付けて前を歩いてもらっているので、必然的に彼との距離が一番近い。

　ライナーとの関係を修復するチャンスだと思い、話題を探す。

　なによりもまず、彼の外がい套とうの中にある両手につけられた手錠が目に入った。木製の手錠なので、ライナーが力を入れれば簡単に壊れそうに見える。しかし、魔力のこもった特別製であることが《ディメンション》でわかる。腕力では外せない代物なのかもしれない。好奇心を抑えきれずに、僕は聞く。

「というか、ライナー。その手錠、どうしたの？」

「……こ、これか。これは気にするな！　こっちも色々あったんだ、色々！」

　ライナーは両手を僕から見えないように隠した。その表情から本意で着けているわけでないことがわかり、チャンスだと思って協力の意思を見せる。

「ライナー、外したいなら僕が力になるよ」

「いや、それは構わない。困ってるわけじゃあないんだ」

「困ってない？　両手が使えないのに？」

　ライナーの主な目的は復ふく讐しゆうだ。これから先、パリンクロンや僕と戦闘する可能性が高いのに、腕が使えなくて困らないというのは不思議な話だった。

　じっと疑問の目を彼に向けていると、我慢しきれなくなったライナーは叫ぶ。

「しつこいな！　わかったよ！　説明してやる！　パーティーに緊縛趣味のやつらがいて、ちょっと手錠されてるだけだ！　着けた本人じゃないと、これは外せないんだよ！　たぶん、あんたでも無理だ!!」

「え、それ仲間にやられたんだ……。なんで……？」

「僕が聞きたい！　強くなりたいって話をしたら、急にこれになったんだ！　うちのパーティーには止めるやつがいないから、一日中手錠のまんまだ！」

　軽く突つついただけで、ライナーは堰せきを切ったかのように愚痴を零こぼし出す。その様子から今日までの苦労が窺うかがえる。その叫びは前方のワイスさんとシアにも聞こえていたようだが、どちらも「アイド先生の言うことなら間違いない」と言っていて、手錠を外そうとする意思はなかった。確か、アイドという名は迷宮の守護者ガーデイアンだったはずだ。

「なかなか難儀なパーティーみたいだね……」

「哀れむような目で僕を見るな！　くそっ、あんたのパーティーはいいよな！　いいとこのお姫様とお嬢様に囲まれて！　見るからに優しそうなやつらばっかりだ！」

「えっ……？　え、ああ、うん。いや、結構そうでもないんだけどね……？」

「こっちなんか、緊縛だぞ、緊縛！　新人をいじめて楽しんでやがる！　あいつら絶対にサディストだ！」

　いまにも血を吐きそうな様子のライナーには親近感が湧く。やはり、彼こそ僕と苦労を分かち合える存在だと確信できる姿だった。

「それは大変だね……。けど、こっちも楽じゃないんだ。聞いてよ、こっちはことあるごとに炎上しそうになるんだ。正直、僕の仲間たちの魔力って凶悪すぎて、見てるだけで足が震えてくる……」

「炎上？　えっと、あんたら仲間なんだよな？　協力し合っているんだよな？」

「そのはずなんだけどね。日常的に盗聴されてるし、そのうち刺されるって仲間からは言われるし、全く心落ち着かなくて……」

「そ、そこまでこっちはひどくないな……」

　トラウマで震える僕を見て、ライナーの威勢が弱まった。いまなら、同情を引いてライナーを仲間にできるかもしれない。

「だから！　ライナーにこっちのパーティーに入ってもらって、僕の相談相手になって欲しいって思ってるんだ！　僕は!!」

「お、追い詰められてるな、ジーク……。けどいまの話を聞いて、そっちのパーティーに入ろうってやつ、いるわけないだろ……」

「そこをなんとか……!!」

「いや、そもそも僕はあんたを殺しにきてるんだぞ！　入れるわけないだろ！」

「殺しにきてるくらいセーフだから！　うちなら、それくらいは許されるから!!」

「いやそれがセーフって、おかしいだろ!?」

「ちょっとだけ！　ちょっとだけでいいから入ってみない!?　お試しでいいから！」

　隣のライナーに詰め寄りながら歩く。

　そのしつこい勧誘を受けて、とうとうライナーは警戒を解いて呆あきれた顔になる。それは初めて迷宮で出会ったときの表情に近かった。

「あー、くそっ。調子が狂うな……」

　もうライナーに敵意はなかった。無防備に詰め寄る作戦が効いたのかも知れない。

「僕は久しぶりに心安らいでるけどね」

　ライナーの絶妙な力量と立ち位置のおかげか、話していても全く緊張しない。命の危険もない。たったそれだけのことが、僕は嬉うれしかった。

　その僕の安あん堵どした表情を見て、ライナーは大きく溜ため息いきをつく。

「はあ……。やっぱりジークフリート・ヴィジターは悪いやつじゃないんだな。初めて会ったときの印象のままだ……」

　恨みや戦いの話ではなく、くだらない話を交えたことで、僕とライナーは互いの人柄を理解しかけていた。誤解全てが解けたわけではないが、その糸口が生まれたのは間違いないだろう。やはり、友好的に彼と接触したのは正解だった。

　そして、ライナーとの距離が縮まったところで、目的の拠点に到着する。

「着きましたー！　ここが私たちの別荘ですー!!」

　街中に古びた屋敷が一つ建っていた。その門前でシアが自慢げに両手を挙げる。

　ただ、軽く見たところ、お世辞にも管理が行き届いている家とは言えなかった。庭には枯れ草が生え放題で、外観も異様に風化している。門から入り口までは綺き麗れいになっているので、最低限の掃除が一度された程度なのだろう。

　その僕の感想は顔に出ていたのか、ライナーが理由を答えてくれる。

「レガシィ家が放置していた別荘を勝手に使っているだけだ。あんまり中身に期待はしないでくれ」

「ライっち酷ひどい！　こんなに立派な別荘なのにー！」

　ちょっと不機嫌になったシアを先頭に門を通り、僕たちは別荘の大きな扉を開いて中に入っていく。玄関に入ったところで、僕は周囲を観察する。

　正直、館の中は質素で古びているとしか表現しようがなかった。調度品は全くなく、使用人の姿も見えない。内装も外装の感想と変わらない。目立つところは綺麗に見えるが、よく見れば隅のほうに埃ほこりがたくさん溜まっている。

「ただいまー！　では、ぱぱっと手紙取って来ますー！　ついでにアイド先生も呼びますから、待っててくださいねー！」

　拠点に帰ったシアは、何よりもまず僕たちのお願いを叶かなえようとして、元気よく屋敷の奥に走り去っていった。その気持ちは嬉しいのだが、玄関に取り残されてしまった僕たち三人は手持ち無沙汰になってしまう。

　三人で顔を見合わせる中、ライナーが提案をしてくる。

「とりあえず、客間のほうに行くか。そこならワイスさんも落ち着けるだろ。ジークもついてきてくれ」

　一応、ライナーは僕を客と思っているようだ。客を玄関で立ちっ放しにさせるのは、彼の流儀に反するのだろう。シアが去っていったのとは逆方向に僕を案内する。

　天井に蜘く蛛もの巣が張った廊下を進み、三つほど扉を開けたところで、大きなテーブルが真ん中に置かれた質素な部屋に辿たどりつく。ここも庭や玄関と一緒で、最低限の掃除しかされていない。

「悪いな、ジーク。ここで我慢して欲しい」

「いや、十分だよ。玄関よりかは落ち着ける」

「ええ、腰を下ろせるだけありがたい話です」

　僕とワイスさんは適当な椅子に座って一休みする。ライナーは壁に背中を預けて、窓から外の様子を眺める。――一時、静寂が客間を包む。

　ただ待っているだけでは時間がもったいないと思い、僕はライナーに話を振ろうと話題を考える。例えば、お互いの家族について話すのは有意義かもしれない。

　意を決して僕が声をかけようとしたとき、閉ざされていた客間の扉が激しい音を立てて開かれる。そして、奇抜な衣服に身を装った二人の子供が入ってきて、騒ぎ出す。

「おっかえりー！　ワイス姉、ライ君ー！　さっきシアとすれ違って、帰ってきたって聞いたよー！」

「おかえりー……」

　子供とはいえ、ライナーより少し背が高い。ライナーが中学生低学年とすれば、こちらの二人は中学生高学年といったところだろうか

　その二人の子供は瓜うり二ふたつだった。双子のように同じ顔を持っていて、同じような衣服を纏まとい、声も似ていた。違うのは纏う色のみ。大声で挨拶したほうの髪は赤く、物静かなほうの髪は黒い。そのフリルの多い衣装の色も、赤と黒で差別化されている。
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　自信はないが、おそらく二人とも女の子だ。《ディメンション》で確認するのは失礼にあたると思っているので、確かめようはないが……。

　その二人の子供の登場にライナーは少し苛いら立だたしげに応える。

「おまえら、すごい元気そうだなあ、おい……！　朝は体調不良で動けないって言ってなかったか……!?」

　ライナーはこめこみに青筋を浮かべて、まとわりつこうとする二人を遠ざける。

「え、体調不良？　ああ、あれならもう治ったよ？」

「噓うそつけっ、やっぱ最初から元気だったんだろうが！」

「あははっ、噓じゃないよ！　ルージュたちが元気なときなんてそうそうないよ！　ねっ、ワイス姉ー！」

　赤い少女は明るい表情で意味深なことを言う。それにワイスさんも明るく答える。

「ええ。彼女たちの調子が悪かったのは本当でしょう。許してあげてください」

　間に立って仲裁されてしまい、ライナーは怒りを収めるしかなかった。黙ってしまった彼の次に、黒い少女が申し訳なさそうに声を出す。

「ごめんね、ワイス姉……。正直、私たち見捨てた。色々諦めてた……」

「構いません。あなたたちは私の言いつけを守っただけのこと。何も気にする必要はありませんよ」

「……うん、わかった。そうする。……でも、どうやってあれから助かったの？　私たちを逃がしてくれたところで、もうワイス姉限界だったのに……」

　おそらく、ワイスさんと僕たちが迷宮で出会ったときのことだろう。その話から二人もワイスさんのパーティーメンバーであることがわかる。

「確かに私は限界でした。しかし、運良く、そこのラウラヴィアの英雄様に助けてもらえたのです」

　ワイスさんが悪戯いたずらっぽい表情で僕に話を振ると、赤と黒の少女の目がこちらを向く。

　まず赤い少女が楽しげな様子で確認を取る。

「へー。このお客さん、英雄さんなんだー。ワイス姉、ほんとのほんとに？」

　不本意な呼び方をされてしまっているので、ワイスさんより先に僕は答える。

「英雄はやめてください、ワイスさん。……えっと、僕は探索者の相あい川かわ渦か波なみ。英雄でもなんでもないから、普通によろしく」

　否定しつつ、少女二人に自己紹介をする。

　しかし、少女たちはその否定を取り合ってくれなかった。

「いや、ルージュたちもそれなりにできるから、お客さんの力量くらいわかるよ。ワイス姉を助けてくれてありがとうね、英雄さん。うーむ、英雄とか生で初めて見たよ。こちらこそよろしくー。赤いのがルージュ、黒いのがノワールだよ。できるだけ見分けやすいように努力してるから、色で判断してねー」

「あ、姉を助けて頂きありがとうございました……。英雄さん」

　英雄という存在に頭を下げる二人を見て、僕はワイスさんを睨にらむ。

「どうにか訂正してください」

「事実を言っただけですよ。ラウラヴィアでの活躍は私も聞き及んでいます」

　ワイスさんは意地悪そうに笑うだけだ。訂正してくれる様子は全くない。

　挨拶を終えたところで、すぐにルージュが僕に質問を投げかけてくる。

「ねねっ。英雄さんってことは強いんだよね？　ワイス姉とどっちが強いの？」

　無邪気な質問だ。隣のノワールも興味深そうに「うんうん」と頷うなずいている。その仲の良い姿は、まるで本当の姉妹のようだ。

「んー、ワイスさんが戦っているのを見たことないからわかんないかな……」

「少年、謙遜はいりませんよ。たとえ、この身の体調が万全だとしても、私に万に一つの勝機もありません」

　ぼかして答えようとしたら、すぐに隣のワイスさんから否定が入った。それを聞いた少女二人は興奮した様子で、自らの姉が負けを認めたことに驚き、さらに騒ぎ始める。

「ひぇー！　あの滅め茶ちや苦く茶ちや強いワイス姉より、もっと強いんだ！」

「あのワイス姉よりも強いなんて……。これが英雄……」

　赤い少女と黒い少女が手を合わせ、似たようなことを口にしている。その様子を見て、まるで鏡がそこにあるような錯覚がする。まるで、双子のような――

「――二人は双子じゃありませんよ。ただ、『材料』が似通ってるだけです」

　まじまじと二人を見つめているのがわかりやすかったのか、頭の中にあった疑問にワイスさんが答える。その『材料』という単語から、『魔石人間ジユエルクルス』であることを確信する。

「……ああ、そういうことなんですね」

「とある研究院から私が連れ出しました。私と同じで、とても短命です」

『材料』『魔石人間ジユエルクルス』『研究院』『短命』。その冷たい言葉群からは、悪いイメージしか湧いてこない。国の行っている『魔石人間ジユエルクルス』の研究が非人道的であると推測できる。

　僕が義憤の感情を燃やしかけたとき、ワイスさんは首を振る。

「そんな顔をしないでください。ラスティアラさんが特別なだけで、本来『魔石人間ジユエルクルス』とはそういうものなのです。その中でも、私たちはアイド先生と出会えただけ幸運だと思っていますよ」

　儚はかなげに、そういうものだと断言する。そのワイスさんの表情から、いくつかの同族の死を看み取とってきたのを察することができた。

　暗い話題で室内の空気は重くなり、会話が途切れかける。

　そこで新たな来訪者が二人、客間に入ってくる。

　まず、一人目。片手に手紙を持って走ってきたシアだ。部屋に入るなり「持ってきました！」と僕の傍そばまで駆け寄って、手渡してくれる。

「ありがとう、シア」

　そして、二人目。現れたのは異様に背の高い男だった。針金のような細い手足に、胸あたりまで伸びた真っ白な長髪。特徴的な細い目に、血色の悪い唇。研究者のような白衣を身につけ、鼻の上に異世界にそぐわぬ眼鏡をかけている。

　男は部屋に入ると同時に患者を捜す。

「――ワイス様はどこですっ？　すぐに処置します！」

「アイド先生、ここです」

　慣れた様子でワイスさんが手を挙げると、一刻の猶予もないといった様子で彼女に近づいていく。そして、その細い腕から蛍の光に似た緑色の魔力が溢あふれ出し、ワイスさんを包んでいった。おそらく、木属性の回復魔法だ。

「死ぬ寸前じゃないですかっ。無茶のし過ぎです。……ひとまず、魔法で安定させますから、すぐに休息をとってください。眠りの魔法もかけますよ。これは強制です」

「先生……。どう足あ搔がいても私たちは死ぬ寸前なのですから、そんなに気にしないでください……。この……くらい――無茶じゃ、あり、ませ――……」

　最後まで口にすることはなく、ワイスさんは椅子に座ったまま眠りについた。

　そして、彼女の『状態』欄に並んでいた無数の文字が消えていくのを『表示』で見て取る。ラスティアラやディアでも無理だった症状を、たった数秒で回復させた。その手腕から僕は男の正体を確信する。

　男はワイスさんが小康状態に入ったのを見てから、苦しげに呟つぶやく。

「気にするに決まっています……。あなたたち『魔石人間ジユエルクルス』は自分が絶対に助けて見せます……。あなたたちは自分の『楽園』に必要な存在なのですから……」

　その明らかに常軌を逸した魔力を放つ男を、僕は油断なく『注視』する。





【四十守フオーテイガ護者ーデイアン】木の理ことわりを盗むもの






　やはり、彼こそがワイスさんたちが解放した守護者ガーデイアン『木の理を盗むもの』だった。

「しかし、これでしばらくワイス様は大丈夫でしょう。さて、お客様のほうは、と――」

　そこで『木の理を盗むもの』と目が合う。先ほどまではワイスさんしか目に入っていなかったのだろう。僕の姿を捉えた瞬間、驚きで硬直する。

「なっ――!?」

『木の理を盗むもの』は目を見開いた。

　次に戦意で魔力を漲みなぎらせる。先ほどの治療の様子から優しい守護者ガーデイアンであると思って油断していた僕は、慌てて『持ち物』に手を伸ばして剣を握った。

　握ったが――しかし、抜こうとまでは思わない。

　なぜなら、『木の理を盗むもの』は僕の姿を見て、震えていたからだ。人外の力を持つはずのボスモンスターが、まるで『化け物』と出会ったかのように怯おびえていた。

「も、もしかして、相川渦波様でしょうか……？　い、いえ、それにしては少しおかしい。まさか『水の理を盗むもの』……？」

『木の理を盗むもの』は僕の名前を呼び、『水の理を盗むもの』という言葉を漏らした。

　しかし、目の前の守護者ガーデイアンが僕の何を恐れているのかはわからない。僕は魔力を放ってもいなければ、剣も抜いていなかった。

　できるだけ彼を刺激しないように、慎重に自己紹介を始めていく。

「……初めまして。僕は相川渦波です」

　それを聞いた『木の理を盗むもの』は、さらに目を見開く。

「は、初めまして……ですか？　もしや、このアイドのことがおわかりにならない？」

　アイドと名乗り、両手を広げて自分の存在を示す。しかし、僕に覚えはない。ここまで特徴的な魔力と身体からだの男ならば、一度見れば忘れるわけがない。

「ええ、あなたと会うのは初めてです……」

　本心からそう答える。その言葉に偽りのないことを感じ取った『木の理を盗むもの』アイドは不思議がり、僕や仲間たちを置いて、ぶつぶつと呟き始めた。

「な、何がどうなっているのでしょう？　つまり、渦波様は『魔法陣』や『迷宮』どころか、『再誕』にも失敗した？　誰の悲願も叶かなわなかった？　だから守護者ガーデイアンのルールがこんなにも甘い……？　ならっ、ならばあのあと世界はどうなって――!?」

　混乱しているのは明らかだった。

　青い顔で自問自答を繰り返し続け、頭を搔かき毟むしっている。

　僕は『木の理を盗むもの』を落ち着かせようと、近づいて手を伸ばす。

　それに気づいた彼は、ハッと顔を上げて僕から一歩遠ざかった。まるで怯える猫のような反応だ。そして、アイドは極めて低い声で先ほどの自問自答の結論を出す。

「いえ、どちらにせよ、自分には関係ないことですね……。もはや、いまとなっては全てが関係ありません……」

　泳いでいた目が定まり、僕を真っ直すぐに見つめる。

　戸惑いにけりをつけたのがわかる。その真っ直ぐな目を見つめ返して、僕は聞く。

「……僕を誰かと勘違いしていませんか？　本当に僕と会ったことがあるんですか？」

　彼に色々と聞きたいことはある。その中で、いま一番知りたいことは迷宮や守護者ガーデイアンについて――ではなく、僕自身のことだった。

　しかし、彼は問いに答えることなく、独白を続けていく。

「ええ、そうですとも。何もかも終わったのです。ゆえに、あなた様が自分の王を唆したことも忘れましょう。もう終わったこと。もう関係ないことです」

　僕が王を唆した……？

　アイドは関係ないと言いつつも、その瞳には敵意が宿っていた。その瞳に僕は覚えがある。パリンクロンに記憶を奪われていた状態で、ライナーと再会したときと同じだ。

　あのとき、ライナーの瞳に隠れた敵意を感じ――しかし、身に覚えがないため酷ひどく困惑した。それと同種の困惑が僕を襲う。

「しかし、まだ自分は諦めてはおりませんよ。自分はもう一度、戦う所存です。今度こそ、千年前の無念を晴らしてみせます。自分は……、自分は！」

　僕を置いて、彼は宣誓しようとする。それを僕は一字一句聞き逃さないようにする。それこそが『木の理を盗むもの』の『未練』であり死に様であると思ったからだ。

「もう一度王国を作り、『統べる王ロード』の帰還を待ちます。彼女なら近い将来、間違いなく迷宮から抜け出すことができるでしょう。そして今度こそ、『統べる王ロード』は勝利するのです。自分たちの手によって、この大陸に『楽園』を築く！　世界を平和に導く！　そう、それこそが王の願いであり、自分の願いなのですから――!!」

　その『未練』は他の三人と比べ、余りに壮大すぎた。

　世界平和を願う守護者ガーデイアンは宣誓を終えて、身体の震えを全て取り除いた。

　恐怖を克服したアイドは、下がった一歩分だけ前に出て聞く。

「聞いての通り、自分の望みは以前と変わりません。聞かせてください。いまの渦波様の望みは何ですか？」

　その気迫に押されるがまま、僕は目的を口にする。

「……僕は探索者ですので、迷宮の『最深部』を目指しています」

　それを聞いた『木の理を盗むもの』は、少しだけ怪しむ気配を見せる。

　一切の油断なく僕を観察して、言葉の真偽を探っているのがわかる。

　こうも警戒されてしまっては情報交換なんてできない。仕方なく、僕自身のことではなく、彼自身のことを聞く。

「それよりも、ちょっと待ってください。正直、僕にはあなたの言っていることのほとんどがよくわかりません。なので、あなたについて詳しくお聞きしたいのですが……」

　下手に出て、説明を願う。それを見た『木の理を盗むもの』は戦意を萎しぼませていく。いまの対応は予想外だったようだ。

「……ほ、本当にお変わりになりましたね、渦波様。自分相手に敬語も敬称も必要ありませんよ。こちらがむず痒がゆいほどです」

　くすりと笑って、アイドは肩の力を抜いた。それに合わせて僕も堅苦しさを解く。

「……うん、わかった。そうさせてもらうよ、アイド。守護者ガーデイアン相手には、僕もこっちのほうがやりやすい」

「はい、自分もこちらのほうがやりやすいです。して、自分の話ですか……。しかし、いまのあなた様にどこまで話していいものやら……」

　僕が彼を気安くアイドと呼ぶと、部屋の空気が少し軽くなった気がした。

　アイドは微笑のまま、話を始める。

　このまま、彼と笑い合いながら話を進めれば、ここまで一人で来た甲か斐いがある。欲を言えば、アイドともローウェンのときのように友好的でありたい。

「いまのあなた様なら、自分の食指も動きます。しかし、そのあなた様に全てを話し、また同じことを繰り返すのは避けたいところです。ええ、二度も騙だまされたくはありません。もう二度とは――」

　しかし、そんな僕の淡い期待はあっけなく裏切られる。

「ライナー様。渦か波なみ様と戦い、追い詰めてみてください」

　それは客間の誰も予想していなかった言葉だった。

　仲間であるはずのライナーたちも口をぽかんと開けた。

「は、は？　何言ってるんだ、アイド先生」

　ライナーはアイドの言葉を理解しきれず、戸惑う。

「確認しなければならないのです……。いまの渦波様が何者か。もしも以前と同じならば、そのときは……」

「いや、だから言っている意味がわからないんだって。あんたとジークは知り合いじゃないのか？　なんでジークと戦う？」

　我慢しきれず、ライナーは立ち上がる。

「……人は追い詰められたときこそ、その本性が出ます。自分は王のために臣下を集めていると言ったでしょう？　いわばこれは面接ですね。渦波様が本当の意味で信じられる人物かどうか、試したいのです」

「いや、だから、なんでそこで戦うって手段を選ぶんだ!?　わけがわからない！」

　ライナーはアイドの目的までは理解した。しかし、その手段を選ぶ理由までは理解できなかった。話にならないとわかり首を振る。ただ、他の仲間たちは違った。

　後ろに付き添う赤と黒の『魔石人間ジユエルクルス』たちは、誤解なくアイドの思惑を理解していた。

「えーと、つまりアイド先生。この人もルージュたちの仲間になるかもしれないんだね？　だから、いまから力を試したいってこと？　ついでに本性とか裏とかも探るってこと？」

　ルージュの赤い魔力が、いまにも魔法を構築する勢いで漏れ出す。

「……少し違いますが、そんなところです。渦波様は『統べる王ロード』が戻るまでの王の代用にもなれるほどの方です。入念に面接をしなければならないでしょう」

　アイドの言葉を聞き、ルージュとノワールの頰に赤みが差す。見るからに興奮した様子で、戦意を表に出し始める。物静かだったノワールも、饒じよう舌ぜつに語り出す。

「ええ、ええっ！　確かに見た目がいいですよねっ、この英雄様！　その心の仮面を剝いで、素顔が見たいです！　その上で、ぜひぜひ仲間になってもらいたいと私も思います……！　ふふっ、ふふふ！」

　その中、ライナーとシアの二人は反対し続ける。

「僕は反対だ。こんなことをやっているときじゃない」

「わ、私も反対です！　もっと平和な方法でお願いします!!」

　対して、アイドは指を鳴らして魔法を唱える。

「――《スリープ》。とりあえず、リーダーにはワイス様と同じように眠っていただきましょうか」

　すると、糸の切れた人形のようにシアは崩れ落ちた。

　くかーと暢のん気きな寝息を立てて、ワイスさんに凭もたれかかるかのように眠り始める。

「そして、ライナー様。自分は補助魔法しか使えず、その補助魔法は真人間にしか通りが良くありません。おそらく、ルージュとノワールだけでは力が足らないことでしょう。この子たちに限界まで戦わせる気ですか？」

　アイドの言葉にライナーは歯を食いしばっていた。

　そして、少しだけ目を伏せて思考したあと、忌々しく呟く。

「……くっ、やればいいんだろ。やればっ」

　ライナーの風の魔力が、部屋を満たした赤と黒の魔力に上乗せされていく。

　僕はライナーの制止を期待して静観していたが、もはや戦闘が避けられないと悟る。

「ライナー、できれば止めてほしいんだけど……」

　最も話の通じるライナーに確認を取る。これを断られたら、本格的に戦闘態勢に入らないといけない。しかし、ライナーは申し訳なさそうに首を振った。

「悪い、ジーク……」

　その返答を聞き、僕もライナーと同じ表情を作る。

　席を立ち、『持ち物』から『アレイス家の宝剣ローウェン』を抜く。

　ライナーも剣を抜く。まだ手錠はされたままだ。しかし、魔法の風による浮力を利用して、腰の鞘さやから器用に抜いた。

「……正直なところ、僕もアイド先生の言う『ジークの本性』ってやつが気になる」

　ライナーは喋しやべりつつ、『舞闘大会』でローウェン・アレイスから譲られた『ルフ・ブリンガー』を風で宙に浮かせる。その刃の切っ先を僕に向けつつ、ライナーは死相の浮かんだ顔で微笑ほほえんだ。

「もし危なくなったら、こっちを殺してくれても構わない。あんたなら簡単だろ？　心配しなくても、ここにいる全員――どうせ放っておいても死ぬやつらだ。死んでも文句は言わない」

　面倒なら殺せと勧めながら、距離を詰めてくる。

　しかし、そんなこと言われても「はい、そうですか」と殺せるわけがない。

　僕はシアから受け取った手紙を『持ち物』に入れながら、逃走ルートを《ディメンション》で割り出し始める。パリンクロンの情報は得た。これ以上の長居は無用だ。

　徐々に客間の空気が張り詰めていく。物音一つで、空気が破けてしまいそうな状態だ。

「では、お願いします」

　そこにアイドによる戦闘開始の合図が下される。同時に全員の魔力が爆発した。

「共鳴魔法――」

「共鳴魔法――」

　まず、ルージュとノワールの重なった声が響き渡る。二人の魔力がパレットの絵の具のように混ざり合い、全く別の魔力に変換されていく。僕は距離を取りながら、その魔法構築に干渉する。

「――魔法《次元の冬デイ・ウインター》！」

　展開していた《ディメンション》に氷の魔力を足して、二人の魔法を妨害しにいく。

「――《ズィッテルト・ワインド》！」

　その僕の妨害魔法に対して、柔らかな一陣の風が吹く。

　ライナーの風魔法が魔法《次元の冬デイ・ウインター》に絡みつき、逆に妨害をしかけてきた。

　結果、僕の『魔法相殺カウンターマジツク』は失敗し、ルージュとノワールの共鳴魔法は完成してしまう。

「――《グラヴィティ・グリード》！」

「――《グラヴィティ・グリード》！」

　共鳴魔法《グラヴィティ・グリード》。初めて聞く魔法だ。そして、それを構築する魔力の質も初めて見る。ゆえに、その効果を事前に予測することは不可能だった。

　少女二人で練り上げた魔力が客間全体に満たされた瞬間、視界の色彩が反転する。

　そして、空間が上から下へ、がくりと――ずれ動く。

　まるでエレベーターで急上昇しているかのような力に襲われ、部屋の家具が軋きしみをあげた。さらに、背中に成人男性が十人乗ったかのような重みを感じ、僕は膝を突いてしまう。『重力』、もしくはそれに近い何かを操る魔法だと直感する。

　まだ魔法《グラヴィティ・グリード》の効果は終わらない。

　この急激な重力増加は、いわば状況作り。《フレイム・守護炎イージス》の本命が《フレイムアロー》の直撃であるように、この共鳴魔法にも本命があった。

　黒い少女ノワールから尋常でない量の魔力が膨らみ、パッと弾はじける。

　続いて鼓膜を破るかのような轟ごう音おん。目には映らない。しかし、客間の床も天井も捻ねじ曲げる透明な魔力の塊が、僕に向かってきているのを《ディメンション》で感じ取った。

「――す、水晶魔法《クォーツ》！」

　重力によって身体からだを押さえつけられているため、回避ではなく防御を選択する。

　魔力を『アレイス家の宝剣ローウェン』に通し、強引に形状を剣から盾に変化させた。攻撃手段を減らすことになるが仕方ない。そこらの土や木を錬金するより、水晶の剣そのものに干渉するほうが早いのだ。

　盾の精製は間一髪で間に合い、魔力の塊を受け止める。

　しかし、恐ろしい魔力の圧力が、盾越しに僕の身体を押してくる。

　簡単に両足は床を離れ、後方の壁に叩たたき付けられる。老朽化していた木製の壁は、砂糖菓子のように砕けた。その勢いのまま、外にある別荘の庭に僕は吹き飛ばされていく。

「ぐぅっ――!!」

　背中を強打し、僕は呻うめき声をあげた。

　ステータスを見ずとも、ＨＰが減ったのは間違いない。けれど、これで館の外に出られた。このまま、脇目も振らずに走って逃げようとして――

「――《ワインド》」

　逃げようとした先に、禍まが々まがしい魔剣『ルフ・ブリンガー』が宙を舞っていた。

　おそらく、ライナーの風魔法による遠隔操作だ。風の魔剣が、踊るかのように襲いかかってくる。それを盾状の『アレイス家の宝剣ローウェン』で弾き飛ばす。

　魔剣に足止めされている間に、館の中から守護者ガーデイアンアイド、『魔石人間ジユエルクルス』のルージュとノワールが出てくる。まだライナーの姿が見えない。そう思ったとき、空から『魔力風刃化』で両足から刃を伸ばしたライナーが降って来た。

　寸前で身をよじり、その刃を避ける。ライナーは着地しながら、宙で踊っていた魔剣を自身の下に引き寄せて、その手錠で塞がった両手で握った。こうして、前方にアイド、ルージュ、ノワール。後方にライナーという包囲網が完成してしまう。

　ライナーの奇襲に気づけなかったことを不可解に思い、《ディメンション》を強める。彼の周囲を流れる柔らかい風が《ディメンション》に干渉していた。あの風によって、魔法の知覚範囲に穴ができているようだ。

「……ちょっと苦しいな」

　僕は四対一という状況に汗を垂らす。とはいえ、まだ守護者ガーデイアンであるアイドは戦闘に参加していない。緑色の魔力を目の前の少女二人に纏まとわせているだけだ。

　警戒を途切れさせることなく、ルージュたちの『状態』を確認する。





【状態】身体強化1.45　魔力強化2.02






　見る限り、ただの強化魔法だ。先ほどの回復魔法からして前に出て戦うタイプでないのかもしれない。いまの間を使って、三人全員のステータスも素早く確認する。





【ステータス】

　名前：イレブンエス　HP88/88　MP312/345　クラス：魔法使い

　レベル20

　筋力2.47　体力2.22　技量3.19　速さ2.12　賢さ4.24　魔力24.77　素質2.11




　先天スキル：星魔法2.03　属性魔法1.02　血術1.01

　後天スキル：素体0.44　体術1.12




【ステータス】

　名前：プロトエス　HP86/86　MP352/385　クラス：魔法使い

　レベル16

　筋力2.23　体力2.04　技量3.45　速さ2.01　賢さ4.20　魔力26.23　素質2.70




　先天スキル：星魔法2.72　属性魔法2.12　血術1.01

　後天スキル：素体0.35




【ステータス】

　名前：ライナー・ヘルヴィルシャイン　HP229/229　MP77/144　クラス：騎士

　レベル18

　筋力8.14　体力5.72　技量6.21　速さ9.56　賢さ7.89　魔力7.44　素質1.89




　先天スキル：風魔法1.82

　後天スキル：剣術1.98　神聖魔法1.07　最適行動1.01






　少女たちの名前とスキルから、特殊な属性の魔法使いとして作られたことがわかる。

　逃げるだけならば、いくらでも手はある。しかし、待機している守護者ガーデイアンの底が見えない。この状況で容易に背中を見せていいものかと迷う。

　僕は熟考の末、大型の攻撃魔法を選択する。

「――氷結魔法《ミドガルズフリーズ》！」

　氷の蛇が足元から昇るように生成されていく。

　僕の魔法に反応して、ルージュとノワールも大型の魔法を構築する。

「――共鳴魔法《グラヴィティ・デーモン》！」

「――共鳴魔法《グラヴィティ・デーモン》！」

　発声と同時に、人ほどの大きさの目に見えない『何か』が庭に生まれた。

　その透明な『何か』は大型の獣が大地を踏み荒らすかのように、庭の地面を抉えぐりながら僕に向かって走り出す。庭の草花が散り、木が砕けていく。

　僕は用意した氷の蛇を、その『何か』ではなく空に向かって放つ。

　氷の蛇は天高く舞い、空で氷の花火となって弾けた。

　その大型魔法の無駄使いを見て、ルージュとノワールは困惑していた。

　彼女らの困惑を措おいて、僕は見えない『何か』に身体能力だけで対応する。

　館を出たことで、身体を束縛する重みからは抜け出した。部屋の中と違って、十分な広さもある。わざわざ純正魔法使いに魔法で対抗する必要性は感じない。

　横に飛び跳ねて、見えない『何か』を避ける。しかし、避けられた『何か』は進行方向を途中で変えて、逃げる僕に追い縋すがろうとしてきた。どうやら、獲物を追う獣のごとく、誘導する魔法のようだ。

　さらにはライナーが僕の逃げる先を予測して立ち塞がりもする。

　少女二人は僕の身体能力の高さを見て、魔法を追加する。

「――《ヴァブリアル・グリード》！」

「――《ヴァブリアル・グリード》！」

　少女二人の足元から、水みず飛沫しぶきのように次元魔法《フォーム》に似た泡が大量に溢あふれ出す。手のひらサイズほどの泡はシャボン玉のように浮いて、庭を埋め尽くしていった。その魔法を僕は《ディメンション》で観察する。

　先ほどの『何か』が木を一つ倒したことで多くの葉っぱが庭に舞っていた。その一つの葉に泡が付着する。途端に葉っぱが地面に急落下した。

　その情報から、僕はルージュとノワールの魔法について当たりをつける。

　ぱっと見たところ、まるで重力を操っているように見える。もしくは物質の抵抗力や浮力、引力や斥力に干渉しているのかもしれない。

　そこまで考え、すぐに元の世界の常識に則のつとった科学的な思考を振り払う。

　魔法を真面目に考察しても、馬鹿を見るのはこっちだ。仲間のマリアやディアの冗談みたいな魔法のおかげで、それを僕はよくわかっている。下手をすれば、物の質量を変更したり、世界の法則そのものを書き換えている可能性もある。

　いまは『魔力で下に引っ張る』のが得意な魔法使いたちとでも漠然と考えたほうがいい。つまり、いま迫ってきている見えない『何か』の魔法に触れれば、地面に束縛される可能性が高い。剣で触れるのも避けるべきだ。

　僕は庭を跳び回りながら『何か』から逃げ続ける。周囲に浮いている無数の泡も避けているため、その動きは曲芸染みていた。

　当然、飛び跳ねながら脱出の隙を窺うかがってはいる。しかし、要所でライナーが魔剣で攻撃してくるため、庭からの脱出ルートを確立できない。風の騎士であるライナーの出入りは激しく、反撃で彼を倒すことが難しい。

　なかなか厳しい状況だ。このまま、ルージュとノワールの魔法が足されていけば、その内どれかの魔法を食らってしまうだろう。しかし、それでも僕は長期戦を選択する。

　ルージュとノワールは一向に捕まらない僕に苛いら立だち、見えない『何か』と魔法の泡の数を増やしていく。比例して、庭もさらに荒れていく。地面を掘り起こされ、緑に溢れた庭が見るも無残な茶色い耕地に変わっていく。

「あーもうっ、すばしっこい！　でも、あと少し！　あと少しで捕まえられる!!」

「もう逃げ場はない……！　これで詰み……！」

　ルージュとノワールは勝利を確信して、止とどめを刺すべく魔法を足そうとする。

　確かに彼女たちの言うとおり、僕の限界は近い。けれど「これで詰み」と言いたいのは、むしろ僕のほうだった。もしワイスさんが起きていれば気づけただろう。しかし、いまここに次元魔法使いは僕しかいない。僕は勝利を確信する。

　四方から迫り来る見えない『何か』。囲い込んだ魔法の泡によって僕の逃げ場はなし。ガッツポーズを取るルージュとノワール。そこへ響く声――

「――共鳴魔法《フレイム・守護炎イージス》！」

「――共鳴魔法《フレイム・守護炎イージス》！」

　まるで日中に煌きらめく星々のように、様々な形の炎が空を覆いつくした。

「――《フレイムアロー・散花フオールフラワー》！」

　その真昼の星空から、魔法が流星のように降り注ぐ。

　光線レーザーにも似た火炎魔法の矢群が庭に落ちていき、庭に展開されていた全ての泡は散り消え、同時に見えない『何か』も貫く。ルージュとノワールが時間をかけて作った魔法の包囲網が、暴虐な火炎魔法によって一瞬で崩壊した。

　続いて、空から両脇にディアとマリアを抱えたラスティアラが落ちてくる。

　どうやら、家屋の屋根の上を跳んで移動してきたようだ。

「カナミ！　大丈夫!?」

　隣に降り立ったラスティアラは僕の安否を確認しながら、両脇の二人を下ろす。

　二人は地面に立ちながら、怒りで表情を歪ゆがませていく。

「こいつら……、よくもカナミを……！」

「カナミさん、この人たち殺しても構いませんか？　許可をください。いますぐ許可を」

　援軍は嬉うれしいが、これはこれで厄介である。正直、さっきの炎の雨もやりすぎだ。明らかに地上で撃っていい出力ではなかった。僕は二人が暴走しないように、宥なだめにかかる。

「いや、そこまでしなくていい！　僕は平気だ！　これは試合みたいなものだから！　向こうに殺意はないから！」

「試合、ですか……？　それにしては尋常でない様子に見えましたが……」

　マリアは殺気を収めることなく、周囲を見回す。

　ライナーはマリアから目を背け、ルージュとノワールは大口を開けて驚いていた。

　その中、アイドだけが冷静に状況を把握して、挨拶をする。

「……お客様が増えたようですね。初めまして、自分の名前はアイドと言います」

　値踏みするかのように僕たち四人を眺める。

　そして、嬉き々きとして戦闘の続行をライナーに指示する。

「ふふふっ、圧巻ですね。お客様方、全員が才能と気品に満ちています。かつての方々を思い出しますね。……ライナー様！　このまま、お客様方全員と戦ってください！」

「ま、待ってくれ！　アイド先生、この面子メンツに手を出すのだけはまずい！」

　だが、ライナーは顔を青くして首を振った。『舞闘大会』での試合を思い出したのだろう。本気になったラスティアラたちは相手にしたくなさそうだ。

　そのライナーの言葉に乗っかって、僕も停戦を提案する。

「アイド！　こっちの三人に冗談は通じない！　もう止やめろ!!」

　下手をすれば、この場で第四十の試練が始まってしまう。

　まだ僕はアイドという存在について何も理解していない。分かり合えるかもしれない相手を、ただ倒すのは避けたかった。しかし、その必死な配慮はアイドに届かない。

「お気になさらず、渦か波なみ様。自分の魔法ならば、死にさえしなければ完治します。こと治療において、自分の右に出るものはいませんからね。存分に戦ってください。そして見せてください。あなた様の心の底を……！　あの日のあなた様の本心を!!」

　アイドに引く気はないようだった。その発言を聞いたマリアは炎を漲みなぎらせる。

「カナミさん、ああ言ってますが……？」

　許可さえあれば、いまにも館を吹き飛ばしそうだ。ディアなんて無言で魔法構築を終えている。彼女にはレイルさんの館を更地にした実績があるので、額から冷や汗が流れる。僕は早々に仲間を呼んだことを後悔していく。そして、どう二人を説得しようかと考える僕を置いて、ルージュとノワールが魔法を構築し始めてしまう。

「そうこう言ってる間にやるよぉー！」

「ちょっとびっくりしましたけど、奇襲でなければ私たちが魔法で負けるわけありません……！　ええ、私たちが負けるわけないです!!」

「――共鳴魔法《グラヴィティ・デーモン》！」

「――共鳴魔法《グラヴィティ・デーモン》！」

　またもや全てを押し潰す魔力の塊が、地面を削りながらこちらに襲い掛かってくる。

　その敵の攻撃に呼応して、こちらの魔法使い二人も魔法を使う。

「――神聖魔法《シオン》」

「――火炎魔法《フレイム》」

　ディアの光によって敵の魔法の勢いは衰え、マリアの炎の刃で真っ二つに切り裂かれた。一瞬にしてルージュとノワールの渾こん身しんの魔法は消されてしまった。

「へ、え……？」

「あれ……？」

　よほど自分たちの魔法に自信があったのだろう。魔法を消されたルージュとノワールは、目の前の状況が信じられない様子だった。

　その隙を突いて、ラスティアラが少女たちに襲いかかる。

　彼女の性格上、いきなり殺しにいきはしないだろうが、腕の一本や二本は平気で折りそうだ。それを舞闘大会準決勝を見て知っているライナーは、慌てて間に入る。

「ま、待ってくれ！　現あら人ひと神がみ！」

「弟っ、邪魔！」

　ライナーの魔剣を、あっさりとラスティアラは超える。何の援護もない真っ向勝負となれば、まだライナーは僕たちに及ばない。

　ラスティアラの猛攻を受け止めきれず、ライナーは蹴り飛ばされてしまった。

　しかし、その攻防で最低限の時間は稼げている。後方のルージュとノワールが半狂乱の様子で、次の魔法を唱えていた。

「さ、さっきのは何かの間違いなんだから！――《グラヴィティ・デーモン》！」

「まだ私たちは負けてないです！――《グラヴィティ・デーモン》！」

　一際大きな魔力の塊がこちらに向かってくる。当然、こちらも対応して魔法を唱える。

「ディア、ここに攻撃魔法を通してください。――《フレイム・決戦炎域グラデイエイト》」

「わかった。――《フレイムアロー》」

　マリアによって炎の道が作られ、そこをディアの魔法の炎の矢が通る。

　手加減しているのか、光線レーザーではなく炎の形をとっている《フレイムアロー》だ。

　そして、両陣営の魔法と魔法がぶつかり合う。

　魔法の押し合いは一瞬だった。汗を垂らして魔法を放つルージュとノワールに対し、マリアとディアは涼しげに魔力をこめるだけ。それでも、こちらの魔法が圧倒的に上回っていた。《フレイムアロー》は敵の魔力の塊を搔かき消して地面に着弾し、その際の余波でルージュとノワールを吹き飛ばした。

　マリアとディアの理性は残ってくれているようだ。僕の言葉を聞いて、かなり手加減してくれているのがわかる。

　尻餅をついたルージュとノワールは力の差を理解して愕がく然ぜんとする。

　そこに不機嫌なディアが二人に忠告していく。

「カナミが試合と言った以上、止めは刺さない。けど、立ち上がるなら、今度は死んでも知らないからな」

　その一言に、ルージュとノワールは戦意を喪失する。

「……つ、強すぎだよ、この人たち！　ワイス姉以上じゃん！」

「む、むむむ、無理です。無理無理無理。ごめんなさい……!!」

　それを見てライナーは安心し、ラスティアラも攻撃の手を止めた。

　しかし、この戦場の中、まだアイドだけは戦いを諦めていなかった。

「まだ終わりじゃありませんよ……」

　そう言って、一度も動かなかったアイドが一歩前に出る。

　そして、守護者ガーデイアンに相応ふさわしい異様な魔力を放出しながら、転んだ二人を優しく立たせる。

「教育に悪いですが、仕方ありません。自分も参加します。さらに魔法の効果を強めましょう。――《グロース》《センスブレス》《ブランチウッドシェル》」

　一呼吸で魔法を三つも構築し、濃い緑の魔力が二人に浸透していく。それだけでルージュとノワールの周囲の世界が歪んだ。ただの強化魔法だというのに、その魔力の濃さは異常だ。目に見えて、『理ことわり』を超える魔法が使役されているとわかる。

　その魔力で強化されているルージュとノワールたちが、誰よりも驚く。

「え、えええぇ……、なにこれっ？　強化魔法って、ここまでできるものなの……？　これが補助に特化した魔法使いの究極ってやつ……!?」

「す、すごい……！　これなら、あと一回くらい戦やってもいいかも……!?」

　ルージュとノワールは自分の手のひらを眺めて、戦意を取り戻していく。

　僕も彼女たちと同じように驚く。『注視』でステータスを見ると、どちらも予測もつかないレベルの強化がなされていた。





【状態】身体強化24.77　魔力強化30.98　魔法障壁3.28






　桁が違う。二人にかかっていた強化魔法の数値が十倍以上に跳ね上がっている。

「さあ、ここからが本番、『木の理を盗むもの』の本領ですよ……！――《キュアフールフィールド》《ストラスフィールド》《リムーブフィールド》!!」

　アイドは両手を広げ、自らの魔力を庭一杯に広げた。

　蛍の光のような粒子が舞い、戦場の色を緑に染め上げていく。掘り返された大地から、小さな命が芽吹く。その命は急速に生長して、立派な草に変貌する。荒れ果てた庭が大草原に変わっていく。迷宮で見た四十層の光景に近づく。目の前の守護者ガーデイアンが本気になったのだ。そのアイドの濃い魔力は、この場の全員を包んでいく。

　――まずい。

　このままだと、本気の戦いが始まってしまう。

　魔法のぶつかりあいによって港町コルクが更地になるかもしれないほどの戦いが。

「ま、待て、アイド――って、――え!?」

　間に入って戦いを止めようとして、大きな違和感に気づいた。

　その緑色の光は僕たちの身体からだにも染み込んでいたのだ。

　――アイドの魔法が、僕たちも癒いやしている……？

　庭を満たすアイドのフィールド魔法が、自分たちにも作用している。

　眩まばゆい魔法の光が、僕たちをも補助している。その魔法は優しく、悪意はない。

　アイドが宣言した魔法は《キュアフールフィールド》《ストラスフィールド》《リムーブフィールド》の三つ。確か、特に珍しくない広範囲の回復魔法と補助魔法だったはずだ。《ディメンション》で感じる限り、魔法名と効果に齟そ齬ごもない。

　ただ、その回復魔法たちの優しさが――濃すぎる。

　この世全てを治すつもりかのような執念にも似た回復魔法だ。密度が普通ではない。

　その魔法の影響を受け、僕の身体に異変が出る。いや、異変というのはおかしい。なにせ、いま受けている魔法は異変を治す魔法だ。それは間違いない。だから、正確に言うならば、身体の異変が強制的に治癒され『正常』になろうとしていた。その回復で得た『正常』が、僕にとって異変としか思えなかっただけだ。

　こうして、『理を盗むもの』の『回復魔法』によって――




　――この場の全員の魔法が解けていく。




　解けたのは展開した次元魔法《ディメンション》ではない。むしろ、僕の魔法は研ぎ澄まされていっている。もっと違う別のものが解ほどけていっているのだ。

　それはマフラーの端のほつれから糸がするすると抜けていくかのような感覚。どくどくと流血のように大切なものが抜けていき、取り返しがつかなくなっている感覚。

「な、なんだ、これ……？」

　回復による『正常』化によって、僕を縛っていた全てが解除されていく。

　そして、あらゆる束縛を失い――とある記憶が解放される。

　フラッシュバックのように様々な記憶が点滅した。通り過ぎる記憶の数々。

　――真っ黒な空――聳そびえ立つ巨大な城――苦しみに喘あえぐ大勢の人――人々を守るように仮面の男と少女が――見たこともない化け物たちと戦っている――見るもおぞましき化け物の群れ――天をも貫くかのような大樹が歩き――大陸を被おおう暗雲が巨人に変貌し、人々を絶望させる――そして、二人は果てに戦う――触れたもの全てに死をもたらす『化け物』の下に――その『化け物』の前で――二人は――

　――ガリッと、頭に激痛が走った。

　頭蓋骨の中に異物が入り込んだかのような痛みだ。

　その痛みのせいで、記憶に集中できなくなる。

　――痛い。痛い痛い痛い。

　余りに痛い。目も開けていられないほど頭が痛む。

　けれど、それ以上に痛む場所がある。これは身体の痛みではなく精神の痛みだ。僕の心が、先の記憶を拒んで悲鳴をあげている。身体から骨髄を強引に引き剝がすかのような激痛に、僕は叫び声をあげかけ――その前に背後から別の叫び声があがった。

「あ、あぁ……、あああぁっ、ああアァア[image: ][image: ]――――!!!!」

　痛みを我慢して後方に目を向ける。叫んでいたのはディアだった。

「ディア!?　どうしました!?」

　マリアがディアの肩を持って呼びかけた。

　しかし、ディアは天に目を向けて、絶叫し続ける。

　おそらくだがディアも僕と同じ状態になっている。もしくは、僕以上だ。

　――まずい。

　まずいまずいまずい。このままではまずい。

　すぐにディアを助けに駆け寄らないといけない。けれど、僕の身体は動いてくれない。

　それどころか、信じられない感情が沸き上がる。

　――ディアが憎くて憎くて堪らないから助けたくない。

　そう僕は思ってしまっている。

「な、なんだ、これ……!?」

　ドロドロとした初めての感情が渦巻く。

　精神の異常を感じ、すぐに僕は『注視』で自分のステータスを確認する。





【状態】混乱7.88






　しかし、何も変わっていなかった。

　スキル『？？？』が混乱を守っているため、『混乱7.88』は残っている。

　だが、それだけだ。『正常』だ。だからスキル『？？？』が発動する気配もない。

　僕は助けを求めて、ラスティアラに目を向ける。魔法に詳しい彼女なら、この状況を説明できるかもしれない。

　しかし、目を向けた先にいたのは、両手で頭を抱え込んでいる少女だった。

「う、うぅ……、なん、で……!?　なんでなんでなんで、なんで……!?」

　ラスティアラは震えていた。顔を赤くして、息を荒らげ、ずっと自問し続けている。

　僕はラスティアラのステータスも確認する。

　しかし、当然のように状態異常は見られなかった。だというのに、ラスティアラは尋常でない様子だ。いつかの夜のように顔を真っ赤にして落ち着きを失っている。いまにも駆け出してしまいそうなほどに興奮している。

「くっ、うぅっ――！」

　僕は血が出るほど、自分の胸を握り締めた。

　誰にも状態異常はない。むしろ、みんな『正常』だ。

　なのに、感情が大きく揺れる。いや、揺れるどころの話ではない。

　知らぬ感情が濁流のように荒れ狂い、止まらない。

　――ディアが憎い。

　――ラスティアラが信じられない。

　――マリアを遠ざけたい。

　憎しみと殺意。不信感と猜さい疑ぎ心しん。忌避感と失望。

　身に覚えもなければ、脈絡もない感情が次から次へと溢あふれ出てくる。

　こんなもの、敵の精神攻撃に決まっている。すぐに治さないといけない。わかってはいる。けれど、スキル『？？？』が暴走しないように自分の感情を抑えつけるのに精一杯で、上う手まい打開策を思いつけない。

　こうして、守護者ガーデイアンという強敵を前にして、僕とラスティアラとディアの三人は膝を突き、一歩も動けなくなった。

　決定的な隙だ。しかし、敵の攻撃は訪れない。

　この状況に困惑していたのは、向こうも同じだったのだ。

　ルージュは僕たちの絶叫に驚き、怖がる。

「な、なにこれ……？　急にみんなボロボロになったけど……。アイド先生、こんな凄すごい攻撃魔法持ってたんだ……」

　彼女は無防備な相手を攻撃するのは本意でないようだ。攻撃の手を止めて、後方のアイドに目を向けている。ノワールの方は何が起こっているのかわからず右往左往していた。そして、最後にライナーが怒鳴りながらアイドに詰め寄っていく。

「おいっ、アイド先生！　これはどういうことだ！　あいつらに何をした!?」

「い、いえ、驚いているのは自分もです……。自分は回復魔法の領域フイールドを展開し、怪け我がをすることなく存分に戦える状況を作っただけです。知っての通り、自分は攻撃魔法は何一つ持っていませんので……」

　だが、この状況を作ったであろう張本人アイドさえも酷ひどく困惑していた。

　あれだけの宣言をして、全員を煽あおっておきながら、敵陣の唐突な崩壊に焦っている。

　すぐさま『木の理を盗むもの』の魔力を庭から消失させて、次に何をすればいいかを迷い始める。

「けど、ジークと使徒は苦しんでるぞ！　現あら人ひと神がみも様子がおかしい！」

　苦しみ動けない僕たちの代わりに、ライナーが追及し続ける。胸倉を摑つかまれながらもアイドは手を顎に当てて考え、ゆっくりと自分の考えを吐露し始めた。

「……自分が展開したのは基礎中の基礎。『傷を治す魔法』と『状態異常を治す魔法』です。もちろん、自分特製なので、その効果は究極的です。いわば、すべてのしがらみを断ち切り、あるがままに戻す魔法に昇華しております。もしかしたら、それが原因かもしれません」

「あるがまま？　これがジークたちのあるがままだって言うのか!?」

　いまにも胃の中身をぶちまけて気を失いそうな僕たち三人を示して、ライナーは激げき昂こうして叫ぶ。それに対して、アイドは無言で頷うなずいてみせた。

「え、えーっと……。それで、このまま倒しちゃってもいいのかな……？」

　完全に取り残された形になっているルージュが魔法の準備を始める。

　隙だらけの僕たちを倒すのは造作もないことだろう。

　だが、そこに僕たちの中で唯一被害のなかったマリアが立ち塞がる。

　守護者ガーデイアンのアイドにも負けぬ濃い魔力を纏まとい、敵を睨にらむ。

「これ以上はやらせません……。寄れば、燃やします」

「げっ、火炎魔法使いさんが残ってる！」

　マリアは何が起きているのかわかっていないが、現状は把握しているようだ。

　戦えるのは自分だけ。動けない三人は必ず守る。そう心に誓っているように見える。

　しかし、前衛もなしにマリア一人で戦うのはまずい。絶対にまずい。

　幸い、向こうが揉もめている間に、ふらつきながらもラスティアラがこちらに歩いてきていた。被害を受けた三人の中では、彼女が最も症状が軽そうに見える。

「ラ、ラスティアラ……。どうにか神聖魔法を……――」

　頼む。

　そう言おうとした言葉が詰まった。

　不可解なことに、ラスティアラに頼むのを怖がっている自分がいた。

「カナミ……」

　反比例して、ラスティアラのほうの視線は熱い。僕を見つめて、目を逸そらそうとしない。呼吸は荒いまま、顔を真っ赤にして目を潤ませている。

　僕は正体不明の感情を何とか振り切って、彼女に指示を出す。

「頼む、ラスティアラ……！　神聖魔法で何とかしてくれ……!!」

「……う、うんっ。――《ストラスフィールド》！」

　ラスティアラは顔を俯うつむけながらも魔法を発動させてくれた。

　その身体からだから優しい光が漏れ、僕とラスティアラ、そして遠くのディアを包み込んでいく。暖かで心地よい光だ。全ての悪意を溶かすかのような力を感じる。しかし――

「ァアアァア[image: ]――――!!　黙れ黙れっ、喋しやべるなァアァァアア!!」

　後方のディアの狂乱は止まらない。

　僕も同じだ。正体不明の感情の噴出は収まらず、頭の痛みが止まらない。脳を石臼で碾ひかれているように痛む。よく見ればラスティアラも、変わらず呼吸が荒いままだ。

「なんでだっ!?　なんで治らない!?」

　それどころか悪化している気さえする。

　理性が感情に侵食されていくのが、手に取るようにわかる。

　ああ、憎い。とにかく憎い……。

　憎い憎い憎いっ……！　もう何も信じられない……!!

　そして、その正体不明の感情が最も憎んでいたのは、どうしてか後方で叫ぶディアだった。隣にいるラスティアラを措おいて、守ってくれているマリアを措いて、敵であるライナーたちを措いて、最大の敵である守護者ガーデイアンさえも措いて、僕はディアだけを視界に入れていた。視線の先にいるディアも僕を見ていた。その青く発光している目が、僕の姿を映している。勝手に僕の身体がディアへ向かって動き出す。

「あぁあ、あぁぁっ……、ジーク……！　いや、カナミ……!!」

　名前を繰り返しながら、ディアも僕に向かって歩き出していた。

　僕とディアの距離が近づいていく。比例して、正体不明の感情の噴出も加速する。

「ディ、ディア……！　待て！　これ以上、僕に近寄ると――」

　殺し合いになる。僕たちの意志に関係なく、殺し合いをさせられてしまうと直感的に思った。しかし、ディアは止まってくれない。それどころか大量の魔力を練って、見たことのない魔法を構築している。

　ディアの義手から見たことのない魔法陣が展開され、金砂のような光が噴出する。その光は瞬く間に集束され、義手を破壊して純白の腕に変質した。その魔力で四肢の代替をする光景は、いつかの守護者ガーデイアンティーダを思い出させる。

　正体不明の魔法陣は右腕だけでなく、右目と背中にも展開されていた。ディアの綺き麗れいな蒼あおい目が片方だけ発光する。背中からは魔力の粒子が羽のように噴出する。

　それを見て僕は、これがディアの本当の姿であり――『真の敵』だと思った。

　このまま近づけば、僕はディアという敵を斬るだろう。

　それだけの黒い感情が、思考を埋め尽くしている。僕の意志に拘かかわらず、斬る。

　そう。意志なんて、何の意味も――

「ふざけるなぁあああぁあああ――!!!!」

　僕は握った剣で、自分の太ふと腿ももを突き刺して自分の動きを封じた。

　……ディアが敵？　そんなわけがない！　異世界に来てから初めてできた友達で仲間だ！　その記憶がある！　思い出せば、昨日のことのように思い出せる！　いまの僕は『正常』じゃない！　ディアが味方でなければ、誰が味方だって言うんだ!!

　僕は全員に宣言する。僕も含めた全員にだ。

「ディアもラスティアラも敵じゃない!!　これ以上っ、惑わされるかぁああ!!」

　意志を捻ねじ曲げ、弄ばれる。それは何よりも許しがたいことだ。

　それを思い出し、心を奮い立たせ、正体不明の感情を弾はじく。

「ジーク！」

　自傷行為をした僕を見て、ディアの目にも意志が灯ともる。

　発光していた目の光が消え、生身の左腕で白い右腕を摑む。まるで高熱の鉄を握ったかのように、じゅうっとディアの左の手のひらから煙があがった。

　それでもディアは力を緩めることなく、その白い腕を握り潰してみせた。

「ああっ!!　ジークは俺の友達だ!!――神聖魔法《インフェイト》!!」

　ディアは全身の魔力を使って魔法構築を行い、特大の神聖魔法を自分自身にぶつけた。

　そのまま彼女は意識を失い、地面に倒れこむ。

　――助かった。

　ディアが気絶したことで、僕の中で膨らんでいた悪感情が薄まっていくのがわかる。

　とりあえず、同士討ちになることは避けることができた。

　すぐに僕はディアから敵に目を移す。

　そこには苦しむ僕たちに関係なく、新たな魔法を唱えるアイドが立っていた。

「あまり得意ではないのですが……、言ってられませんね。――呪術『注視鑑定アナライズ』」

　それは初めて見る魔法だったが、覚えのある構築だった。

　アイドは苦く悶もんの表情を浮かべながらも僕を『注視』する。

「……なるほど。そういうことですか」

　その結果にアイドは驚きよう愕がくして、一人で納得して、少しの逡しゆん巡じゆんの後に何かを決意したかのような表情となる。しかし、僕にとってアイドの変化なんて関係ない。

　魔法によってディアと同士討ちさせられかけたことだけが全てだ。

「アイド――！　どいつもこいつもっ、人の心を玩具おもちやみたいに扱いやがって!!」

　僕は腿に刺した剣を抜いて、冷静に観察しているアイドに叫ぶ。

　本当は、いますぐ剣を持って襲いかかってやりたい。しかし、身体が全く言うことを聞いてくれなかった。ただでさえ、頭が潰れるような頭痛で視界が霞かすむ。その上、剣を抜かれた太腿から恐ろしい量の血が流れている。一歩前に進むのも難しい状態だった。

　その僕の戦意に当てられたアイドは、悲しそうに首を振る。

「違います。誤解です、渦か波なみ様。信じてください。自分は本当に皆様を、あるがままの姿にしただけなのです。これが渦波様の真実。……そして、確かにあなた様の心の底、この目で見させてもらいました」

　そう言い残し、アイドは庭の全ての魔法を消失させていく。

　ルージュとノワールたちへの強化は切れ、その『注視』も終わる。

　アイドは自分一人で全てに納得したようだ。戦意はなくなり、むしろ僕たちを憐あわれんでいるかのように見える。

「渦波様が未完成ならば協力し合えると思いましたが、余りに未完成過ぎますね……。これでは『予備の王』など不可能。ありえるとすれば、義眼の少女だけですが……」

　ちらりと目をマリアへ向ける。

　マリアは後方の僕たちを守ろうと魔力を漲みなぎらせ続けている。

「いや、もう同じ間違いを繰り返すのはよしましょう」

　すぐにアイドは視線をマリアから逸らした。

　そして、踵きびすを返し、この場から去ろうとする。

「確認は終わりました。行きましょう、皆様」

　そのアイドの背中に対して、マリアは動かない。顔は前に向いているものの、炎の意識はこちらに向いている。冷静に仲間の安全を最優先しているようだ。

　僕も動けない。視界が徐々に黒く染まっていき、頭がくらくらする。

　血を失いすぎた。意識が遠のきかけている。

　身体と精神――両方の痛みに苛さいなまされ、もはや庭で話される声も聞き取りにくい。

　剣を杖つえにして、倒れないだけで精一杯だ。

　その僕を放置して、アイドはルージュとノワールに指示を出して、屋敷内のシアとワイスさんを連れ出させていく。その途中、不満顔のライナーがアイドに問いかける。

「――お、おいっ。このままあいつらを置いていっても大丈夫なのか？」

「大丈夫です、ライナー様。いわば、あれは治療の痛みです。じきに治まります」

「いまのあれが治療の痛みだって……？」

「ええ、お客様方は一時的に全ての魔法――外的要因を打ち消され、本来の自分と向き合っているのです。自分が行ったのは、ただの状態異常回復の魔法ですからね」

　アイドのパーティーは僕たちを置いて、屋敷から離れようとする。とりあえず、脅威が離れるのは間違いなさそうだ。緊張が解け始め、僕の意識が更に薄まっていくのがわかる。意識が暗い海の中に沈んでいく。もう、どの声が誰の声かもわからなくなってきた。

「――それよりも早くパリンクロン・レガシィのいる場所へ向かいましょう。急がなくてはならなくなりました――」

　朦もう朧ろうとする意識の中、アイドたちの会話が聞こえてくる。

　しかし、途切れ途切れにしか聞こえない。

「――ではさようなら、皆様。そして、アルティ。今度は想おもい人と一緒のようで、何よりです」

「――っ!?　あ、あなた、アルティを知っているんですか……？」

「彼女は渦波様と同じ『予備の王』でした。結局、最後まで彼女を使うことはありませんでしたが――」

　そして、館の敷地内から出て行くアイドたちを《ディメンション》で確認したあと、僕は意識を手放す。

　もう精神の限界はとうの昔に超えていた。ぷつりと視界が真っ黒に染まる。

「――良かった」

　だから、最後に聞こえた優しい声は、誰のものか僕にはわからなかった。

　誰が何に対して、どういう意味で言ったのか……。暗闇に呑のみこまれていく僕には理解しようがなかった。







３．千年前の負債







「――盟友っ!!　その調子その調子！　うんうん、順調よ！」

　ああ……。ディアの声が聞こえる……。

　しかし、その声の質は全く違う。いつもの男っぽい言葉遣いではなく、その女性の身体に見合った柔らかい言葉遣いだ。その声から僕は瞬間的に理解する。

　いま僕は夢を見ている。あの城の記憶を、また思い出している。

　けれど、前回と少し様子が違うようだ。城の大広間から窓の外を見れば大雨が降っていた。ガラスが張られていないため、吹き付ける雨粒が中に入り込んでいる。

　パチャパチャと小気味いい音が一定に鳴り続け、床一杯に描かれた魔法陣に雨の雫しずくが伝う。その入り込む雨から逃げるように、大広間の中央には無数の書物が集められ、山のように重なっていた。

　その書物の山の中に埋もれるかのように、少年と少女が和わ気き藹あい々あいと話している。

　それを僕は上から見下ろしていた。

　以前の夢によれば、確かここは妹を助ける方法を探して、探して、探し続けた末に辿たどりついた城で、『使徒シス』『聖人ティアラ』『仮面の男』の三人が住んでいる。

　異世界の暮らしが長くなっている僕だからわかる。

　いま三人は城の大広間で魔法を開発しているようだ。魔法陣の上で、身の魔力を練り、分解と構築の試行錯誤を繰り返し、その『魔術式』を次々と書物に記している。

　レベル20に至った人間最高クラスの僕でも、目を見張る量の魔力が城に満たされている。それを粘土で遊ぶかのように幼い少女――ティアラが操っていた。

　その様子を見守る男の目は鋭い。仮面の隙間から見える眼光は、発光しているように見えるほどだ。彼はティアラの魔法を目で見て解析しながら、その術式を書物に残すために澱よどみなく手を動かし続けている。そして、同時に彼自身の脳にも、術式を刻みつけているのがよくわかる。仮面の男のことは、我が身のことのようにわかる。

　確か、仮面の男は『始祖カナミ』と呼ばれていた。……なら、当たり前か。

「――ねっ、師匠。こんな感じ？」

　前と同じだ。相変わらず、ティアラは男を師匠と呼んだ。

　それに男は薄く笑って応えて、彼女の魔法を評定していく。

「ああ、上う手まくなったなティアラ。……けど、それで終わりじゃないからな。変換効率も悪ければ、『変換結果ステータス』の構築も穴だらけだ」

「えー、師匠と比べないでよ。師匠の『変換結果ステータス』の構築なんて変態的すぎて、私には無理だよ……」

「でも、いつかはこれを全国民に適応させたいんだろ？　こんなところで弱音は吐いてられないぞ」

「……そうだね。これが、誰でもできるようになれば、もう誰も『魔力』を『魔の毒』なんて呼ばなくなるから……頑張らないと」

　ティアラは気合を入れ直し、また魔法構築を最初からやり直す。その姿を見て、男は深く感心していた。

「おまえは凄すごいな、ティアラ。僕は妹のためだから頑張れるけど、おまえは知らない誰かのために頑張れるんだから……」

「ん、まあねー。でも、それは師匠が私をここまで導いてくれたからだよ！　師匠がみんなが幸せになれる『魔法』を一緒に作ろうって言ってくれたから！」

「でも、僕が作れたのは『魔法』じゃなくて『呪術』だったけどね。今回は前の反省を活いかして、代償が大きくならないように気をつけているけど、上手くいくかどうか……」

「きっと、上手くいくよ。今度こそ誰もが幸せになれる『魔法』になるに決まってる。世界の闇を光に変える魔法だもん。それはとっても優しくて温かい聖なる魔法だよ」

「そうなればいいけどね……」

　談笑している間も、ティアラは魔法を構築する。

　小さな光が沸々と灯り、大広間を少しずつ照らしていく。

　その魔法を僕は知っている。これは『神聖魔法』だ。

　ただ、完成度は異様に低い。術式は穴だらけだ。だが確かに、『神聖魔法』の原型となる魔法構築だとわかった。いまは稚拙かもしれないが、このまま順調に進化すれば、僕の知っている『神聖魔法』に至るだろう。

　使徒シスが見守る中、二人の魔法使いが魔法を開発している。

　これが『魔法』の始まりとやらなのだろうか。始祖が創ったと言われる魔法の基礎。

「んー、難しい！」

　ティアラは魔法が上手くいかなくて、頰を膨らませる。そして、男に問いかける。

「そもそも、言葉の意味がよくわからないんだよね。『魔力変換』が『レベルアップ』で、『変換結果』が『ステータス』？　これ、どういう理由でそういう名前になったの？」

　とても純真な目を向けるティアラに、男は動揺する。

「え？　ああ、いや、その……。こっちの世界だとよくある言葉なんだよ、それ……」

　しどろもどろに男は答える。そこに別方向から言葉が挟まる。見守っていた使徒シスではない。前の夢にはいなかった四人目の登場人物が現れる。

「――いいえ、それはただの兄さんの趣味です。いわゆる病気ですね。なに、ティアラに噓うそを教えているんですか」

　鈴の音のような声と共に、大広間に一人の少女が入ってきた。

　病人服のような白い布を着た黒髪黒目の少女だ。一瞬、マリアと見み紛まがう。けれど、すぐに違うとわかる。髪はマリアよりも長く、肌の色は病的なまでに白い。

　似ているが別人だ。

　――ああ、やっぱり……。

「えっ、師匠も病気なの!?」

　黒髪黒目の少女の言葉に、ティアラは驚いて叫ぶ。

「ええ、とてもとても重い病気です。こちらに来てから悪化した不治の病ですね」

「そ、そんな！　師匠、本当!?」

　ティアラは魔法構築を止めて、男に近づく。

「僕は病気じゃない！　健康そのものだ！　陽滝っ、噓を教えているのはおまえだろ！」

　そして、その名を男は呼ぶ。

　――呼んでしまう。

　多くの希望が崩れていき、多くの憶測が成立していくのを感じる。

　僕の妹そっくりの少女は笑う。兄である僕そっくりの男と冗談を飛ばし合う。

「心外です。噓ではないですよ。なにせ兄さんは、未いまだに格好つけて仮面なんてつけてますからね。これって、いわゆる『ちゅうにびょう』ってやつでしょう？」

「これは必要だからつけてるんだよ！　僕も好きでつけてるんじゃないって！」

「確か、最初は『北連盟』の人たちとも仲良くなるためでしたっけ？　ここには私たちしかいないんですから、別に必要ありませんよ？」

「……いや、もうつけるのが癖になってるんだよ。それに、いつ誰が訪れてもおかしくないから、もう仮面は外さないことにした」

「ほら、仮面をつけてないと落ち着かないってことです。病気ですよ、それ」

　懐かしい……。こんなまともな兄きよう妹だいの会話は、もう何年も前のことのように感じる。

　これこそ、いまの僕が心から望んでいる光景だ。だからこそ、その光景を夢で見たくなかった。気づきたくなかった。

　安らぎと苦しみを同時に味わい、夢の世界ごと心が歪ゆがんでいく。

「うんうん。なかなか、元気になってきたわね。陽ひ滝たきの『魔力変換レベルアツプ』は順調みたいね」

　その歪みの中で使徒シスは笑った。

「確かに順調だが……。まだだ。まだまだ完璧じゃない。完治には足りないんだ」

　使徒シスの言葉に対し、男は笑わない。まだ終わっていないと首を振る。

「ふふっ、そうね。わかってるわ」

「シス、『北連盟』に行こう。もっともっと集めないといけない」

　男は自らの黒い仮面に触れて、自身の決意を話す。

「あそこには『狂王』――いえ、あの『統べる王ロード』がいるわ。危険よ」

「危険は承知の上さ。でも、いつかは行かないといけない。僕の目的のためにも、おまえの目的のためにも」

「そうね……。そうでしょうね」

　使徒シスと男は多くの言葉を交わすことなく、お互いのことを分かり合っていた。

「では、行きましょうか。『南連盟』から『北連盟』に。新たな戦いの中心へ」

「ああ、行こう。……大丈夫さ。きっと最後まで、順調に行く」

　使徒シスは毒々しく笑いながら、目線を北に向けた。

　男は少し不安げなティアラと陽滝に笑いかけ、『北連盟』に向かうことを促す。

　――こうして、夢の物語は進んでいく。

　四人の冒険譚たんは南から北に移る。ただ、その途中、夢は酷ひどく曖昧になっていった。

　その歪んでいく世界を見ながら、僕は顔を歪ませる。

　もう僕は気づいてしまった。この夢は過去の記憶の再生だ。

　自分のものだからだろうか、確信できてしまう。この記憶は相あい川かわ渦か波なみのものであり、千年前のものだ。底に淀よどみの溜たまった湖へ石を投げこんだかのように、沈んでいた記憶が浮かび上がってきているのだ。

　原因はどれだろうか。守護者ガーデイアンとの出会いか、『並列思考』の推理力か。それとも、レベルアップによって上昇したステータスのせいか、アイドの施した魔法のせいか。

　おそらく、原因は全て。

　全てが僕の記憶を呼び覚ます鍵となっていて、一気に解放された。

　ただ、今日はここまでのようだ。

　もう夢の曖昧さは頂点に達していて、もはや見える映像はテレビの砂嵐に近い。

　これ以上の記憶を鮮明に見るためには、もっとこの仮面の男に近づかなければならないのだろう。もっとレベルを上げて、本当の僕に戻らなければ、この続きは見せられないと誰かに言われているような気がする。

　けれど、そのレベルアップの催促に反して、もう僕は見なくてもいいと思っていた。

　この記憶の旅の終点に待っているものを、薄らと理解したからだろう。

　――おそらく、その旅が終わったとき、男は絶望する。

　使徒シスとは袂たもとを分かち、殺すべき敵となる。

　聖人ティアラには裏切られ、信頼する仲間はいなくなる。

　そして、妹の陽滝は最後に……。

　わかっている。だから、この夢の結末は見たくない。

　もう見たくないんだ。





◆◆◆◆◆






「はぁっ――」

　身体からだにかかっていた布を弾はじき飛ばし、大きく息を吐きながら身体を起こす。

　激しい動どう悸きが止まらない。体中が汗で濡ぬれており、気持ちが悪い。

「い、いまの夢……」

　僕は目を覚ました。以前と違い、直前の夢をはっきりと覚えている。

「いや、違うっ。あれは夢じゃない。余りにはっきりし過ぎてる。あれは記憶だ……！」

　顔を歪ませながら、それを認める。そして、その記憶を考察し始める。

　もちろん、そんなことをしている場合じゃないのはわかっている。それよりもまず、ここがどこなのかをはっきりさせるべきだ。アイドたちと戦ったあと、どうなったのかを確認すべきだ。けれど、それは無理だった。

　上がりに上がったステータス『賢さ』の値が、あの記憶を放っておこうとしない。

　一度回転し始めた『並列思考』を止めることができない。

《ディメンション》を展開する力も惜しんで、全神経を『並列思考』に回す。

「やっぱり……。やっぱり、そうなのか……？」

　もう認めるしかないだろう。

　いつまでも、このままだなんて悠長なことは言っていられない。

「僕は千年前から、すでにこの異世界にいた……？　僕が異世界に召喚されたのは、つい数週間前じゃなくて、もっともっと前のこと……？」

　その可能性を認めるしかない。

「つまり、あの日、迷宮に僕がいたのは……、僕も他の守護者ガーデイアンたちと同じように千年前から召喚されたから……？　もしかして、僕もモンスターの一種なのか……？」

　答えを得てしまい、僕は震えながら、自分の両の手のひらを見つめる。

　その手が本当に自分自身のものか信じられなくなってきた。

　初めから持っていたスキル『次元魔法』『氷結魔法』『剣術』。高い素質とステータス。そして、唐突に迷宮に現れたこと。それらの情報から導き出される答えは、僕も守護者ガーデイアンである可能性だ。もし、僕が守護者ガーデイアンというのならば、僕が異世界に来たとき持っていたスキルの説明もつく。

　僕は『次元の理ことわりを盗むもの』……？　いや、氷結魔法が先天スキルで、次元魔法が後天スキルとなっているから、僕は『氷の理を盗むもの』、もしくは『水の理を盗むもの』なのかもしれない。編み出した魔法も、どちらかといえば雪や冬のイメージが強い。だから、アイドは僕を『水の理を盗むもの』と呼んだ……？

　少し前、ローウェンは三十層に合わせた力で呼ばれたと言っていた。本来の三割程度しかないとぼやいていた。

　つまり、僕は一層に呼ばれたから、一層に合わせてレベル１になっていた……？

「それだけじゃない」

　こんなにも相川渦波が優遇されている理由。

『注視』『持ち物』『表示』といった多くのシステム。

　おそらく、これを開発したのも『相川渦波』なのだ。夢の中、楽しそうに『魔力変換レベルアツプ』と『変換結果ステータス』を作っていたのと同じように、あの男が開発したに違いない。

　つまり、あの『迷宮』すらも『相川渦波』の作品――

「だから、ローウェンがカナミって名前に反応した……？」

　以前、ローウェンと話していたときに出てきた人物――迷宮を作った優しい『誰か』。

　それも僕の可能性が高い。確証はないが、ローウェンの態度からその可能性は高い。

　あのときは記憶を操作され、妹と一緒だと思っていたため、些さ細さいな疑問を追及しなかったのが痛い。もう二度とローウェンから詳しい話は聞けない。

「でも、そうだとしたら、僕の記憶がないのはなんでだ……？」

　まだまだ思考は止まらない。堰せきの切れた洪水のように、自問と自答が止まらない。

「いや、そういえばアルティも記憶が曖昧みたいだった……。ローウェンも『やっと思い出したんだ』って言っていた……。迷宮に『想起収束ドロツプ』された生き物は、記憶が曖昧になるのか？」

　そう仮定したとして、僕だけが千年前のことを一つも覚えていないのは少し不自然だ。

　僕が迷宮を作ったとして、守護者ガーデイアンたちを配置したとして、自分自身を千年後に送り込んだとして――なら、なぜ僕だけが千年前のことを一つも覚えていなかったのか。

　理由が思いつかない。目的がわからない。上う手まく筋の通った仮説が見つからない。

　やはり、いまの夢は、ただの夢なのか？

　全てが杞き憂ゆうの可能性も当然あるだろう。夢で見た光景は全て出で鱈たら目めで、僕を見知っていた守護者ガーデイアンたちは勘違いしていて、迷宮に感じていた『相川渦波』らしさも気のせい。そんな可能性もある。

「ああっ、くそ……！」

　上手く情報のピースが合ってくれない。

　どれもこれも確信に至れない。矛盾ばかり目につく。推測はできても、確信は何一つ得られない。単純にまだ情報が足りないのだと痛感する。

「これを見せて、僕にどうしろって言うんだ……!!」

　ベッドの布を裂くほどに握り締め、搾り出すかのように声を出す。

　そして、力の入らない身体を動かしてベッドから下りる。

　床についた足がふらつく。精神も不安定なら、身体も不安定だ。

　自分が自分でなくなりそうで怖い。ただ、そう思ったとき、僕はワイスさんの助言を思い出す。悪夢を見て不安なときは誰かを頼るといいと、船で彼女は言っていた。そこでようやく僕は冷静さを取り戻し、仲間たちと合流するために周囲の情報を拾い始める。

　まず首を動かして、周囲を視認する。

　お世辞にも綺き麗れいとは言えない寂れた小さな部屋だ。部屋の隅に埃ほこりが溜まっていることから、レガシィ家の別荘の一部屋であると見当をつける。ベッドには『アレイス家の宝剣ローウェン』が立てかけられていた。先の戦闘のあと、誰かが回収してくれたようだ。

　剣を『持ち物』に収めながら、本格的に《ディメンション》を広げようとする。

　そのとき、部屋の扉が開け放たれた。

「――っ!?　お、起きていたんですね、カナミさん！　よかったです！」

　水の入った木き桶おけとおしぼりを持ったマリアが、扉から現れる。その様子から、僕の看病をしていたことがわかる。仲間の一人と出会えて、僕は一安心しながら質問を投げる。

「マリア、ここは……？」

「あれから移動はしてません。気を失った皆さんを、私が屋敷の中に運んだだけです」

　やはり、予想通りの場所だったようだ。ゆっくりと僕はマリアに続きを聞く。

「なら、他のみんなは？」

「一応は大丈夫です。三つ部屋を借りて、それぞれのベッドに寝かしました」

　ディアとラスティアラの姿が見えないのは、別の部屋に寝ているからのようだ。

　僕は全員が無事であることを知り、安あん堵どの溜め息をつく。

「はあ……。よかった……。それで、あのあと、アイドやライナーたちは？」

「守護者ガーデイアンは私たちへの興味を失って、去っていきました。……それよりも、カナミさん。あの守護者ガーデイアンの魔法の影響は？」

　マリアは心配げに、僕の額に手を当てて熱を測る。

「もう魔法の影響はないよ。あいつの言っていた通り、一時的なものだったみたいだ」

　心身共にひどく疲れてはいるものの、もう頭の痛みはない。

　仲間たちへ対する正体不明の感情も消えている。

　何もかも噓うそだったかのように、心は落ち着いている。

「よかったです……。本当によかった……」

　マリアは目じりに涙を浮かべて、僕の無事を喜ぶ。そして、その潤んだ目を部屋の扉に向けて、別の部屋で寝ているであろう二人の無事を願う。

「あとはラスティアラさんとディアが起きてくれれば……」

「そうだね。あの二人が無事なら……」

　いくらでも取り返しはつく。そう思った僕は、すぐにマリアを連れて部屋から出ることにする。埃まみれの廊下を進んで、二人がいるであろう部屋まで案内して貰もらう。

　早く二人の顔が見たかった。たとえ、どんな記憶が待っていようとも、仲間さえいれば乗り越えられる。そう思った。きっとラスティアラとディアも、僕と同じように不安を抱えているはずだ。それをみんなで分け合って、みんなで解消したい。

　自然と早足になっていく中、《ディメンション》が異常な魔力を察知する。

「――っ!?」

　瞬間、廊下を眩まばゆい光が満たした。

　その唐突な光に僕は混乱し、マリアは仲間の一人の名前を呟つぶやく。

「え、この光……。もしかして、ディア……？」

　廊下に並ぶ部屋の扉の一つから、明るすぎる光が漏れていた。

　考えるよりも先に身体が動いた。光の中へ飛び込むかのように僕は部屋の扉を開く。

　同時に目に入ってきた光景は、余りに神秘的過ぎた。

　部屋の内装は先ほどと同じだが、羽毛の形をした無数の魔力の粒子が宙に舞っていた。

　そして、隅にあるベッドの上に、天使のような少女が座り込んでいた。部屋一杯に白い翼を広げ、金の髪と青い目を強く発光させている。

「ディア……？　大丈夫か……？」

　僕は天使と見間違えた仲間の名前を呼ぶ。

　するとディアは発光する目をこちらに向けて、すぐに首を乱暴に振った。

「カ、カナミ……！　この部屋に入っちゃ、駄目だ……！」

「何があった!?　あの守護者ガーデイアンの魔法のせいか!?」

「違うんだ、カナミ……！　これは、それよりも前からのやつで――」

「前から？　それって……」

　その言葉の意味を『並列思考』で理解しかけたとき、マリアが僕を引き止める。

「様子がおかしすぎます！　カナミさん、待ってください！」

　あと一歩でも近づけば、何かが終わる。

　そんな気がした僕は立ち止まった。そして、ベッドの上のディアと見つめ合う。

「ジーク……」

　こんなにも大事な話をしているというのに、ディアは僕の名前を間違えた。

「違う、ディア……。いまの僕はカナミだ……」

「……ごめん。やっぱり俺にとってジークはジークだったんだ。……ジークだけが、俺の仲間で友人で、憧れの人だったんだ」

　ディアは小さく首を振って、悔しそうに呟いていく。

「は、ははっ。もう無理みたいだ、ジーク……。どうしても、俺はカナミという人間と顔を合わせていられない……。だって『私たち』は『カナミたち』に酷ひどいことをしたから、合わす顔がない……」

　ここでまた僕はワイスさんの助言を思い出す。

　自分が自分でなくなりそうなとき、助けられるのは――

　僕は表情を歪ゆがませ続けるディアに近づき、全力で叫ぶ。

「何言ってるんだ!!　僕はディアに酷いことをされたことなんて一度もない!!」

「俺は思い出したんだ。千年前、『私たち』のやったことを……！　きっと、カナミは許してくれない……。いや、許してくれないのはいい。けど、贖しよく罪ざいだけはしないといけない！　今度こそ、誰も巻き込まず、『使徒一人わたしたち』だけでやるべきなんだ!!」

　ディアは僕から逃げるように、ベッドの反対側に下りた。その動作に、僕は形容しがたい重い不安を感じた。なにせ、彼女に避けられたのはこれが初めてのことだった。

「ま、待て……。どこにも行くな、ディア。先走るのはおまえの悪い癖だ。いいから、そこから動くな……！　どこにも行かなくていい……！」

　このままだと取り返しがつかないことになる。そんな予感があった。

　ベッドから下りたディアは、よろめきながら笑う。その笑顔を僕は知っている。

　かつてティーダが、アルティが、ローウェンが見せた笑顔。死相の浮かんだ笑顔だ。

「けど、俺は絶対に忘れないから……。ジークがディアという少年を認めてくれたこと……。使徒でもシスでもない俺を見つけてくれたこと……。それだけは忘れない。何があろうと、ジークの願った夢だけは俺が代わりに叶かなえる……！　叶えてみせる!!」

　そして、ディアは隻腕を動かし、手のひらで自らの顔を覆おうとする。

　――このままだとディアが消えてしまう。

　そんな凍りつくかのような悪寒に襲われ、咄とつ嗟さに僕は手を伸ばす。

　その腕の好きにさせてはいけないと思い、摑つかみ止めようとする。

　しかし、届かない。

　もしディアも手を伸ばしてくれていたら届く距離だった。けれど、彼女には伸ばせる腕が一つ足りなかった。握り返すための手を、ディアは僕のせいで失っていた。

　だから、伸ばした僕の手が空を切る。

　同時に目の前の空間が、ドクンッと一度だけ大きく震える。

　それは鼓動の音だった。まるで新しい生命が生まれるかのような産声。

　ドクンドクンッとディアの魔力は脈動し始める。血液の循環にも似た様子で、魔力が入れ替わっていく。ディアから、別の何かに変わろうとしている。

　その全ての魔力が別物に変わったとき、ゆっくりとディアは覆っていた手のひらを横にずらした。隠されていた顔が露あらわになった。いつものと変わらない中性的で綺麗な顔だ。

　しかし、明らかに何かが決定的に違った。

　ニタァとディアは顔を歪ませ、口を動かす。

「――久しぶりね、盟友。『順調』で嬉うれしいわ」

　先ほどまで目の前で喋しやべっていた僕相手に「久しぶり」と言った。
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　それは悪霊に憑つかれたとしか思えないほどの急変だった。

　表情が違う。言葉遣いが違う。立ち振る舞いが違う。――何より目が違う。

　ディアの青い目が、淡く黒く発光していた。光っているとわかるのに、その光は余りに暗い。その目を見ていると、深海を覗のぞき込んでいるかのように不安になる。

『感応』の警告音が、かつてないほど大きくなり、直感的に理解する。

　こいつはディアではない。別の誰かだ。

　その誰かが、ぎょろりと両目を動かす。まず僕の顔を見て、次に自分の身体からだを見た。初めて自分の身体を見たかのような表情を見せたあと、器用に魔力を紡いでいく。

　失った右肘の先から、非実体の光り輝く腕が生えてきた。

　その輝く腕は生物と同じように脈動し、生気に満ちている。目を凝らせば、その腕に幾何学的な模様が浮かんでいるのが見える。《ディメンション》を使って観察することで、高密度の魔法陣が腕の形状を取っているとわかった。

　その知らない誰かは満足げに白い腕を動かし、手のひらを何度も開け閉めする。

　そして、にこりと笑って、僕に語りかける。

「ふふっ。礼を言うわ、盟友。よくぞディアブロちゃんをここまで育ててくれたわね。おかげで、やっと『魔力』が足りて、この時代に顕現することができたわ」

　旧知に語りかけるかのような語りだった。確かに僕とディアは知り合いと言えるだろう。けれど、その語りは僕たちの間柄に似つかわしくなかった。

「……酷い顔。やっぱり『私』とは会いたくなかった？」

　輝く指先で僕の歪んだ顔を指して、笑う。

　笑いながらも謡うように、呆ぼう然ぜんとする僕を置いて、つらつらと喋り続ける。

「けどね、これは避けられなかったことなの。盟友が『ディアブロ・シス』に『カナミ』と名乗ったときから、全ては確定していたことなの。なにせ、『使徒シス』と『始祖カナミ』はそういう契約をしたんだものね。だから、その身が朽ち果てようとも、何度も魂と魂は引かれ合う。何があろうとも、私たちは再び巡り合うように――そういう風にできている。それが世界の『理ことわり』よ」

　もはや、目の前の存在がディアでないのは明白だった。『舞闘大会』のスノウのような豹ひよう変へんとは違う。変化ではなく『入れ替え』と呼ぶべき現象だ。

「……お、おまえ。……誰だ？」

「誰……ね。やはり、それが素なのね。……あは、あははっ、あははははっ！　やっぱり、カナミは失敗したということね！　道理でやることなすこと滅め茶ちや苦く茶ちや！　ティアラの邪魔をして、私の協力をしていたのは、何もわかってなかったから!!」

「……いや、おまえが何であれ関係ない！　いますぐディアの中から出て行け！」

「そうもいかないわ。せっかく、何もかもやり直しになったのだから、今度こそ私が勝ち残るつもりよ。もう二度と、私は誰にも負けないわ」

　戦意を持って身体を少しだけ前に出す。それに合わせて、目の前の敵も戦意を見せた。

　その敵意に僕の身が反射的に竦すくんだ。

　いままで、恐ろしい威圧感は何度も味わったことがある。

　ティーダ、アルティ、ローウェン――全員が恐ろしい力を持っていた。けれど、この敵の戦意は、そのどれとも違う。

　当然だ。守護者ガーデイアンたちは『未練』を果たせれば、戦いの勝利は関係なかった。けれど、この敵の戦意は未練など関係なく、戦いの勝利だけを望んでいる。どんな手を使っても勝つという固い意志を感じる。

　僕は警戒したまま、まず慎重に敵のステータスを『注視』する。





【ステータス】

　名前：ディアブロ・シス　HP293/293　MP1202/1202　クラス：剣士

　レベル20

　筋力10.01　体力8.31　技量4.80　速さ4.94　賢さ16.67　魔力70.34　素質5.00






　名前はディアブロ・シス。状態には変わらず『加護』があるだけで、ステータスも最後のレベルアップから変わっていない。

　僕が飛び掛かれば、簡単に取り押さえられるはずだ。

　けれど、それを選択できない。その不敵な笑みと、揺るぎない戦意を前に戸惑う。

　――油断すれば一息で殺される。

　そう思えるほどの『数値化』できない何かを彼女から感じる。

　僕は慎重に《ディメンション》を《次元の冬デイ・ウインター》に変えながら、『持ち物』から剣を取り出す。その動きを目の前の青い目が追いかけている。

　僕の身体の動きだけでなく、魔力の動きまでつぶさに観察している。

「ふうん、それで盟友の全力？……面白いことになっているわね、。あはっ、このままだと、久しぶりに『親友の陽ひ滝たき』の顔も見れそうで、私も楽しみだわ……！」

「久しぶりにだと？　適当なことを言うな！　この世界に陽滝の知り合いなんていない!!」

　名前を知っているだけならいい。けれど、目の前のこいつは陽滝を親友と呼んだ。

　その話に苛いら立だち、僕は剣を横に振り払いながら怒鳴った。

　ただ、その怒りをも青い目は観察し続ける。

　そして、二回ほど軽く頷うなずいたあと、顔を明るくする。

「ああっ、なるほどなるほど！　ふんふん、大体わかってきたわ！」

　それはこちらの台詞せりふでもあった。『感応』と『並列思考』が敵の正体に当たりをつけている。もはや、それを否定するほうが難しい。

「始祖であるはずのカナミが、こんなにも弱いのはそういうことね！　ははっ、ざまあないわねっ、私を裏切るからよ！　あの戦いのあと、残っていたのはティアラとレガシィとアルティの三人だったっけ？　まっ、誰がどうやってカナミを倒したかは知らないけど、偉い！　大逆転ね！　救世主勲章を百個贈呈しちゃう！　未み来らい永えい劫ごう、遊んで暮らしてよし！　あはっ、あははははっ――!!」

　敵の名は『シス』。目の前に居るこいつは『使徒シス』だ。

　伝承に聞いた千年前の使徒とやらに間違いない。

　千年前の『聖人ティアラ』がラスティアラの身体を使って『再誕』しようとしたように、千年前の『使徒シス』がディアの身体を使って復活したのだ。

　僕は導き出した答えを前にして、より一層顔が歪む。

「さあて、盟友が大変なのはよーくわかったわ。戸惑って、苦しんで、それでもよくわからなくて、とてもとても辛つらそうね……。でもっ、だからこそ、また私は誘うわ！　また私と組み直しましょう、アイカワ・カナミ！　あえて、もう一度あなたをカナミと呼ぶわ！　だって私たちなら、まだやり直せる！　人は理解し合える生き物なんだから!!」

　シスは白い手を僕に向かって伸ばす。花が咲いたかのような満面の笑みで誘う。

　整ったディアの顔と相まって、その誘いは魅惑的だった。後光が差しているかのように眩まぶしく、神話の一幕のように荘厳だった。

　以前、夢の中で見たことのある光景だ。あのとき、僕はこの手を取った。いまシスが言ったとおり、これは「また」なのだ。同じことを繰り返しているのがわかる。

　次々と判明していく事実に理解が追いつかず、返す言葉が思いつかない。

　けれど、シスは戸惑う僕に遠慮することなく、ずいっと身体を前に乗り出す。その後光と見み紛まがう魔力のせいで、その身体が何倍にも大きく感じる。

　まるで小さな昆虫になって、無慈悲な人間に手を伸ばされている感覚だ。

　少しずつ僕とシスの距離が近づく。僕は剣を持つ手に力を強める。

　あの白い手が僕へ届く前に、戦わないといけない。そうすべきだと本能的に感じた。

　そして、距離が近づき、剣が届きそうなところまできたところで――

「――っ!?」

　シスの光の腕が歪ゆがむ。

　風に吹かれた蠟ろう燭そくの炎のように不安定となり、腕の形を保てなくなっていた。

　自分の異常に気づいたシスは歩みを止める。表情を硬くして解けていく腕を見つめる。

「……ディアブロちゃんね。懐かしいスキル」

　異常の原因を口にした。

　そのまま、誰かをあやしつけるように、何もない空間へ向けて独り言を始める。

「ああ、心配しないで。私はディアブロちゃんの味方よ。誓うわ、あなたの望みはできる限り聞くようにする。うん、私は盟友を誘いたかったのだけれど、可愛かわいい可愛いディアブロちゃんが嫌がるのなら、やめるわ」

　シスは伸ばした手を下げて、一歩下がる。けれど、まだ白い腕の歪みは止まらない。

　それを見たシスは大きく息を吐いて、歪む腕を胸に当てて宣誓する。

「そうね。彼はジークフリート・ヴィジター。アイカワ・カナミでないのならば、誘うに値しない。……ディアブロちゃん、これでいい？」

　興奮に釣られた言葉でなく、笑いの混じった言葉でもなく、粛々とシスは言葉を紡いでいった。同時に腕の歪みが落ち着いていく。

　蠟燭に吹く風が止まったかのように、腕は安定していった。

　しかし、最初と比べると、まだ腕は薄い。

「あらら、これでも機嫌は取れないのね……。かなり私が嫌いみたい。ああ、悲しいわ。解わかり合えないのは本当に悲しいことだわ……」

　自分の白い腕を撫なでながら、シスは笑う。明らかに、僕には見えない誰かと喋っている。そして、その相手は、シスの独り言の内容を信じるのならばディアだ。

　いまディアとシスは同じ身体を共有している。そう推測するに十分な独り言だった。

「さて……」

　独り言を終えたシスは身に燻くすぶっていた熱を全て失い、僕から離れようとする。

「それじゃあね、盟友。以前は完全な『使徒』だったから、参加はできなかったけれど、いまの私にはディアブロちゃんがいる。『使徒』でありながら『人間』として挑戦できる。もはや、代役すら必要ないの」

　身体を九十度ほど回転させ、片目だけ僕に向けて別れを告げる。

　その様子から、僕への興味を完全に失ったとわかる。

　しかし、こちらは違う。シスが完全に背中を向ける前に呼び止める。

「待てっ！　どこへ行くって言うんだ！」

「とりあえず、パリンクロン・レガシィのところね。これから『私たち』が一足先に行って、やつを仕留めてあげるわ。これにはディアブロちゃんも賛同してくれてるからね」

　あっさりとシスは自らの目標を教えてくれた。ただ、その名前を出した途端、シスの表情は険しくなった。彼女のパリンクロンに対する憎しみが、まざまざと伝わってくる。

「どうしてか、使徒レガシィにやる気はないようだけど、腹の中では何を考えているかわからないわ。間違いなく、あの使徒こそが世界平和の最大の敵……！　絶対に倒さないといけない敵……!!」

「待て……。あいつが平和を乱すってのはわかる。けど、使徒？　パリンクロン・レガシィはおまえと同じ使徒だって言うのか？」

「ええ、そうよ。レガシィという名前が、その証あかし。ただ、勘違いして欲しくないのだけど、正規の使徒は私だけ。いや、正義の使徒は私だけ――が正しいかな？」

　聞けば、シスは真面目に答えてくれる。

　その態度から僕とシスの間にあるのは敵対関係でないとわかる。しかし、協力関係でないこともよくわかる。シスはずっと身体からだを背けたまま、僕と向き合おうとはしない。

　そして、また僕を置いて独り言を呟つぶやく。

「そうよ。観葉植物にしてやったディプラクラのように、レガシィのやつも封印してやる。これで使徒は私一人だけ！　今度こそ完璧！　世界は平和になる……!!」

　ディアならば絶対にしない凶悪な顔つきを見せ、シスは口元を歪ませる。

　少しずつこいつの性格がわかってきた。僕の能力とスキルによって、シスという存在のベールが剝げつつある。まず、かなり独善的な性格で、人の話を聞かないタイプだ。感情の浮き沈みが激しく、お喋しやべりなところがある。思い込んだら一人の世界に入っていくので、まともに交渉するのは難しい。仕方なく、僕は小細工なしでシスに願い出る。

「おまえのやりたいことはわかった。世界平和を成したいなら勝手にやってくれていい。パリンクロンを封印するっていうのも別に邪魔するつもりはない。……ただ、ディアの身体は置いていってくれ。ディアだけは返せ。――『使徒シス』」

　声を低く大きくして、重く強く伝える。この要求だけは、絶対に通すという意志を見せる。対してシスは薄らと微笑を張りつけて、軽く首を振った。

「それは無理よ。――『盟友カナミ』。だって、この身体がないと私は動けないんだもの。だから、ディアブロちゃんは私と一緒に行くわ」

　予想していた答えだった。僕は一瞬だけ目を伏せ、すぐに手に持った剣を敵に向ける。さらに後ろで見守っていた仲間にも指示を出す。

「はいそうですかって……行かせるか！　マリア、頼む！」

「はい！　わかってます！」

　すでにマリアは臨戦態勢に入っていた。

「ディアっ！　もしかしたら、足の一本か二本、斬る！　ごめん！」

　聞こえているかどうかはわからないが、これから始まる戦闘で手加減は難しいことを先に言い訳しておく。ただ、その僕とマリアの鋭い戦意に晒さらされても、まだシスは微笑を張りつけたままだった。

「んー、ディアブロちゃんの手前、あなたは後回しにしないといけないのよ。ここは大人しく引いてくれないかしら？」

「ここで引くくらいなら、ディアを仲間に誘ってない!!」

　そう叫びながら、僕は床を蹴った。

　一息の間もなく、シスまでの距離を詰める。その勢いのまま、剣を握っていない左手で摑つかみにかかる。

　それをシスは後退しつつ、慣れた様子でいなした。

　一瞬のやり取りだが、明らかな異常だ。目の前にいる存在がディアと同じステータスならば、いまの摑みを避けられるわけがない。速さと技量は圧倒的に僕の方が上なのだ。

　けれど、このくらいは予想済みだ。驚くことなく右手の剣を振るう。足に重傷を負わせてから拘束する狙いだ。

　その一いつ閃せんをシスは軽く受け止めた。

　かつんと空洞の円筒を叩たたいたかのような軽い音が鳴り、剣が弾はじかれる。

　僕の剣を受け止めたのは、魔法でもなく剣でもなかった。

　光り輝く白い腕――彼女の右腕だった。

　その白い腕の強度に僕は驚く。『アレイス家の宝剣ローウェン』は迷宮深層のクリスタルも容易たやすく裂く剣だ。その一閃を弾かれたのだから当然だ。

　にやりとシスは笑って、僕から距離を取る。その後退方向から、部屋の窓から逃げる気であることはすぐにわかった。

「――《フレイムアロー》！」

　しかし、その逃亡ルートはわかりやす過ぎた。

　シスの動きを読んでいたマリアが、その逃げる先に魔法を置く。

　その魔法は初歩的な炎弾だが、生易しいものではない。高い魔力によって、炎弾は溶岩の塊と化していた。魔法のサイズは、大型モンスターも一瞬で蒸発させるほど大きい。

　死にさえしなければ全治何ヶ月になろうが構わない。

　そんな容赦のなさを感じる魔法だ。

　動きを読まれたシスは避けきることができず、それに直撃する。ただ、食らう直前に背中の光る翼を動かして、卵の殻のように身を包んだ。

　凶悪な炎弾がシスを呑のみこみ、館の壁ごと燃やしていく。炎に包まれたシスは、その魔法の勢いのまま館の外まで放り出された。

　僕とマリアは、この程度では倒せないという確信の下、追撃にかかる。《フレイムアロー》で穴の空いた館の壁を抜けて、外の庭に出る。

　庭はアイドの魔法によって、まだ草原と化したままだった。その草に飛び火し、庭が燃え始める。そこで炎弾を食らったシスは火ひ達だる磨まとなっていた。

　しかし、その光る翼を大きく羽ばたかせることで、炎全てを簡単に振り払う。

　炎の中から現した姿に火傷やけどは一つもなかった。

　そこへ息をつかせる間もなく、左右から僕とマリアが襲いかかる。

「――魔法《氷結アイスフラ剣ンベルジユ》！」

「――魔法《フレイムフランベルジュ》!!」

　凍いてつく刃と燃え盛る刃の挟撃。

「――《ディヴァインサークル》！」

　対して、シスは魔法で対抗した。

　宙に光の円輪が二つ浮き、僕たちの刃を両方とも防ぎ切る。

　手に返ってくるのは、まるで山を叩いているかのような感触。

　全力の刃を止められ、僕とマリアは後方に弾き返されてしまう。

　そこでシスは嫌そうな顔をつくり、僕たち二人に声をかけてくる。

「んー、いいチームワークね。二人はもっと仲が悪いのかと思ったわ」

　勝手に僕とマリアの仲が悪いと思われていたようだが、そんなことはない。

　僕が前衛でマリアが後衛という形は、ペアでの破壊力だけで見れば、パーティーの中でトップクラスだろう。

　そして、その言葉の次にシスは自分の身体を眺める。とても不満そうに。

「というより、それ以上に問題なのは私のほうね。『集中収束』が妙にばらついてて、動きにくい……。なんで、こんなに筋力へ集中しているのかしら。私は武器を持って戦うキャラじゃないのに」

　その台詞せりふの最後に、パチンと軽快に指を鳴らす。

「――仕方ない。振り直すわ」

　続いて、シスは身体を発光させて、身体の魔力の出し入れを繰り返す。

　彼女の表現は僕に元の世界のゲームを思い出させた。僕は反射的に『注視』する。





【ステータス】

　名前：ディアブロ・シス　HP142/142　MP1489/1672　クラス：使徒

　レベル20

　筋力0.21　体力0.41　技量0.24　速さ0.44　賢さ1.00　魔力112.67　素質5.00






　言葉通り、振り直されたステータスがそこにあった。

　身体能力が日常生活を送れるか不安になるレベルまで落ちている。しかし、他の全てを捨てた代わりに、ただでさえ特化されていた魔力が更に特化されていた。

　魔力100.00超え。もはや、何が起きても不思議ではない。例えば、ラスティアラから聞いた神話にも似た魔法さえも可能だろう。なにせ、ここにいるのは本人だ。

「さあーて、まともに戦やるのは久しぶりね。けど、昔と比べて盟友の『変換結果ステータス』が低いわ。あははっ、ちょっと嬉うれしいかもっ。『魔力変換レベルアツプ』に関しては、いつも盟友に敵かなわなかったものね！」

　可視化された白い魔力が、淡い発光と共に彼女の身体から霧のように噴出する。その圧倒的な魔力の密度は守護者ガーデイアンにも負けていない。

　試すまでもなく、魔法戦で僕が勝てるとは思えなかった。

　遠距離から魔法を使われる前に、大地を蹴って距離を詰める。

「マリアっ！　援護をもっと頼む！　さっきくらいのでいい!!」

「いいんですか!?　一帯が燃えますよ!?」

「緊急事態だから仕方ない！　館は使ってないって言ってたから、たぶん大丈夫だ！」

「なら遠慮なくやります！――《フレイムアロー》！」

　火炎魔法を背にして駆け抜け、シスの懐に潜り込んで隙を探す。

「――神聖魔法《ディヴァインシールド》」

　しかし、隙は見つからない。僕の剣を光る翼が弾き、マリアの火炎魔法は新たに発生した光の盾が弾いた。僕は挫くじけることなく、剣を振るい続ける。もはや手加減の余裕はなく、ローウェンの『剣術』を最大限に解き放っている状態だ。

　高速で剣と翼が何度もぶつかり合い、明滅を繰り返した。

　いかに剣が速かろうと意味はなかった。身を覆うほど大きな翼、伸縮自在の白い腕、神聖魔法による大量の防御膜、全てが硬く、刃が通らない。

　単純に物理的な剣の通る隙間がないのだ。

「くそっ！」

　僕は悪態をつきながら『並列思考』で攻略方法を考える。まだいくらでも手はある。その中から最適な手段を選び続ければ、いつかはこの鉄壁にも穴は空くはずだ。

「あはっ。必死ね、盟友。そんなにディアブロちゃんが大事？」

　対照的にシスは涼しげな顔で魔法を構築しながら聞いてくる。

「当たり前だ！」

「……へえ。……本当に？」

「……何が言いたい！」

　その余裕のある様子に苛いら立だつ。いますぐにでもこの鉄壁を破ってやろうと、新たな魔法を編もうとする。

「なら、なんでもっとディアブロちゃんを大切にしなかったの？」

「――っ!!」

　しかし、シスの冷水のような言葉によって、僕の魔法構築は一瞬止まってしまう。

「盟友がディアブロちゃんのことをもっと大切にしていたら、きっと私の降臨はもっと先になってたはずよ？　流石さすがの私も、心に隙がないと降りられないわ」

　その言葉に動揺してしまう。聞き流すには自らの行いに心当たりがありすぎた。

「隙ができた原因なんて簡単。あんなにもディアブロちゃんは『ジーク』を大切にしていたのに、それを盟友があっさり捨てたからよ。盟友が本当にディアブロちゃんのことを大切にしてくれていたのなら、名前だけでも『ジーク』のままにしていたはずだわ」

　シスは僕の過ちを、簡潔に突きつけた。ずっと楽しげだったシスの表情が、このときだけ眉を顰ひそめていた。そして、見下していた。

『ジーク』よりも『カナミ』を優先した僕を責めている。

「そんな盟友にディアブロちゃんは返さないわ。だって、私がディアブロちゃんのことを一番よくわかってるもの。わかろうともしなかった盟友より、私のほうがずっとずっと大切にするわ」

　動揺で剣が鈍る。その隙を突いて、シスは魔法構築を強める。

「……さよなら、『ジーク』。――魔法《シュンポジオン・フェザー》」

　それはどちらの別れの言葉だったのか、僕には判断できない。

　けれど、どちらにしても、その魔法を僕には止めることができなかった。

　光る翼が羽ばたき、白い羽毛を大量に飛ばした。視界一杯に広がった羽毛のせいで、目が眩くらむ。その次の瞬間には全ての羽毛が弾けた。

　花火のように弾ける羽毛。一つ一つの衝撃が凄すさまじく、僕は体勢を崩してしまう。

　その僕の隣をシスは高速で通り抜ける。

　中性的で美しい横顔が悲しげに顔を歪ゆがめていた。その顔を追いかけるように、僕は振り向く。けれど、そのときにはもう、シスは翼を広げて空へ飛び立っていた。

　もはや剣を伸ばしても届かない高さだ。

　地上に残っていたのは、舞い落ちる白い羽毛だけだった。

「――っ！　く、くそ……!!」

　油断した。シスの言葉を真に受けて、隙を作ってしまった。失態だ。

　確かにディアは多くの我慢をしてきたのかもしれない。

　しかし、僕たちのパーティーに我慢していないやつなんていない。

　誰もが満足できる解決なんてあるわけない。だから、みんなが少しずつ妥協していって、誰もが少し幸せになれる方法を探すのだ。ディアだって、そうなるように努力していた。そのディアの努力を、シスは水の泡にした。その秘めていた不満を、勝手に暴露した。許すわけにはいかない。このまま逃すわけにもいかない。

「すまない、マリア！　僕の油断だ！　いますぐディアを追いかけよう！」

　僕は剣を『持ち物』に収めて、シスが飛び立った方角に目を向ける。あと少しで《ディメンション》の範囲外まで逃げられてしまいそうだ。

　その前に動く必要があると、庭から駆け出そうとしたとき、




　――風が吹いた。




　風は優しく庭を吹き抜け、草木に点ついていた炎を消して回った。最後に、その風の中から一人の少女が現れ、声を発する。

「やはり、このままというわけにはいかなかったようですね……。行かせはしませんよ、少年……」

　現れたのは別荘から去ったと思っていたワイス・ハイリプローペだった。彼女が庭の外へ向かおうとする僕の前に立ち塞がった。

「なっ、ワイスさん……？　どうして、いまここに……？」

　あらゆる意味で驚きが絶えない。

　まず、その姿が別人と見み紛まがうほどに活力で漲みなぎっていた。アイドの治療で本調子に近づいたのだろうか。病的なまでに白かった肌に赤みが差している。

　変わったのは身体からだだけではない。装備も大きく変わっている。

　腰に剣を二つ下げ、腕輪を始めとした多くの魔法道具を身につけている。着ている衣服も変わり、身体の動きを阻害しないながらも確かな防御力のあるものを身につけている。生活するためではなく、戦闘するための装いだ。

　そのワイスさんが戦意を含みつつ、僕の問いに答えていく。

「少年たちがあるがままに戻ったと聞き、私だけ引き返させて貰もらいました」

　どうやら、途中まではアイドたちと一緒だったようだ。

　しかし、ここでワイスさんが来てくれたのは丁度いい。先ほど使徒シスはパリンクロンのところへ行くと言っていた。本土に詳しい彼女がいてくれたら、道中の時間短縮ができる。――という僕の思惑と裏腹に、ワイスさんは悠長に話を始める。

「少年……。以前、大切なことを隠していないかと私に聞きましたね？　いまこそ、それを話すときでしょう。どうか、話を聞いてください」

「話を、いま!?　いやっ、いまそんなことを聞いてる暇はないんです！　いますぐにでも、ディアを助けに行かないと!!」

　すぐに僕は首を振り、提案を拒否する。一秒も無駄にはできない。例えばの話だが、時間が経たてば経つほど、ディアの人格が使徒シスに侵食されるなんて可能性もある。

「だからこそ、行かせません……。行けば、少年は戻れなくなります」

　ワイスさんが腰の剣を一つ抜き、通行止めであることを宣言する。

　その様子から彼女が本気であるとわかった。その思わぬ障害に僕は僅かな苛立ちを覚えつつ、言い返す。

「戻れないとか、そんなことは知りません!!　とにかく、僕はディアを助けないといけないんです！　だから、どいてください！　このままだと、ディアがっ!!」

「ええ、わかっています。その上で言っています。アイド先生の魔法のせいで、とうとう使徒様は記憶に呑のみ込まれました。もはや、あれはディアという名の少女でなく、シスという名の使徒でしょう。それでも、少年は助けに行くのですか？」

「そんなことっ、まだわかりません！　あそこにディアがいる！　やれることをやりきるまで、諦めるなんてできるわけがない!!」

　ワイスさんの忠告に、僕は声を荒らげて即答した。

　その答えに彼女は僅かに口元を動かし、すぐに真剣な表情に戻していく。

「……そうですか。ならば、使徒様に関してはそれで構いません。ただ、一番深刻な問題は少年のほうです。いま私は戻れなくなると言いましたが、その意味が本当にわかっていますか？　次は少年が呑み込まれる番です。少年が使徒様と話を重ねてしまえば、間違いなくあなたも使徒様と同じ結末を迎えます。次々と千年前の記憶が蘇よみがえり、かつての始祖に身体を乗っ取られる」

　物理的に戻れないのではなく、精神が元に戻らなくなるということを僕に忠告してくる。しかし、そんなことはわかっている。つい先ほど、僕は夢を見た。おそらく、これから僕は夢を見るたびに、新たな記憶を得ていくのだろう。それは思考も感情も、千年前のもので埋め尽くされていくことに他ならない。

　アイドたちと戦ったとき、僕は仲間にありえない感情を抱いた。あれはまるで、僕が僕でなくなる感覚だった。千年前の存在である始祖カナミに浸食されているかのようだった。それをワイスさんは心配して、一人ここまで戻ってきてくれたのだ。

「ワイスさんが僕を思って言ってくれているのはわかりました……。けど、大丈夫です。必ず、僕は乗り越えてみせますから……！」

　正直、不安はある。けれど、いまはディアを一番優先すべきだと僕は強がった。

　その強がりをワイスさんは見抜いたのか、間髪容いれずに首を振る。

「いいえ、大丈夫じゃありません。この先へ行けば、確実に少年は取り返しがつかないことになる。いま使徒様を追いかければ、その先にはあのパリンクロンもいます。パリンクロンは千年前について詳しい。少年を崩すための真実を、必ず用意していますよ」

　ここでパリンクロンを話に出す。ワイスさんはあいつを過小評価していないのだろう。神妙な顔つきで、その危険性を訴えてくる。

「それは……そうでしょうね。パリンクロンは過去の僕について知っているような節がありました。きっと僕の知らないことをたくさん知ってると思います。でも、もう僕はあいつに二度と負けないって誓いました……！　あいつの前で二度と膝を折る気はありません……！　だから、通してください!!」

　連合国の『舞闘大会』を乗り越えて、僕は自分の道を間違えないことを学んだ。ここまでの旅の中で、あいつに勝つための強さも手に入れた。

　そう僕は主張し、それに対してワイスさんは硬い表情で新たな提案をしてくる。

「……わかりました。ならば、一つ。一つだけでいいので、聞いてください。パリンクロンが少年と戦う際に明かすであろう真実を一つだけ」

　一つだけ。その要望に対して、僕は頷うなずき返す。ここで立ち塞がるワイスさんと戦うよりかは早いと判断したのだ。

　そして、ワイスさんは深く息を吸った。

　十分な間を置いた後、ゆっくりと声を出していく。

「おそらく、いまここにいる少年は『相川渦波』ではありません。『聖人ティアラ』の器だった少女と同じで、『使徒シス』の器だったディアブロ・シスと同じで――少年は千年前の『始祖カナミ』を『再誕』させるために用意された『魔石人間ジユエルクルス』でしょう。……それでも少年は戦えますか？」

　それは全ての根底を覆す真実だった。

「……ぼ、僕が『魔石人間ジユエルクルス』？……千年前の『始祖』じゃなくて？」

　推測していた真実と違った。

　僕は千年前の始祖カナミで、この時代への召喚の際に記憶を失った。だから、レベルが上がると共に、そのときの記憶を思い出していっている。ついさっきまで、そう僕は思っていた。しかし、それよりも現実は酷ひどいとワイスさんは言う。

　それは僕自身の否定。ずっと必死に会いたがっていた『相あい川かわ陽ひ滝たき』が、何の関係もない他人だったことにもなる。最悪の真実だ。

「ええ……。少年は千年前の始祖カナミ本人ではなく、その彼が用意した『魔石人間ジユエルクルス』です……。その理由を、いまから教えましょう……」

　ショックを受けている僕のために、その真実に至った経緯をワイスさんは語り始める。

「まず、私の性別が一つ目の理由です。きっと少年という『魔石人間ジユエルクルス』を創るために、多くの人間を混ぜ捏こねたのでしょう。だから、その少年の血で補ほ塡てんして生まれた私は、色々なものが狂ってしまった。もし少年の身体が本当に始祖カナミならば、性別が女性に引っ張られたのは余りにおかしい」

　ワイスさんは女性の象徴である胸を張って、その正当性を説明する。

「さらに、『魔石人間ジユエルクルス』ならば少年がレベル１だったことも、レベル１の時点で様々なスキルを持っていたことにも説明がつきます。レベルの初期化は典型的な『魔石人間ジユエルクルス』の特徴です。その異様な『素質』の高さからも同様のことが言えます」

　その淡々と告げられる話に僕は耐え切れず、途中で質問を挟む。

「なら、この記憶は……？　いま僕が持っている相川渦か波なみとしての記憶は……？」

　いま僕には十六年分の記憶がある。元の世界で生きてきた記憶だ。それに加えて、夢で見た千年前の記憶もある。あれを僕は自分のものだと強く確信している。

「用意された記憶の可能性が高いです。『相川渦波』となることを不思議に思わないように、その血に記憶を刻み、『調整』されたのでしょう。千年前の始祖ならば、それぐらいのことは容易のはずです」

　あっさりと偽物であると言われてしまう。

　その冷酷な言葉を聞き、心臓が引き攣つったような気がした。

「君は『相川渦波』じゃありません。名前も何もない『少年』です。おそらく、少女ラスティアラ・フーズヤーズと同じ――いや、それ以上に幼い――つい数週間前に迷宮で生まれたばかりの『魔石人間ジユエルクルス』です」

　動どう悸きが速まる。動揺が止まらない。抵抗するかのように僕は反論する。

「けど、他の『魔石人間ジユエルクルス』たちと比べると、僕は違う……。全然違う……」

「もちろん、ただの『魔石人間ジユエルクルス』じゃありませんよ。この世にたった一人、千年前の伝説の中で創られた『魔石人間ジユエルクルス』です。現代の『魔石人間ジユエルクルス』を超えているのは当然です」

　まだ納得はいかない。勝手に動いている『並列思考』も、その主張に隙があると言っている。僕は相川渦波だ。助けるべき妹がきちんといて、帰るべき場所もきちんとある。決して、天涯孤独の身ではない。――という希望をワイスさんは打ち砕いていく。

「そして、私には一番の理由が、この目で見えています……。少年のスキル欄の最後、よく見えないスキルの次に『素体』というスキルが見える……」

　一瞬、彼女の言っていることがわからなかった。

「最後……？　そ、そこには『異邦人』って書かれてるんじゃ……？」

　すぐに僕は自分のスキルを詳しく『表示』させる。





【スキル】




　先天スキル：剣術4.89　氷結魔法2.58+1.10

　後天スキル：体術1.56　次元魔法5.25+0.10　感応3.56　並列思考1.48




編み物1.07　詐術1.34　魔法戦闘0.73　鍛冶0.69　縫製0.68




　？？？：？？？

　？？？：？？？






　いつも厄介事を持ち込むスキル『？？？』。その次にもう一つあるスキル『？？？』。これは確かスキル『異邦人』だったはずだ。

「いえ、私も少年と同じステータスを『表示』させる能力を持っていますが、そこに見えるのはスキル『素体』です。だから、私は『魔石人間ジユエルクルス』の話をしているんです」

「だ、だって……」

　そうラスティアラが言っていた――そこまで僕は言葉にできなかった。

　確認したのは僕じゃない。間違いの介在する余地はある。そして、どこかラスティアラを信じ切れていない僕が心の隅にいた。さっきのアイドの魔法のせいだ。

「少年が勘違いしたのも無理はありません。少年を創った人物、始祖カナミはかなりの使い手です。少年が自分を疑わないよう、巧妙に『調整』したのでしょう」

『調整』……？

　覚えがある。スキル『？？？』の効果なんて、まさに『調整』そのものだ。

　死なないように、壊れないように。しかし、必ず前には進むように。

　つまり、僕は『始祖カナミ』の器として強くなるように、仕向けられていた？

「少年、君は君ではない。この真実をパリンクロンは戦闘中に、より心を抉えぐる形で知らせるつもりだったでしょう。だから、あえて先に言わせて貰いました。少しでも傷を浅くするために。そして、取り返しのつかない領域まで踏み込まないように」

　告げられた真実を考察するために、反射的に脳が回転していく。

　その間も、ワイスさんは訴え続ける。

「千年前の者たちと関わらなければ、まだ少年は引き返せます。絶望することなく、始祖カナミに侵されることもなく、ただの少年として生きていけます……！　だから、この先へは行ってはいけないのです!!」

　両手を広げ、その身体からだを限界まで大きく見せて、道を塞ぐ。

　顔が歪ゆがんでいた。彼女の顔を見て、噓うそをつかれているとは、どうしても思えなかった。

「僕は『相川渦波ぼく』じゃない……？　そもそも、僕に妹なんていなかった……？」

　元の世界の人間ではなく、異世界で生まれた人間ということになる。同時に、それは今日までの僕の戦いが茶番だったということになる。

　僕が歩んできた道は『相川渦波』の道だったかもしれない。けれど、僕は『相川渦波』ではなかった。

　少しずつ頭が重くなってきた気がする。首が頭を支えきれずに動き、くらくらする。考えれば考えるほど、眩暈めまいが強まっていく。このままだと、僕が僕でなくなる。

　それを認めてしまえば、間違いなくスキル『？？？』が発動してしまう。その前に早く反論を考えないといけない。この事実を払うだけの何かを。どうにか、何かを――

「――カナミさん!!」

　その致命的なところへ落ちる前に、頭蓋を貫くかのような叫び声が通った。

　おかげで、渦のように回転していた思考が止まる。

　叫び声の発生源にはマリアが立っていた。ずっと静かに様子を見ていたマリアが、ここからは自分の番であるというように近づきつつ、話を始める。

「正直、いまのお話を全て理解できたとは言いません。それでも、一言だけ私に言わせてください。――どちらでも変わりませんし、どちらでも構いません」

　優しい声で、僕が何者だろうと想おもいは変わらず、進むも引き返すも自由であると言われてしまった。マリアは僕の隣までやってきて、その左手を強く握る。

「大丈夫です……。ディアなら、私がなんとかできます……。だから、落ち着いて、ゆっくりと決めてください……」

　その瞬間、顔が焼けるように熱くなった。自分の成長のなさに羞恥する。何より、学んできた訓戒を無駄にしかけたことが情けなくて仕方なかった。

「マリア、ありがとう……。それと、ごめん。ちょっと混乱してた」

「いいえ、急に色々なことが起き過ぎました。それにカナミさんがそういう人だって、よく私は知ってます。いつものことですよ」

　僕が立ち直ったのを見て、マリアは微笑ほほえんだ。その表情を前に、これ以上情けないところは見せられないと思った。すぐさま僕は俯うつむきかけた顔をあげて、立ち塞がるワイスさんに同じ言葉を繰り返す。

「ワイスさん……。それでも、僕は行きます。僕には仲間たちがいるから平気です」

　自分の成長を理由にではなく、仲間を理由にして進もうとする。

　正直、少し前にあったフーズヤーズ聖誕祭の終わりの絶望は、こんなものじゃなかった。あのときのパリンクロンに捕らわれていた状況と比べれば、この程度はあってないようなものだろう。隣に仲間がいて、支えてくれている。それだけで、まだまだ希望は残っている。大体、僕が『魔石人間ジユエルクルス』だからって誰が困るわけでもない。別にすぐに死ぬというわけでもないし、陽滝とディアを助けられなくなるわけでもない。

「……少年。甘く見ていませんか？　二つの記憶が混ざるのですよ？　一つの身体に二人が住んでいる感覚、それは人に耐えられるものじゃありません。頭の中で記憶が二つ搔かき混ざって、でも決して混ざり切ってはくれない。不安で堪たまらなくなり、息が苦しくて、わけがわからなくなる。その感覚は人の心を簡単に壊します」

　まるでワイスさんは自分が味わったかのように詳しく説明していく。いや、おそらくこれは経験談なのだろう。それを味わう要素が彼女にもある。その上で、僕は首を振る。

「そのときは……いまマリアに助けて貰もらったみたいに、みんなに助けて貰います」

　すでに僕は目の前の彼女から解決法を教わっているのだ。自分が自分でなくなりそうで不安なときは誰かを頼るといい――本当に簡単な解決法だ。

　その言葉を胸に、僕は強がりを保ち続けて話していく。

「それに、二つの記憶が混ざるのは悪いことばかりじゃないとも思います。記憶の中の始祖カナミは、すごく妹想いで、仲間も大切にしてました。これからディアや陽ひ滝たきを助けるのに、あの意志は邪魔にはなりません」

「そこです。そのそもそもの前提が崩れると言っているのです。少年はヒタキと兄きよう妹だいではなかったのに、ヒタキを助けたいと言っている。おかしくありませんか？　血も繫つながっていない赤の他人を助けようとしているんですよ？」

「別に僕は血の繫がりがあるから助けたいって思ってるわけじゃありません。何が理由であれ、陽滝って女の子が心の優しい子だって僕は知ってしまっています。そんな子が理不尽に死ぬのは許せない。だから、助けたい。一つもおかしくなんかありません」

　それは少し無理のある反論だったが、それでも僕は自信満々に言い放った。

　正直、どちらのほうが筋道が通っているかと言えば、間違いなくワイスさんだろう。しかし、ここで重要なのは正しさを証明するのではない。だから、これで構わない。

「しかし、その想いは『始祖カナミ』のもの！　決して少年のものではない！　少年の抱いている相川陽滝への想いは偽物だった！　間違っていました！　間違った道を進んでいるとわかっていて、それでも同じことが言えるのですか!?」

「それでも言えます。始まりは偽物だったとしても、もう本物に変わってる。僕という人間は、理不尽な不幸に遭っている子を見たくない。見捨てるなんて真ま似ねは絶対にしたくない。その考え方が始祖カナミとちょっと被かぶっていたからって、道を引き返すほうが間違っています」

「……それを本気で言い張る気ですか？」

「誰かに強制されたのではなく、僕が僕の意志で選び直したのなら、それはもう他人の想いじゃなくて僕の想いだと思います。僕は本気でディアを助けたいし、陽滝だって助けたい。そこに噓がないことだけは間違いありません。――道は間違えていません」

　道を間違えないという言葉の意味は、少し前に親友から教わった。

『地の理ことわりを盗むもの』ローウェン・アレイスは家の願いの重さに押し潰され、自分のささやかな願いを見失った。はっきり言って、世界を生きていく上で、環境の影響というのは絶対に避けては通れないものだ。そこで大事なのは環境から与えられた多くの道の中、自分が本当に進みたいものを選ぶことだ。

　そして、いま僕は心から、理不尽に苦しむディアや陽滝を救いたいと願っている。

　それだけはどんなときであっても変わらない。先ほどのマリアと同じだ。

　その僕の意志が伝わったのか、とうとうワイスさんは硬い表情を崩す。

「……はあ。わかりました。そこまで言えるのなら、パリンクロンや使徒様と相対しても少しは耐えられるでしょう」

　大きく息をついたあと、握った剣を鞘さやに戻し、僕の進む道を譲ってくれる。その仕草と言葉から、あえて彼女が厳しい話をぶつけてきたことを確信し、何重もの意味でお礼を言う。

　一度立ち止まったことで冷静さを取り戻し、心を固め直すことができた。

　あのまま何も考えずに突き進んでいたら、きっと後悔していたことだろう。

「ありがとうございます、ワイスさん」

「いいえ。なんだか……教えるはずが教えられましたよ。もう本物、ですか。確かに、もう本物でしょう。強く共感できているのなら、同じ道を進めばいいだけですからね」

　ワイスさんは自分の手の平を見つめ、僕の言葉を反はん芻すうする。

「ワイスさんも、いまの僕と同じなんですね……」

　冷静になった僕は、目の前の少女を心配する。

　いま問いかけられた全てが、彼女にも返ってくることのはずだ。

「ええ、そうです……。少年や使徒様と同じく、少し前に私は私を見失いかけました……。『注ぎ込まれた騎士ハインの人生の記憶』に潰されかけました……」

　そして、以前に船の上では濁していた話を、いま彼女は口にしていく。

「本当に怖かったです……。複数存在する記憶と自我。この不安定な心が、いまにもバラバラになりそうで……。この継つぎ接はぎの身体が、いまにも崩れそうで……。私の何もかもが脆もろくなって……。ちゃんと生きていけるのか、不安でたまりませんでした」

　真に迫った声から、その恐ろしさの一端が伝わってくる。いましがた僕は平気だと強がったものの、実際に味わってしまえば同じことは言えないかもしれない。

「しかし、その私の心を安定させてくれたのも騎士ハインでした。もちろん、友であるシアの声も大切でしたが、それと同じくらいに彼の声は優しいものでした。ここにいる彼が身を引くことで、私の心を守ってくれた……」

　その独白の最後に、ワイスさんは自分で見つめていた両手を胸に持っていき、祈るように両目を瞑つぶった。

「ハインさんが……」

　言葉の端々から人格そのものがあったことがわかる。そして、もう彼がいなくなっていることもわかる。僕の知っている騎士が僕の知っている通りの行動を取ったのだろう。ちょっとした懐かしさから、騎士の名を呟つぶやいた。

「そのときから、記憶の騎士ハインは私の憧れとなりました。ゆえに私は彼の想いに共感し、同じ願いを抱いている。『友のために生きる』。本当に素晴らしい生き方だと思います。この短い命を使う価値がある……！」

　以前、船で話した彼女の目的はハインさんの受け売りだったようだ。

　同じ境遇に陥った僕の前で、ずっと話せなかったことを吐き出していく。

「もちろん、それが本当に私ワイスの想いかどうか、ずっと疑ってもいました。私の本当の願いではなく、植えつけられた偽物ではないかと……。けど、もう本物に変わってるという答えに少年が至ってくれた。私と同じ答えに！」

　一度だけワイスさんは力強く頷うなずき、目を輝かせて僕を見る。そこには以前よりも強い意志があった。僕という賛同者を得たことで、新たな心の強さを得ていっている。

「自信がつきました。やはり、これは『干渉』ではなく『継承』だった……。私も目指していいとわかった以上、もう迷いません……。私も救います。彼が救いたかった『生まれ』と『運命』ゆえに迷う人たちを、この手で……」

　ワイスさんの偽りのない心の底が垣かい間ま見みえる。その『救いたい』という願いは、僕が先ほど口にした『助けたい』という願いとよく似ていた。境遇だけでなく、目指すものも似ているとわかり、僕は胸を撫なで下ろしながら彼女に近づいていく。

「使徒様はパリンクロンのところへ向かいました。『生まれ』と『運命』に翻弄されているディアさんが手遅れとなる前に、そこまで私が案内しましょう。……元々、そういう約束でしたからね」

　ワイスさんは僕を笑顔で迎え、ディアの追跡と救出の協力を申し出る。そして、懐から大きな地図を取り出し、グラードという名の砦とりでを指差した。

「パリンクロンの現在地はここ。そう遠くはありません。真っ直すぐ向かえば、砦まで一日半ほどでしょう。必ず追いつけます」

　先ほどシアから受け取った手紙の情報と比べても、相違なかった。前線で一人の将として働いているパリンクロンは、『本土』ヴァレンシズ大陸の中央近くに駐留している。

　いますぐにでも向かいたい僕は駆け出しかけるが、それはマリアに止められてしまう。

「ま、待ってください……！　まだ家の中にラスティアラさんが……」

　別荘内に目を向け、眠っているであろう仲間のことを口にする。

　それには僕でなく、ワイスさんが答えていく。

「ええ、わかっています。彼女は《コネクション》で移動させて、少年たちの船で休んで貰いましょう。もちろん、看病で疲れているあなたもですよ。追跡は私たちに任せてください。私と少年ならば、次元魔法で上う手まく交代で休みつつ砦ヘ向かえます。単独で飛び続けている使徒様には必ず追いつけます」

　ゆえに焦ることはないと、ワイスさんは外にではなく別荘の中に歩いて向かう。

　確かに、いくら使徒が化け物じみていたとはいえ、体力は有限だろう。魔力や睡眠時間などを考えれば、必ず追いつけるという言葉も納得できる。

　落ち着いて考えられるようになった僕は、マリアと共にワイスさんの背中を追いかけていく。そして、別荘内で眠っていたラスティアラを《コネクション》を使って、船のベッドに移す。その際、マリアも船に残し、残りのメンバーたちへの状況説明を頼んだ。

　あとは次元魔法《コネクション》を使える僕とワイスさんで、効率よく砦を目指すだけだ。別荘から出ると同時に、僕は同行者のワイスさんに声をかける。

「行きましょう、ワイスさん。パリンクロンの待つ砦へ」

「はい、行きましょう。共に」

　それに答えるワイスさんの横顔を見て、僕は僅かに既視感デジヤヴを覚えた。かつて、似た状況で二人並び、『生まれ』と『運命』に翻弄された少女を助けに行ったことがある。そのときに背中を守ってくれた騎士が、いまここにいるような気がした。

　その感覚が心を軽くしてくる。もう迷いも焦りも僕の中にはなかった。







４．パリンクロン・レガシィとの戦い







　コルクの街を抜け出すのには一騒動があった。あれだけ派手な魔法戦を行えば当然だが、別荘の周囲を街の憲兵たちが取り囲んでいた。もちろん、戦いの事情を説明する暇はなかったため、その全てを僕とワイスさんは強引に突破した。

　そのあとはワイスさんが用意してくれた軍馬に乗って、北西に向かって平原を駆け出した。初めての乗馬だったが、ワイスさんを真似ることで問題なく進むことができた。以前に迷宮でローウェンの『剣術』を真似たときと同じ要領だ。

　ただ、馬を操ることはできても、代わり映えのしない平原を真っ直ぐ進むのは簡単なことではない。その上、戦地に近づいてきたということもあって、移動中の軍隊という障害物を見かけることもある。

　なので、僕たちは迷宮や海を進むときと同じように《ディメンション》を使った。

　これで方角を間違えることもなく、邪魔に遭遇することもない。

　砦までの道中、街は三つほどあったが、その全てを脇目を振ることなく通り過ぎていく。休息ならば街の宿ではなく、船で行える。街の中に入る理由は一つもない。

　こうして、昼も夜も問わずに進み続け、翌日の朝――

　僕たちは目的のグラードの砦から半里ほど先のところまで辿たどりついていた。

　ここまで来れば戦争の前線も前線だ。『南連盟』の兵だけでなく、ときおり『北連盟』の斥候も見かけるようになる。兵士たちが部隊で動き、あちこちで陣が張られている。

　その兵士たちに見つからないように、僕は林の中に潜み、《ディメンション》を薄く広く伸ばしていく。隣にはワイスさんもいた。

　砦から離れた場所で二人、敵地の情報を収集していく。

　魔法の知覚での斥候は、鳥が空を飛ぶのを主観で感じ取るのに似ている。感覚は半里ほど先の砦まで拡ひろがり、頭の中に情報が入ってくる。

　グラードの砦――その広さは一キロ平方キロメートルほど。背の高い塔と石造の平屋が密集していることで構成されている砦だ。三角形となるように外壁が張られており、その高さはコルクの街の二倍近くはある。この異世界で見てきた建造物の中でも、かなり立派な防壁だ。流石さすがに連合国のフーズヤーズ大聖堂には劣るが、外敵を寄せ付けないという物々しい空気はこちらのほうが強い。周囲はどこまでも続く平原で、いま僕が潜んでいる林以外に目立つものはない。

　続いて、砦の内部にも感覚を拡げる。

　重装備の軍人たちが多く徘はい徊かいし――そして、砦の中はざわついていた。一瞬、僕たちの接近を気取られたのかと思ったが、原因は別にあるとわかる。

　それは砦の中央にある庭、四方数十メートルの開けた空間を見れば明白であった。

　軍人たちが集まり、話をしている。

　そこで異常な魔力の三人が向かい合っている。

　守護者ガーデイアンアイドに使徒シス。そして、怨敵パリンクロン・レガシィの三人だ。

「見つけた……！」

　シスに追いつけた。安あん堵どすると共に、胸の鼓動が速まるのも感じる。

　憎き敵がいる。そして、助けるべき仲間がいる。緊張と興奮で身体からだが硬くなっていく。

　庭で争った形跡も見えることから、こちらにとって状況は悪くなさそうだ。アイドとシスの訪問でグラードの砦は浮き足立っている。パリンクロンは二人の来訪者の対応に困惑しているように見える。

　いますぐ《コネクション》でリヴィングレジェンド号で待機している全員を呼び出し、襲撃すべきだ。そう僕が判断したところで、隣で同じく《ディメンション》を使っていたワイスさんが声をかけてくる。

「いましたね。ただ、その前に少年……。記憶のほうはどうですか？」

　勇む僕を落ち着かせる意味もあるのだろう。最後の確認を取ってくる。

「前みたいに、大量に記憶が戻るということは起きてません。たぶん、急激にレベルが上がったり、特殊な魔法にかからない限りは平気だと思います」

　移動の最中に記憶が蘇よみがえって混乱することはなかった。

　一気に全ての記憶を注ぎ込まれたワイスさんと違って、僕は少しずつ戻っていく仕組みとなっているのだろう。

「中途半端というのは、それはそれで厄介ですね。パリンクロンという男は心の隙を突くのに長たけています。その特殊な魔法を使えないわけがない。おそらく、昨日の私以上の何かを用意しているはずです」

「大丈夫です。どんな事実があったとしても、もう絶対に負けませんから……」

「……そうですね。そう信じます。その少年の気持ちが本当の意味で『パリンクロン・レガシィ』を打ち倒す鍵となるのでしょう」

　少し意味深にワイスさんは答えた。その会話に釣られて、僕は軽く自分の両の手の平を見つめる。僕が『魔石人間ジユエルクルス』であるという話を、最後に一度だけ頭の中で整理する。

　ワイスさんの手前、その説を僕は否定していない。

　――しかし、鵜う呑のみにもしていない。

　昨日のワイスさんの話は確かに筋道は通っていたが、どこか違和感があったのも否めない。なにより、いまは自分よりもディアやパリンクロンを優先すべきというのもある。

　そう優先順位をはっきりさせたあと、僕は魔法を唱える。

「――魔法《コネクション》」

　魔法の扉が林に生成され、その中から『リヴィングレジェンド号』の面々が現れていく。まず最初にラスティアラだ。

「――繫つながった……！　よかった、置いていかれてない……！」

　すぐに僕の手を取って、一人で僕が先走っていないことに安堵する。

「ラスティアラ……。さすがに一人で特攻なんて馬鹿な真ま似ね、絶対にしないって」

「うん、そうだね……」

　数時間前、アイドの魔法による気絶から目を覚ましたラスティアラは、普段と変わらない様子だった。

　もちろん、別人の記憶が頭に入ってきたかどうかは聞いた。それにラスティアラは一言、ほんの少しだけ聖人ティアラの記憶が見えたと答えた。僕やディアほど強烈な記憶は見ていないから大丈夫と、目覚めてからずっと本人は言い続けている。

　その言葉を僕は信じている。千年前の記憶のせいで、少しだけ彼女への信頼を揺るがされたが、もう大丈夫だ。ラウラヴィアの『舞闘大会』で、僕はラスティアラを信じると決めた。もし仮にラスティアラが噓うそをついていたとしても、それは僕に心配をかけないための噓のはずだ。この仲間との絆きずなを疑うことだけはしたくない。

　僕もラスティアラも『自分のことよりもディアを助けること』を優先した。

　その道は間違えていないと――共に同じ道を選んだのだ。

「ラスティアラ、例の砦にパリンクロンがいたのを見つけた。これでいつでもいける」

「……ディアもそこにいるんだね？」

「ああ、いた。すぐにでも向かおうと思う」

　それにラスティアラは力強く頷き、その決断に同意した。

　そして、次々と《コネクション》の中から仲間たちが出てくる。

　セラさんとリーパーが普段は見ない表情で呟つぶやいていく。

「ディア様……。必ず、お助けします」

「ディアお姉ちゃん……」

　船で待っている間に、マリアの口から状況の説明は終わっている。使徒という別人格によって、ディアの意識が呑のみ込まれていると知り、二人は戦意を膨らませていた。

　続いて、震えるスノウが現れる。

「と、とうとうこのときが……。やるよぅ……」

　震えてはいるが、決戦を前に逃げようとはしていない。当初はパリンクロンだけが相手だったはずなのに、いまや使徒と守護者ガーデイアンまで敵だ。それでも、戦う意志を見せていることから、スノウなりに勇気を出しているのがわかる。

「みんな準備万端です。カナミさん」

　最後に誰よりも厳しい表情でのマリアが出てきた。

　こうして、ディアを除いたパーティーが全員揃そろったところで、パリンクロン戦の作戦を林の中で決めていく。

「みんな、時間がないから手短に話すよ。一番大事なのはパリンクロン打倒じゃなくて、ディアの奪還。それだけは絶対に間違えないで欲しい。パリンクロンは余裕があれば、最後に全員でかかるくらいのつもりでいこう」

　全員が頷うなずき返す。ここでディアを放置して復ふく讐しゆうに走るやつは一人もいないようだ。それに安心しながら、いつものようにパーティー分けを行う。

「まず、僕とマリアの二人でディアに当たる。シスが何を言ってこようが、気絶させて船に突っ込んで見せる。今度は容赦しない」

　おそらく、使徒シスとの戦いでは、ディアへの呼びかけが重要になってくるはずだ。ゆえにディアへ声の届きやすいメンバーを個人的に選んだ。

　それには全員が不満を言わずに了承した。ディアとの付き合いの長いラスティアラも、自分よりマリアのほうが呼びかけに向いていると判断してくれたようだ。

「その間、残りの四人はパリンクロンと守護者ガーデイアンアイドの二人に当たって欲しい」

　そこでセラさんとスノウが手を挙げる。

「ならば、不出来な同僚の始末は私がやろう。パリンクロンのやつの相手は得意だ」

「私もパリンクロンに行く……。私がやらないと、前に進めない気がするから……」

　船旅の間に『闇の理ことわりを盗むもの』対策は考えてあるので、時間稼ぎだけならば二人でも問題ないはずだ。それに僕は頷き返す。

　続いて、ラスティアラとリーパーが手を挙げていく。

「あの守護者ガーデイアンもいるんだね。なら、あいつは私がやる。昨日の恥辱を雪すすいでやる」

「じゃあ、アタシはみんなの足りないところを補いつつ、敵が逃げないように見張ろうかな……。使徒さんだけは絶対に逃さないよ……！」

　ラスティアラはリベンジ戦に燃えて、リーパーは遊撃を買って出た。

　そして、最後にワイスさんが申し訳なさそうに答えていく。

「私は……、すみませんが別行動させてもらいます」

「はい。わかっています。ワイスさんはワイスさんの仲間を助けるべきです。その後は安全なところまで移動してください。巻き込まれると危ないですから」

「ライナーが牢ろうに入ってさえいなければ、色々とできたんですがね……」

　先ほど砦とりでを見たとき、当然ながらシア・レガシィの率いるパーティーも捜した。その結果、アイド以外の面々は建物内にて休憩をしていたのを見つけた。

　ただ、メンバーの中で一人、ライナーだけが砦の牢に入っていたのだ。

「ライナーのやつはパリンクロンに一人で挑んだのかもしれません……」

「そうでしょうね。一軍の将を襲って、首が飛んでいないだけましと思いましょう」

　ワイスさんはライナーを救出したあと、戦いに巻き込まれないようにパーティーの全員を《コネクション》で遠ざける予定だ。元々、彼女はパリンクロンとの戦いではどちらにもつかないと言っていたのだから、これが妥当なところだろう。

「ワイスさんは僕たちが砦に突入したあと、こっそり忍び込んでください」

「はい。そうさせて貰もらいます」

　ワイスさんはパーティーの最後尾に移動する。そして、フルメンバーになった僕たちは、林を進んでグラードの砦へ向かって歩き出す。その道中、襲撃の手順を細かく摺すり合わせていく。迷宮の四人パーティー以上に、この大人数での戦闘は複雑なものとなるのは間違いない。チーム分けだけでなく、不慮の事態を考えての合図も決める。

　そうしている間に半里の距離は歩き終わり、潜んでいた林を抜け終える。

　同時に、前方数百メートル先に砦の防壁が見えた。

「――作戦開始だ。みんな、行こう」

　静かに宣言したあと、平原を僕たちは一斉に駆け出した。

　こうして、ディアの奪還とパリンクロン討伐の戦いが始まる。

　思えば、連合国から遠くまでやってきた。『舞闘大会』を乗り越えて、海を越えて、本土の中心まで――ここまでの旅の成果が、いまわかるだろう。

　一度パリンクロンに負けてから、本当に僕は成長できたのか。

　その答えが、いま――





◆◆◆◆◆






　砦の襲撃計画は単純明快。

　レベルの上昇によって向上した身体能力を活いかした電撃戦だ。

　林から出た全員が、平原を駆け抜けていく。

　マリアとリーパーは狼おおかみとなったセラさんの背中に乗り、残りの三人は自力で助走をつける。そして、人間離れした加速を得たところで、全員が獣のように大地を跳ねた。

　ただ、この一度の跳躍だけでは高い外壁を乗り越えられない。なので、全員が一度だけ壁を蹴って、真上に方向転換する。恐ろしい慣性が身体にかかるが、それを強引に振り払って外壁の上まで辿たどりつく。

　外壁の上にいた警備兵たちの驚きは無視だ。

　すぐさま僕たちは砦の内部に侵入するべく、再度跳躍する。

　その先頭を駆けるのは僕。グラードの砦に並ぶ建物の屋根上を蹴って、水切りの石のように加速していく。風を裂く音が耳元で鳴り、焼けるかのような風の抵抗が全身を打つ。しかし、絶対に減速はしない。この戦いは速度が命だ。何度もパリンクロンや守護者ガーデイアンたちにされたことを、今度は僕たちが仕返す番だ。

　その濃い戦意を胸にして、最短距離を最速で駆け抜け、僕は砦の中庭に飛び込む。

　ここに到達するまで十秒もかかっていない。いいタイムだと内心で喜びつつ、目標であるシスに目を向ける。丁度シスは、僕たちの侵入を感知したのか、ぴくんと耳を震わせつつ体を翻そうとしていたところだった。

　しかし、もう遅い。全力疾走の加速によって砲弾と化した僕が、空から中庭に着弾する。もちろん、着地地点はシスの背中だ。

　シスは翻りながら、咄とつ嗟さに光る翼を形成していた。しかし、飛び立たれるよりも先に、その翼を蹴りつける。

　人外の脚力に慣性の加わった飛び蹴りは、恐ろしい破壊力を生み出した。光る翼から無数の魔力の羽毛が舞い散り、シスの足元の地面に亀裂が入る。

　僕の足に返ってくる感触は、ダイアモンドを蹴っているかのような硬さ。

　同等の攻撃と防御がぶつかり合った。そのまま僕とシスは重なり合い、絡み合うように庭の土を削りながら転がっていく。

　その最中、僕は両手をシスの喉に伸ばす。それに気づいたシスは、転がりながら魔法を編んだ。

「――ディ、《ディヴァインシールド》!!」

　光の防御壁が間に発生し、あと少しというところで僕の両手は食い止められる。

　初手で失神させる作戦は失敗に終わった。失敗だが、予定通りでもある。

「――魔法《過密次元デイ・オーバの真冬ーウインター》!!」

　直じかに光の防御壁へ触れて、干渉する。壁を崩すために、魔法の構築をずらそうとする。

　当然、そう簡単に『魔法相殺カウンターマジツク』は成功しない。シスの異常な量の魔力が光の防御壁に注ぎ込まれ、僕の干渉を力業で弾はじいてくる。

　それは本当に恐ろしい魔力の密度だったが、シスの余裕がなくなっているのは確かだった。絡み合い転がりながら、彼女の額に汗が薄らと垂れているのが見える。この防御壁が消えたら、僕を相手に肉弾戦をしなければならないのだから必死なのだろう。

　魔力と魔力のぶつけ合いをしている内に、庭の上を転がっていたのが止まる。だが、僕もシスも決して手を緩めはしない。

　僕がシスの上に覆いかぶさる形で、魔力による鍔つば迫ぜり合いが発生する。

　紫色と白の魔力が拮きつ抗こうする中、シスは話しかけてくる。

「――は、早いわねえっ、盟友！　というか早過ぎない!?　ちょっと驚いたわ！」

　だが、そのお喋しやべりにつき合う気はない。

「マリア、手伝ってくれ!!」

　僕に少し遅れて、セラさんの背中に乗ってきたマリアが庭に降り立ち、すぐさま火炎魔法を放つ。

「――《フレイム》!!」

　その炎は僕ごと使徒シスを焼こうとする。

　シスは慌てて神聖魔法による防御壁を構築していく。

「――っ!?――《インビラブルフィールド》！」

　冷気と火炎による攻撃にシスは顔を強こわ張ばらせた。これが僕たちのパーティーで考えられる最大の妨害と最大の火力だが、まだシスの魔力の壁は突破できそうにない。しかし、それも予定通り。次に僕は、助けるべき仲間の名を叫ぶ。

「ディア、聞こえるか!?　助けに来た！　聞こえてるなら、返事をしてくれ!!」

　ディアの顔のすぐ傍そばで名前を呼ぶ。すると、少しだけシスは顔を歪ゆがめた。

　続いて、マリアも轟ごう炎えんと共に訴えかける。

「ディア、情けないですよ！　使徒くらい気合で抑えられないんですか!?」

「ちょ、ちょっと！――くっ、う、うぅ！　そういう揺さぶりは卑ひ怯きようじゃない!?」

　目の前の白い魔力が少し弱まっていくのを感じた。そして、シスは自分の所業を棚に上げて、僕たちの戦法を非難する。

　シスの中にいるディアが抗あらがっているのを感じる。シス本人も言っていたように、この小さな身体からだの中にディアは確かに生きているのだ。

　このまま二対一の鍔迫り合いを――いや、三対一の鍔迫り合いを続ければ勝てる。そう思わせるだけの優位を感じた。

　奇襲のおかげで、形勢は悪くない。

　呼びかけと共に、シスに魔力をぶつけ続けることを決める。

　なにより、守護者ガーデイアンと違い、シスのＭＰの減少を『表示』で見られるのが大きい。ワイスさんが言っていた通り、この砦まで単独で飛行し続けたであろうシスのＭＰは大きく消耗していた。目に見えて減少していく『ディアブロ・シス』のＭＰを見る限り、僕とマリアより先に枯渇するのは間違いない。おそらく、あと三十秒ほどで決着だ。

　――奇襲作戦は成功した。

　ただ、心配があるとすれば、僕のところ以外だろう。

　僅かに《ディメンション》を砦に広げて、他の戦いに注意を向ける。

　まず、離れたところでパリンクロンが頭を搔かいているのを感じ取る。

　奇襲してきた僕とマリアに近づこうとして、『獣化』を解いた布一枚の装いのセラさんに立ち塞がられて困っているところだった。さらに言えば、スノウからも睨にらみを利かされている。

「お、おおぉ……。まじかよ……。全員でご登場とはきっついなぁ」

　いつもの飄ひよう々ひようとした態度で、パリンクロンは軽口を叩たたく。少し会わなかっただけで随分と雰囲気が変わった気がする。『エピックシーカー』にいた頃とは異なり、重々しく堅苦しい雰囲気の服装だ。おそらく、将軍職についている人間専用の服なのだろう。飄々とした態度は変わらないのに、威厳が増している気がする。その威厳を使って、パリンクロンは庭の隅に控えていた軍人たちが侵入者を捕らえようとするのを抑える。

「動くな、おまえら！　こいつらも十分やばいからな。手を出したら、簡単に死ねる」

　それを聞いた十数名の軍人たちが一斉にぴたりと止まった。

　嫌味なやつだが、統率力は相変わらず高い。最後に会ったのは連合国のラウラヴィア、『エピックシーカー』の本拠。あそこの執務室で記憶について問い詰めたとき以来だ。

　あのときと同じように、また問い詰めたい欲求に駆られる。

　しかし、僕はシスの相手に徹底し、パリンクロンは仲間たちに任せ続ける。セラさんとスノウが武器を手にとるのを《ディメンション》で見守る。

「馬鹿を止めにきてやったぞ、パリンクロン」

「ん。……久しぶり」

　二人はパリンクロンの足止めに徹するため、僕のように強襲することなく挨拶をかけた。上う手まい位置取りだ。二人が壁になっているため、パリンクロンはシスやアイドに合流することができない。

「……はあ。やっと使徒や守護者ガーデイアンを話し合いに持ち込んだと思ったら、最後はカナミの兄さんたち全員の登場かよ。まじで疲れるぜ……」

　パリンクロンは盛大な溜ため息いきと共に、現れた六人を見渡していく。その誰もが一筋縄ではいかない敵であるとわかり、うんざりしているようだ。

　そのパリンクロンに、少し遠くから守護者ガーデイアンのアイドが声をかける。

「自分もびっくりしました……。しかし、入り乱れてきましたね。パリンクロン・レガシィ、その姿のままでは一方的だと思いますよ。先に『半死体ハーフモンスター』になったほうがいいのでは？」

「勝手なこと言うなよ。こんな衆人環視の中でできるわけねえだろ。こっちにはこっちの予定があるんだっての……」

　そのまま、アイドは歩いてパリンクロンに合流しようとする。しかし、それはラスティアラが許さない。その進行方向に立ち塞がり、好戦的な笑みを浮かべて剣を抜いた。

「行かせないよ。ひょろながの守護者ガーデイアン」

「む、むむっ？　この布陣。もしかして、自分も敵に見られていますか？」

　アイドは足を止めて、自分の状況を確認していく。

「当たり前。あんたが私たちに何をしたのか、もう忘れた？」
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「あれは治療の魔法だったって言っても聞いてくれなさそうですね……。自分は中立だと主張したいのですが……」

　このままパリンクロンに近づけば戦闘になるとわかり、逆にアイドは離れていく。パリンクロンに協力する意思は全く見られなかった。ついには戦意のないことをアピールして、両手をあげる。この異世界でも、それは降参を意味する。

「……自分は帰ります。聞くべきことは聞けましたからね」

　ラスティアラは油断なく敵を見続けている。

　しかし、アイドを追いかけはしない。アイドは優先順位が最も低い相手だ。帰ると言うなら帰してもいいとラスティアラもわかっている。

　その別れの挨拶に不満の声を出したのは僕たち側ではなく、パリンクロンだった。

「ま、待ってくれよ、アイドさん。ここで帰られると、俺の負担が増える。もうちょっとだけ、そこに立っててくれないか？」

「すみませんね。使徒関連のことは自分に関係ありませんので」

　あっさりとアイドは断る。

　そして、庭の端まで退いたところで、最後の確認を僕たちに取る。

「帰ってもいいですよね？」

　ラスティアラは一瞬だけ目線を僕に向ける。だが、僕はシスとの魔力の競り合いで手一杯だ。顔を向けることなく小さく頷うなずくだけで、ラスティアラに後を頼む。

　それを確認したラスティアラは僕の意思を代弁する。

「うん。何もせずに帰るなら、追わないかな」

　その言葉と共に、ラスティアラは戦意と殺気を収めた。

　それをアイドは安心した様子で受け止め、そのまま庭から出て行く。跳ぶわけでもなく、壁を登るわけでもなく、普通に建物の中に入って歩いて帰っていった。

　あの様子だと、本当に自分には関係ないと思っていそうだ。

　考えの読めない守護者ガーデイアンだと思ったが、これで三対六が二対六に変わった。戦況が傾き始め、僕の下で寝転がっているシスも要望を出してくる。

「……ち、ちなみに私も逃げたいのだけど？」

「馬鹿言え。おまえはディアを置いていくのが条件だ！」

「置いていけないから、こうなってるのよね……。こっちにあのキラキラした『魔石人間ジユエルクルス』も足されると、正直きついわね……」

　弱音を吐き出したシスを見て、戦況の好転を確信する。『ステータス』を見たところ、もうシスのＭＰは枯渇寸前だ。僕とマリアのＭＰも凄すごい勢いで減っているものの、先に魔力が枯渇するのはシスで間違いない。

　あと十五秒もすればシスのＭＰはゼロになり、押し切れる。

　シスを捕縛したあとは、全員でパリンクロンを囲める。

　予定の中でも最上に近い状況だ。

　ただ、それをパリンクロンもわかっているのだろう。苦々しい顔で動き出す。

「――ちっ、仕方ない！　使徒っ、用意した『世界奉還陣』を発動させる！」

『世界奉還陣』。その単語を聞き、目と鼻の先のシスが顔を青くして、声を漏らす。

「え!?　ちょ、ちょっと！　こんなところで、もう!?」

　憎たらしいシスが、こうも動揺するのは初めてのことだった。

　パリンクロンの『世界奉還陣』とやらの危険性を知るのに十分な表情だ。

「待ちなさい、パリンクロン・レガシィ！　それをすると、私のディアブロちゃんが危ないでしょうが！　私に協力するんじゃなかったの!?」

「だが、このままだとまずい！　そっちも、逃げやすいはずだ！……たぶんだが！」

「こ、この野郎ぉ……！」

　シスが焦っていく一方、パリンクロンは冷静に魔法を構築しながら距離を取り続ける。

　足止めだけを指示されていたセラさんとスノウは、パリンクロンの不安の募る発言を前に攻めるか否かを迷っていた。

　僕も迷う。明らかにシスよりもパリンクロンのほうが危険に感じる。

　アイドの撤退によって余裕も出来ている。順番を変えて、パリンクロンを昏こん倒とうさせてから、シスに取りかかるべきか……。

　――いや、それはない。

　パリンクロンは人の心の隙を突くのが上手い。乱戦の中で注意を引くなんて、お手のものだろう。いまの発言自体がブラフで、シスを助けようとしている可能性もある。

　即座に僕は全員へ指示を出す。

「予定よりもシスが楽だ！　このまま僕とマリアでシスをやるから、リーパーとラスティアラはパリンクロンのほうに行ってくれ！　パリンクロンの魔法構築の邪魔をするんだ！　死んでも仕方ないくらいでいい！」

　ラスティアラはアイドを撤退させたあと、迷った末に僕の方へ走って来ていた。しかし、それを制止して、パリンクロンを攻撃するように頼む。

「わかった！　ちょっとあいつ斬ってくる!!」

　ラスティアラは踵きびすを返して、パリンクロンのほうに向かう。その後ろをリーパーもついていく。ただ、リーパーは《ディメンション》でこちらにも注意を向けているようだ。最初に宣言したとおり、全体を見て動くつもりなのだろう。

　こうして、スノウ・セラさん・ラスティアラ・リーパーという大陸で戦いたくないランキング上位を占めていそうな四人を、パリンクロンは同時に相手にすることになる。

　その迫り来る四人の強敵に対し、パリンクロンが取った行動は依然として魔法構築だった。むしろ、距離を取るのを止やめて、地面に手をついて魔法のみに集中し始める。

　パリンクロンは敵前で完全に無防備となった。その隙だらけの敵に、最も近くにいたセラさんが最初の攻撃を行う。パリンクロンには直接触れないことを厳命していたため、狼おおかみ状態のときに身体へ巻きつけていた剣で攻撃をしかける。

　凶刃がパリンクロンの皮膚に近づく。

　しかし、それでもパリンクロンは無防備なままだった。

　ゆえに、セラさんは振りかぶった剣の勢いを緩めてしまう。

　その一いつ閃せんは右肩から左腹部まで、浅くパリンクロンの身体が斬り裂かれるだけで終わった。そして、その間もパリンクロンは魔法構築を続けている。

　セラさんは苦虫を嚙かみ潰した顔で、パリンクロンを怒鳴りつける。

「き、貴様っ!!」

　セラさんの性格をよく理解している防御方法だった。模擬戦ではパリンクロンに負けたことがないと言っていたセラさんだが、こと実戦においては絶対勝てないとわかる。

　戦うには甘すぎる性格が邪魔をしている。相手が動いてくれないと攻撃もできないほどに、彼女は殺し合いに向いていない。

　セラさんは今度こそ斬ってみせると誓い直した表情で、パリンクロンに返しの剣で斬りかかる。それでも、パリンクロンの余裕は揺らがない。腰の剣を抜こうともしない。地面についていないほうの腕を差し出すだけで、セラさんの剣を受け止めて見せた。

　パリンクロンの腕の骨とセラさんの剣がぶつかり合う音が鳴る。

　剣は肉を裂いたものの、骨までは断てていない。

　パリンクロンは片手間で、セラさんの攻撃を二度も完全に防ぎ切った。

　迷いのあるセラさんの剣ならば、腕を断ち切られないと即座に判断したのだろう。そこには半分守護者ガーデイアンになっている自分の身体からだならば大丈夫だという計算もあったかもしれない。しかし、つい最近まで人間の身体だったというのに、その防御を迷いなく選んだ胆力は尋常ではない。そして、いまもなお、表情を変えることなく魔法構築を行っているパリンクロンに、セラさんはたじろぐ。

「くっ、うぅ……!!」

　こちらに一いち瞥べつもくれていない敵に、二度も完璧に攻撃を防がれたのだ。屈辱だろう。

「どいてっ、セラさん！」

　続いて、二番目に近かったスノウが到着し、攻撃をする。

　スノウの性格ならば遠慮のない攻撃ができると知っているセラさんは、言われるがままにパリンクロンから離れた。もちろん、顔は苦渋に染まったままだが。

　そして、スノウは迷いなく全力の攻撃を放つ。

　パリンクロン対策で布に包まれた拳が、パリンクロンに襲いかかる。

　たとえ相手が無防備でも、スノウは迷いなく腕を振り抜く。それをわかっているパリンクロンは、肉を裂かれた腕を差し出してスノウの拳を受け止めた。

　ぐにゃりとパリンクロンの腕が粘土のように歪ゆがむ。竜人ドラゴニユートの膂りよ力りよくによって骨は砕かれ、吸収しきれなかった衝撃がパリンクロンの頭部を打った。

　パリンクロンの身体が浮く。ボールを打ったかのように庭の上を三度ほどバウンドして、十メートル近く吹き飛んでいく。

「――っ!!」

　パリンクロンの声にならない悲鳴があがった。

　しかし、恐ろしいことに、未いまだにパリンクロンは魔法構築を行っている。

　ボロボロになって地に這はい蹲つくばり、それでも音をあげない。先に音をあげたのは攻撃を受けたパリンクロンでなく、周囲で見守っていた砦とりでの軍人たちだった。

「さ、参謀さん!!」

「将軍、見てられません!!」

　数名ほど、上司の命令を無視して走り出そうとする。そして、追撃に向かおうとしていたスノウの前に立ち塞がり、さらに包囲して時間を稼ごうとする。

「――っ！　馬鹿がっ」

　どれだけ猛攻を受けようとも何一つ反応しなかったパリンクロンが、小さく悪態をついた。しかし、すぐに冷静さを取り戻し、また無表情で詠唱を再開する。

　その身体から流れ出る血が庭に浸透していく。パリンクロンの血を吸い取った庭が、淡く輝き始める。

　正確には庭でなく『魔石線ライン』が光っている。迷宮の『正道』ほど立派なものはないが、この砦にも『魔石線ライン』は通っている。それがパリンクロンの魔力に反応していた。

　そのパリンクロンの魔法を完成させまいと、次に到着したラスティアラとリーパーが斬りかかる。堪たまらずパリンクロンは、舌打ちと共に無事な方の腕で剣を抜いた。

　リーパーは闇に紛れて姿を消し、ラスティアラは相方を活いかすために正面から斬りかかる。それは普通の人間には反応できないコンビネーションだったが――見事、パリンクロンは後方からのリーパーの攻撃を屈かがんで避け、ラスティアラの攻撃を剣で防いだ。

　ステータスの数値を超えた防御だ。防がれた二人も驚いている。

　とはいえ、ラスティアラの馬鹿力を受けきることはできず、パリンクロンは体勢を大きく崩してしまう。その隙を二人は見逃さない。

　追撃に対して、パリンクロンは空いている手を自らの傷口に入れて拡ひろげた。そして、剣を持った手で器用に血をすくって、向かってくる二人に散らす。

　それを二人は反射的に大きく避けた。

　事前に僕とティーダの戦いについて聞いていた二人は、血に触れないことを最優先したのだ。おそらく、ティーダの黒い液体に触れるのと同じ効果があると思ったのだろう。

　凄すさまじい反射神経だったが、結果的にせっかくの隙を二人は逃してしまう。

　すぐに二人は気を取り直し、追撃を繰り返す。しかし、パリンクロンが動けば動くほど血が散っていく。その全てを避けなければならないため、ラスティアラもリーパーも攻めあぐんでしまっていた。

　血というアドバンテージがあるとはいえ、パリンクロンが猛攻を凌しのげているのは異常だった。剣術以外の要素が関わっているとしか思えない。《ディメンション》でパリンクロンを観察していると、相手の剣を見ることなく防ぐときがある。おそらく、その身の経験をフルに使って、敵の動きを予測しているのだろう。二人の性格を読んでいなければ、ありえない防御が何度も起きている。その人間観察能力の高さに戦慄が走る。

　――そして、時間にして数秒。

　パリンクロン本人にとっては数時間には感じるであろう攻防が過ぎ――その攻防が、一瞬だけ途切れる。

　ラスティアラとリーパーが手を緩めたのではない。

　新たに参入する仲間のために、間を作ったのだ。

　庭の空気が一瞬止まり、影が飛ぶ。

　スノウの跳び蹴りがパリンクロンの背中に襲いかかった。

　目の前の二人に集中していたパリンクロンは、それをまともに食らってしまい、またボールのように庭を跳ねさせられる。

　先ほどまでスノウが居た場所では、セラさんが砦の軍人たちと戦っていた。どうやら、冷徹になりきれないセラさんに処理を任せ、スノウは一人だけ包囲を飛び出したようだ。

　砂すな埃ぼこりをあげながらパリンクロンは庭を転がり――僕の近くで止まる。

　ボロボロになったパリンクロンが、すぐ傍そばで倒れている。

　将軍の証あかしであろう立派な服は泥にまみれ、袈け裟さ斬りにされた胴体から赤黒い血が止め処どなく流れている。斬り裂かれた腕はあらぬ方向に折れ、擦り傷だらけの顔は青白い。折れた骨が内臓に刺さったのか、口からも血が溢あふれている。ＨＰを見るまでもなく瀕ひん死しであることがわかる。

　――いま僕たちは敵を圧倒している。

　パリンクロンがスノウたちの攻撃に対応できていないのは明らかだ。

　あれから僕たちは強くなった。迷宮に潜り続けたことでレベルは上がり、精神的にも成長した。それが如実に結果として現れている。

　そう、見える――

　嫌な予感は止まらない。なぜなら、いまにも死んでしまいそうな状況で、すぐ傍に僕がいるという状況で――それでも、パリンクロンは最初の魔法構築を止めていなかった。

『世界奉還陣』とやらを使うための詠唱を小さく口ずさんでいる。

　剣を伸ばせば届く。詠唱は止められる。

　しかし、それをしてしまえば、シスを押さえ込んでいる状況が解けてしまう。

　僅かな時間、迷った。

　確かに瀕死のパリンクロンが近くにいるのはチャンスだ。けれど、目の前には苦く悶もんの表情を浮かべるシスもいる。シスを捕縛する絶好のチャンスだけは逃せない。

　あと数秒なのだ。シスのＭＰがゼロになるまで、もう少し。

　しかし、いま動けば全てが台無しになる。ゆえに僕はパリンクロンの詠唱を見送った。

　その選択をパリンクロンは嗤わらう。

「――は、ははっ。こっちが先だったようだなァ、カナミの兄さん」

　その言葉と共に、地震が起きたかのような揺れが砦を襲った。

『魔石線ライン』が紫色に発光し始め、地面から光の天幕オーロラが空に向かって落ち始める。

　庭が光によって一変した。まるで、紫水晶アメジストの中に入ったかのような光景だ。

　その幻想的な変化に庭の誰もが身構えた。

『世界奉還陣』というものが起動して、何らかの現象が起きると思ったからだ。

　しかし、発光を続けるだけで何も起きない。

　僕の仲間たちに影響はない。影響が出たのは……僕だけだった。

　紫の光が網膜に焼きつく。紫の魔力が脳裏に染み込む。そして、声が聞こえる。

「これは千年前の魔力だ。少し返すぜ」

『闇の理ことわりを盗むもの』の魔法かと思い、すぐに紫の魔力を拒否しようとする。しかし、その侵入を防ぐことはできなかった。なぜならば、その魔力は余りにも暖かく、害意を欠片かけらも感じなかったからだ。

　まるで自分の魔力のように、とても自然に頭の中に浸透していく。

　昨日のアイドの魔法と同じだ。その光によって、また僕は回復させられる。

　魔力が僕を癒いやし、欠けた部分を治していく。あるべき姿に戻されていく。

　それは僕が夢で見た始祖カナミに近づくということに他ならなかった。

　また以前と同じように、正体不明の感情が湧いて出てくる。

　しかし、これは予想していた状況の一つだ。

「こんなものっ――!!」

　ワイスさんに宣言した通り、その正体不明の感情に僕は抗あらがう。

「カナミさん！　あと少しです!!」

　マリアが逸いち早はやく僕の異常に気づき、声に出してシスの捕縛の優先を訴える。この感情に振り回されるのは一度目ではない。今度こそ御しきって見せると、僕は意志を固める。

　それでも、パリンクロンは淡々と、血を吐きながら語りかけてくる。

　僕のすぐ傍で。

「なあ……。覚えてるかい、カナミの兄さん？　ラウラヴィアで別れる前に、俺はカナミの兄さんに言ったよな。『カナミとマリアちゃんの望みは叶かなってる。それでも、カナミは噓うそを探すのか？』って。そのとき、カナミの兄さんは確かに『幸せ』だった。それでも、カナミの兄さんは首を振った。『噓は暴かないといけない』と、『噓では誰も救われない』と、そう言った。そして、その言葉の通り、あの牢ろう獄ごくを抜け出して、カナミの兄さんはここまで来た……」

　その妙に余裕を感じる声に、背筋に寒気が走る。

「よーくわかったぜ。つまり、カナミの兄さんに『優しい噓』は効かない。『幸せ』も『安らぎ』も意味がない。そういうことだな。なら、よぉ……。今度はその真逆だ。『不幸』と『不安』を見せてやるぜ……」

　全身が凍ったかのように硬直する。もちろん、パリンクロンの血液には一切触れていない。ゆえに『闇の理を盗むもの』の精神魔法ではない。

「カ、カナミさん――!?」

　一緒にシスを押さえ込んでいるマリアが、僕の異常を感じ取って叫ぶ。手の届かない距離でパリンクロンは笑い続け、心臓を鷲わし摑づかみにされたかのような錯覚に僕は陥る。

「ははっ、これが『最深部おわり』に待っていたものだ。気をしっかり持ってくれよ？　千年前の真実だ」

　からかうかのような、心配をしているかのような、気持ちの悪い気遣いと笑み。

　その言葉と共に庭のオーロラの勢いが増していく。天にも昇るほどの光で満たされていき、『魔石線ライン』の輝きで視界が埋まっていく。

　眩くらむのは目だけではない。《ディメンション》さえも眩んでいく。

　僕の感覚全てが光に呑のまれ、塗り替えられていく。

　まるで、世界が変わっているかのような、そんな光景に呑まれ、僕は視みる。

　パリンクロンの言う千年前の真実を――
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　また雨が降っていた。

　いまとなっては馴な染じみのものとなった大きな城。その窓の外は大雨。城の壁に雨粒が打ち付けられ続け、ノイズのような音が鳴り響く。

　その城の中、大広間には四人の少年少女たちがいた。

　一つ前の夢と同じシチュエーションだ。けれど、前に見た記憶とは明らかに様子が違った。以前までの朗らかな空気が、そこには全くなかった。

　よく見れば、ティアラの身体からだだけ一回りほど大きくなっていた。

　他の三人は年をとっていないのに、ティアラだけ身長が少し伸びている。前に見た記憶から時間が経たったのか経っていないのか、判断が難しい。

　珍しく男は仮面をつけていなかった。そして、予想通り、男は僕そっくりの顔をしていた。『相あい川かわ渦か波なみ』としか呼びようのない男が、石の床に座り込んでいる。

　男は少女の身体を抱きかかえていた。その少女は『相川陽ひ滝たき』――のはずだ。

　抱えられた陽滝の身体は異常だった。氷粒にまみれ、氷像のように固まっていた。なにより、両手足がおかしい。皮膚が肌色ではなく、黒色に染まっていた。黒く固そうな鱗うろこが生え並んでいる。さらに手足の指の数は、五本ではなく三本。長さも人間に不釣合いだ。人らしいところは頭部だけ。およそ人間とは言い難い。異形の『化け物』と化していた。

　その陽滝の胸に水晶の長剣が突き刺さっている。心臓を貫かれた陽滝を、男は涙を流しながら抱きかかえていた。陽滝の身体を抱え、男は叫ぶ。

「――あ、あぁあアアアア!!　よくもっ、よくも騙だましてくれたな!!　シス!!」

　喉が引き千切れるかのような全身全霊の慟どう哭こくだった。

　男の慟哭に、最後の一人であるシスが答える。

「『水の理を盗むもの』では器がもたなかったのね……。悲しいけど、仕方ないわ。盟友も泣くのは止やめて。代わりならいるわ……」

「か、代わり……？　代わりだって？」

　男は陽滝の身体を床に優しく寝かせ、幽鬼のように立ち上がる。

　僕そっくりの顔が、僕の見たことのない形相となっていた。

　――これが千年前の結末？

　状況はわかる。きっと男は戦い続けたのだろう。

　使徒の言葉を信じて、戦い続けて、戦い続けて、戦い続けた。

　けれど報われなかった。大切な妹の病気は治らなかった。治療の代償で『化け物』になってしまい、その末に死んでしまった。

　だから泣いている。そんな『結末』が見える。

　それはつまり――僕が『魔石人間ジユエルクルス』だろうが『相川渦波』だろうが、どちらにせよ関係なく、もう『相川陽滝』は死んでしまっていて、この世にはいないということ――

　僕は胸から心臓を落としたかのような空虚感に包まれる。

　だが、城の男は僕と違って憤る。叫びつつ、何もない空間から剣を抜いた。

「陽滝に代わりなんていない！　僕のたった一人の家族だ！　たった一人の家族だったんだ！　それをおまえが殺した！　ああっ、おまえのせいだ！　何もかも！　おまえも殺してやる！　殺してやるっ、シス!!」

　その能力は僕が『持ち物』と呼んでいるものと相違ない。やはり、あれは男が千年前に開発した魔法の一つだったのだろう。冷静に分析しながら、僕は男の顚てん末まつを見守る。

「ま、待って、盟友……。落ち着いて。全ては世界のためだったの……」

「何が世界のためだ！　そんなこと知ったことか！　僕には陽滝だけが全てだった！　全てだったんだ!!」

「盟友っ、大義を見失っては駄目よ！　これを成さなければ、全ての生物が死滅するのよ！　世界を救うために、誰かが試さねばならないことだった！　そして、陽滝はそれに最も適していた！　そう、彼女は世界救済の礎に――」

「ああっ、大層な話だな!!　大変だな！　すごい話だな！　だが、僕たちには関係ない！　関係ないんだよ、シス!!」

　剣を横に振るって、男は血を吐くかのように叫び続ける。

　シスの言葉を遮り、顔を歪ゆがませながら一歩前に踏み出す。

「病気は治るって言ったじゃないか！　信じてたのに！　おまえの言うことを陽滝は信じてたのに!!」

「理論上はそうだったわ！　私も治すつもりだった！　けど、いつも何もかも上う手まくいくなんて限らない！　試さなければわからなかったことだったの!!」

　堪たまらずシスも叫び返す。

　このままだと、目の前の男に斬り殺されると思ったのだろう。怯おびえながら、説得する。

「盟友、私のことも解わかって！　私のことを理解して！　そうっ、少しだけ歩み寄れば、誰だって解り合える――」

「ああっ、おまえのことはわかってる！　目的のためなら手段を選ばないやつだってことはわかってるさ！　わかってる上で言ってるんだ!!」

　だが、届かない。半ばで遮られる。

「おまえは僕たちを利用した！　陽滝を実験に使いやがった！　絶対に許せるか!!」

　男は剣先をシスに向けた。空気を切るかのような殺気が飛ぶ。

　もはや和解は不可能と感じたシスは、後あと退ずさりながら魔法を構築し始め、

「な、なんで解ってくれないの……？　誰も私を……、なんで……？」

　涙を潤ませて、小さく呟つぶやいた。その声が男に聞こえたのかはわからない。

　男は剣を持ったまま、シスに近づこうとする。命の危険を感じたであろうシスは、魔法を発動させ、光る翼を広げた。そして、その閃せん光こうによる目くらましに合わせて、窓に向かって走る。

「逃がすか！」

　男は追いかけようとする。しかし、それは後ろから伸ばされた手に引き止められた。

　様子を見守っていたティアラの手だ。いつかと違い、幼さは消え、ラスティアラに近くなっている。その美貌を歪ませ、必死に男の袖を摑つかんで叫ぶ。

「師匠、待って！　このままだと師匠も自分を見失う！　それ以上『変換』を続ければ、師匠の身体も同じになっちゃうよ!?」

　制止を受け、男は足を止めてしまう。その間に、シスは窓から空へと飛び立った。

　男は舌打ちと共に、敵を逃がしてしまった原因であるティアラを怒鳴りつける。

「それがどうしたッ！　うるさいんだよ、ティアラ！　おまえに何がわかる！　おまえには関係ないだろう!!」

　びくっとティアラは身体を震わせる。

　目じりには涙が浮かんでいた。けれど、一歩も引くことなく言い返す。

「か、関係なくなんかない！　私だって一緒に魔法を作った！　協力した！　だって、私は師匠の一番弟子だから!!」

　ティアラは男の腕を力強く握り、心の底の気持ちを訴えた。

　だが、それも届かない。少女の全身全霊を男は嗤わらう。

「は、はははっ……。そうだなっ、おまえと一緒に創ったんだ！　ははははっ!!　何が『レベルアップ』だ！　『ステータス』だ！　とんだお笑わらい種ぐさだ！　おまえたちに唆されて『呪術』を創って、最後はコレだ！　こんな結末だ！　まるで馬鹿みたいだ！　全部、おまえたちの思い通りっ、手の平の上！　やっぱり、『呪術』は『呪術』！　呪いは呪いだったんだ！」

　男はティアラの腕を振り払った。それでも負けずに彼女は訴え続ける。

「けどっ、師匠の考えた『変換』の術式のおかげで多くの人が救われた！　師匠は英雄になった！　いや、世界の救世主になったんだよ!?　あれは呪いなんかじゃない！　もっと神聖なものだって私は信じてる!!」

「ははっ、救世主？　神聖？　ああ、そうだな、僕は救世主だ！　全部っ、使徒のやつの思惑通りにな！　これで空に溜たまった魔力を一箇所に集められるな！　よかったな！　これで世界を救えるな！　はははっ！　で!?　それで!?　それでどうなる!?　ああ、よかったよかった！　本当によかったな！　おまえらはな！　僕はよくない!!　この世界が助かって――で、僕は何を得る!?　陽滝の病気が治るって聞いて、僕はここまでやってきたんだぞ！　自分を殺して他人を殺して、やりたくないことに手を染めて、ここまできたんだ！　その報酬がこれだ！　助けたくもないものを助けて、助けたいものを助けられなかった!!　ふざけるなァアア!!」

　僕そっくりの口から紡がれる罵ば詈り雑ぞう言ごん。

　その暴言に押されて、とうとうティアラは一筋の涙を零こぼす。

「し、師匠……。しっかりして……。師匠はもっと心優しい人なんだから……」

「心優しい人!?　ははっ、もう人ですらなくなってきてるけどなぁ！　そりゃそうだ！　いま、この世界で一番レベルが高いのは僕だ!!　この魔術式を考えた僕だ!!」

　嗤い続ける男の顔は悲ひ愴そうで歪み、涙の跡でボロボロになっていた。

　感情の暴走によって、コントロールを失った魔力が噴出する。その魔力に巻き込まれるのを避けて、ティアラは距離を取る。

　男の魔力の色は禍まが々まがしい黒紫。

　触れるもの全てを侵食し、その存在の次元をずらし、崩していく。

　異常な魔力だ。それに似ている魔力を僕は知っている。守護者ガーデイアンの魔力と同じだ。守護者ガーデイアンが全力を見せるときに発生する現象。世界をも侵食する魔力の胎動だ。

　壁が黒紫に染まり、斜めにずれていく。壁は何一つ壊れていないのに、壁の向こう側が見えるようになる。床も同じだ。ナイフで切り取ったかのように、床の先にある大地の断層が露出する。

　確か、この時代では『魔力』を『魔の毒』と呼んでいた。

　その名の通り、魔性の毒が世界を侵食しているとしか思えない光景だった。

　そして、この男に名を付けるとすれば『次元の理ことわりを盗むもの』。他にないだろう。

「シス……。絶対に逃がすか……」

　男は歩き出そうとする。しかし、その後ろで、ゆらりと動く影がある。ティアラは魔力の暴走に巻き込まれながらも、まだ諦めていなかった。

「師匠、待ってて……」

「……待つ？　何を？」

　男の表情は厳しい。しつこく引き止めるティアラに苛いら立だっているのだろう。

「これから私が全部を変えてみせるから……。私が『理』の全てを解明して、新しい魔力の法を創るから……。一緒に目指した誰もが幸せになれる『魔法』は私が創る……。だから、もう少しだけ待って……。きっと陽ひ滝たき姉も――」

「うるさい！　誰もが幸せになれる『魔法』なんて、もういらないんだ！　あんなもの全部噓うそだっ！　そんな偽善を信じてたのか、おまえは！　僕が言ったのは、陽滝を幸せにしてくれる『魔法』だ！　全部陽滝のためだった!!」

　男は心無い言葉を返すことで、追い縋すがろうとするティアラを振り切る。

　そして、全てに対する答えを最後に叫ぶ。

「遅いんだよ！　何もかも!!」

「行かないで……。私には師匠しか、もう……」

　ティアラという少女は男を必要としていた。

　客観的に見ているからよくわかる。おそらく、彼女にとって男だけが世界の全てだった。だが、男のこともよくわかってしまう。男にとっては陽滝だけが世界の全てだった。

　だから、どれだけティアラが涙を浮かべようとも、その足を止めることはない。

「絶対に追いつく……。追いつくから……。待ってて、師匠……」

　その背中をティアラは追いかけようとしなかった。

　師匠である男に弟子である自分が勝てるはずがないとわかっているのだろう。軽く見ただけでも、魔力の総量は倍以上の差がある。

　けれども、まだ諦めてはいない。ティアラは去る男に叫ぶ。

　使徒を真ま似ねただけの拙い『契約』。けれど、何の魔力も持たない言葉。口約束だ。

「待ってて！　師匠がいるところには、必ず私も行くから！　『契約』でも何でもなく、私の意志で！　私の力で師匠と魂を共にする！　私も誓う!!」

　ティアラは自らの魂に宣言した。そこに術式なんてない。魔力も動いていない。世界も、『理』も微動だにしていない。けれど、それは確かに『契約』だった。

　その純粋過ぎる言葉に耐え切れず、男は歯は嚙がみし、後ろに叫び返す。

「――っ!!　おまえは僕の敵だ！　ティアラ！　フーズヤーズの駒ってことは、使徒の駒だったってことだろうが!!　二度と顔を見せるな！　このままだと僕は、おまえさえも殺したくなる!!」

　ティアラと比べると、余りにも脆もろく汚い言葉。

　ゆえに彼女は揺るがない。去り行く男を見つめ続け、最後まで誓い続ける。

「私が師匠を一人にしない……！　絶対……！　師匠が私を一人から救ってくれたように、私も師匠を救う！　何年かけても、たとえ何千年かけても追いつくから……!!」

「な、なんでおまえは――！」

　次は男が反論できなくなっていた。返す言葉が見つからず、子供のように叫ぶ。

「ああ、うるさいっ！　うるさいうるさいうるさいうるさい――！」

　そして、陽滝の身体からだを抱きあげ、逃げるように大広間から出て行った。

　絢けん爛らんな玄関を歩き、入り口の扉を開け、外に出る。降り注ぐ大雨に打たれながら、男はシスの飛び去った空を睨にらむ。

「復ふく讐しゆうしてやる！　僕を騙だました国の全てっ、陽滝を奪った使徒っ、使徒に味方する『理を盗むもの』っ！　いや世界そのものを全部！　殺してやる！　清算するんだ！」

　男は城を囲む暗い森の中に入っていく。

　家族も仲間も失い、異世界でたった一人、世界を彷徨さまよう。

「逃げられると思うなよ、シス！　いまの僕の《ディメンション》なら、大陸を覆うことすらできる!!」

　陽滝の身体を愛いとおしそうに抱きしめながら、その身の魔力を広げていく。

「僕が助けたかったのは世界じゃない！　陽滝だったんだ――!!」

　声がかすれ、単語を聞き取るのが難しくなってきた。

　森に入ったのを境に、記憶の再生が歪み始める。

　早送りされる映像のように、世界は加速していく。

　ここから先はさほど重要ではないと言わんばかりに、記憶は曖昧になっていく。

　――その後の話は、とても単純だった。

　ただ、狂った男が復讐する話だ。『理を盗むもの』たちを騙し、殺していく。

　何の考えもなく『毒』を搔かき集め、レベルが上がり、『化け物』になっていく。

　そんな滑稽で救えない物語。

　――そして、その物語の最後。

　多くの魔力を搔き集め、男は誰よりも強くなっていた。しかし、その代償に『化け物』になっていた。妹である陽滝と同じだ。肌は醜くただれ、腕の数が増え、鱗うろこが生え並んでいる。内臓のような赤黒い肉が露出し、浮き出た血管が脈動している。魚や鳥といった生物を継つぎ接はぎしたかのような姿。そのおぞましい肉体はいまにも崩れかけている。

　とある戦場。とある魔法陣の中心で、男は死した妹の身体を抱きかかえていた。

　黒い空の下、男は呟く。

「これが『世界奉還陣』……。これで何もかも終われる……」

　その場にいるのは、男一人だけではない。

『化け物』と化した男と向かい合う人間たちがいた。

　それはまるで神話を模した絵画のようだった。ラスティアラから聞いた伝承のように、これから『聖人』たちが『化け物』を倒すと予感させるに十分な光景だった。

　人間たちの先頭に女性が一人。成長したティアラが、男の前に立っていた。

　そこで視界は暗転する。

　――これで終わり。

　千年前の物語は、これで終わりなのだろう。

　このあとの戦いなどどうでもいい。もう関係のない話だ。

　なぜならば、結局のところ、この記憶の言いたいことは唯ただ一つ。唯一つだけ。

『相あい川かわ陽滝』は死んでいる。それだけなのだから。

　そして、その事実だけが僕の心に突き刺さり、抜くことができない。

　まるで深海の底、あらゆるものに置いていかれたかのような孤独感に包まれていく。
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　その結末を見終わった。

　いつの間にか、僕は戻ってきていた。

　千年前から千年後。

　ヴァレンシズ大陸のヴァルト国北部にあるグラードの砦とりで。その庭の中に帰ってきた。

　庭を埋め尽くしていた『魔石線ライン』のオーロラは消えて、仄ほのかな発光だけとなっている。

　何年も時が過ぎたかのような気がする。しかし、周囲から得られる情報から、僅かな時間も過ぎていないことがわかる。

　シスは目の前にいる。それを僕が押さえつけている。変わらず、パリンクロンは血塗れた身体を必死に起こそうとしているところだ。

　おそらく、現実の時間にして一秒未満の出来事だったのだろう。ただ、その僅かな時間で僕の全感情は反転してしまっていた。その記憶には、現実に起こった出来事だと確信するに十分なリアリティがあった。

　何より、自分を見失うよりも恐ろしい可能性を知ってしまった。

　僕にとって何よりも優先される前提が崩れる可能性だ。

『相川陽滝』が『化け物』になっていた。その胸に剣が突き刺さっていた。

　シスを押さえる手が震える。理性とは裏腹に身体は弱っていく。

　そこへ追撃するかのように、パリンクロンの声が聞こえてくる。

「見ての通りだ、カナミの兄さん。『相川陽滝』は、とうの昔に死んでいる。魔力を変換しすぎたため『化け物』となり、その兄に殺された」

　その言葉はヘドロのように僕の耳に絡みつき、脳みそに侵入してくる。魔力や魔法ではなく、ただ言葉が聞こえてくるだけ。なのに、それに抗あらがうことができない。

「そして、『相川渦波』も死んだ。復讐のために『化け物』となり、『世界奉還陣』なんてものを使って、大陸を道連れにして死んだ」

　つまり、あのあと、男は殺されるのだ……。

　友達であり、弟子であり、仲間であったティアラという少女に。

　なにせ、ティアラは大陸を救った英雄だ。千年後まで語り継がれる聖人様だ。大陸を滅ぼそうとしていた『相川渦か波なみ』と戦うのは、当然の話過ぎる。

「ここにいるカナミの兄さんは、厳密に言えば『相川渦波』じゃない。『相川渦波』を『再誕』させるために用意された、ただの器。『魔石人間ジユエルクルス』だ」

『相川陽滝』は死んでいて、『相川渦波』も死んでいる……？

　なら、ここにいる僕は誰だ？　いや、それはもう知っている。ワイスさんのおかげで知っている。僕は『魔石人間ジユエルクルス』。ただの器。誰でもない。名前もない。

　正直なところ、それはいい。そのくらいのことは、どうでもいい。

　問題なのは、もう一人の少女の死についてだ。

「ここにいる少年は誰でもない。妹などいない。守るものなどない。生きる意味もなければ、生きてきた意味もない。――似合わない強がりは、もうよそうぜ？　唯一のより所だった『相川陽滝』も、もう死んでいる。今日までの戦いの全てっ、何もかも無意味だったってことだ！　ハハッ、ハハハハッ!!」

　そう。僕にとって『相川陽滝』という存在は、心の芯だった。僕の大前提だったと言っていい。そう『調整』されていただけだとしても、妹という家族の存在が、この異世界で生きる支えになっていた。

　他の何が覆ってもよかった。自分の存在すら失っても構わなかった。けど、生きる前提を失うことだけは耐え難い。どうしても揺らぐ。ぐらぐらと心が揺らいで止まらない。

　それが与えられた記憶だとしても、間違いなく陽滝は僕にとって特別だった。

　なにせ、たくさんの陽滝の思い出が僕の中にはある。兄きよう妹だいとして笑いあった色々な光景を思い出せる。家族として助け合って生きてきた月日が存在する。言葉にできないくらいの愛着がある。彼女のためなら命を投げ出しても構わないと思ったときさえあった。なのに、それを失った。

　その僕の根本を覆す真実に、心が折れそうになる。炎に囲まれているというのに、ひどく寒い。手の震えは止まらず、全身から力が抜けていく。

「――っ！　よし！」

　その隙を逃すことなく、シスが拘束から抜け出した。

「カナミさん！　しっかりしてください！」

　隣からマリアの声が聞こえてくる。僕を叱しつ咤たしながらも、火炎魔法の手を緩めない。絶対にシスを逃すまいと炎を操っている。

　彼女の言う通りだ。動かないといけない。

　しかし、身体に上う手まく力が入ってくれない。身体の中身をごっそり失った気分だ。ここにいる自分が中身のない陶器としか感じられない。自分の名前カナミだけでなく自分の意義ヒタキも同時に失うというのは、ここまで生きる意味を失うのか……。

「パリンクロン！　カナミに何をした!!」

　ラスティアラの声が聞こえてくる。

　血相を変えて、パリンクロンに斬りかかっているのが見える。

　状況の情報を《ディメンション》は機械のように頭に送ってくれた。

　パリンクロンは迫りくる剣を弾はじきながら、空いている手で魔法陣を弄いじっていく。

「よし、なんとかカナミの兄さんを抑えられた……。これで他の手札を切れる……！」

『魔石線ライン』が再度発光する。

　そして、その色を黒に変えて、ラスティアラの身体に染み込んでいく。

「な、何を――？」

「魔力の吸引率を変更した。ちょっとした『世界奉還陣』の応用だ。本格始動はまだでも、効果は絶大だぜ？　この結界内で『魔石人間ジユエルクルス』は戦えない」

　途端にラスティアラの表情が変わる。

　顔は真っ青に染まり、全身の魔力が薄まる。ラスティアラは口に手を当てて、膝を突いた。その姿は、少し前に迷宮で死にかけていたワイスさんとよく似ていた。

「こ、この程度っ、なんてことない！　カナミを！　カナミを助け――」

　ラスティアラが僕の名を呼んでいる。それを認識したとき、少しだけ身体に力が入る。手の平を握り締める程度の力だけれど、確かに戻っていく。

「それ以上はさせないぜ？」

「――くぅっ！」

　パリンクロンが魔法陣の光を強める。

　それだけでラスティアラは呻うめき声をあげて動けなくなった。

　――仲間が危ない。

　それを認識したとき、さらに両足に力が戻っていく。

　いま僕は陽ひ滝たきを失い、生きる原動力を失った。しかし、それで僕の全てが終わりになるわけではない。終わりにするわけにはいかない。陽滝だけじゃない。ディアや仲間たちも助けると、そうワイスさんの前で誓った――！

　僕は立ち上がろうとする。ふらつきながらも、確かに。

「ちっ！　まじかよっ！　まだカナミの兄さんは動けるか！　これだから『魔石持ち』は困る――っと！　次はスノウか!!」

　動こうとする僕を見て、パリンクロンはこちらに近づこうとしたが、続いて到着したスノウに止められる。パリンクロンは振り下ろされた拳を紙一重のところで避けながら、また魔法陣を弄り始めた。

「カナミっ!!　カナミが！――このっ、パリンクロン!!」

　スノウは僕の急変を見て、激げき昂こうしていた。ラスティアラに続きスノウも、僕のために怒ってくれている。

「だが、スノウ。おまえは楽な相手だ。おまえにはトラウマの記憶を再投与するだけでいい。幸い、ここに現物がある」

　ぐにゃぐにゃになっていたパリンクロンの右腕が、黒い液体に変化していく。その変化は二十層の守護者ガーデイアンティーダと同じだった。『闇の理ことわりを盗むもの』としての力を、スノウだけに見えるように解放していた。それを見たスノウは小さな悲鳴をあげる。

「ひっ――！」

「いいのか、スノウ。また繰り返すぞ？　おまえの目の前で仲間たちが死んでいくぞ？　昔、ギルドの『英雄』が『闇の理を盗むもの』に惨殺されたのを忘れたのか？」

　内容はわからないが、スノウが守護者ガーデイアンを恐れている原因を口にしているのはわかる。

　脅され、トラウマを刺激され、スノウは震え出す。

　――見ていられない。

　二人目の仲間の危機によって、ようやく僕は歩き出す。

　もう余計なことは何も考えなくていい。ただ仲間を助けることだけを考えればいい。

　そのためにはパリンクロンを倒さないといけない。もちろん、逃がしてしまったシスも捕まえて、ディアも救わないといけない。

　一度は崩れてしまった襲撃作戦だが、まだ方針は変えない。

　いま、リーパーがスノウに襲いかかるパリンクロンを止めた。

　リーパーの黒の大鎌とパリンクロンの黒の右腕が交差している。このまま仲間たちに足止めを任せて、もう一度僕はシスの捕縛だ。

　シスは拘束から脱出したものの、戦場を離脱できていない。マリアの火炎魔法によって足止めされ続けている。消耗したＭＰのせいで思うように逃げられないのだ。

　まだ希望は残っている。

「シスっ!!」

　もう自分は大丈夫だということを仲間たちに見せつけるためにも、僕は大声で叫び、シスとマリアの戦いに合流しようとする。

　ただ、リーパーは僕の声よりも、別のものに気を取られていた。パリンクロンと戦いつつ、青ざめた顔を下に向けて呟つぶやく。

「こ、この魔法陣……！　もしかして……！」

　リーパーは周囲の『魔石線ライン』を見て、恐怖していた。

「そうだ、『死神』。これは千年前におまえらを呑のみ込んだ『世界奉還陣』だ。悪いが、もう『本土』の戦域全てに張り終わっている。おまえの天敵の魔法をな」

　パリンクロンがリーパーに向かって手をかざす。そして、その手をぎゅっと握り締めるだけで、リーパーの表情は激変する。

「――ァ、アッ、ァアア!!」

　まるで呼吸ができないかのように苦しみだし、リーパーは手に持った大鎌を落とした。

　その光景を僕は前に見たことがあった。初めて出会ったとき、リーパーへの魔力供給を止めた際も同じ表情をしていた。おそらく、この魔法陣には魔力を吸収する効果がある。そのため、リーパーの魔力が枯渇状態になってしまうのだ。

　咄とつ嗟さに僕はリーパーへの救援を指示する。

「スノウ！　リーパーをフォローしてやってくれ!!」

「ぁ、あぁ……。カナミ、リーパー……」

　しかし、頼りにしていたスノウは戦場で膝を突いたまま動いてくれない。

『闇の理を盗むもの』の力を前に、かつての全てを諦めたかのような表情になっている。

　僕が思っていた以上にトラウマが深いことがわかり、計算が狂っていくのを感じる。

　一度崩れた作戦を続行するという考えは、余りに甘すぎたかもしれない。先ほど僕が自失していた時間は、ほんの数秒ほど。だが、その数秒が致命的だった。

　こうして、まともにパリンクロンと戦えるのはセラさんだけとなってしまった。それをパリンクロンもわかっているのだろう。リーパーを無力化したあと、すぐにセラさんへ目を向けて動き出す。

「そして、セラ・レイディアント。おまえが一番厄介だ。つけいる隙がない上に、おまえは俺を倒し慣れている。模擬戦でおまえに全敗してるのを、俺は忘れてないぜ？」

　丁度、立ち塞がった軍人を蹴散らし終えたセラさんが、パリンクロンの居る場所に向かっていたところだった。助かることに、その動きは冷静だ。敵であるパリンクロンではなく、苦しんでいるスノウとリーパーを助けようと動いている。

　そのセラさんに向かって、パリンクロンは手をかざす。

「だから、おまえには力押しでいかせてもらうぜ。――『世界奉還陣』の対象をセラ・レイディアントに集中させる」

　庭の『魔石線ライン』の光全てが集束し、セラさんだけを照らし始める。その光は見み蕩とれるほど美しい純白だった。だが、その美しい光は、見る者の不安を強く煽あおる。あれに触れれば、取り返しがつかない。理由もわからず、そう思った。

　僕はシスへ向かう足を止めて、身を翻してパリンクロンのほうへ向かう。方針を変更するしかなかった。このままだと全滅させるどころか、全滅させられてしまう。それだけの不安を、いまの光から感じた。その間も、パリンクロンはセラさんに語りかける。

「俺に触れないように注意していたのはわかるが、まだ甘いな。この戦場全域、もう俺の手が入っているんだぜ？　『闇の理を盗むもの』の力だけが、俺の全てじゃない。元々、俺は『呪術』で戦う騎士だ」

　セラさんの走る速度が途端に遅くなる。

「くっ、なんだこれは！　力が、抜けて――！」

　目に見えて、セラさんの魔力が薄まっていく。いや、魔力だけじゃない。セラさんの存在そのものが薄まっているようにも見える。パリンクロンの魔法陣の力は、人の存在を消失させるかのような凶兆を孕はらんでいた。

　すぐにセラさんは立っていられなくなり、その両手を地面に突いた。

　走りながら、僕は急変するセラさんを『注視』する。そして、彼女の異常に気づく。

　ステータスの『表示』が安定していない。目に見えて『数値』が下がっていっている。それはまるで『魔石線ライン』がレベルを――命を吸っているかのようだった。

　このまま魔法陣の光に晒さらされ続けると恐ろしいことになる。そう感じた僕は、全力でパリンクロンに剣を振り下ろした。

「パリンクロン！　止やめろ!!」

「ははっ！　もう持ち直したか、少年！　が、精彩に欠ける！」

　パリンクロンは僕の剣を、嬉うれしそうに剣で防ぐ。

『剣術』も膂りよ力りよくも圧倒しているのに、悠々と防がれてしまった。パリンクロンの言うとおり、力は乗っていたが精彩の欠けていた一撃だった。それほどまでに、いまの僕の心身はバラバラなのだろう。ローウェンとの戦いで心身の一致の大切さはよくわかっているのに、心が上手くついてきてくれない。『感応』が正しく働いている気がしない。『剣術』を正しく引き出せているかも怪しい。

「頑張るなあ、少年！　しかし、何のために戦ってるんだ？　もう大切な妹なんていないんだぞ？　俺を倒して、それでどうなる？　自分さえも失って、何のために、誰のために戦うんだ？　本当にそれが少年の願いなのか？　なあ？　なあ、なあ、なあ!?」

　聞けば聞くほど、心が乱される。当然、剣が鈍る。スキル『並列思考』が悪い方に働いている。その一言一言を聞く度に、その一言一言について深く考えてしまうのだ。

　精神に干渉する魔法ならば抗あらがえる自信があった。しかし、この攻撃は防げない。なにせ、これは魔力でも魔法でもない。弄びも騙だましにもきていない。ただ、真実を口にしているだけ。それだけのことで、ローウェンから譲り受けた『剣術』と『感応』の力が宝の持ち腐れになってしまっている。そして、僅かに敗北が頭をかすめたとき――

「――『夢む幻げん蹌そう踉ろうと繊せんの随まにまに』『星を飲み込め』！――《ミドガルズブレイズ》!!」

　光の庭に禁忌の炎が奔はしった。

　さらに冷め切っていた僕の心と身体からだを、声と炎で暖めてくれる。

「カナミさん！　いいから早くっ、そこのにやけ顔をたたっ斬ってください！　いま悩めば悩むだけ、その男を楽しませることになるだけです！　それでいいんですか!?」

　マリアがシスを逃がさないように炎を操りながら、同時に別の炎をこちらに向けていた。明らかに炎の勢いが急激に増している。もちろん、いままで手加減をしていたわけじゃないだろう。その原因は先の詠唱を聞いてわかっている。

　あの日と同じように、マリアは自分の大切な記憶を『代償』にして炎を強めたのだ。

「辛つらいことなんて、あとでゆっくりと悲しめばいいんです!!　まずはディアを助けることが先！　そうでしょう!?　カナミさん!!」

　マリアは叫び、得意の剣で負けそうになっている僕を叱しつ咤たする。

　その声に合わせ、マリアの炎は燃え盛る。彼女の足元の炎から炎蛇が現れる。

　以前と違い、一匹や二匹だけではない。八つ首の炎蛇が世界に生まれ落ちていた。

「何を知っても、何を失っても、カナミさんはそこにいます！　誰が何と言おうと、私のカナミさんへの気持ちは変わらないし、あなたの気持ちも決して変わらない！　何も変わらないんです！　だから、どうかいつものように戦ってください!!」

　いまようやく、パリンクロンのせいで不安定となっていた思考が一つに纏まとまる。

　僕のせいでマリアが詠唱で『代償』を払ってしまった。その上、昨日と同じような言葉を繰り返させてしまった。何もかも、僕の情けなさが原因だ。

「ぁあああああっ!!　ああぁああアアァアアアアッッ――!!」

　自分自身に怒り、我武者羅な咆ほう哮こうと共に僕の剣が少しだけ鋭くなる。無論、『感応』は使えないままだ。ローウェンと戦ったときのような綺き麗れいな『剣術』でもない。乱暴で大雑把な剣筋。しかし、その剣にはパリンクロンを圧倒するには十分な力があった。

　それを見て安心したマリアは『代償』で強めた炎を少しだけ弱める。そして、こちらに寄よ越こした炎蛇を手元に戻し、シスへ襲いかからせる。

「ディアもです！　あなたが何者だろうと変わりません！　よく見てください！　ジークなんて名前に拘こだわらず、そこにいるあの人をちゃんと見てください!!」

　シスの光の障壁を鷲わし摑づかみするように、八つ首の炎蛇が絡みつく。

　炎の中に閉じ込められたシスの顔が歪ゆがむ。そして、その輝く双そう眸ぼうでマリアを見ていた。もはや、僕など眼中にないかのように、口元を半月の形に変えてマリアに笑いかける。

「はっ、はははっ！　なるほどね！　この時代最大の敵は、他の『使徒』でも『始祖』でもない！　マリアちゃんね！　マリアちゃんだけは『完成』している！――パリンクロン!!」

　最後にパリンクロンの名を強く叫んだ。

　シスの呼びかけを聞き、弾はじけるようにパリンクロンは距離を取って叫び返す。

「それはできない！　同じ『半守護者ハーフガーデイアン』である炎のお嬢ちゃんを害するルールを足せば、それは俺にも適用される！」

「ああ、役に立たないっ！　仕方ないわね……。ならっ――！」

　シスはパリンクロンに救援要請を拒否され、決意めいた表情を見せた。

　どうやら、魔法陣による攻撃は、マリアに対してだけはできないようだ。ならば、このまま僕がパリンクロンを、マリアがシスを攻めきればいい。

　パリンクロンも、その結末を予感しているのだろう。

　僕との剣けん戟げきの中、苦く悶もんの表情を浮かべ、焦りの色を隠せていない。

「くっ、目に見えて弱ってはいるが、前ほどじゃないな！　というか、ここまでやっても押し切れないのかよ！　ああ、くっそ！　残るはお嬢ちゃん一人だって言うのによ！」

　勢いの増した僕の剣を捌さばき切れなくなり始め、パリンクロンは別の手を考え始める。

　僕は考える暇は与えまいと、剣の勢いを更に強めていく。

「パリンクロン！　もういい！　ここで終われ!!」

「あと一手、あと一手が詰めきれねえ……！　もう少し時間を稼がないと駄目だ……！　『世界奉還陣』を本格的に始動させないと……!!――くっ!!」

　そして、とうとう僕はパリンクロンの剣を払い、反らし、弾き、真上に打ち上げることに成功する。絶望的なステータス差がありながら、よくここまでパリンクロンも耐えたものだ。その経験と『観察眼』には感服する。しかし、これで終わりだ。

　僕の止とどめの剣がパリンクロンを捉えかける。

　が、そこで思いもしない方角から、第三者の攻撃が飛来してくる。

「なっ――!?」

　飛来してきたのは、鉄の矢だった。《ディメンション》のおかげで、それをかわすことはできた。しかし、渾こん身しんの袈け裟さ斬りが浅くなる。パリンクロンの胴に深く入ることなく、肉の表面を裂くだけだった。

　剣を弾き飛ばされて傷も負ったパリンクロンは後方に逃げようとする。そこへ僕は強引に剣を突き出して追い撃とうとする。

　その放った突きはパリンクロンの横腹を貫いた。しかし、そこまでだった。

　横から更なる邪魔が割り込んでくることで、パリンクロンを間合いから逃がす。

「――パリンクロンさん！　この賊めが!!」

　軍人にしては若い男が叫びながら、大きく剣を振りかぶりながら我武者羅に僕へ襲いかかる。その気迫は見事だったが、致命的に動きが遅い。

　戦闘にもならない。すぐさま僕は反撃で男の意識を断とうとする。だが、またそれを飛来する鉄の矢が邪魔してきた。

「くっ、また！」

「参謀さん、行ってください！　あなたは戦場に必要な人です！」

　腕にボウガンのようなものを構えた男がいた。そのボウガンは『魔石』の意匠が凝らされていることから、魔法道具であることがわかる。

　そのボウガンの照準が僕の急所に向けられている。

「お、おいおい……。おまえら、俺を助けるのか？」

　驚いたのは僕だけでなく、パリンクロンもだった。刺された脇腹を押さえながら後退しつつ、似合わないことに呆ぼう然ぜんとしていた。

　動いたのは数人の暴走した若い軍人だけではない。庭の軍人たち全員が、パリンクロンの危機に戦おうと動き出していた。

「――将軍殿！　あなたは嫌味で最低で外道ですが！　それでも私たちに必要な人です！」「もう決戦は近いんです！　こんなところで死んでいい人じゃありません!!」「例の計画は将軍がいなければ成立しません！」「早く逃げてください！　この者らは私たちで抑えますから――」

　先ほどまでの戦いを目にしながらも、全員が決死の覚悟を見せて足止めをしようとしていた。その姿はギルド『エピックシーカー』を思い出させる。

　僕がラウラヴィアで多くの人たちと関わりを持ったように、パリンクロンも本土で多くの人たちと関わりを持ってきた。それがよくわかる状況に、僕の口からは自然と悪態が零こぼれる。

「このぉっ、邪魔だっ――!!」

　四方から捨て身の軍人たちが襲いかかってくる。パリンクロンを追えないように、身体を張って壁となっていく。もちろん、その全員が力不足と評さざるを得ない。その放った矢は僕にかわされ、剣は弾かれ、魔法は《次元の冬デイ・ウインター》で散らされ、迫りくる兵たちの攻撃が僕に届くことはない。とはいえ、彼らも鍛えられた軍人だ。並の探索者よりもレベルが高い。なにより、命を懸けているのが厄介だ。剣の柄つかを使い、軍人たちを強打していって無力化していくのに、どうしても時間がかかる。

　結果、せっかくの止めのチャンスが遠のいていく。

「こちらへ将軍！　砦とりでの外へ!!」

　一人の軍人がパリンクロンに肩を貸そうとしていた。その装いは他の軍人と少し違い、階級の高さが窺うかがい知れる。

「おまえか……。いや、そっちじゃない……。おまえたちのおかげで時間は稼げた。砦の救護用の棟でいい。そこまで逃げられたら、後はどうとでもなる……」

「……了解！　まずは傷の治療ですね！」

　軍人は上司の命令に口を挟むことなく了承し、そのままパリンクロンを連れて、砦の建物に入っていった。軍人の壁と戦っている僕の焦りが増す。ここで逃がせば、また何を用意されるかわかったものではない。

　しかし、ここでパリンクロンだけでなく、シスのほうでも予定外の事態が起きる。

「――くっ、うぅっ、ぅあアアア!!　あ、あはっ！　あはははは！　油断したわね！　マリアちゃん!!」

　シスの呻うめき声と笑い声。そして、マリアの怒りの声が響く。

「あなた！　ディアの身体だからって！　酷ひどいことを!!」

　マリアの炎蛇の包囲から逃れ、満面の笑みのシスが空を飛んでいる。その左足から先が消し炭に変わっていた。

　先ほどの決意めいた表情の意味がわかった。シスは捨て身となって逃亡を図ったのだ。そして、マリアがディアの身体を慮おもんぱかって、手を抜いてしまったこともわかった。

「ふ、ふふっ！　マリアちゃんがディアブロちゃんに優しくて助かったわ！　でも、もうマリアちゃんとは二度と戦いたくないかなあ!?　それじゃあね!!」

　厭いやらしい笑顔を残して、シスは背中を見せる。

「この、待てっ!!」

　マリアは忌々しげに叫び、炎蛇を逃げるシスに向かわせる。しかし、無情にもそれは届かない。天高く舞い上がったシスは、そのまま雲の中に消えていってしまった。

「くっ！」

　マリアは地面に亀裂が入るほど強く地団駄を踏み、すぐに僕に向かって謝罪の言葉を投げる。

「すみません、カナミさん！　シスを逃しました！　まだ覚悟が足りていませんでした……!!」

「いや、謝るのは僕の方だ！　元はと言えば、僕が手を緩めたせいだ……！」

　僕は軍人たちを捌きながら叫び返す。

　お互い、難敵を前に強く覚悟をしてきたつもりだった。しかし、現実は尚なお厳しい。お互いにまだ手を血に染めたことすらない未熟者だからだろうか、肝心なところで詰めの甘さが露呈してしまっている。僕のほうも軍人たちを殺す覚悟があれば、パリンクロンを逃すことはなかったはずだ。

「……まだだ、マリア！　まだパリンクロンのほうは追い詰めれる!!」

《ディメンション》が兵に肩を貸してもらいながら砦の奥深くに逃げ込むパリンクロンを捕捉している。手の届かない空まで逃げたシスと違い、まだ可能性はある。

「わかりました！　けど――！」

　パリンクロンを追撃しようとする僕とマリアを、軍人たちが囲んだ。

　その数は二十を超えていた。いまや庭にいた全員が決死の覚悟を見せている。当然ながら弱兵は一人もいない。その中の代表格と思われる男が、僕たちに戦意を表明する。

「行かせはせん!!」

　敵には投とう擲てき武器と遠距離魔法が多い。

　無視をして背中を見せれば、つるべ打ちにされるのは間違いないだろう。なによりも、個人戦でなく軍隊での戦いに特化している軍人たちに包囲されているというのが厳しい。一人一人が本来の力以上のものを発揮して、命を懸けて僕たちを足止めしてくる。その層の厚さを突破することができず、歯は軋ぎしりを鳴らしかけたとき、一人の仲間が復帰する。

「――《ドラグーン・アーダー》!!」

　場からパリンクロンがいなくなったことで、スノウがトラウマから復帰していた。乱雑だが強暴な風を巻き起こし、軍人たちを幾人か壁まで吹き飛ばし、包囲を崩す。

「スノウさん！――《フレイム》!!」

　その隙を突いて、マリアが即興の火炎魔法を放つ。スノウの風で混乱している軍人を集中的に狙い、炎で包み酸欠で失神させていく。

　完全に敵の包囲が崩壊した。あとはスノウと僕が残った敵を物理的に倒していくだけだ。隊列の乱れた軍人たちは脆もろかった。ものの数秒ほどで、庭にいる全員が地面に倒れ臥ふす。そして、一段落がついたところでスノウが僕のところへ駆け寄り、申し訳なさそうに両の人差し指を突き合わせた。

「ご、ごめん、カナミ……。さっきは身体からだが震えて、動けなくて……」

「いや、スノウ……。助かった」

　パリンクロンを前に戦意喪失したことを気にしているようだが、それを責める権利は僕にはない。その頭を撫なでながら、お礼を言うしかなかった。

　その僕たち二人に、責める権利のあるマリアは厳しい声を出す。

「それよりも！　すぐに新手が砦から来ます！　二手に分かれますか!?　それとも――」

　すぐに次の行動に移らないといけない。

　僕は《ディメンション》に意識を傾けたが、最大の目標であるシスは魔法の知覚範囲の外。いま僕に把握できるのは砦の中にいるパリンクロンだけだ。その状況を前に、僕の『並列思考』が発動し、全力で頭が回転していく。

「まずは全力でパリンクロンを押さえよう。この魔法陣……いや、『世界奉還陣』は危険だ。放っておけば大陸が呑のまれる。これは例の千年前のやつと同じものだと思う」

　僕は足元で薄らと発光し続ける『魔石線ライン』を見て、決断する。

「千年前の……？　これが、あの九割の死者を出したってやつなんですか……？」

　一昨日おととい、船の上で僕たちは大陸の戦争について話し合った。その途中で、千年前の戦争についても、歴史に詳しいラスティアラから聞いた。その中に出てきた大量殺人魔法が発動していると聞いて、マリアは軽く疑いながら確認を取る。

　間違いなく、これは千年前の『世界奉還陣』と同じだ。僕には僕にしかわからない確信があった。その根拠は先ほど見せられた記憶だ。あの記憶の最後に『始祖カナミ』が発動させていた魔法陣と、いま発動している魔法陣の輝きが全く同じなのだ。

「ああ。しかも、これはまだ本格始動していない。前準備だけで、この現象なんだ」

　僕は周囲に倒れる仲間たちを見る。

　まず『魔石人間ジユエルクルス』のラスティアラと魔法生まれのリーパーが無条件で倒れた。そして、魔法陣の対象を集中させられたことでセラさんも倒れた。よく見れば、魔法陣の中にいる軍人たちにもセラさんと同じ症状が出ている。徐々にレベルが下がり、『表示』のステータスが減少している。

　この魔法陣は危険だ。何より、徐々に『魔石線ライン』の発光が強まっているのがまずい。

「まず、急いでみんなを船に帰そう。これ以上ここにいたら危険だ。――魔法《コネクション》」

　まず、魔法を使って、動けないセラさんを魔法陣の効果から逃がす。同様に動けないリーパーも扉をくぐらせる。最後にラスティアラも船へ移動させようとして、

「――ま、待って！　カナミ、私も連れて行って……！」

　ふらつきながらもラスティアラは立ち上がり、生気のない表情で追撃戦の参加を訴えてきた。よく彼女を見ると、皮膚の一部が剝がれ落ちている。そのぞっとする姿を前に、僕は迷いなく首を振る。

「……無理だ。いまのおまえは戦える身体じゃない。それに、パリンクロンが相手だと相性が悪すぎる。おまえが一番わかってるだろ……？」

　先ほどの戦闘で痛感したことがある。パリンクロンと相性が悪いやつは、とことん悪い。あいつはラスティアラという『魔石人間ジユエルクルス』の生まれに関わっている。先ほど戦った様子だと、ラスティアラの弱点全てを把握しているように見えた。

「大丈夫！　もう不ふ甲が斐いないところは見せない！　今度は死んでも最後まで戦うから！」

「死んでもなんて言うやつを連れて行けるはずないだろ……！　この魔法陣の中じゃ、おまえは何もできない。だから連れて行けない。こればっかりは譲れない！」

「それでも、お願いっ！　だって、ここで別れると後悔する！　絶対後悔する!!」

　我がままを叫ぶラスティアラを諭そうとする。しかし、彼女は話を聞こうともせずに叫び散らす。

　らしくない姿だ。好戦的な性格とはいえ、いままでは筋道を立てて話せば納得してくれていた。なのに、そのラスティアラが子供のように我がままを喚わめき続ける。

「まだ始まったばかりなのに、終わっちゃう……！　そんな気がする！　だからっ！」

　その剝むき出しの感情から、単に戦いたいからついてきたいのではないのは明らかだった。もっと別の感情が、ラスティアラから冷静さを奪っている。

　おそらく、あの館でアイドと戦ったときから、ずっと――

「だって！　まだ！　まだ私は、カナミに何も伝えて――」

「わかってる。ラスティアラ」

　それは驕おごりでなければ、僕が失った感情と同じものだろう。もしくは、それによく似た淡い感情。それを彼女も失いそうな気がして、酷く焦っているのだ。

　いつの間にか、ラスティアラの手が僕の頰まで伸びていた。それを僕は上から手で押さえつけて、下ろさせた。

「僕もおまえに何も伝えてない……。だから、戻ってくるよ。戻ってくるから、それまで待っててくれ……」

　とても卑ひ怯きような言い回しで、ラスティアラを説得する。互いの手と手が触れたことで、びくりと彼女の身体が跳ねる。そして、戸惑った表情のまま、返す言葉に迷いだす。

　その肯定も否定もできないラスティアラに、マリアが声をかける。

「ラスティアラさん……」

「……あ。ご、ごめん。マリアちゃん。……私、自分のときだけ勝手なこと言ってる」

　マリアの顔を見た途端、しおらしくなった。

　ラスティアラの身体は大きいが、その仕草は年相応の子供に見えた。マリアは子供をあやすように、ラスティアラの頭部を胸に引き寄せて抱く。

「いいえ。いまのラスティアラさんのこと、よくわかりますから……。だから、あとは私に任せてください……」

「……うん」

　その一言で、ラスティアラは静かになった。小さく一度だけ頷うなずき、僕とマリアから距離を取る。そして、借りていた剣を僕に返し、ゆっくりと《コネクション》に自ら向かい、くぐった。

　こうして、庭の中には僕とマリアとスノウの三人が残った。

　すぐに僕は三人のステータスを『表示』させ、一つの疑惑を確かめる。おそらくいま展開されている『世界奉還陣』の効果はレベルとステータスの吸収だ。その対象の条件の正確なところを、残った三人を比べることで確かめる。そして、判明した事実を基に、ずっと不安そうな表情をしているスノウに指示を出す。

「スノウ、船のみんなを頼む」

「え、え？　私も戻るの……？」

　勇気を出してくれたところで申し訳ないが、ここにいる三人の中でスノウだけが『世界奉還陣』の影響でステータスが低下していっている。先ほどのパリンクロンの発した『魔石持ち』という言葉の意味は、もうわかっている。

　例の魔石を持っていないスノウを、ここで戦わせるのは危険過ぎる。

「パリンクロンと相性が悪いのはおまえもだ。船で待っててくれ」

「そ、そっか……。私、お留守番でいいんだ……」

　スノウは安心しつつも、少しだけ悔しそうな顔を見せる。やっとパートナーとしての活躍の場を得たのに、そのチャンスを活いかせなかった自分に自己嫌悪しているようだ。

「いいんだ、スノウ……。そのおまえの臆病なところは別に悪いことじゃない……。急いでさえいなければ、それは長所なんだ。たぶん、僕たちの中で、おまえが一番リーダーに向いてる。だから、もし――」

　口が滑って、言ってはいけないところまで言いそうになった。

　その続きは言わずに、一番大事なことだけを伝える。

「僕がいないときは、おまえが船のみんなを守ってやってくれ。……頼んだ」

「……え、あ、うん。……わかった。絶対にみんなを私が守る。約束するよ」

「ああ、約束してくれ」

　素直にスノウは頷いた。パリンクロンを相手に――というよりは『闇の理ことわりを盗むもの』を相手に自分が役に立たないことは彼女自身わかっているのだろう。ラスティアラと違い、特に不平を漏らすことなく引き下がった。

　これで庭の中に二人、僕とマリアだけとなる。

「カナミさん、急ぎましょう。いま敵はどこですか？」

　無駄な話は省いて、迅速に敵の追撃にかかる。

「――魔法《ディメンション》。パリンクロンは外に逃げていない。砦とりでの中にいる」

　砦には多くの棟が並んでいる。その中には負傷兵の医療を担当すると思われる棟があった。その棟の一室にて、パリンクロンは魔法と薬品の両方で治療を受けている。

　それを見て、僕は違和感を覚える。先ほどの奇襲でパリンクロンの身体は満まん身しん創そう痍いとなった。しかし、暢のん気きに回復をしている状況ではないはずだ。ここで全力で逃げなければ、僕とマリアの追撃が待っている。にもかかわらず、逃げ道がほとんどない上に狭い医務室でパリンクロンは治療している。

　その治療行為に罠わなの可能性を感じたが、僕は突き進むことを選ぶ。

「行こう、マリア。この距離なら、すぐだ」

　僕はパリンクロンのいる医務室に向かって動き出す。

　その庭から建物内に入る間際、僕は空の暗さに気づく。

　地面の『魔石線ライン』からの光のせいで気づかなかったが、いまの戦闘の間で天候が著しく変化していた。あんなにも明るかった空が、灰色のひつじ雲に覆われている。そのいまにも雨の降り出しそうな空から逃げるように、僕たちはパリンクロンを追跡していく。
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　砦の中庭から例の棟までの道のりは短い。砦内は複雑な構造になっているわけでもなく、建物の廊下を真っ直すぐ走り抜けるだけで楽に辿たどりつける。途中、何人かの軍人たちと鉢合わせになったが、狭い空間内での少人数戦で僕が遅れを取ることはなかった。「通すな！」と叫ぶ全員を、すれ違い様に昏こん倒とうさせていく。

　そして、僅か数分ほどの時間で僕たちは目的の部屋の前までやってきた。

　時間を惜しみ、すぐに古びた木製の扉を押し開けて、中に入っていく。

　医務室内には連合国で見た病院と似たような設備が整っていた。壁には医療品が詰まった棚が並び、床には点滴台に似た魔法道具が置かれている。異世界ならではの回復魔法を活かすための医務室だ。

　その部屋の中では複数の軍人たちが構えていた。

　椅子に座って治療を受けているパリンクロンの前に、壁となって立ちはだかる。

「賊め！　来たか!!」

「総員で将軍をお守りしろ!!」

「了解です！　副官殿!!」

　先ほどパリンクロンを逃がした階級の高そうな軍人が先頭に立ち、指示を出していく。

　その有様を見て、僕は顔が歪ゆがむ。

　いまパリンクロンを守ろうと奮起している全員のステータスの変化が僕には見えているからだ。命そのものとも言える最大ＨＰが、鉋かんなで優しく削るかのように減少していっている。その人物の人生の顕あらわれとも言えるレベルも同様だ。

　じわりじわりと数値が落ちていっているので本人たちは気づけないのだろう。

　自らの身体が取り返しのつかないことになっている彼らの代わりに、僕は叫ぶ。

「パリンクロン！　すぐに魔法陣を止めろ!!」

　立ち塞がる全員を無視して、奥で休憩をしている全ての原因を止めようとする。

　しかし、それにパリンクロンは飄ひよう々ひようと冷酷に答える。

「……それは無理だな。もう発動は終わった。俺が死んでも止まらない。別に構わないだろ？　止める理由なんてない」

「止める理由しかないだろ！　このままだと、ここにいる全員が――」

　最後には魔法陣に呑のまれて、死んでしまう。

　そう言おうとした言葉が、いま死に向かっている軍人たちによって遮られる。

「賊が！　何を言う！　この魔法陣は我らの悲願だ！　これにより『北連盟』のやつらの魔法を無力化することができる！　戦争が我々の勝利で終わる!!」

「おまえが『北連盟』の者であるのは、もうわかっているぞ！　どこで情報を得たのかは知らないが無駄だ！　我ら『南連盟』が長年かけて作った魔法陣は発動した！　おまえらは、間に合わなかったのだ!!」

「これで長きにわたる『境界戦争』に終止符が打たれる!!」

　この魔法陣が善いものであると、彼らは信じていた。かつて戦争で九割の死者を生んだ魔法陣だとは思っていないのだ。その姿を見るのが痛々しい。

「パリンクロン……。そんな馬鹿な説明で、これを大陸に張ったのか……!?」

「ああ、いまや俺は『南連盟』の将軍様で参謀様だからな。案外、ばれないもんだ。でも、ここまで結構長かったんだぜ？」

　パリンクロンは椅子から立ち上がりながら、僕の質問に答える。

　そして、立ち塞がる軍人たちを押しのけて、一番前に出てくる。

「もういい。あとは俺がやる。傷は治ったし、十分に時間も稼げた」

「し、しかし！　パリンクロン将軍！」

「いいんだ。……おまえら、ありがとな。心配しなくとも、この『世界奉還陣』が発動すれば戦いは終わる。それだけは間違いない。レヴァン教の伝承にある通りに終わる」

　上司を守ろうと食らいつく部下に労ねぎらいの言葉をかけて、反論を封じる。

「はっ！」

　その『終わる』という言葉に、軍人たちは希望で目を輝かせて敬礼をした。

　やり取りの全てが痛々しい。これからパリンクロンの言葉通り、『北連盟』は無力化されるだろう。ただ、『南連盟』のことをこいつは何も言っていないだけで……。

「止めろ、パリンクロン……。この人たちはおまえを信じてるんだぞ……。それを、おまえは……」

　その制止を言い切る前に異変が訪れる。

　地震のように地面が大きく一揺れし、この砦に張り巡らされた『魔石線ライン』の発光が強まった。その光に合わせて、『世界奉還陣』の効果は強まり、対象も広がる。そこでようやく、魔法に長たけていない軍人たちも異変に気づき始める。

「この光は……。建物が透け始めている……？」

「これは一体……？　レガシィ将軍……！」

　自らの身体からだから輝く粒子が零こぼれているのを見つめ、その意味を上司に問う。

「ああ、本格的に起動したんだ。これは『世界奉還陣』の光だ」

　パリンクロンは聞かれれば、正直に答えた。ただ、それはあくまで事務的であり、感情はこもっていない。

　軍人たちは『魔石線ライン』から放たれる予想以上の光に困惑し、ざわつき始める。

　中にはレベルダウンの症状に耐え切れず、立ち眩くらみに襲われる者も現れだした。

「こ、これは……。頭が……」

「目が、霞かすむ……。何が起きて……」

「はぁっ、はぁっ、はぁっ……！」

　医務室の三分の一の軍人が、貧血になったかのように膝を突いた。

　レベルと素質に恵まれぬものほど、限界は早いようだ。

　死を身近に感じ、僕は震える声で止めようとする。

「パリンクロン、本当にいいのか？　このままだと死ぬぞ……。おまえの仲間が、みんな死ぬんだぞ……？」

「ははは……。ああ、そうだな……」

　僕の問いに、パリンクロンは笑って肯定する。その気軽な態度が許せず、僕は叫ぶ。

「僕と戦うための魔法陣なら、もう十分に役に立っただろ!?　ラスティアラたちは、もうここに来られない！　これ以上効果を高めても、僕とマリアには効かない！　おまえの味方を減らすだけじゃないか！　止めろ!!」

「意味がないなんてことはないさ……。これは大事な儀式でもあるんだ……。なんというか、その……お呪まじないみたいなものさ」

　パリンクロンは顔に微笑を張りつけ、首を振る。冗談めいた言い回しをしたが、その表情は真剣そのものだ。もう言葉では止まらないと痛感する。そして、パリンクロンは苦しむ部下たちは眼中にないといった様子で、僕とだけ話を続ける。

「もう隠すこともないな……。元々、三十層の守護者ガーデイアンを倒したら、色々教えるって約束だ。連合国から抜けだして来たご褒美に、色々と俺の目的を教えてやろう」

　ここにきてパリンクロンは、自らの内心を吐露しようとする。

　その様子から、もうパリンクロンは全てのことを為なし終えたということがわかる。この『世界奉還陣』始動の瞬間のために、きっと長い時間を費やしてきたのだろう。国に仕え、将となって、兵を率いて、戦場で戦ったのは全て、この瞬間のため――そして、それが叶かなったいま、もう隠し事をする理由はなくなったように見える。

「簡単なことだ。俺は俺の中にいる使徒レガシィってやつの『未練』を果たしてやりたいだけなんだ。……『始祖カナミともう一度遊びたい』って、あいつの『未練』をな。あいつ、千年前を漁夫の利で勝ってしまって、すげえ不満一杯なんだってよ。ははっ」

　使徒という単語を口にする。シスのやつも口にしていたことだが、パリンクロンは使徒との関わりが深いらしい。

　シスの話から察するに、こいつもディアや僕と似た境遇なのかもしれない。もちろん、いま語っている言葉を信用なんてしていない。けれど、少し前にワイスさんから聞いた言葉が頭の中でリフレインする。『生まれ』と『運命』。それはこいつにも当てはまっているような気がしてならない。

「当然、その使徒レガシィの『未練』は千年前にしか叶わないものだ……。だから、俺は千年前と同じ状況を作ると決めた。そのために国々の平和を乱し、大陸に『世界奉還陣』を敷き、『英雄』と『化け物』を用意しようとしたってわけだな」

　いつもと変わらぬ口調だが、冗談は一切交じっていない。ここにきて、ようやくパリンクロンの本心が見えてきているが、その中身が余りに――

「パリンクロン、あの千年前を再現する気なのか……!?　あの!!」

「ああ、あの千年前だ。あの酷ひどい戦いを、もう一度俺は起こしたい。そして、、連合国の『英雄』カナミよ、よく来てくれた。あとは『化け物』と戦ってもらうだけだ。それで神話は再現される」

　ずっと謎だったパリンクロンの目的の一端を、僕は理解する。

　それと同時に、混乱していた軍人たちの一人がパリンクロンに詰め寄る。

「パリンクロン将軍!!　いまの話はどういうことですか!?　これは戦争を終わらせるための神聖な魔法陣ではなかったのですか!?」

「ははっ、そこは心配するな。ちゃんと、これは戦域全体に働いている。間違いなく、これで『北連盟』のやつらは全滅だ」

　パリンクロンの戦域全体という言葉を聞き、僕は真実を確かめていく。幸か不幸か、僕には魔法《ディメンション》という力があった。

　――それは静かだが、凄絶な光景だった。

　砦とりで全体が光り輝いている。無論、それは手始めに過ぎず、ここを中心にして周辺の平原全てが淡く白く発光している。その範囲は僕の《ディメンション》の外まで続いていた。彼方かなたの地平線で輝くオーロラが、いまのパリンクロンの言葉を証明している。

　その光は魔力の一種であるはずだが、恐ろしいほど静かで透明だ。属性という概念はなく、根源的な色だけを内包している無色。その無慈悲に優しい光は、生きとし生けるものにまとわりつき、少しずつ溶かそうとしていた。

　身体の構成が解け、生物が溶けていく。解けた身体は、より純粋な魔力の粒子に還かえり、細氷のように光の中に浮かんだ。

　現在、砦の北方向では『北連盟』と『南連盟』の軍隊が交戦中だ。その万を超える大規模な戦場さえも全て光に包まれ、平等に溶かされていく。

　赤い血で塗れた戦いが白い光で上書きされ、戦場は阿あ鼻び叫きよう喚かんに陥る。もちろん、それだけではない。この周辺にある町や村――そこに住む罪のない人々たちも、光は無差別に照らし溶かしていく。

　光の中に光が舞い、その幻想的な魔力の粒子が大地に落ちていき、吸い込みきれなかった粒子が白く染めていく。吐き気を催す雪景色が本土に広がっていた。

『世界奉還陣』の効果に例外はない。人が、モンスターが、獣が、虫が分解されていっている。このままだと、たった一つの例外である『理ことわりを盗むもの』の魔石を持つ者たちを除いて、本土の百万を超える人々が、億に至る生物が死滅する。

　そして、とうとう医務室内の軍人が一人、皮膚全てを魔力に変換され切ってしまい、人体模型のような姿になった。その本人を含む軍人たちの悲鳴があがる。次々と仲間たちの皮膚が消え始めているという事態を、いま理解したのだ。

　そのグロテスクな光景を前に、恐怖は容易たやすく伝でん播ぱしていく。

　恐慌に陥る前に、僕は誘導すべきだと思った。

「みなさん！　いますぐ、魔法陣の外へ逃げてください！　いまなら、まだ間に合う！　その間に僕が――!!」

「カナミさん！」

　だが、それはずっと静かに後ろで見守っていたマリアに止められた。

　その理由を問おうと目をマリアに向ける。そこには油断なく、臨戦態勢のままでパリンクロンを睨にらむ彼女がいた。

「目を敵から逸そらしてはいけません。これもパリンクロン・レガシィの攻撃。もう戦闘は始まっています」

　冷酷に見捨てろと、はっきり言った。マリアにとって軍人たちは他人なのだろう。そんなことよりも、大事なものがあることを僕に教える。

「カナミさん、誰も彼も助けようとして、また失敗するんですか……？　そんな余裕はないでしょう？　人助けがしたいなら、自分の敵を倒した後です！　このまま兵士たちがいなくなったら、邪魔がなくなります。その瞬間に、一気に畳み掛けますよ……」

　隣に来たマリアの手が、僕の腕を摑つかんだ。

　どこへも逃がさないように、しっかりと捕まえて放さない。

　正直に言えば、この惨状が見ていられない。見るのが耐えられないから、いますぐにでも誰も彼も助けたい。僕がそういう人間であると、僕はよく知っている。

　それをマリアもよく知っているからこそ、腕を強く摑んで止めているのだ。

「……ちっ。やっぱり、お嬢ちゃんは邪魔だな」

　パリンクロンは面白くなさそうに舌打ちし、呟つぶやく。

　その声から、僕が人助けに意識を割いた瞬間に、戦闘を始める気だったのがわかる。

　……危ない。

　マリアがパリンクロンの狙いを読み取っていなければ、大きな隙を生むところだった。すぐに僕は冷静になり、胸から湧き上がる衝動を押さえ込み、医務室や戦場の様子を見るのを止やめて、パリンクロン一人に意識を傾ける。この惨状を引き起こした罪人を倒すためだけに、全神経を集中させる。

　軍人たちの苦しむ声を読解してはいけない。

　どれだけ砦内に悲鳴が鳴り響こうとも、それに囚とらわれてはいけない。

　結局のところ、もう何もかもが遅かったのだ。

　もし、この人たちを助けたいのならば、医務室に入る前からそうすべきだった。パリンクロンを追うのではなく、避難を喧けん伝でんすべきだった。もしくはもっと前、連合国でパリンクロンの用意した道に従って、ラウラヴィアの『英雄』になるべきだった。『英雄』の立場ならば、多くの人を助けることができたはずだ。何も知ることなく、自分を失うことなく、『幸せ』にもなれていたことだろう。

　けれど、それを拒否して僕はここまできたのだ。

　いまさら助けたいというのは身勝手だ。自己満足すぎる。

　ただ、そう自分の中で整理をつけても、パリンクロンの背後で悲惨な地獄は続く。

　濁った「[image: ][image: ][image: ]ぁ」という呻うめき声が、何重にもなって聞こえてくる。光の中だと、どろどろと溶ける人間たちは際立ってしょうがない。

　医務室にいる軍人たちの目は絶望に染まっていた。身体が溶け、崩れていっているのに苦痛はないという恐怖。その緩やかな死を避けることはできず、ただ怯おびえ惑うしかないという悪夢。生命を冒ぼう瀆とくしていると言わんばかりの光景だ。なにより、戦争を終わらせてくれるはずの希望の光が、絶望の光に転じたのだ。多くの軍人の心を折っている。

　次第に軍人たちは声を出すことすらできなくなり、一人また一人と倒れていく。

　その中、一際レベルと素質の高い男が、膝を屈さずに残っていた。先ほど、パリンクロンを医務室まで退避させた副官の男だ。その男がパリンクロンに詰め寄る。その様子と表情から、それなりに二人が親しかったであろうと、なんとなくわかってしまう。

「ぁあ、あああぁっ!!　将軍！　パリンクロン将軍！　パリンクロン・レガシィッ！　全部――全部、噓うそだったのですか!?　あなたは『南連盟』のみんなのために戦っていたのではないのですか!?」

　その声は余りに大きく、余りに鬼気迫っていたため、無視しきれなかった。

　それは目の前のパリンクロンも同じだったようだ。

「ああ、噓だ。俺は俺のためにしか戦わない」

　パリンクロンは短く答え、男は問い続ける。

「あなたに愛国心なんてなかったんですか……？」

「ああ、ないな」

「この惨状を見ても、何も言うことはないんですか……？」

「ああ、それもないな」

「私たちを犠牲にすることが、最初から目的だったんですか……!?」

「ああ、悪いがそうだった」

「――っ!!　あ、あなたは！　あなたは人じゃない……!!」

　男はパリンクロンの態度に激げき昂こうし、拳を振るった。

　しかし、その手は届かない。届く前に男は全身の力を失い、地面に倒れこんだ。倒れた男は呪じゆ詛そを吐きつつ、意識を失っていく。

「パリンクロンさん……。どう――し、て……――」

「おまえの言うとおり、俺は人じゃないんだ。たぶん、それが理由だ」

　この男を最後に、僕たちの周りにいた兵たちは全員倒れた。

　あんなにも騒がしかった医務室が、たった数十秒ほどで静かになってしまった。

　残ったのは足元から広がる『世界奉還陣』の光だけ。

　忌々しくも、もはや邪魔の入る余地は完全になくなった。パリンクロンを手助けする者の排除は達成された。喜ぶべき状況のはずだが、素直に喜べるはずもなかった。

「さあ、少年……。これでやりやすくなったろ？」

　ああ、確かにやりやすくなった。

　もはや、パリンクロンを殺すことに迷いはない。

　戦やりやすく、殺やりやすくなった。

　そして、先の約束どおり、僕とマリアは同時に動き出す。

「――氷結魔法《ミドガルズフリーズ》!!」

「――火炎魔法《ミドガルズブレイズ》!!」

　氷と炎。二匹の魔法の大蛇が瞬時に生成され、パリンクロンに向かって直進していく。

「――《ダークウォール》！」

　狭い室内のせいで、それをパリンクロンは避け切れない。そして、受け止め切ることもできない。パリンクロンは闇属性の魔法で壁を作ったが、一瞬にして搔かき消えた。

　敵を魔法ごと呑のみ込んだ大蛇二匹は医務室の壁を突き破り、敵の身体からだを外へ運び出していく。僕たちレベルとなると室内で戦いが終わることはありえない。その魔法の後ろを僕とマリアは追いかける。

　僕たち二人の最高の魔法を全力で放った。その威力は一切減衰することなく突き進み、砦の端にある外壁までパリンクロンを運び、叩たたきつけた。

　氷と炎の魔力が絡み合い、爆発する。呑み込んだ敵の身体を破損させつつ、砦の外壁に炎と氷の余波を円状に広げた。

　いまや大陸最高クラスの魔法使いとなった僕とマリアの合わせ技だ。当然だが、爆発の煙の中から出てくるパリンクロンは瀕ひん死しだった。体中が火傷やけどと凍傷と裂傷まみれで、片腕が千切れてしまっている。その姿をパリンクロン自身が笑う。

「くっ、くはっ、ははははっ！　ははハハはハッ！　噓だろ？　一撃でこれか!?」

「諦めろ、パリンクロン……！　もう前の僕たちじゃないんだ……！」

　その実力差が僕には『表示』で見えている。

　確かにパリンクロンは『闇の理を盗むもの』の力を得て強くなったのかもしれない。けれど、こちらも守護者ガーデイアン並の『化け物』になりかけている。





【ステータス】

　名前：パリンクロン・レガシィ　HP37/512　MP245/392　クラス：なし

　レベル22

　筋力15.21　体力19.45　技量12.12　速さ18.22　賢さ10.11　魔力14.01　素質4.89

【ステータス】

　名前：相あい川かわ渦か波なみ　HP369/370　MP198/920-400　クラス：探索者

　レベル20

　筋力11.55　体力13.12　技量17.11　速さ20.86　賢さ17.12　魔力46.44　素質7.00






『表示』の魔力の数値が見えている僕にとって、いまのは当然の結果だった。

「いいや、まだだ。まだ俺は諦めないぜ。ここからが本番。――『半死体ハーフモンスター』だ」

　だが、パリンクロンは楽しそうに続行を宣言する。そして、ゆったりとした動きで、腰の剣を抜き、自らの喉に突き刺した。

　黒色の魔力が、喉の傷口から漏れ出す。

　その自傷に合わせて、魔力が増していっているのがわかる。粘着力のある魔力が全身を包み始め、ドロドロとした液体に変わっていく。裂傷から流れる血が赤から黒に変わっていき、いつか見た守護者ガーデイアンの姿に近づいていく。

　黒くなった血が生き物のように蠢うごめき、千切れ落ちた腕と切り離された肘先に絡みついた。そして、切断面を接着剤で合わせるように腕をくっつけてみせた。最後に両の目を黒い液体が包み、人間味の薄れた黒目のみとなる。パリンクロンが『半死体ハーフモンスター』として完成しきったとき、その黒い身体に水滴がぽつりと一つ落ちた。

　丁度、曇り空から小雨が降り始めた。

　地面の『世界奉還陣』の光が、空から落ちてくる雨粒に乱反射し、編み模様のように世界を縫っていく。その光景を見たパリンクロンは、目を細めて懐かしむ。

「……雨か。そして、この三人。ははっ、まただな。前の聖誕祭の日も、こんな感じだった。で、あの日は俺だけが残った。なあ、少年。今日は誰が残ると思う？」

　世間話をするかのように、僕たちの屈辱的な敗戦を思い出させる。

　確かに、この状況は聖誕祭の終わりと似ている。

　あの日、アルティが消えたあと、僕とマリアはパリンクロンと戦い、そして負けた。思い出すだけで胸が締め付けられる記憶だ。

　僕は動揺を隠して、敵との戦闘を再開させる。

「パリンクロン――!!」

　手に『アレイス家の宝剣ローウェン』を持ち、真っ直すぐに駆け出す。

　対して、パリンクロンは嬉うれしそうに呟く。

「ははっ。さあ、レガシィ。過去に限りなく近い『カナミ』になってきたぞ。そして、俺も限りなく近い『使徒』になってきた。あと少しだ。あと少し――」

　パリンクロンは黒くなった両腕を刃に変形させる。もはや、完全に人ではない。かつての『闇の理ことわりを盗むもの』ティーダと同じ能力で、僕の一いつ閃せんに対応する。

　水晶の剣が黒い刃に弾はじかれた。けれど、距離は剣の間合いだ。僕は息をつく間も与えず、剣を振るおうとする。

「――《ダークフィッシャー》」

　しかし、それは闇魔法によって中断された。パリンクロンの影から無数の黒い触手が伸びてくる。それに触れられることを嫌った僕は、大きく距離を取る。当然、黒い触手は追いかけようとするが、

「――《フレイムアロー》！」

　後衛で準備していたマリアの魔法の矢に全て撃ち抜かれ、相殺となる。

　そこで僕は立ち止まる。いまのパリンクロンの魔法から違和感を覚えた。

　余りに魔法構築が速すぎる。それに魔力の量もステータスの『表示』と比べて多い気がする。僕のいぶかしむ目に気づいたパリンクロンが、楽しそうに答える。

「ああ、俺の力じゃない。俺の仲間たちの力さ」

　パリンクロンは遠くを指差す。そこには倒れている軍人が一人いた。

　意識を失った肉体は、溶解の速度を増していた。もはや人としての型を失って、ほとんどが魔力の粒子に転換されている。その魔力が地面の『世界奉還陣』を通り、さらにパリンクロンに注ぎ込まれているのを《ディメンション》が感じ取った。

「そういうことだ。この『世界奉還陣』は俺と繫つながっている。いわば、ＭＰ無限の状態ってやつだ。さらに、こんな真ま似ねもできるぜ？」

　パリンクロンは遠くで倒れている軍人に手をかざす。

　すると、その軍人の肉体の粒子化が加速し始める。そして、全て魔力の粒子に変わったと思った瞬間、ぼこりと大地が膨らみ、割れた。

　大地の奥から色の違う魔力が溢あふれ出し、変換された兵の魔力と混ざり合っていく。

　二つの魔力は絡み合い、凝縮され、とある形を象かたどる。

　それは鳥の姿だった。続いて、魔力は物質化されていく。鳥の臓器、骨、肉、皮膚、羽毛となって、一羽の怪鳥が完成する。全長五メートルはある巨体。迷宮の経験から、その初見の怪鳥を咄とつ嗟さに『注視』する。





【モンスター】ウィンドリーバー：ランク35






「モンスター!?」

「『世界奉還陣』は『迷宮』と同系統の術式だ。『想起収束ドロツプ』くらい容易たやすいもんだ。むしろ、これが『世界奉還陣』の本来の使い方とも言えるな」

　どう説明されようと、その術式の細部はわからない。しかし、迷宮のモンスターを召喚する能力を得られたことは大問題だ。

　怪鳥ウィンドリーバーは金切り声をあげながら、翼を羽ばたかせた。轟ごう風ふうを吹き荒らしたあと、僕の後方にいるマリアに襲い掛かる。慌てて僕は前衛の役割を果たしにいく。

「――魔法《氷結アイスフラ剣ンベルジユ》!!」

　その巨体に対抗できるように剣の長さを調節する。そして、飛ぶウィンドリーバーの背中の翼を斬り裂いた。さらに落下していくウィンドリーバーの首を斬り飛ばし、パリンクロンに向き直る。

　パリンクロンは砦とりで内で倒れている軍人たちを見つけ、また手をかざし、新たなモンスターを生成しようとしていた。かつては仲間たちであったろう人々の肉体を、パリンクロンは何の躊躇ためらいもなくモンスターに変えていく。

　こうして、四方に五匹のモンスターが生まれた。その名前を僕は『注視』する――木の身体の双頭犬ツリーダイダス。空を飛ぶ大おお蜥蜴とかげリザードフライ。鷲わし頭あたまの巨人ピッドジャイアント。一つ目に四枚羽の蝙こうもり蝠ムーンレスフォウ。中身のない動く鎧よろいアンコンケラブル――どれもランク30前後のモンスターたちだ。

　その五匹が唸うなり声をあげながら、それぞれ独特な軌道でこちらに向かってくる。なぜか僕を無視して、マリアへと――

「なっ!?　おい！」

　僕は『持ち物』から『クレセントペクトラズリの直剣』を取り出し、双剣に切り替える。そして、左右を抜けようとするモンスターに剣を伸ばした。五匹のうちの二匹、犬と巨人のモンスターの脚を剣で斬ることには成功する。しかし、残りの三匹は横を抜けてしまう。仕方なく、再度《氷結アイスフラ剣ンベルジユ》で剣を伸ばして、無防備な背中を追撃する。

　しかし、魔力の刃の先端だけでは、ランク30のモンスターを仕留め切れない。

「――マリア!!」

「わかってます！――《フレイムフランベルジュ》!!」

　マリアの手から炎剣が伸び、モンスターたちを斬り裂く。その動きは拙く遅いが、攻撃力と貫通力は高い。モンスターの手の届かない距離から、モンスターの身体を焼き殺した。しかし、何とかモンスターたちを迎撃できたと一息つく暇はない。

　こうして僕たちがモンスターに手間取っている間にも、パリンクロンは手を地面について、今度は遠くからモンスターを呼び寄せている。

「さあ、少年。どんどんいくぜ。なにせ、材料ならいくらでもある。次は倍だ。その次も倍だ。その次の次も倍だ。いつまでお嬢ちゃんを守りきれるかな？」

　砦の棟の中から、十匹ほどのモンスターが飛び出てくる。おそらく、この十匹は先ほど医務室にいた軍人たちだ。当然、モンスターはそれだけでは終わらないだろう。

　この砦には軍人たちが百人以上いた。その全員がモンスターに変わり、いま僕たちがいる場所へ向かってきているはずだ。そして、常時発動させている魔法《ディメンション》が、砦の外ではもっと多くのモンスターが生まれているのも感じ取っている。本土の戦場全体でモンスター召喚が行われている。パリンクロンは『北連盟』も『南連盟』も関係なく、すべての軍人たちを生いけ贄にえにするつもりだ。

　その多種多様なモンスターたちが全て、ここへ向かって雄たけびと共に駆け出している。すぐに僕はマリアを守ろうと双剣を構え直す。しかし、その僕の背中を炎が押した。

「カナミさん！　雑魚は放っておいて、パリンクロンを叩いてください！　私は大丈夫ですから!!」

　ここで守りに入ってはジリ貧になると判断したのだろう。だからといって、身体能力の低いマリアを放置するのは躊躇われる。

　判断に迷う。そこにパリンクロンの声が割って入った。

「言っとくが、少年がこっちに来るなら、俺は防御を捨ててでもマリアのお嬢ちゃんを狙うぜ？　後衛狙いはチーム戦の基本だからな」

　薄笑いと共にパリンクロンは宣言する。それがブラフだとは思えなかった。あいつは痛みを顧みずに『世界奉還陣』を構築した実績がある。

「カナミさん！　行ってください！　それ以上迷うようでしたら、その耳を焼いてあげますけど！　どうしますか!?」

　パリンクロンの一言一言に振り回される僕を見て、マリアは叫んだ。

　燃え盛る熱が、じゅわっと僕の皮膚を焼く。それもブラフだとは思えない。彼女にも色々と実績がある。僕は仲間の勇ましさに感謝しながら、パリンクロンに向かって走る。

「マリア！　少しの間、耐えてくれ！」

「耐えるだけじゃありません！　私も攻撃に参加します！――《フレイムアロー》!!」

　心強い返答だ。その言葉通り、マリアは四方から迫ってくるモンスターだけでなくパリンクロンにも炎の矢を飛ばしていく。

　僕はモンスターを全て無視して、パリンクロンに肉迫する。モンスターたちも僕の横を素通りしていった。向こうも、先の言葉を有言実行するつもりのようだ。

　そして、僕は双剣のまま、炎の矢を避けるパリンクロンに斬りかかる。

　僕は双剣を得意としていないが、それでも僕の『剣術』の圧倒的な優位は変わらない。一閃でパリンクロンの片腕を斬り飛ばす。

　ただ、身体からだの一部を失ったパリンクロンは笑みを絶やさずに語りかけてくる。

「おいおい、本当にお嬢ちゃんを放っておいていいのか？　俺はここの将軍をやらせてもらっていたから知ってるんだが、砦近くの戦場にいる『南連盟』の兵力は二万と少しで、『北連盟』の兵力が一万と半分ほどだ。いずれ三万のモンスターとなって、お嬢ちゃんへ群がるだろうよ」

　本当は言い返したい。だが、聞く耳はもたない。

　下手に返答すれば、本当に耳を炎で焼かれてしまうだろう。

　僕は地面に落ちたパリンクロンの片腕に剣を突き刺し、氷結魔法を使う。

「凍れ！――魔法《アイス》!!」

　黒い液体で構成された腕が凍り、砕け散る。

　ティーダと同じ身体ならば、これで再生はできないはずだ。

「へえ」

　その的確な攻撃にパリンクロンは声を漏らした。

　有効であることを確信し、その攻撃の手を止めない。

　それに対して、パリンクロンは常に逃げの一手を打ち続ける。

　だが、いくら後退されようとも速さの差は歴然だ。すぐにパリンクロンに追いつき、その身体に残った片腕までも斬り飛ばし、凍らせ、砕く。目に見えて、黒い身体は削られていく。液体化した身体は、確かに脅威だ。だが、それはＭＰに余裕のない低レベルだったときの話だ。慎重に凍らせながら戦えば、それだけでいまの僕ならば完封することができる。このまま戦いが進めば僕たちの勝利は確実――そう思ったときだった。

　パリンクロンは大きく後ろへ跳躍し、息をしていないモンスターの死体に飛びついた。横たわっていた死体は、先ほど僕が斬り殺した怪鳥ウィンドリーバーだ。

　ここは迷宮じゃない。だから、モンスターが死んでも、光となって消えはしない。一瞬、その巨大な死体を盾にでもするのかと思った。その甘い考えはすぐに裏切られる。

「な、な――!?」

　モンスターの死体がパリンクロンの身体に触れた途端、液体化した。そして、パリンクロンの欠損した身体を補う。

「ああ、これはティーダの能力だぜ？」

　勘違いされるのは心外だからとでも言うように、パリンクロンは言い訳した。

　そして、すぐに次の補給地点モンスターに向かって逃げ出す。

「くっ！　面倒くさい能力すぎる！」

　アルティがティーダを不死身に近いと評していたのを思い出す。

　まさしく、その通りだ。身体の修復にモンスターを使うというのならば、この状況だとＨＰが無限にあるのと同義だ。

「カナミさん！　できるだけ、死体を残さないようにモンスターを燃やします！　だから、そのままで構いません!!」

　僕とパリンクロンのやり取りを後ろから見たマリアが助言を入れる。

「そ、それは――！」

　確かにその方法ならば、いずれパリンクロンを追い詰められるだろう。

　だが、いずれだ。どれだけ時間がかかるかはわからない。

　いま僕は剣だけで戦っている。だからパリンクロン相手に使用しているＭＰは極僅かだ。正直、三万のモンスターを全て修復に回されても、いつかは勝つ自信がある。

　けれど、マリアはそうもいかない。通常の攻撃手段をもたない彼女は、全て炎で戦わないといけない。いくら魔力の扱いが上う手まいと言えど、燃費は僕よりも悪い。

　僕は焦りを隠せず、急いでパリンクロンの足を斬り裂きにいく。

　しかし、その安易過ぎる思考はパリンクロンの長たけた観察眼によって読まれていた。

　足狙いの剣を待っていたかのように、黒い刃が弾はじく。

「くっ！――魔法《ディメンション・決戦演算グラデイエイト》ォ!!」

　仲間に危険が近づいていると感じて、僕はＭＰを大量消費する戦術に切り替えた。

　防がれようとも、強引に剣を振るい直す。その結果、双剣がパリンクロンの足を斬り離すことに成功する。が――足を失ったパリンクロンは、片腕をどろりと液状化させつつ移動させ、すぐさま足の代わりとした。

　ＭＰを消費して足を斬ったにもかかわらず、得た戦果はまた腕一本だった。

「くそっ!!」

　パリンクロンの老練な判断力に加え、『闇の理ことわりを盗むもの』の特性と身体能力。

　余りにも厄介すぎる。この場合、『地の理を盗むもの』の絶対防御能力を破った共鳴魔法《親愛なる一閃デイ・ア・レイス》でも有効な攻撃手段にはならないだろう。

　……どうすればいい？　どうすれば有効な攻撃になる？

　焦りと共に思考が空回っていく間、パリンクロンは次の手を打つ。

「さあてっ、そろそろ全生物が溶け切ったな。ははっ、いい具合に『世界奉還陣』全体に魔力が溜たまってきた。これで場所を選ばずに召喚ができる。悪いが、全開で行かせてもらうぜ？　万を超えるモンスターをここに召集する」

　その言葉通り、軍人の身体の場所など関係なく、砦内の地面のいたるところからモンスターが召喚され始めた。もはや片手をかざすことすらしていない。

　僕はパリンクロンに集中させまいと剣を振るうが、向こうは身を犠牲にして魔法を唱えることに慣れてきたのか、蜥蜴の尻尾ぎりのように自らの四肢を僕に差し出して逃げる。そして、すぐに身体の修復のためにモンスターへ向かって逃げ出す。

「くっ！　これは、もう――！」

　砦の外でも無差別的な召喚は進み、百を超えるモンスターが並んでいる。その更に遠くでは万を超えるモンスターが砦に向かってきている。いかにマリアといえど、一人で処理できる相手ではない。

　もう迷っている時間はない。あと数分もすれば雪崩のようにモンスターがやってくる。僕はＭＰを大量消費して広範囲の氷結魔法を使おうと覚悟する。かつてローウェン相手に使った《次元の冬デイ・ウインター・歪氷世界ニヴルヘイム》クラスでないと、この数をさばくことはできない。

　戦場全てを冬に変え、氷漬けにするイメージを頭に浮かべる。

　今回はラウラヴィアのときと違って密閉された空間ではないので、成功させるのは容易ではない。ステータスが上がったとはいえ、間違いなく最大ＨＰいのちが削れる作業だ。

「マリア、もう限界だ！　あとは僕の氷結魔法で全部やる！」

「――いいえ！　カナミさんはやらなくていいです！」

　目を向けると、そこでは厳しい顔のマリアが首を振っていた。

　その言葉と表情から、彼女も同じことを考えていたとわかる。限界を悟り、自らのＭＰを燃やし尽くそうと決意しているのがわかる。しかし、ＭＰを絞りきるのは最大ＨＰいのちに関わることだ。それはマリアでなく僕がやるべきこと――そう思い、僕は言い返すが、

「やるなら僕がやる！　命を削るなら、僕のほうがいい!!」

「馬鹿を言わないでください！　どちらのほうがいいなんてことはありません!!」

　その考え方自体がおこがましいことであると叱られる。

「もしかして、自分は『魔石人間ジユエルクルス』だから、削るべきは自分だなんて思っていませんか!?　心のどこかで、まだ自分の価値を自分で貶おとしめてませんか!?」

「そ、それは……！」

　そんなつもりはなかった。しかし、そう思われても仕方のない発言だったのは確かだ。無意識の部分で考えていたことを見抜かれ、言葉に詰まる。

「雑魚を薙なぎ払うのは、どう考えても私のほうが向いています！　周辺の全生物がモンスターに変わったというのなら、私の出番です！　凍らせる魔法は、そこのにやけ面に残してください!!　いいですね!?――やりますっ!!」

　返答を待つことなく、マリアは実行に移った。

　両手を天に掲げ、全身から炎を噴出させる。まず、その炎で周囲から迫るモンスターたちを焼き尽くした。漏れ出た炎はそれだけで止まらず、螺ら旋せん状に立ち上り、体積を膨らませながら空を貫いた。降る雨の全てを蒸気に変えつつ、雨雲を吹き飛ばし、世界に炎の塔がそびえる。その塔のように高く太く厚い炎を、マリアは――

「――『焚たき輝け、炎剣』!!」

　剣と呼んだ。

　その宣言によって、炎が変形していく。逆十字架の形となって炎は燃え盛り続ける。まさしく、剣と呼ぶべき形状となった。だが、剣と呼ぶには余りに大き過ぎるし長過ぎる。雨雲よりも上に伸びる剣は、町一つは容易に呑のみこむほど巨大化した。そして、さらに体積は膨らんでいく。薪まきをくべた炎のように、どこまでもどこまでも炎剣は大きくなっていく。その炎の余波は砦とりでに降る小雨全てを蒸発させていく。もちろん、その根本となるマリアの周囲の熱量は異常だ。

「マ、マリア……!!」

「熱っ！　熱すぎるだろ！　ここまで『火の理を盗むもの』の力を引き出せるのか!?」

　パリンクロンは呻うめきつつ、闇の魔力で身を守ろうとする。

　対して、僕は何の魔法もなく、ここに立てている。おそらく、マリアの卓越した魔力操作で僕を守ってくれているのだ。真夏の陽気ほどしか、いま僕は感じていない。

　しかし、目に映る光景はそれどころではない。まるで溶鉱炉の中のように、マリアから漏れる炎が目の前にあった砦の外壁全てを溶かした。当然だが、後方の建物も全て飴あめ細工のように溶け潰れていく。視界一杯に平原が見えるようになったが、すぐに草木の全てが燃えて荒野に成り代わる。マリアの炎は空と大地を覆いつくすほど肥大化した。

　その熱は無限に上昇し続け、剣の芯の色が赤から白に変わっていく。その色は『火の理を盗むもの』アルティが使っていた炎の色と似ていた。火炎魔法使いとしては後進であるマリアが、いまアルティに追いついているのだ。

　――これがマリアの真の力。

　迷宮探索で補助に徹していた理由が、ようやくわかった。

　その白い炎剣は『世界奉還陣』の光にも負けぬ輝きを放つ。

　大陸を滅ぼすだけの凶兆を撒まき散らす。

　そして、その巨大炎剣を、いま、マリアは縦に振り下ろす。

「――『炎剣よ、地平線を斬れ』！　死ねえっ、パリンクロン・レガシィイイイ!!」

　世界を斬るかのように、空一面に広がっていた炎がゆっくりと大地に近づいてくる。

「ざ、雑魚を払うんじゃねえのかよ!?――《ダークウォール》《ダーククロース》《ダークフィールド》！　『世界奉還陣』よっ、俺に魔力を流せえ!!」

　防御は捨てると言っていたパリンクロンが、前言を撤回して魔法で身を守ろうとしていた。黒い液体で身体を包み込み、球体のように丸まる。

「――魔法《フリーズ》!!」

　僕も全力で冷気を生成して、身を守る。いかにマリアが熱を避けてくれているとはいえ、この攻撃の余波は命に関わる。

　そして、僕とパリンクロンの防御の構えが終わったところで、マリアの手が振り下ろし切られる。空一杯に広がっていた火炎が大地に落ち、あらゆるものを呑み込んだ。

　赤い海に落ちたかのように、世界は炎一色となった。さらに炎は津波のように波打ち、大地を駆け抜ける。この砦の敵だけでなく、平原に湧いたモンスターたちも、遥はるか遠くの戦場にいるモンスターたちも、容赦なく焼き尽くしていく。一瞬にしてモンスターは炭化し、その炭も燃えて消える。まさに消し炭も残さない炎だ。その紅ぐ蓮れん地獄の中、両手を振り下ろしたマリアは、顔を上げながら叫ぶ。

　まだまだ足りないと、燃焼を加速させる。

「薙ぎ払えぇえええええ!!　《フレイムフランベルジュ》ッッ――――!!!!」

　今度は両手を縦にではなく、横に振る。

　その動きに合わせて、炎剣は轟ごう音おんを立てながら横に動く。

　炎剣が大陸にある全てを燃やし尽くして、回る。剣の芯である白い炎と接触した途端、いかなるものも溶けて消える。

　マリアを中心にぐるりと剣は振り回され、召集されていたモンスターたちが暴虐の炎によって食い尽くされた。

　たった数秒のことだった。たった数秒で、戦場にあった草木と岩が全て消失し、遠くにそびえ立っていた山の全てが形を変え、地面のほとんどが溶岩状となり、赤い荒野に変貌した。《ディメンション》のおかげでわかる。周囲数キロメートルに展開されていた万を超えるモンスターたちが死滅している。

　仲間の魔法ながら、ぞくりと背筋が凍る。この高温の中でさえ、寒気がする。

　しかし、それでもマリアはまだ満足していなかった。

　モンスターたちを全滅させた勢いのまま、もう一度炎剣を天に掲げ直す。

　そして、その視線の先は――

「パリンクロンッッ!!　レガシィイイイイイイイ――!!!!」

　炎剣の回転斬りを黒い液体で耐えていたパリンクロンだ。

　マリアの殺気に当てられ、パリンクロンはさらに魔力を注ぎ込んで、黒い防御壁を厚くする。さらに懐かしい名前を呼ぶ。

「ティーダァ!!　相手が相手だ！　おまえも手を貸せえっ!!」

　――ドクンッと。

　世界が胎動した気がした。続いて、黒い液体の闇が深くなる。

　光さえも焼く炎の中、漆黒とも呼ぶべき闇がパリンクロンの両手から溢あふれる。それは底なし沼のように光を吸い取るかのような闇夜の大盾となる。

　対して、マリアは剣をもう一度振り下ろす。

「アルティ!!　私に力をください！　あの男を焼き殺す炎を――!!」

　――またドクンッと。

　二度目の胎動が聞こえる。炎剣の熱が増し、さらに色を変える。

　炎の芯の白が白金に、白金が透明に近い寂光に。純白とも呼ぶべき光に変わる。それは太陽のように闇夜を払う陽光の大剣となる。

　そして、その剣と盾が衝突する。

　大量の魔力の粒子が世界に散る。

　矛盾を世界が嫌うかのように、魔力の粒子の膜が衝突を覆い隠そうとする。その光に《ディメンション》さえもが、目を眩くらませた。

　拮きつ抗こうは一瞬だった。

　本当に一瞬だけ、外界の情報の全てが遮断される。

　黒とも白ともつかない衝撃に呑まれ、あらゆるものを認識することができなくなる。

　熱も音も、何もかもが刹那の間だけ無になる。

　静寂を超えた、世界が停止したかのような錯覚――その次の瞬間、決着がつく。





◆◆◆◆◆






『火の理ことわりを盗むもの』と『闇の理を盗むもの』の全力の激突。

　その結果は壮絶だった。残ったのは生命の枯れた荒野だけ。緑の草原の代わりに赤い炎が広がっていたが、それも空から降る雨によって消火されていき、最後の彩りさえも失われていく。まだ、ぼんやりと大地の『世界奉還陣』の光は残っているが頼りない。転換すべき対象である生命が大地から消えたせいだろう。当初のような輝きはない。
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　僅か数分の間に、戦場は地図から描き直さなければならない状態となった。

　その跡に残ったのは三人。

　僕は無傷だ。僕が炎に晒さらされぬように、最後までマリアは気を遣っていた。

　そして、マリア自身は大量の汗を流し、両手と両膝を地面についている。

「くっ……。倒し切れませんでしたか……」

　視線の先には、同じく息を切らせたパリンクロンがいた。だが、向こうは両の足で地面に立つことができていた。怨敵を倒せなかったことをマリアは悔しがる。

　マリアのステータスを見ると、ＭＰは枯渇し最大ＨＰまで削れていた。

　まさしく、いつかの僕と同じように死力を使い尽くしたのだろう。我を忘れ、限界を超えた魔法を使った代償だ。もはや意識を保つのも辛つらそうに見える。

　それでもマリアは、遠のく意識を繫つなぎとめながら訴え続ける。

「カナミさん……。あとはお願いします……。パリンクロンの言葉に惑わされず、戦ってください……。決して、あなたは一人じゃありません。なにより、私たちがあなたを必要としています。あなたが必要なんです。それだけは忘れないでください……」

　最後まで僕のことを気遣う。マリアは僕以上に僕の心の脆もろさを理解しているのだろう。少しでも弱点を補おうと、その言葉を残していく。

「パリンクロンと戦って……、勝ってください……――」

　それを最後にマリアは気を失った。

　これで一緒に戦ってくれる仲間がいなくなってしまった。

　大切な仲間たちが、もう……隣にいない。

　僕は一人となって、パリンクロンという敵と向かい合う。

　静かになった戦場で、敵の声だけが響く。

「お、驚いた……。マジで驚いた。まさか、一戦争分の魔力差があっても押し負けるとはな。十数年も続いた『境界戦争』と俺の努力を軽く扱ってくれるぜ……」

　マリアが気絶したのに対し、パリンクロンには余裕があった。同じ『理を盗むもの』の力を使ったとはいえ、『世界奉還陣』分の魔力差は大きかったようだ。

　もちろん、無事ではない。炎に身体からだを削られ、黒い液体の体積は減っていた。液体の身体は、いまも泡を立てて沸騰し続け、白い蒸気を立ち上らせている。人間らしさが残っていた部分の肉は、ほとんどが炭化しかけている。

　そして、その負傷が修復される様子は一向にない。

　極大魔法と極大魔法の真っ向勝負は、マリアの勝利であることがわかる。

　なにせ、いまのパリンクロンのＨＰは――





【ステータス】

　名前：パリンクロン・レガシィ　HP0/512　MP392/392　クラス：なし






　ゼロだ。

《ディメンション》で聞く限り、もうパリンクロンの心臓は完全に止まっている。

　マリアの炎の魔法は、見事『闇の理を盗むもの』の魔法を打破してみせた。それは間違いない。ただ、悔しいことに、勝負には勝てども殺し合いはパリンクロンの勝ちだ。

　これが一対一の戦いならば、気絶したマリアに止とどめを刺して終わりとなる。

　ＨＰがゼロになったパリンクロンは動く。

　べちゃりと気持ちの悪い足音を立てながら、ゆっくりとこちらへ向かってくる。

　荒れ果てた大地を見回しながら、僕に話しかけてくる。

「まあいい。大陸さえ斬られなければ、まだ取り返しはつく。むしろ三万人程度の犠牲で、お嬢ちゃんをリタイアさせたのは大きいぜ。ちょっと予定は狂ったが、これで姐ねえさんの魔石を回収できれば最高――なんだが、まあ、それは無理か」

　すぐに僕は戦闘不能となったマリアを船に送るため、魔法を発動させる。

「――魔法《コネクション》！」

　迅速に扉の中に投げ込んだあと、すぐに扉を搔かき消す。

　これでパリンクロンにアルティの魔石を奪われることはないだろう。気絶したマリアは船にいるスノウが看護してくれるはずだ。

　ただ、その代わりに――これで僕は完全に一人となった。

　パリンクロンは僕がマリアを送ったのを見たあと、戦闘態勢を取った。

「じゃあ、少年……。再開しようか。……一対一なら、俺は結構強いぜ。そして、いまの少年は一対一に、すこぶる弱い。ははっ、ここまで持ってくるのに本当苦労した」

　その黒い液体の腕を自らの胸に抉えぐりこませる。それはもう自傷行為を超えて、自殺行為だ。心臓を握り潰しながら、パリンクロンは語りかけてくる。

「もう隣には誰もいないぜ？　強がる相手もいなければ、見み栄えを張る相手もいない。正真正銘、少年だけだ。一人だけで、どこまで格好つけられるかな？　理由なく、どこまで戦えるかな？　はははっ、滅め茶ちや苦く茶ちやきついだろ？」

　パリンクロンは僕以上に僕のことをわかっていた。

　僕が一人で探索者をやっていた頃を知っているパリンクロンは、下手をすれば仲間の誰よりも僕に詳しい。僕が単独で守護者ガーデイアンを倒した経験がないことをよく理解している。

　心臓を潰したパリンクロンは、半分死んでいるハーフモンスターどころではなくなる。

　完全に死に体モンスターとなった。

「ここからが本領だぜ。『闇の理を盗むもの』のな」

　その姿が、かつてのティーダに近づいていく。

　身体のほとんどが黒い液体と入れ替わり、僅かに残っていた人間味が全て失われた。あとは頭部が黒の能面になれば二十層の守護者ガーデイアンの再来だ。





【ステ■ィアン】

　na■nk：パリ■の理を■ガシィ　HP■/5■2　MP－‐―/39‐　クlass：守護者ガーデイアン






『注視』していたステータスがぼやけていく。『表示』で処理しきれなくなり、文字化けに近い現象が起きる。そして、徐々に書き換わっていき、





【二十守トウエンテイ護者ガーデイアン】闇の理を盗むもの






　いま『表示』はパリンクロンをモンスターと認めた。

　こうして僕は再び『闇の理を盗むもの』と邂かい逅こうし、再戦が始まる。

「さあ、やっと二人きりになったな！　今度こそ、俺と遊んでもらうぜ！　少年！」

　パリンクロンの禍まが々まがしい黒き肢体が変形していく。両脚が獣のように湾曲し、両腕は野太刀のように研ぎ澄まされていく。その異形の身体を屈かがめて、獣の脚をしならせ、腿ももを膨らませる。ティーダとの戦いで見たことのある予備動作だった。

　だから、次の一手の予想はできた。

　獣のように跳ねるパリンクロン。人の脚の構造では再現できない急加速だ。それは身体を変形できるからこその突進だった。そして、襲い掛かってくる凶刃が左右から二つ。

　パリンクロンは凶器と化した両腕を鋏はさみのように交差させ、僕の首目掛けて勢いよく閉じた。それを僕は身体をそらすことでかわす。

　そして、パリンクロンの胴体を斬り離すつもりで、反撃の一いつ閃せんを放つ。

　その一閃は確かにパリンクロンの胴体を捉える。しかし、返ってくる感触がない。敵の胴体は斬り離された――が、すぐに切断面は接着する。まるで滝の水を横から斬っているかのような光景だった。

　やはり、『闇の理を盗むもの』に物理攻撃は通じない。それを再確認する。

　パリンクロンは突進の慣性のまま、僕の横を通り過ぎていく。

　土つち埃ぼこりをあげながら急停止し、また急加速して息をつく間もなく背後から襲ってくる。

　もう一度僕はカウンターを入れようとして、先と様子が違うことに気づく。

　腕の刃が片方だけ解かれている。速度こそ獣だが、その構えは騎士そのものだった。

　獣のような一撃から洗練された一撃への急転換に驚き、反撃を逃す。

　もちろん、まだ敵の攻撃は止まらない。折り返しを続け、四方八方から攻撃を繰り返してくる。それを僕は防ぎ続ける。

　この戦法で厄介なのは、防御を捨てた捨て身であること。そして、ティーダとは違い『技術』が織り込まれていること。

　二つが上う手まく合わさり、反撃を叩たたき込むことができない。

　とはいえ、この程度ではまだ触れられることはない。黒い液体を付着させられることもない。僕は防御を続けつつ、冷静に『闇の理を盗むもの』に有効である氷結魔法を構築していく。しかし、その冷静さを咎とがめるように、声が割り込んできた。

「――なあ、少年。聞いてもいいか？」

　高速の剣けん戟げきの中、やけにゆったりとした声が響く。

　鼓膜にまとわりついてくる嫌な声だ。

「こ、答えるわけないだろ……！」

　僕は頭ごなしに拒否したが、パリンクロンは構わずに話を続ける。

「でもよ、さっき俺は俺の目的を教えたぜ？　なら、少年も目的を教えてくれないとフェアじゃないだろ？　教えてくれよ。……なあ、少年こそ、いま何がしたいんだ？」

　最初から強引に聞くつもりなら、許可なんて聞くなと思った。

　僕は腹を立てて、無言で剣を振るい続ける。だが、それでもパリンクロンは口を噤つぐまない。いまも致死性のある剣が飛び交っている最中だというのに、返答しない僕をパリンクロンは煽あおり続ける。

「ん？　何も答えないってことは、何の目的もなく戦っているのか？　何の意味もなく？　それが少年の生き様なのか？」

　僕は自分が『魔石人間ジユエルクルス』であるという問題を解決していない。その隙をパリンクロンは的確に突く。僕は確認するように、自分の目的を口にする。

「僕は陽ひ滝たきを助ける！　仲間を助ける！　それだけだ！」

「それだ」

　獣が嚙かみ付くように、僕の返した言葉をパリンクロンは拾う。

　刃と刃が交差して火花を散らす中、言葉も交差していく。

「それは本当に少年のしたいことか？　もうわかってるだろ。それは千年前の始祖であるカナミってやつの願いであって、少年のじゃない。言ってしまえば偽物だ。それは願いを間違えてるんじゃないのか？　そういうのは絶対に許せないんじゃないのか？」

　嬉うれしそうにパリンクロンは語りかけ続ける。

　手だけでなく口も全開に動かして、容赦なく攻撃してくる。

「なあ、どんな気持ちだった!?　願いを間違えはしないって、あれだけ言っておきながら！　取り戻した願いも誓いもっ、自分のものじゃなかった感想は！　ははっ！」

　言い返さないと心を呑まれる。魔法構築さえできなくなる。

　そう思った僕は叫ぶ。ワイスさんに言ったものと同じ――建前を。

「違うっ!!　いまも僕は間違えていない！　確かに他人の願いを、自分のものと勘違いしていたのかもしれない！　けど、いまはその願いに納得してる！　陽滝という少女を助けたいって、心から思う！　この願いは、もう本物に変わってるんだ！」

「もう本物ぉ!?　はははっ、そうか!?　そう思わないとやってられないからっ、そう思いこんでるだけにしか見えないけどな！　俺には!!」

　同じ言葉を繰り返したが、すかさずパリンクロンは言い返してくる。

　ワイスさんと違ってパリンクロンは優しくない。

　突かれたくない急所を、容赦なく突いてくる。

「思い込みじゃない！　この誰かを助けたいと思う心だけは、間違いなく僕のもののはずだ！　僕の知っている陽滝はとても可か哀わい想そうだった！　助けたいと思った！　そこに噓うそは一つもない！」

「のはずだ!?　へー、そうかいっ。そんな自分のものか定かでない想おもいを信じて、陽滝って一度も会ったこともない子を助けるのが少年の目的なのかぁ！　ははっ、面白いなぁ！」

「何がおかしい!!」

「だって、少年も見ただろ？　千年前に『相あい川かわ陽滝』は死んでいる。そう、死んでいるんだ。正直、どうあがいても助けようがないんだぜ？」

「あれを見せたのはおまえだろうが……！　あんな記憶を全て信用するほど、僕は馬鹿じゃない！」

「まあ、そうだよな。そうなるよな。その通りだ。記憶なんて、あやふやで信用ならないよな？　ならよ、こうは思わないか？　そもそも、その『陽滝』という少女は本当に実在していたのか？ってな」

「ひ、陽滝が実在するかどうか、だって……？」

　すぐに戯たわ言ごとだと斬り捨てたかったが、それは『並列思考』が許さなかった。そのパリンクロンの口にする可能性を、僕は頭の隅で考えていたことがある。

　パリンクロンは徹底して精神攻撃を繰り返す。

「『相川陽滝』……。正直、俺は会ったことがないから信じられねえなあ。聞く限り、少年や始祖カナミの妄想――空想上の妹な気がしてならないぜ。俺にも家族はいるが、妹とか姉とか、もっとわずらわしいものだったぜ？　正直、殺意を抱くこともあるね。愛に近い感情を抱き合っている兄きよう妹だいがいるなんて、ちょっと頭おかしい話じゃねえか？」

「それはおまえんところの家族の仲が悪いだけだろ！　仲がいいところはいい！　空想上の存在なわけがあるか!!」

「しかしだ、少年！　少年はスキルなんてもので頭を弄いじられ、俺に記憶を奪われ、知りもしない千年前の自分がいた。いまも、どんどん知らない記憶が流入している。いやあ、酷ひどい目に遭ってるなあ、少年。――それでもか？　それでもまだ信じるのか？　記憶なんて脆もろいものだ。簡単に変わる。それでも、『記憶にいるだけの妹』が本当にいるって主張するのか？　ちょっと厳しい話じゃないか？　なあ少年、少年少年少年!!」

　パリンクロンは僕をカナミと呼ばずに、名前のない少年として扱い続ける。

　心を折ろうとしているのが丸わかりだ。

　その狙いはわかっているのに、心臓が不安になる速さで跳ねだす。

　いつものドクンドクンという音ではなく、ドッドッドッと震える。胸の筋肉を摑つかまれたかのような締め付けに襲われ、引き千切られるかのような痛みがじんわりと広がっていく。身体からだが熱い。いまにも心臓が爆発しそうで怖くてたまらない。

　そして、また『並列思考』が勝手に動き出してしまう。

　結局のところ、僕が『相川渦波ぼく』でないとわかったときから、相川兄妹の存在はあやふやなのだ。そんなことはわかっている。だから、再確認なんていらない。したくない。

「それでも、思い出がある！　元の世界に生きる兄妹としての思い出が、この頭の中に！　僕は思い出せる!!　確かに与えられた記憶かもしれないけどっ、それを僕は信じてる！」

「自分の記憶じゃないくせに、よく言うなあ！　しかし、それもだ！　その少年の記憶の中にある思い出！　その『元の世界』！　それも大概おかしい話だろ！　そんな世界は本当にあるのか!?　おとぎ話すぎるだろ！　異世界なんて！　いまどき、劇場でもそんな単語は出てこねえぜ!?　そのありえねえ異世界ってやつの保証は誰がしてくれる!?　そこに居たこともない少年が保証するつもりか!?」

　剣戟の間隙。その刹那の間に僕は思考してしまう。

　僕を含め、この世界の誰も『元の世界』に行ったことなんてない。子供みたいに言い張っているのは僕だけだ。だから、本当は『この世界』しかなくて、『元の世界』なんて夢みたいな異世界はない場合もある。

　魔法の代わりに科学の発達した世界？　この世界の常識から考えれば有り得ない存在だ。その世界の存在を証明することなんて、いまの僕にはできない。『魔石人間ジユエルクルス』の僕は、その世界で生まれてすらいない。暮らしていた気がしただけ。元の世界の話を船で聞いていた仲間たちも、心の中では笑っていたのかもしれない。あんな優しくて都合のいい夢物語のような世界、妄想と言われても仕方ない。

「わ、わかってるさ！　保証なんてないことくらい！　ないから、行って確かめようとしている！　僕は全てを自分の目で確かめるって決めたんだ！」

「自分の目で確かめるのか。へえ、そりゃ偉いことだ。なら、元の世界とやらが存在して、陽滝とやらも存在したとしてだ。それで首尾よく元の世界にも戻れたとして――その元の世界に陽滝がいない場合はどうする？　助けるべき相手はこっちの世界で死んでいて、どこにもいないと確かめた後、少年はどうする？」

「陽滝がどこにもいないなら……、どうするか、だって……？」

「ああ、そうだ！　どこにもいなかったら！　おまえの生きる意味を証明してくれるものが、ありとあらゆる世界を捜し続けて、それでもどこにもなかったとしたらどうする!?　何も得られず、何も残らず、何の意味もなく、自分の名前すらわからずに終わる――なんて結末もありうるぜ!?」

「そ、それでも！　僕には仲間がいる！　仲間が必要としてくれる!!　僕は仲間さえ居てくれたら、それで僕はっ――」

「それは少年の一番の願いじゃないだろ？　少年自身が言っていたことだ。少年の願いは誰かを助けることであって、別に仲間が欲しいわけじゃない。本当は『陽滝』を助けたくて助けたくて堪たまらないんだろう？――というより、本当は『相川渦か波なみ』でいたくていたくて堪らないんだろう？　本当は自分が『魔石人間ジユエルクルス』であることを誰かに否定して欲しいんだろう？　ああ、当たり前の話だ。誰だって自分は自分だって思いたい。いまさら違うと言われても受け入れられるわけがない……」

「――っ!!」

　本当は『相川渦波』でいたい。

　それは仲間たちの誰も気づけなかった僕の本心。自身の『魔石人間ジユエルクルス』の問題を優先せず、保留し続けた最大の理由。自分自身、ずっと目を背けていた心の一番弱い部分。

　そこをパリンクロンに指摘され、僕は剣戟を止めて、大きく後退する。仲間の誰も見てくれないからだろうか、強がって言い返せなかった。とうとう後退してしまった。

　そして、僕は遠く離れたところで息をする。

　息苦しい。体力は有り余っているというのに、なぜか息が切れる。肺の中に酸素が溜たまってくれない。どれだけ深呼吸を繰り返せども、呼吸は整わない。

　その後退と息の乱れをパリンクロンは指差し、はっきりと指摘する。

「……そんなものさ。確かに、少年は強くなったな。順調に成長したな。しかし、そんな成長は勘違いだ。ステータスの強さなんて偽物だ。特に心は変わらない。そう簡単に人は変われやしない。周りのやつらが思っているほど、少年は強くなんかなっていない。その心は未いまだに孤独で、弱くて、脆いままだ」

「う、うるさい……。黙れ……。僕に話しかけるな……！」

　剣を止めてはいけない。マリアに言われたとおり、僕は戦わないといけない。

　僕が確実にパリンクロンのやつに勝まさっていると言えるのは、この『剣術』だ。この剣でパリンクロンを斬ることだけを考えろ。

　しかし、その僕の決意をパリンクロンが揺るがし続ける。

「よくここまでがんばったな、少年……。ここまでの旅は本当に辛つらかったな……。しかし、もういいぜ。ここからは俺が助けてやるからよ……」

　敵の言葉を聞いては駄目だ。

　強い言葉で言い負かしたあと、優しい言葉をかけてくるのは詐欺師のやり口だ。それがわかっている以上、僕は剣を振り続けないといけない。

「少年は十分に戦った。俺を愉たのしませてくれた。それと、全部とまでは言わないが、それなりに使徒レガシィの望みも叶かなえてくれた。だから、俺は少年にお返ししないとな……。そうだな……。いまから『相川陽滝』に会わせてやろうか？」

「は、あ……？」

　しかし、それは唐突過ぎた。『並列思考』を使っていても予想外過ぎた。なにより、全ての前提を覆し過ぎた。

　だから、その言葉の意味を理解できず、僕は口を開けて呆ほうけ、止まってしまう。

「変な顔するなよ。いまから、相川陽滝の蘇そ生せいを始めるって言ってるんだぜ？」

　パリンクロンは僕の動揺を察して言い直した。

　それは僕の異世界での物語を終わらせるということに他ならない提案だ。

　僕は確認するかのように声をこぼす。

「ま、待て……。パリンクロン、何を言って……」

「言ったとおりの意味だ。いまの俺の力なら、『相川陽ひ滝たき』を蘇生できる。それで少年の戦いは終わる」

「いや……。そんなの……ありえない……」

「できるさ。少年のためなら成功させてみせる。命よりも大切な『相川陽滝』と共に元の世界に戻り、『相川渦波』として余生を過ごす。それが少年にとっての最上の幸せだろう？　いままでの謝罪も込めて、絶対に叶えてやるぜ？」

　パリンクロンは往年の仲間のように、僕の力になろうとしていた。

　ついさっきまで殺し合いをしていたとは思えない会話だった。

「噓だ……。そんな簡単に蘇生なんてできるはずない。それこそ、迷宮の『最深部』ってやつに行かないと、そんなことは――」

「『世界奉還陣』があればできるさ。もう少年も気づいているだろう？　これは千年前の生物を産み直すことができる。もちろん、千年前の『相川陽滝』の死体だって用意できる。その魂のこもった『血』を回収できる」

「死体と『血』……」

「俺はハイン・ヘルヴィルシャインの『再誕』に成功した。もう会っただろ？」

　ハインさんの『再誕』――頭に浮かぶのは白はく皙せき白髪のワイスさんの姿だ。

「ワ、ワイスさんは違う……！　そう本人が言っていた！　ラスティアラもだ！」

「まあ、あいつらはそう言うだろうな。だが、あれと話して本当にそう思ったか？　あの記憶、あの性格、あの喋しやべり、あの生き方、あれを前にして騎士ハインじゃないと言い切れたか？　少年、おまえはどう思った？」

　初めてワイスさんと話したとき、真っ先に姿を重ねたのはハインさんだった。

　そして、ハインさんじゃないと言い張る言葉に違和感を覚えた。それをパリンクロンは見ていたかのように話していく。

「本人が何と名乗ろうと、あれは間違いなくハイン・ヘルヴィルシャインだったぜ。俺はハインの蘇生に成功した。今度はもっと完璧な蘇生をする自信もある」

　パリンクロンは言い切った。

　そこに不安な様子は一切なかった。ワイスさんはハインさんを『再誕』させたものであり、これから陽滝は『再誕』される。それは確定事項だと言わんばかりだ。

「少年、どうした……？　『相あい川かわ陽滝』を助けたくないのか？」

　パリンクロンは僕の願いを盾にして、その手を伸ばしてきた。

　確かに、いま陽滝を助けられるのは『再誕』しかない。無念のままに死した少女を蘇よみがえらせ、今度こそ幸せな人生を送って貰もらうには、パリンクロンの協力が必要だろう。

　一時休戦するのに十分な理由がある。

　もちろん、もしもここに仲間たちがいれば止めるだろう。それはわかっている。けれど、その提案は余りに魅力的過ぎた。

　いま互いの手を繫つなぐだけで、僕は僕の大望を一つ果たせてしまうのだ……。

「そして、きっと『相川陽滝』はおまえを兄だと思うだろうぜ。なにせ、そのまんまだ。少年は『相川渦波』になれる。はははっ、何もかも解決だ」

　たったそれだけで、いま僕を苛さいなむ悩みが解決できてしまう……。

　それは本当に魅力的で、悪魔めいた誘惑で、僕は剣を握る手が緩みかける。

　いまにも、その差し伸ばされた黒い手に、すがりつきたくて――




「――いけません」




　また風が吹く。

　凜りんとした声が通り過ぎ、パリンクロンと二人きりだった世界が壊れる。

　そして、いまの僕の心を映したかのような大雨の荒野に、その声の主は姿を現す。

　世界を覆っていた靄もやが晴れたかのように、柔らかい風が吹き抜け、透明の風の衣を脱いで、その白皙白髪の少女は現れる。その後ろには、金髪を垂らす少年もいた。

　その二人の名前を僕は知っている。

　ワイス・ハイリプローペとライナー・ヘルヴィルシャインだ。

　決して情けないところを見せたくない二人の登場に、僕は動きかけていた手を止める。

「少年。その手を取れば、パリンクロンの勝ちですよ。まだ戦いは終わってません。そのような幼稚な誘惑に負けてはいけません」

　現れたワイスさんは厳しい口調で僕を止める。

　ライナーを置いて、ワイスさんはこちらへ歩いてくる。

　僕とパリンクロンは唐突な第三者の介入に驚く。だから、すぐに答えることも動くこともできなかった。ワイスさんは呆ぼう然ぜんとするパリンクロンに話しかける。

「パリンクロン。相変わらず、人を落とすのが上う手まいですね……。どうやら、一対一にさえなってしまえば、もう少年が自らの『状態異常』に気づくことはできないと思っていたようですが……。残念、私がいました」

「……な、なんでここにおまえがいるんだ？」

　パリンクロンは震え声で問う。冷静沈着な彼には珍しい光景だ。

　ワイスさんの登場が全くの計算外であると、表情から見て取れる。

　それもそのはずだ。『魔石人間ジユエルクルス』である彼女は、ここにいてはいけない。いられるはずがないのだ。当然、いまこのときも彼女の皮膚は溶けていっている。風の魔法で『世界奉還陣』の影響を少しは中和しているようだが、それでも完璧とは程遠い。緩やかにだが、じわりじわりと死に近づいている。このままここに居続ければ、少し前の兵たちと同じ運命を辿たどるだろう。

　しかし、ワイスさんは魔力の粒子を身体からだから放散させながらも、焦った様子はない。

「いますぐ戻れ！　身体が呑のまれるぞ！　なんで来た!?」

　パリンクロンは手を横に払って、ワイスさんを追い返そうとする。

　僕もパリンクロンと同じ気持ちだった。

「ワイスさん……！　か、身体が溶けてる……!!　どうして、まだここに……!?」

　パーティーメンバーを救ったあと、安全なところまで逃げたと思っていた。

　砦とりで突入前に、ちゃんと僕は逃げろと言った。そのための魔法《コネクション》をワイスさんは使える。

「すみません。最初から二人の戦いを見守るつもりでした」

　その素振りがあったのはわかっている。けれど、状況の話を僕はしているのだ。この『世界奉還陣』は『魔石人間ジユエルクルス』にとって危険過ぎるという話をしているのだ。

「……ふふっ。しかし、マリアさんの炎には冷や汗をかかされましたよ。私たちが風の魔法で飛べなければ、あっさり即死するところでした」

　この場で死に掛けていることを、ワイスさんは笑いごとのように話していく。

「ハインの弟！　いますぐその馬鹿を連れて離れろ！　おまえたちの魔法なら、まだ間に合う！　今度こそ、おまえの兄の全てが失われるぞ！」

　微笑ほほえむだけで一向に逃げようとしないワイスさんを措おいて、パリンクロンはライナーに呼びかける。

　そのライナーの身体も溶け始めている。二人とも高レベルの騎士のため、すぐには溶け切りはしないだろう。だが、猶予はあれど、危険に変わりはない。

　それでも、ライナーは無言のままで動こうとしない。

　代わりにワイスさんが答える。

「私たちはここを離れません。少年が教えてくれました。私も私の選んだ願いのために戦います。命を懸けて戦い続けます。――それが私の本物なんです」

　それはパリンクロンの誘惑に負けかけていた僕に対する当てつけにも聞こえた。ワイスさんは顔を引き締めて訴えかけてくる。

「いいですか、少年。パリンクロンに蘇生なんて真ま似ねはできません」

　そして、無慈悲に断言する。それにはパリンクロンも大口を開ける。

「な、何を言ってるんだ、おい……」

　心外な様子のパリンクロンは放置して、ワイスさんは僕に語りかけ続ける。

「この私を見てください。なにせ、彼は友一人蘇生できませんでしたからね。あれだけ新鮮な状態の死体があったというのに」

「いや、待て。待てよ、おい。蘇生は成功しただろ……。おまえの中にハイン・ヘルヴィルシャインはいるだろうが……！」

「いいえ、ここにいるのはワイス一人ですよ」

　ぴしゃりとワイスさんは否定する。

　さらにパリンクロンを追い討つように言葉を続ける。

「――あなたはハインの蘇生に失敗した」

「いや、俺は失敗してねえっての！　最初、ハインのやつがおまえの身体の主導権を握ってただろ！　人の好よ過ぎるあいつが、おまえに身体を譲っただけで！」

「ハインは『再誕』なんて形で現世に戻るのを、酷ひどく恥じていた。私を犠牲にして生き残ることを、心の底から拒否していた。それもそうでしょう。それはかつての想おもい人だった少女を苛んだ行為と同じものですからね。到底受け入れられるわけがない」

「そんなことは誰よりも俺がわかっている！　だが、そこにハインが蘇ったという事実は変わらない！　なにより、おまえが受け継いでいるだろ!?　ハインは消えても、おまえがハインの全てを受け継いでいる！」

「いいえ、私は私です……。私はワイスです。ここにハインはいない」

　論理的に話すパリンクロンと違って、ワイスさんは自分の言いたいことを、とにかく言い続ける。会話は成立しているようで、全くしていない。

「いないわけないだろ!?　ちゃんと話をしろ！　おまえの半分は……いや、ほとんどがハインで出来ている！　もうハインそのものと言っていいくらいに！　そのせいでおまえは、最初狂いかけてたんだろうが！――少年!!　こればっかりは俺は噓うそをついていない！　血を利用して、『魂』の『再誕』はできる！　記憶と人格の移動は可能だ！　元の身体の持ち主と混ざり合うのは確かだが、丸々移すことはできてるんだ!!」

「それは果たして、本当に蘇生したと言えるのでしょうか!?　そもそも、そのような蘇生で本当に人は幸せになれるのでしょうか!?　『相川陽滝』が『再誕』という外道な方法で現世に戻るのを本当に喜ぶと思いますか!?　また一人、不ふ憫びんな『魔石人間ジユエルクルス』を生むだけだとは思いませんか!?　少年!!」

　二人は僕を挟んで、叫び合う。

　それはまるで往年の友人の口くち喧げん嘩かのようで……。

　僕はパリンクロンの言い分が正しいとわかっている。けれど、僕はワイスさんの言い分を選ぶべきだということも、よくわかっている。

　その僕の心を察したのか、慌ててパリンクロンは言葉を足していく。

「ワイス！　おまえが自分をハインだと認めないのは、他人のためだろう!?　同じ境遇に立っている俺たちを力づけるためなんだろう!?　たとえ、どんな記憶をぶちこまれようとっ、どんな記憶を思い出そうとっ、『自分は自分』だと俺たちに示してやりたいんだろう!?　だが、その自己犠牲心っ、騎士道溢あふれる思いやりっ、その見当違いなお節介！　どう見ても、おまえはハインそのものだ！　そこにハインは生きている!!」

　もはや、パリンクロンに彼らしい冷静沈着さはなかった。

　それほどまでに、ワイスさんの登場は予想外だったのだろう。いや、この異様な狼ろう狽ばいは、もしかしたらそれ以外にも理由があるのかもしれない。

「少年！　見ての通り、俺はハインを『再誕』させた！　この調子で、兄さんの妹も『再誕』してやる！」

　対して、ワイスさんは静かに厳しい言葉を足す。

　自分の意志を自分で決めたのならば、最後まで貫き通せと僕に告げる。

「少年は私に言いましたよね？　パリンクロンに絶対負けないと……」

　確かに僕は言った。何度も言った。

　その約束を、いま僕は彼女の前で反ほ故ごにするところだった。

「少年、惑わされるな……。あんな勝手な期待、背負わなくていい……。もう苦しむ必要なんてないんだ……」

　パリンクロンは戦わなくていいと僕に言葉を投げる。

　――二人の言葉を聞き、僕は自分のすべきことがわかった。

　いま『仲間』が僕を見ている。その前で、僕は強がらないわけにはいかない。

　少なくとも、情けなく怨敵の前で膝を突く姿だけは見せられない――！

「パリンクロン、おまえは噓つきだ……。おまえに蘇そ生せいなんてできない……」

「――っ！　本当にそれでいいのか!?　認めてしまえば、妹は戻らないんだぜ!?」

　僕はパリンクロンの救いの手を払う。

「おまえなんていなくても陽ひ滝たきは僕が見つける！　もし、死んでいたとしても絶対におまえには頼らない！　敵の佞ねい言げんになんて乗るか！　おまえは僕の敵！　敵なんだよ!!」

　敵である男の言葉を信じて、自らの願いを託すなんて馬鹿のやることだ。

　その単純明快な考えの下に、僕は剣を握り直し、切っ先をパリンクロンに向ける。

　はっきりと再戦の意志を見せる。

「強がるなよ、少年……！　その道は辛つらいだけなんだぞ……!!」

「僕はお前に勝つ……！　ワイスさんだけじゃない！　ラスティアラにも、ディアにも、マリアにも、スノウにも、リーパーにも、セラさんにも――みんなに誓ったんだ!!」

　手の届くところにあった優しい道を遠ざけたことで、僕は呼吸もままならないかのような息苦しさに襲われる。向かい合うパリンクロンも僕と同じように、苦しそうな表情をしていた。

　ワイスさんの登場で、僕たち二人は楽な道を進めなくなった。

　しかし、これが本来あるべき道だろう。

　それをワイスさんが教えてくれた。

　自分の道を間違えないだけでなく、自分の道を曲げないことを教えてくれた。

　僕はパリンクロンと戦って勝つ。そのための一歩を進み出す。

「待ってください、少年。いまの状態で少年が戦えば、またパリンクロンに心の隙を突かれますよ。とりあえず、ライナーに汚染された精神を整えてもらってください。その時間は、私が稼ぎますから」

　しかし、それを他ならぬワイスさんに止められてしまう。

「お、汚染ですか……!?」

　慌てて僕は自分を『表示』させて確認する。





【状態】混乱7.87　精神汚染1.22　認識阻害0.23






　並ぶ『状態異常』の数値に驚き、先ほどの自分の心の弱さに納得する。

「これがパリンクロンの得意技です。話をしながら心の隙を突き、他人の精神を操る。人の道を外れた『呪術』です」

「けど、一人だなんて……」

「止めないでください。私自身のためにも、一人で行かせてください。ここで彼と戦うことは、ワイス・ハイリプローペの人生に絶対必要なことなんです」

　これだけは譲れないとワイスさんは言い張る。

　そこに命を懸けた覚悟を感じ取り、彼女を『注視』する。





【ステータス】

　名前：ワイス・ハイリプローペ　HP73/176　MP82/265-100　クラス：なし

　レベル16

　筋力8.22　体力8.46　技量7.98　速さ9.45　賢さ9.12　魔力12.33　素質3.25






　一時期は31まで至っていたレベルが半分近くまで落ちている。

　ＨＰとＭＰの残量も心こころ許もとない。おそらく、初めて出会ったとき以上に体調は悪いはずだ。

　間違いなく、ワイスさんの力ではパリンクロンに勝てない。

　それでも、彼女は道を譲らずに、微笑を保っている。

「ええ、きっと私は死ぬでしょうね。今日、ここで。けど、行かせてください。今度こそ、私の背中を見届けてください。この私の格好いいところを見てください。――『少年』」

「ワイスさん……？」

　その僕を呼ぶ声が、一瞬だけ尊敬する騎士のように聞こえた。

　いま先ほど本人が彼はいないと言ったのに、ここにきて僕は過去最高の既視感デジヤヴを覚える。その死の覚悟と風の魔力が、どうしても彼を思わせる。まるで、以前は見せられなかった自分の最期を、いま見せられることを喜んでいるように見える。

　もしかしたら、途中から彼女は――

　いや、もう詮索はよそう。どちらでも変わらないし、どちらでも構わない。

　少し前にマリアに言われた台詞せりふが頭の中に浮かぶ。

　今日このときのために生まれたかのような揺るぎ無い信念がワイスさんにはある。

　それを僕は引き止めることはできない。それだけでいい。

　僕は彼女の生を諦め、代わりに同行者であるライナーに確認する。

「ライナー……。おまえも、それでいいのか……？」

　ここで終始、無言だったライナーは答える。

「好きにさせてやってくれ、ジーク」

　短く答えながら僕に近づき、回復の神聖魔法をかけ始める。

　そのライナーの表情は読みにくい。けれど、彼がワイスさんの終わりを受け入れているのはわかった。

「パリンクロン……。行かせません……」

　こうして、僕の代わりに、パリンクロンの前にワイスさんは立ちはだかる。昨日、別荘の庭で僕の前に立ちはだかったときと同じように――

「そこをどけ、ワイス……！　いま俺は少年と戦っている……！　ここまで必死に崩したんだ……！　みすみすと回復の時間を与えるつもりはない……!!」

「させません。それよりも私と話をしましょう。パリンクロン、あなたに教えたいことがあるのです。本当に色々と……」

「それだ！　その口ぶり！　それのどこが――!!」

　パリンクロンはワイスさんが邪魔をしていることよりも、その態度を咎とがめようとする。

　しかし、すぐにそれが無駄であるとわかり、僕と同じように全てを受け入れる。

　溜ため息いきと共に小さく小さく吐き捨てる。

「……はあ。……またかよ。この大馬鹿野郎が」

　誰に言った訳でもないのだろう。けれど、その呟つぶやきは次元魔法を使う僕とワイスさんには聞こえていた。そして、それが戦いの合図となる。

　白い少女と黒い男が同時に駆け出す。その両者の顔は、とても対照的だった。







５．二十層の闇に少年は溶けてしまった。けれど、貴方あなたが光を射さしに来てくれた







　僕はライナーに治療をされる間、目の前で繰り広げられる戦いを見守り続ける。

「弾はじけろっ！――《イクスワインド》！」

　魔法の風が吹き荒れ、追い風と共にワイスさんは駆け抜ける。

　不調を超え、命を半分失っているというのに、その動きは鋭い。風魔法の恩恵のおかげか、速さだけならば僕にも匹敵していた。

　腰の剣を一つ抜いて、勢いよく敵に振り下ろす。

「いいから、どけぇええっ！　邪魔をするなっ!!」

　対するパリンクロンの表情は芳しくない。

　問題なく、黒い刃で迎撃はできていた。反撃で黒い液体の付着も成功している。けれど、戦いに集中できていないのは明らかだった。

「――《ゼーアワインド》!!」

　砲弾のような風が放たれる。

　触れるもの全てを巻き込む魔法だ。その風を見て、パリンクロンは異常に気づく。

　ワイスさんの魔法は異常だった。

　彼女はレベルを溶かされ、『魔石人間ジユエルクルス』の身体からだも溶かされている。場はパリンクロンの味方であり、普通ならば魔法の構築もままならないはずだ。だというのに、いま彼女が使っている魔法は弱まっているどころか、力強さを増している。

　その異常の正体にパリンクロンは感づいた。

「この魔力！　この『世界奉還陣』から奪っているのか!?　どうやってこじ開けたんだ！　この馬鹿は！」

　それを指摘され、僕は《ディメンション》を使って魔力の流れを確認する。

　ワイスさんは体内の魔力を使ってはいなかった。

　荒地に張られた『魔石線ライン』から魔力を汲くみ上げ、それを魔法に転換している。間違いなく、彼女は『世界奉還陣』を味方につけている。

　パリンクロンは目を鋭く細める。そして、魔力の動きに集中することで、ワイスさんが『世界奉還陣』を味方につけた手段に当たりをつけた。

「――っ!?　生身では『中』に入れないから、溶かした身体を入れたのかよ！　なんて滅め茶ちや苦く茶ちやな『繫つながり』を！　そもそも、『世界奉還陣』の知識はどこから――くっ!!」

　その手段は、あのパリンクロンでも驚きよう愕がくに値するものだったらしい。

　しかし、驚いている余裕なんてない。ふんだんに魔力を使ったワイスさんの風魔法が絶え間なく吹き荒れる。魔力が豊富なだけではなく、魔法道具も同時に使っているため、魔法構築速度が異常だ。無数の風がカマイタチのようにパリンクロンに襲い掛かる。

　対して、パリンクロンも闇の魔法を大量に放ち、魔法の弾幕戦が眼前に広がる。

　その戦いは眺める分には美しかった。

　だが、その美しい魔法戦は長くもたないと、この場にいる全員が知っている。

　ワイスさんの身体が、もうもたない。

　どれだけ魔力が豊富だろうと、限界は必ず訪れる。

　目に見えてステータスは削れ、身体は溶け、命が切り取られていっている。

　それでも、ワイスさんは前に歩く。二人の魔法の色合いのせいか、それは深しん淵えんの闇を切り拓ひらく姿に見えた。

　そして、二人の距離は少しずつ縮まっていき、とうとう剣の届くところまで二人は近づいた。ワイスさんは声をかけながら、さらに前へ進む。

「パリンクロン！　来ましたよ!!」

「来るな！　もうおまえと話すことはない!!」

　ワイスさんは前のめりで倒れんばかりに剣を振るう。

　その切っ先がパリンクロンの身体に届きかける。

　最後の剣けん戟げきは一瞬だった。数合だけパリンクロンの黒い刃と少女の剣は合わさったが、決着は息をつく間もなくついた。

　――刃が突き刺さる。

　ワイスさんの剣はパリンクロンの胸を正確に貫いた。

　しかし、同時にパリンクロンの刃もワイスさんの胸を貫いていた。

　両者共に血は出ない。パリンクロンの身体は液体だ。ワイスさんの身体も『世界奉還陣』によって溶け、まともではなくなっている。もう二人とも、人としての死は迎えられない。それでも、彼女は決着を理解し、自ら剣を手放した。

　ずっと前からワイスさんの敗北と死は決まっていて、いま最後の時間を迎えた。

　これはそれだけの結末なのだろう。

　ワイスさんは剣を捨てた手で、パリンクロンの頰を撫なでる。

「私は私です。それが私の答えです。どうか、あなたも同じように叫んでください。私がハインでないように、あなたもレガシィじゃないと叫んでいいんです」

　その真っ直すぐな言葉に、パリンクロンは目を逸そらした。

　さらに突き刺した黒い刃を抜いて、後退した。逃げるように。

　それをワイスさんは静かに見送る。

「せめて、最後はあなたらしく……。お願いします……」

　遠ざかっていく二人。

　パリンクロンは後あと退ずさりながら、世界の仕組みを呪うかのように呟く。

「何を馬鹿な……！　俺は俺らしくやってるぜ……！　俺はパリンクロン・レガシィとして……！　なんで、おまえが……畜生……！」

　パリンクロンは自らの刃に付着したワイスさんの魔力と血を見て、顔を歪ゆがめて震えていた。それは僕に聖誕祭の日、最後の時間を思い出させる。あのときのパリンクロンも、自らの剣についた血を見て動揺し、不快そうな表情をしていた。

　そして、戦いに勝利したはずのパリンクロンがよろめき、俯うつむき、動かなくなる。

　その姿を見届けたワイスさんは微笑ほほえむ。

　戦いが終わったとわかった僕とライナーは、ワイスさんに走り寄る。

「――ワイスさん！」

　駆け寄った僕はワイスさんの身体を抱きかかえる。

「……次は二人の番ですよ」

「か、回復を！　ライナー、おまえの神聖魔法で!!」

　咄とつ嗟さに延命を口にしたが、隣に立つライナーは首を振る。

　もう助からないとわかっているのだろう。僕もわかっている。いや、ここにいる全員が、もう彼女は助からないとわかっている。だから、ワイスさんは遺言を口にしていく。

　身体を魔力の粒子に変えて、世界と溶け混ざりながら――

「もはや、何も未練はないのですが……。最後に少年へ伝えなければならないことがあります……」

「僕に……？」

　縁の深いライナーではなく、僕に遺のこそうとする。いや、もうライナーとの別れは済ませているのかもしれない。ここに現れたときから、二人にはそんな様子があった。

「いいですか、カナミ君。あとは恐れず先へ進むだけです。――いまこそ、全てのスキルを使ってください」

　そして、ワイスさんは恐ろしいことを口にする。

　全てのスキルの使用。それはつまり、スキル『？？？』も含む。ここまでの戦いの間、ずっとスキル『？？？』が発動しないように気をつけていた僕には理解できない言葉だった。戸惑う僕にワイスさんは語りかけ続ける。

「大丈夫です。この身体と『世界奉還陣』に『繫がり』ができたことで、ようやく『彼女』の記憶を得ることができました。……私は間違っていた。あなたは『魔石人間ジユエルクルス』じゃない。千年前の結末には続きがあります」

　僕が『魔石人間ジユエルクルス』だと言い出したのはワイスさんだ。

　その当の本人が、それを否定していく。

「ようやく、ここにきてピースは全て揃そろいました。……カナミ君。よくぞ、ここまで耐えました。よくぞ、ここまで辿たどりつきました。やっと君は君の願いに手が届く……」

「そ、それはどういう意味ですか……？」

「カナミ君――、あなたは一度でも呼びましたか？」

「呼ぶ？　誰を……？」

「あなたは捜すだけで、『彼女』を呼びましたか？　ずっとずっと元の世界に帰ろうとするだけで、『彼女』に助けを求めようとはしなかった。『彼女』があなたを追いかけて、こちらの世界へ来る可能性は十分にあったというのに。……もし、『彼女』がこちらへ来ているとすれば、きっと声に応えてくれます。いまの私にはわかります。私だからこそわかります」

　そこまで聞いて、ようやく『相あい川かわ陽ひ滝たき』のことを言っているのだと分かる。

　陽滝を『捜す』のでなく『呼べ』とワイスさんは言っている。

「あとは呼ぶだけ……。それだけで、カナミ君の妹は見つけられますよ……。パリンクロンなんて必要ありません……。親兄弟というのは、いつも繫がっているんです。『契約』や『血』ではなく、『愛』で。それを私は誰よりも深く知っています」

　パリンクロンの頰を撫でたように、ワイスさんは僕の頰を撫でた。

　その手は兄のように優しかった。それを最後に、彼女は僕から離れる。

「私はここで退場しますが、ずっと見てますよ。――彼の中で」

　そして、舞台から観客席へ退くかのように、ワイスさんは遠ざかっていく。ライナーのすぐ傍そばまで歩き、そこで倒れこむ。もう限界も限界だ。よく見れば彼女の足は溶け崩れていた。地面についた両手も、もう消える寸前だ。

　その頼りないワイスさんの身体を抱き起こし、ライナーは小さく声を零こぼした。

「やっぱり……。シアと別れたときから、あなたは……」

「それ以上はいけません、ライナー。約束どおりに頼みます」

　ワイスさんは寄りかかりながら、人差し指を立ててライナーの口に当てた。

　それでもライナーはお構いなしに喋しやべる。

「言っておきますけど、また僕はパリンクロンを殺すために挑戦します。いまとなっては、なおさらです。あなたの意には沿えませんよ？」

「構いません。あとは好きにしてください。私は心残りだった三人の『生まれ』と『運命』を乗り越える手助けがしたかっただけですから。その後は三人の自由です」

「……わかりました。……さよなら、ワイスさん」

　それ以上は何も言わず、ただ別れの言葉を告げるライナー。

　死に逝くワイスさんを見て、彼が何を考えているのかわからない。けれど、一言二言ではすまない激情が渦巻いているのは表情からわかった。

　ライナーは、もう何も言わない。

　その姿を見てワイスさんは安心したのか、空を見上げた。

　もう手足はない。胴体も消え、無事なのは頭部だけ。

　目線の先から、いつの間にか日差しが落ちてきていた。ワイスさんが戦っているうちに、雨の勢いは衰えていた。雨雲が減少し、隙間から太陽が見える。

「――すみま、せん、ライ、ナー……、不出来な――で……――」

　そう言い残し、ワイスさんは光となって消えていった。

　この世からいなくなった。

　それを僕は啞あ然ぜんと見送るが、ライナーは違った。

　未いまだ戦場に渦巻くワイスさんだった魔力を目掛けて叫ぶ。――『詠唱』を始める。

「『汝なんじ、刮かつ目もくし省みよ』！　ワイス・ハイリプローペは世界アナタに渡さない！　『代償』ならば僕が払う！　『その光の輝き』『生の儚はかなき瞬きを識しれ』――!!」

　その『詠唱』を僕は知っている。初めて聞いたのはラスティアラから。そのあとも、迷宮の中で幾度となく聞いた。それは自己流でも即興でもなければ、特に珍しくもない言葉。教会に行けば毎朝神官が詠んでくれる、誰もが聞き慣れている『詠唱』。

　――神聖魔法《レベルアップ》の『詠唱』だった。

　それをライナーは空に叫ぶ。

　咄嗟にライナーの『表示』を見る。けれど、彼の経験値はレベルアップができるほど溜たまってはいない。誰が見ても、この場にそぐわない儀式魔法だと思うだろう。

　だが、いまの僕は『レベルアップ』の真実を知っている。

　あれは本来、『魔力』を『変換結果ステータス』に換えるための魔法だ。

　正式名称は呪術『魔力変換レベルアツプ』。だから僕は、この儀式魔法がこの場にそぐう儀式魔法だとわかった。『世界奉還陣』によって溶けに溶けたワイスさんの『魔力』。その散った光の輝き。その魂。その全てを彼は受け継ごうとしていた。

　光という光を吸い込み、自らの血肉に換えていきながらライナーは叫び続ける。

「――『我に在り、汝に在る』！　ああ！　ヘルヴィルシャイン家が産んだ至高の光は僕が受け継ぐ！　血はあらずとも、魂がそこに至った！　僕こそがヘルヴィルシャインの最後の光！　ライナー！　『ライナー・ヘルヴィルシャイン』だ!!」

『詠唱』が完成し、レベルアップの魔法も完成する。

　拡散していた魔力の粒子がライナーに集束し、風が吹き抜け、

　――ライナーは『レベルアップ』した。

　彼の『ステータス』を見れば、かつてのワイスさんと同じレベル31にまで一気に上がっていた。しかし、それは重要ではない。彼は、ただ経験値を貯ためて変換する『レベルアップ』をしたわけではない。いま叫んだとおり、受け継いだのだ。

　これこそが本当の『レベルアップ』であると、なぜだかそう僕は思った。

『呪い』じゃなくて『神聖』。そう主張した誰かの言葉を思い出す。まさしく、それを証明する輝きを僕は見た。そして、ライナーは別人のような魔力を震わせ、腰の『ルフ・ブリンガー』を抜き、ワイスさんの代わりに僕の隣に立つ。

「パリンクロンと戦うぞ、ジーク……。最後まで隣で見ててやる。だから、最後まで強がって戦え……！」

「わかってる、ライナー……。いつだって僕は誰かの力を借りて戦ってきた。最後まで僕の隣で戦ってくれ……！」

　こうして、ワイスさんの連れてきてくれた新たな仲間が僕を繫つなぎ止めてくれる。

　彼がいる限り、僕は最後まで情けないところを見せられないだろう。

　――その信念を最後まで曲げない。

　僕が誰だろうと、僕の生きる意味がなくなろうと、僕は僕の誓った『パリンクロンに勝つ』という誓いだけは果たす。必ず果たす。
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　僕とライナーの剣の切っ先が、パリンクロンに向けられる。

　その光景にパリンクロンは眉をひそめ、歯を食いしばった。

「ああ、あの馬鹿は還かえったか。ここにいる三人の力となって……。勝手なやつだ……」

　その表情からパリンクロンがワイスさんを本気で生かそうとしていたことがわかる。

　彼女が三人の糧となって死んだことを、誰よりも恨んでいる。

　それがわかる形相だった。

「久しぶりに気分が悪いぜ。こんなに気分が悪いのは、本っ当ーに久しぶりだ」

　それは僕たちに言っているのか、死んだワイスさんに言っているのか、それともこの状況――世界に向けて言っているのか、わからない。

　けれど、一つだけわかる。いままでのパリンクロンと様子が違う。

「だが、この気分の悪さこそ俺の望んでしまったものなんだから、俺も馬鹿なことしてるぜ……」

　忌々しそうに短く嗤わらう。

　噓うそくさい感情ばかりのパリンクロンが、本気の感情を吐露していた。その行き場を失った恨うらみ辛つらみの感情が膨れ上がっていき、最後に僕たちに向けられる。

「ははっ、もうカナミの兄さんの確保は無理だな……。こうなった以上、もう『道』は一つしかないな……。ああっ、一つしかねえ！　馬鹿のおかげで逆にわかりやすくなって助かるぜ!!」

　その感情に合わせて、パリンクロンは身体からだの黒い液体も膨らませていく。肥大化した黒い液体が、ぐにゃりと形を変えていく。パリンクロンは腕の数を数倍に増やし、その全てを刃にした。増幅されていく殺意が、そのまま凶器となっていく。

「やることは一つ！　おまえら二人を殺し、この『世界奉還陣』を完遂させる！　また俺一人だけが生き残り、全てをやり直す！　『英雄』と『化け物』なんて、また作ればいいだけのこと！　いくらでも候補はいる！　いるよなァ!?　少年!!」

　パリンクロンの胴体は異様に太くなり、脚は完全な獣となる。最後に、背中から黒い翼まで生えた。蜘く蛛も水晶となったローウェンのように、パリンクロンは人型であることを捨てていく。不定形の黒い悪魔が誕生する。

　感情に身を任せて言っているのがわかった。その言葉から、いままでパリンクロンが僕を籠ろう絡らくしようとしていたこともわかった。そして、思い通りにいかなかった僕を殺そうとしていることも、また悲劇を繰り返すつもりであることもわかった。

　次の悲劇の候補は、おそらく僕の仲間たちだろう。『英雄』と『化け物』の条件をラスティアラやマリアたちは満たしてしまっている。

　いまこいつに僕が負ければ、仲間たちに危険が及ぶ。

　ゆえに、もう僕は迷えない。本当にわかりやすくなったものだ。

「やらせるか！　パリンクロン、おまえは僕がここで殺して終わらせる!!」

「はっ、はは！　はははははっ！　死ぬのはそっちだぜ！　少年!!」

　パリンクロンは笑い続ける。その源泉は歓喜か絶望かはわからない。

　ひとしきり笑ったパリンクロンは、感慨深そうに呟つぶやく。

「が、戦う前に義理は果たさないとな……。なにせ、今日、ここで俺は消えるかもしれねえみたいだからな……。よく聞けよ、俺なりの前口上だ……」

　子供っぽく、少しだけ格好つけているのがわかる。パリンクロンは台詞せりふに合わせて、右腕を横に振る。『世界奉還陣』が反応して、発光が強まる。しかし、その光は鈍い。少し前の極光とは似ても似つかない黒ずんだ光だった。

　パリンクロンの――いや、『闇の理ことわりを盗むもの』の魔力によって、世界が黒の光で塗りたくられていく。魔法の夜の帳とばりが下りていく。

「『闇の理を盗んだ罪人は二度死ぬ』『一度の死では罪を償えない大罪人ゆえに』」

　パリンクロンは詠唱する。すると、限界だと思われた黒が、さらに暗くなっていく。赤茶色を残していた荒地も黒に染まり切る。大地も空も、何もかもが黒に染まり切ってしまい、世界は夜を超え、漆黒に閉ざされる。――唯ただ一つ、空の太陽だけを除いて。

「――『ああ、我こそが死罪人』『闇の理を盗むもの』――」

　真っ暗闇の世界に、白くて丸い太陽だけが残された。

　それはまるで、世界を穿うがった穴のように見えた。いま僕たち三人は、世界に空いた穴の中に落ち切り、暗い暗い地の底に立っているかのようだった。
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　パリンクロンの宣言によって、まさしく戦場は深しん淵えんの底となった。

　そして、言い締められる前口上。

「よくまた来たな！　ここが、この『世界奉還陣』こそが迷宮の二十層！　闇の理を盗むものパリンクロンの階層だ！　いまこのとき、この場所こそ、世界の底！　ゆえにっ、急造でも無断拝借でもなく、二十層だろうが百層だろうが！　何層とだって言い張れるだろうよ！　さあ、『第二十の試練』の答え合わせを一緒に始めようぜ!!」

　二度目の二十層到達を伝えられる。

　ここが二十層、『闇の理を盗むもの』による『第二十の試練』が始まる。

　この闇の底の中、どこまで前に進めるか。いつまで光を見失わないでいられるか。

　それを試す戦いが始まる。

　そして、それを試されているのは僕一人だけじゃないのだろう。

　ここにいる三人だ。ゆえに三人が迷いなく、同時に駆け出した。





◆◆◆◆◆






　駆けながら、パリンクロンは叫ぶ。

「これで最後だ！　『世界奉還陣』を完全解放させる！　後先なんて知るかァ！」

　パリンクロンの魔力の鼓動に合わせて、『世界奉還陣』も震えだす。それはつまり、大地が震えるということに他ならない。唐突な地震によって、僕とライナーは出鼻をくじかれてしまう。その間もパリンクロンは『世界奉還陣』を脈動させ続ける。

　黒い地面が歪ゆがむ。足元は固さを失い、波打ち始める。

「くっ、まだ『世界奉還陣』に魔力が残ってるのか!?」

「当たり前だぜ！　あれくらいじゃ、まだ全部じゃない！　『世界奉還陣』は『本土』の中央部をほとんど包んでいたからなあっ！　変換対象となった人間は戦場の数万どころじゃない！　そこらにあった村や町！　そこに住む人間！　数十万の人間が大陸に呑のまれただろうぜ！　ははは！　だから、まだまだ余裕はあるぜ!?」

　その召喚の源の正体を、パリンクロンは煽あおるように打ち明ける。

　僕たちが足元の揺れで足止めされている間に、パリンクロンは大地から魔力を汲くみ上げた。そして、その『化け物』としか呼べなくなった黒い液体の身体に、いままで戦ってきた守護者ガーデイアン以上の魔力が漲みなぎっていく。暗闇の中で世界の黒い光を吸い続け、より黒くなっていくパリンクロンの姿は狂気的で――御お伽とぎ噺ばなしのような光景だった。

「また罪のない人を犠牲にして、おまえはァ!!」

「知ったことかよ！　どれだけの人間が変換されようと、俺には関係ない!!」

　大地の揺れに慣れてきた僕とライナーは、同時にパリンクロンへ斬りかかる。

　それに対して、パリンクロンは増えた腕を触手のように伸ばして、僕たちを捕まえようとする。その数は二桁に近く、その全てが鋭く速い。僕は剣で全てを払い切ったが、ライナーは魔法を足して強引に防御し、距離を取った。

「――《ゼーアワインド》!!　くっ、うぅ!!」

　近距離の触手に対して魔法を放ったため、ライナーは余波で自分も被害を受けた。

「ライナー!!」

「こっちは気にしなくていい！　いまは偶たま々たま敵が同じだけだってことを忘れるな！　あんたはパリンクロンだけに集中しろ!!」

　ライナーは強がるが、仲間となってくれた彼を気にしないというのは不可能だ。

　なにより、いまのライナーの反応は、放置できないほどにおかしかった。先ほど見た高レベル高ステータスに見合わない動きだ。

　明らかにライナーは不調をきたしている。魔力の風を纏まとっているとはいえ、ここは『世界奉還陣』の中――身体の溶解レベルダウンは避けきれない。ワイスさんのおかげで上がったレベルを、いまも消耗しているのが『表示』でわかる。

　だが、その問題に対する解答を僕は持っていた。もはや、ある種の確信があった。

「ライナー！　使え!!」

　そう言って、手に持った『アレイス家の宝剣ローウェン』を後方のライナーに投げる。

「これはローウェンさん……!?」

　それを宙で器用に受け取ったライナーは、剣の刀身を見つめて呟いた。その瞬間から、ライナーを蝕むしばんでいた『世界奉還陣』の影響が消失する。『理を盗むもの』の加護によって、身体の溶解レベルダウンが止まったのだ。

　予想通りだ。そして、なにより重要なのは、『地の理を盗むもの』の魔石を手放したはずの僕も身体の溶解レベルダウンをしていないこと。

　――やっぱり。

　ローウェンがいなくても、僕は『世界奉還陣』の影響を受けない。

　マリアがいなくなり、ここにある『理を盗むもの』の魔石は『地』と『闇』の二つしか残っていないと思っていた。けど、そうじゃない。ここには三つ目の魔石がある。

　いや、三つどころか、もしかしたら――!!

　希望が出てくる。戦闘の勝機だけでなく、闇の中に光があることも見つける。そして、『アレイス家の宝剣ローウェン』を受け取ったライナーも顔に笑みを刻む。

「ローウェンさん！　お願いします！　あの日の続きを教えてください!!」

　水晶の剣が輝いた。さらにライナーは剣に風を纏わせ、彼本来の双剣となる。

　僕も『クレセントペクトラズリの直剣』を握り締めて、負けじとパリンクロンの触手を斬っていく。

　そして、後ろから先ほどとは全く動きの違うライナーが加勢してくれる。

「ジーク！　助かった！　このまま二人で畳みかけるぞ!!」

「ああ、わかってる。合わせろ、ライナー!!」

　僕とライナーは声を出し合い、三つの剣が以心伝心の軌跡を描く。

　一瞬にして、パリンクロンの触手が大量に地面へ落ちた。敵の迎撃が緩み、やっと僕は距離を詰めることに成功する。

「パリンクロン!!」

　宿敵を前に、喉が勝手に名前を叫んでいた。

「ははっ、他人を心配する余裕もあるか！　いい顔してるぜ、少年！　やはり、もう完全に『第二十の試練』は乗り越えてるなぁ！　まあ、確認するまでもなかったことだがな！　これで守護者ガーデイアンとしては、戦闘を終了させないといけないわけだが……そのつもりは俺にない!!」

　僕の放った剣が黒い刃に防がれ、一瞬だけ互いの動きが静止する。その短い時間を狙って、パリンクロンは斬られて減った触手の数を増やす。肩や背中から黒い液体の腕を伸ばして、また僕たちに襲い掛からせる。

「ああ、関係ないな！　大事なのはここにいる俺たちだからだ！　迷宮なんて知ったことかよ！　『世界奉還陣』も『千年前の記憶』も過去で！　『守護者ガーデイアン』も『使徒』も部外者！　ここにいるのは、いまを生きるパリンクロンだ！　少年だ！　俺は俺として戦っている！　戦えている!!」

　その多腕による黒い刃で、続くライナーの剣も弾はじく。

　わかっていたことだが、ワイスさんのおかげで強くなったのは僕とライナーだけじゃない。平等にパリンクロンも、以前とは違う力を得ている。

「――は、ははっ！　あはっ、ははハはハははハハハッ!!」

　パリンクロンは笑いながら黒い刃を振り回し、同時に四方から黒い触手を襲い掛からせてくる。いくら斬り払えども敵の手数は一向に減らない。その上、途中からパリンクロンは防御を放棄し始めていた。腕を足を、ときには胴体も斬られながらも前へ前へと出てくる。その傷を潤沢な魔力で修復し、僕たちの体力を削ってくる。

「このっ、気持ち悪い――」

「おまえは邪魔だ！　ハインの弟ぉ!!」

　パリンクロンは複数の触手を一つにまとめて幹のように太くした。それを鞭むちのように払って、ライナーを吹き飛ばす。そして、僕たちの分断に成功した瞬間、光に吸い寄せられる蛾がのように、狂おしそうな顔で僕に急接近してくる。

「――魔法《氷結アイスフラ剣ンベルジユ》!!」

　弱点である冷気を剣に纏わせ、パリンクロンの肢体を斬りに行く。一度完全に凍ってしまえば、『闇の理を盗むもの』といえども致命傷だ。必ず敵は戦法を変えるはず――という僕の浅い考えは裏切られる。

　パリンクロンは心臓部の胴体を貫かれ、凍らされながらも前へ進んできた。

「ははっ、捕まえたぜぇ!!」

　虚を突かれた僕の腕を摑つかむ。

「このっ、放せ！　パリンクロン!!」

　咄とつ嗟さに振り払おうとするが、パリンクロンは腕の形状を変えて、軟体動物のように絡み付かせてくる。絶対に放すつもりはなさそうだ。いや、放さないどころか、このまま侵入するつもりだとわかる。

「俺の勝機はここだ！　少年の固有スキルを暴発させる!!」

　その言葉と共に、ぞわりとパリンクロンの魔力が入り込んでくる。

　それを追い出そうと全身の魔力を総動員させるが、『闇の理を盗むもの』の力は重かった。ただ魔力を入り込ませようとしているだけではない。パリンクロンは『世界奉還陣』を利用して、自分を『代償』にして、命を削って、最後の闇魔法を発動させようとしている。防御を捨て、捨て身となったパリンクロンの底力を感じた。

「俺の全てを、いま賭ける！　届け！――魔法《哀哭するヴアリアブ仔の闇ル・カーズ》!!」

　精神干渉の魔法が発動する。火かき棒で身体からだを搔かき混ぜられるような錯覚と共に、視界が途端に暗くなる。元から戦場は暗かったが、この暗さは別ものだ。《ディメンション》から得られる情報にも黒いカーテンがかかっていく。それは過去にティーダから受けた状態異常『暗闇』と同じ効果だった。

　もちろん、それだけではない。多種多様な状態異常が引き起こされる。

『毒』のように息苦しくなり、『沈黙』のように喉は張り付き、『麻ま痺ひ』のように身体は痺しびれる。そして、『恐怖』で身体が震えているというのに、『高揚』で身体が熱い。

「くっ、うぅ!!」

「持ち直したとはいえ、少年の心の隙は死ぬほどある！　もう一度、あの暴走を引き起こしてやれば、それで俺の勝ちだ!!」

　視界がちらつく。思考が揺れる。言語を理解できなくなり、世界の『認識』の仕方がわからなくなる。頭の中の優先順位がシャッフルされ、大切なものを忘れてしまいそうになる。ようやく手に入れた強がりさえも、闇の中へ呑まれそうになる――

　当然、スキル『？？？』が這はい寄ってくる。

　だが、すぐに追い払う。スキル『？？？』が発動すれば、いま胸の中にある大切な想おもいを失ってしまうかもしれない。だから、状態異常を抱えたままでも、戦おうとしたとき――ワイスさんの言葉が頭に蘇よみがえる。

『妹は見つけられますよ』『全てのスキルを使ってください』『あとは恐れず先へ進むだけ』

　まるで、この状況を見越していたかのような遺言だ。

　思考が纏まらない。感情の奔流が止まらない。

　だから、僕は――！

「ぅうぅァアッ！　ワイスさんは信じてくれた！　なら、僕はっ、僕はァアア――!!」

　その信頼に応え、僕もワイスさんを信じる。

　そうすることが彼女の弔いになると思い、願い、叫んだ。

　咆ほう哮こうで勇気を奮い立たせ、忌避していたスキルの封印を解く。

　自動ではなく任意で、いま、『？？？』を発動させる。





【スキル『？？？』が暴走しました】

　いくらかの感情と引き換えに精神を安定させます

　混乱に+1.00の補正が付きます






「――っ!!」

　時が止まったかのように心が静止する。あんなにも荒れ狂っていた感情の湖が微動だにしなくなる。思考が澄み渡り、狭まっていた視界が広がる。

　スキル『？？？』が僕を死なせないため、心が最適化したのがわかる。

　まさしく『調整』と言うべき状態だった。

　だが、間髪容いれずにパリンクロンの魔力が侵食を再開する。

「ははっ、そうくることはわかってたさ！　だが、まだ俺の魔法は終わってない！　すぐに、その先へ落としてやるぜ!!」

　スキル『？？？』の発動を読んでいたパリンクロンは、前もって用意していた精神魔法で畳みかけようとしてくる。

「その先……？」

　パリンクロンの言葉に僕は反応する。

　スキル『？？？』の発動で何かが劇的に変化した気はしない。戦意が薄れてきてしまったが、致命的というほどでもない。ワイスさんの確信的な物言いに見合うものは感じない。もしかすると、ワイスさんの言う『全てのスキル』とは――

「――魔法《哀哭するヴアリアブ仔の闇ル・カーズ》!!」

　パリンクロンの命を燃やすかのような魔法によって、濁流のごとく精神干渉の波が押し寄せてくる。湖に巨石が投げ込まれたかのように、また感情は荒れ狂い始める。

　せっかく整った思考が、ぐちゃぐちゃに搔き乱されていく。

　腕を摑まれた時点で、もはやスキル『？？？』の連続使用は避けられなかった。

　あらゆる状態異常が身を蝕み、何も考えられなくなる。

　けれど、不思議と怖くはなかった。

　何も考えられないからこそ、闇の中の光をはっきりと感じられる。

　ワイスさんの言う『全てのスキル』――おそらく、その中にはスキル『？？？』の終点である『払い戻し』も含まれていると、僕は直感で理解していた。





【状態】混乱8.87






『状態』欄に並んでいた全ての異常は、混乱に変換された。あと少しで、混乱は10.00に達する。それでも僕は、恐れずにスキルを任意で連続発動させる。

「発動しろ！　持っていくなら、全部持っていけぇえええ――!!」





【スキル『？？？』が暴走しました】

　いくらかの感情と引き換えに精神を安定させます

　混乱に+1.00の補正が付きます

【スキル『？？？』が暴走しました】

　いくらかの感情と引き換えに精神を安定させます

　混乱に+1.00の補正が付きます






　そして、その混乱の値が――





【状態】混乱10.87






　10.00を超える。そして、いつかの『表示』が視界を横切る。





【スキル『？？？』が暴走しました】

　混乱が10.00に達し、スキル『？？？』の限界を超えました

　溜たまった混乱が、元の感情となって『払い戻し』されます






　――全てが払い戻される。

　利子を足された全てが、戻ってくる。溜まっていた悪感情と記憶。絶望、孤独感、焦燥、屈辱、ストレス、不快感、恐怖、汚染。そして、恋心が戻る。

　それは心が壊え死しするに十分な致死量を超える感情の集合だった。

「くっ、うぅ、ぅううあああアアア[image: ][image: ]ア[image: ][image: ]――!!」

　以前と違い、身構えてはいた。二度目ならば耐えられるはずだと、少なからず希望を持っていた。けれど、スキル『？？？』の『払い戻し』はあざ笑うかのように僕の心を崩す。慟どう哭こくを強制される。





【スキル『？？？』が暴走しました】

　いくらかの感情と引き換えに精神を安定させます

　混乱に+1.00の補正が付きます

【スキル『？？？』が暴走しました】

　いくらかの感情と引き換えに精神を安定させます

　混乱に+1.00の補正が付きます

【スキル『？？？』が暴走しました】

　いくらかの感情と引き換えに精神を安定させます

　混乱に+1.00の補正が付きます






　当然、その感情を抑えるために、またスキル『？？？』は発動する。

　このままでは『払い戻し』のループが始まってしまう。

　それは絶望の連鎖による死への一方通行だ。

　すぐに身体への影響は出てくる。息苦しさを超えて、呼吸が止まる。全細胞が絶望し、生きることを止やめようとする。眩暈めまいと寒気が同時に襲い、両足が震える。傷なんて一つもないのに、幻痛で身がよじれる。聖誕祭の最後と同じ苦しみが蘇ってくる。

　苦しい。

　死ぬほど苦しい――!!

　強がらないといけないのはわかっている。強くならないといけないのもわかっている。

　けれど、心が弱り、折れそうになる。

　やれることは全てやっている。心に関わるスキル『感応』も『並列思考』も使っている。

　それでも、まだワイスさんの言う全てのスキルには『何か』が足りない。

『何か』を探さないといけない。

　けど、その『何か』とは何だ――、何なんだ――!?

　その間も、苦しみは加速する。

　苦しい。苦しい苦しい苦しい――！

　苦しくて、気が狂いそうだ！　いまにも喉を搔き切ってしまいそうになる！

　耐え切れず、僕は膝を突いてしまう。

「や、やったのか……？　よし！　か、勝ったぜ！　カナミの兄さんに競り勝った!!」

　パリンクロンの声が聞こえた。意識は途切れかけ、その声がとても遠くに感じる。

　とても近いはずなのに声は遠い。

　死だけが身近に感じられ、世界を遠くに感じてしまう。

「あとは止とどめを刺すだけ――」

「やらせるかぁあああああ！　パリンクロン!!」

　パリンクロンが僕に黒い刃を向けたとき、ライナーが間に割って入る。

　そして、僕の身体を巡って、二人は戦いを繰り広げ始めた。黒い液体が躍り、ライナーは二つの剣を使ってそれを防ごうとする。だが、パリンクロンの捨て身の攻撃は苛烈だ。黒い液体の付着を、ライナーは避けられない。

「ハインの弟！　邪魔をするなと言っている！――魔法《哀哭するヴアリアブ仔の闇ル・カーズ》!!」

「くっ、ローウェンさん――いや、僕を上書きしろ！　『ルフ・ブリンガー』!!」

　宝剣ではなく魔剣が輝く。パリンクロンの黒い液体に侵食されるのを、双剣から漏れ出る紫色の霧が弾はじいた。

　ライナーは僕と違って、そう易やす々やすと精神攻撃に屈しない。

　心を攻撃するパリンクロンに心の強いライナー。二人の戦いは拮きつ抗こうしていた。

　だが、それに介入することはできない。いまも『払い戻し』のせいで、身体からだは痙けい攣れんしっぱなしだ。身体を動かせば、それだけで激痛が走る。

　いまの僕にできるのは、この戦いを見続けることだけ――

「いつまで呆ほうけてる、ジークッッ!!」

　などという怠慢が許されるはずはない。

　ライナーは僕を呼んだ。他の仲間たちと違って、彼はこちらの苦労などお構いなしだ。死んでも立ち上がれとせっつく。

「まだまだ終わりじゃないだろ！　あそこまで格好つけておいて、リタイアするつもりか！　そんな情けない姿を見せていいのか!?」

　ライナーの声が聞こえるほうに僕は目を向ける。しかし、眼球を数ミリ動かしただけだというのに、目を潰されたかのような激痛が走った。

　痛みで身体を倒しそうになる。だが、それでも許さないと叱しつ咤たの声は届く。

「立てよ、ジーク！　男だろうがっ!!」

　まるで耳元で怒鳴られたかのような錯覚がした。

　身体の激痛を打ち払うことはできずとも、強がる意味を見み出いだすに十分な一言だった。

　男だから立ち上がれ――そのとても単純でありきたり過ぎる理由こそ、僕に必要なものだったのかもしれない。小難しいことばかり考えすぎて、当たり前のことを忘れかけていた。僕は力を身体に入れ直して、ふらつきながら立ち上がる。男として恥ずかしくないように痛みと闘い、言い返す。

「ぁ、ぁあ……。わかってる……。そのくらいわかってる、ライナー……!!」

　そして、気の遠くなるような激痛の中、僕は思考を再開させる。

　ワイスさんは全てのスキルを使えと言った。

　何かしらの確信を得て、そう言っていたのは間違いない。死の間際、彼女は間違いなく、僕にはわからない『何か』を見つけていた。

　それを信じて、僕はスキル『？？？』と『払い戻し』を解放した。使えるスキルは全て使っているつもりだ。

　ならば、残っているものは何だ？　何をすればいい？

　ここにあるものはパリンクロンとライナー。

　そして、闇と光のみ。あと残っているのは――

「ジーク！　もし魔力が足りないのなら、あんたも『世界奉還陣』を使え！　ワイスさんやパリンクロンのように!!　あんたならできる！　いや、これは元々、あんたのためにある魔法陣なんじゃないのか!?」

　思考の途中、ライナーの声が聞こえてくる。

　……『世界奉還陣』を僕が使う？

　それはつまり、パリンクロンと同じスキル『呪術』を使うということだ。確かに、この魔法陣に干渉できる可能性はある。あの千年前の記憶が正しければだが、この『呪術』は僕のものだ。

　すぐに次元魔法《ディメンション》を発動させる。そして、ワイスさんの真ま似ねをして、身体を溶かすつもりで、その魔力を『世界奉還陣』の中に侵入させる。

　だが、すぐに後悔する。全身を寒気が襲った。

　それほどまでに、そこは余りに広く暗かった。まさしく深しん淵えんと呼べる世界が、地面に張られた『世界奉還陣』の下には広がっていた。

　そこには数え切れない『理ことわり』と『記憶』と『力』が満たされていた。

　およそ人が耐えられる空間ではない。

　宇宙をも超えていると予感させる広大な空間が、僕の心を蝕むしばむ。

　痛みを超えて、身体が凍え出す。さらに冷たさを超えて、感覚が失われていく。

　いまの状態でこれを理解するのは無理があった。たとえ体調が万全だったとしても、この空間の一端を摑つかめたかさえ怪しい。

　僕が『世界奉還陣』の利用を諦めかけたとき、声のような振動を感じた。

「――――っ」

　その空間に空気なんてものはない。震えるはずがない。

　だというのに、それを僕は声だと感じた。

　他に何もない世界だからこそ、その声をはっきりと感じることができた。

　なぜか、身体が勝手に答えようとしていた。

『あなたは捜すだけで、彼女を呼びましたか？』

　もう一つのワイスさんの言葉が思い出される。

　息が止まりそうになる。辿たどりついた答えに、辿りついた名前に、胸の鼓動が速まる。

　なにせ、いま荒れ狂っている悪感情の中には恋心といった他者への過度な想おもいも混ざっている。ラスティアラへの恋心だけでなく、スキル『？？？』によって失っていた妹への想いも返ってきている。だから、喉の奥から、熱いものがこみあげてくるのは必然だった。

　そして僕は、その熱い想いのままに、懐かしい名前を紡ぐ。

「ひ、陽滝……？」

　その名を呼ぶ。

　ただそれだけのことで、『世界奉還陣』の世界が強く震える。震えて震えて、その振動は、とある声となる。

「――、――――っ？」

　このとき、僕はワイスさんの言っていた意味を正しく理解した。

　僕は世界の隅々まで届くように叫ぶ。

「陽ひ滝たきっ――!!!!」

　迎えにいくのではなく、僕は妹の名を呼んだ。

　心の余裕なんて、もはやない。身体に残っている力だって少ない。

　激痛で感覚は壊れかけ、意識は途切れる寸前だ。

　いまにもスキル『？？？』による三度目の『払い戻し』が起こってもおかしくはない。

　けれど――、それでも、僕は叫ぶ。

「陽滝!!　僕はここだ!!　聞こえているのなら、返事をしてくれ!!　僕はここにいる!!」

『世界奉還陣』との『繫がり』を強め、広大な世界を捜す。

　いつかの過去のように、どこまでも捜して捜して捜して――捜し続ける。

　そして、返ってくる声。

「――にい、さん――？」

　僕は耳を済ませていた。

　どこから聞こえてくるのかを確かめるため、全神経を集中させていた。

　だから、わかった。

　気づいた。

　その声がどこから聞こえているのか――

　間違いない。

　声は、僕の中から聞こえた。

　僕の中から声は発され、『世界奉還陣』の中を反響していた。おそらく、ここでしか聞こえることはなかったであろう。それほどまでに、その声は弱々しくか細かった。

「陽滝!!　僕もここにいる！　いるんだ！　陽滝ぃいいいいいイイイ――――!!!!」

　その叫びに呼応して、世界が歪ゆがんでいく。

　パリンクロンとライナーの戦いから意識は遠ざかる。

　時間という概念と切り離されていく。

　そして、僕は『世界奉還陣』の中で全ての答えを見つける。

　ここに答え合わせのための『記憶』があった。僕の中にある『記憶』と全く同じものが大地に刻まれている。結末の続きがここにはある。

　続きを僕は見る。

　千年の時を越えて、僕は思い出す。

　今度はアイドの魔法でも、パリンクロンの罠わなでもない。

　自分の力で手繰り寄せた『記憶』。

　たゆたっていた真実を確定させる『記憶』を、やっと僕は手に入れる。

　陽滝が僕の中にいる理由を知る。





◆◆◆◆◆






『記憶』の旅が始まる。

　それは以前の回想の続きだ。

　真っ黒に染まった空の下。生きるもの全てが死滅した荒野で、『始祖カナミ』と『聖人ティアラ』は向き合っていた。以前はここで『記憶』は途切れてしまった。

　つまり、まだ僕は始祖カナミが死んでいるところをはっきりと見ていないのだ。

　だから、僕は知りたいと願う。

　始祖カナミとティアラが向かい合ったあと、その続きの物語を見たいと願う。

　その想いに応えるかのように、いま回想が再開される。

　――千年前の戦いの本当の結末が始まる。

　向かい合っていた二人の距離が少しずつ近づいていく。そして、いくらかの口論の末、壮大な戦いが始まる。先のマリアとパリンクロンの戦いのような、大地すら崩壊させる出で鱈たら目めな戦いだ。

　それはいい。その戦いの規模は予想通りだ。

　いま大事なのは、戦闘の詳細でなく、その戦闘中の口論の内容だ。

　ずっとティアラは叫び続けている。

「――師匠！　もう大丈夫！　陽滝姉は生きてる！　もう戦わなくてもいいの！　見て！　いま私が持っているものを見て!!」

　ティアラは陽滝の生存を主張し続けていた。

　おそらく、これこそがパリンクロンの隠し続けていた真実。いまのティアラの叫びは、あいつの発言の全てを覆す主張だ。

　もちろん、向かい合う始祖カナミは、それを易々と信じようとしない。

　僕だって、まだ信じられない。

　荒れるがままに始祖カナミはティアラを追い払おうとする。

　しかし、ティアラの説得が続くにつれ、少しずつ怒りが中和されていく。希望の光を見つけてしまい、身体から戦意を失っていく。その果て、始祖カナミは膝を突いて泣き出してしまった。子供のように。

　――ああ。つまりはそういうことなのだ。

　この戦いの結末は単純。

　ティアラが始祖カナミの説得に成功したことで、戦いは終わったのだ。世界で一番心優しい討伐方法によって、『英雄』が『化け物』を倒してみせたのだ。

　それだけの希望がティアラの手の中にはあった。

　それはサファイアのように美しい青の魔石。

『表示』させるまでもなく、それが『水の理を盗むもの』の魔石であるとわかった。おそらく、世界で唯ただ一人僕だけが、それを一目見て理解できる。

　ここで少しだけ『記憶』の時間が加速する。

　その魔石が『水の理を盗むもの』であることを証明する時間まで、回想は進められる。いままでと違い、僕は強制的に見せられているのではない。今回は僕が見たいところを選ぶことができる。

　そして、真っ黒な戦場で泣き続ける始祖カナミの姿は搔かき消え、この戦争の次の時代に移る。大陸の戦争は終わり、存在していた登場人物は徐々に少なくなっていき、世界がエピローグに入っていくのがわかる。

　そのエピローグの中、始祖カナミは戻ってくる。

　あの懐かしき城へ。ティアラに手を引かれて帰る。『記憶』の中では慣れしたしんだ大きな城。ただ、帰ってきたときにはもう、城は埃ほこりまみれだった。随分と長い間、誰も使っていないことがわかる。そこに二人は帰り――そして、その後ろにはもう一人――『見知らぬ子供』もいた。

　ティアラは以前と同じ姿だったが、始祖カナミの姿は酷ひどいものだ。ほぼ『化け物』となってしまった身体からだを抑えるため、いくつもの魔力錠と鎖によって雁がん字じ搦がらめになっている。びっちりと魔術式が書き込まれた布でぐるぐる巻きにされており、とどめに魔法の束縛までされている。まさに会話しかできない状態だ。

　そして、三人目の『見知らぬ子供』。パッと見たところ、ただの子供が襤ぼ褸ろ切れを纏まとっているようにしか見えない。ただ、その幼い顔には、パリンクロンとシアの面影があるように見える。この子供こそ、例の使徒レガシィなのかもしれない。

　その子供はカナミの傍そばにくっついたまま、離れようとしない。少しティアラを睨にらんでいるような気がすることから、この場の人間関係を察することができる。

　三人は例の城の大広間で話し合う。

　始祖カナミはティアラからもらった希望の詳細を確かめていた。

「――つまり、『魂』の抽出に成功したってことか……？　で、その魔石が陽滝だって、おまえはそう言うんだな……？」

「うん、そういうこと。だから、まだ陽滝姉は死んでない。生きてるよ」

　ティアラは断言し、青く輝く魔石をカナミに見せる。

「って言っても、この『水の理を盗むもの』の魂は魔石の中で眠っている状態なんだ。やっぱり、一度師匠に心臓を貫かれた記憶があるせいか、身体も魂も仮死状態に近いね。ちょっとやそっとじゃ目の覚めない眠りだよ」

「仮死状態か……。いや十分だ。あの状態から、ここまで巻き返してくれたんだから」

　僕は心臓を貫かれたというのに仮死状態で済んでいることに驚く。

　が、すぐに思い直す。二人は陽滝を『水の理を盗むもの』と言っている。つまり、いまのパリンクロンやローウェンと似た状態なのだろう。

　心臓を貫いてモンスター化した彼らと、陽滝は同じ状況に陥ってしまった。けれど、ティアラはその状態から『魔石たましい』だけを抜くことに成功したということだ。

　千年前といまとでは状況が違うものの、その認識で大体は間違いないはずだ。

　そのティアラの偉業に始祖カナミは感謝する。

　薄らと涙を流すほど、感情がこもっていた。

「ありがとうな、ティアラ……。本当にありがとう。僕たちを最後まで見捨てないでくれて……」

「へへー、私に諦めるなんて文字はないんだよ！」

「本当にありがとう……」

　何度もお礼を言う始祖カナミに、ティアラは頰を搔く。

「もういいからさ！　それよりもこれからのことだよ！」

　照れてしまったティアラは話を打ち切る。

「そ、そうだなっ。これからがもっと大切だ。もう二度と失敗はできない。『次』は絶対に陽滝の回復を成功させるぞ」

　こうして、ティアラと始祖カナミは和解し、『次』のことを話し始める。

　魂を抽出する術式を教わり、それを使って『相あい川かわ陽滝』復活の計画を詰めていこうとしていた。その単語の一つ一つが、聞き覚えのあるものばかりだった。

『次』とはつまり、千年後の世界。いまの僕たちが生きている世界のことだ。

　ここから千年後に繫つながるのだと確信させる話し合いは進み、最後に始祖カナミは計画の概要を説明し始める。

「――よし、大体決まった。ティアラ、僕の考えた計画はこうだ」

　技術的なものの提供はティアラがしたものの、主導は始祖カナミだった。やはり、そこは向き不向きがあるのかもしれない。いつかの師弟関係へ戻ったかのように、ティアラは目を輝かせて始祖カナミの現代人的な発想アイデイアを聞く。

「まず他の『理ことわりを盗むもの』たちの『魔石たましい』も抜こう。そして、その全ての魔石を使って、陽滝の身体の限界値を引き上げるんだ」

「……えーっと、つまりモンスター化が進まないように、魔力の受け皿を――器を足すんだね。ふんふん、それで？」

「器の広がった陽滝の身体を『最深部』まで連れていって、世界の魔力を全て注ぎ込む。そうすれば、『化け物』のもう一つ上の次元まで昇華できて、この特殊な仮死状態ごと陽滝の病も完治できる。……理論上はだがな」

「う、上の次元ー？　全ての魔力を集めるって、それシス姉の計画通りじゃない？」

「でも、それしかない。陽滝が死ぬという『理』を超えるには、それくらいのことは必要なんだ。……やっぱりシスの言っていた治療は、成功さえすればだけど、完璧なものだったんだ。いまになってだけど、そう思う」

　千年後の話とはいえ、その全てを理解することはできない。

　カナミは理論上と言っているが、それは異世界の『魔法理論』なのだろう。この時代では『理』や『最深部』という言葉は共通認識なのかもしれないが、いまの僕にはぴんとこない。

「というかさ、『理を盗むもの』たちはみんな大陸に呑のまれたよ……？　どんなに頑張っても、あと三つしか集まらないと思うけど……」

「ああ。だから、大陸に呑まれた『魔石』を『想起収束ドロツプ』させるシステムを考えてある。ついでに、この世界の『最深部』へ続く道も簡単に拓ひらける方法でもあるぞ。ふふっ、とうとうあの計画を再起動させるときがきたってわけだ……！」

「ん？　あの計画って？」

「忘れたのか？　結構前に話しただろ？――『迷宮』だ」

　にやりとカナミは笑った。身体は『化け物』のように醜くなってしまったが、その笑みは子供のように純真だった。

「少し調子が戻ってきたね、師匠」

　それをティアラは喜ぶ。

「手伝ってくれ、ティアラ。『迷宮』にはおまえの考えた魔石を抜く術式を施すつもりだ。この『迷宮』が完成すれば、きっと陽ひ滝たきは復活できる」

「んー、でもまだまだ問題は残ってるよ？　世界の魔力を陽滝姉に集めさせるって言っても、その『魔石たましい』は眠ってるし……。身体の方だって……その、あれだし……」

　ティアラは口を濁した。必死に言葉を選んだものの、結局上う手まい言葉は見つからなかったようだ。その様子から、魔石を抜かれた陽滝の身体の状態を察することができる。おそらく、いまの始祖カナミの姿より酷いのだろう。

「大丈夫。陽滝の身体は僕が動かす。世界の『最深部』まで僕が連れて行く」

　その言葉は、ぞくりと僕の肌を粟あわ立だたせた。もし、それが本当なら、いまの僕は――

「動かすって、どうやって……？」

「僕の『魔石たましい』を陽滝の身体に入れて、一時的に乗っ取ればいい。もちろん、そのときには陽滝の『魔石たましい』も入れる。『次元と水の理を盗むもの』の誕生――いや、合わせて『時空水流の理を盗むもの』にでもしようかな？」

「え、えぇっ？　師匠、死ぬつもり……？　いま陽滝姉の身体に何を入れても、『化け物』になるだけだよ？　何もできずに狂うだけだよ？」

「もちろん、その前に『魔力浄化レベルダウン』は行うさ。予定通り、いまの陽滝の身体は大陸へ呑みこませてレベル１に戻す。これは、そのあとの話だ。浄化に何年かかるかは、これから計算するけど……。とにかく、浄化の終わった陽滝の身体には、『水の理を盗むもの』と『次元の理を盗むもの』、二つの魔石を入れる。そして、魔石が二つある状態で今度こそ正しい手順で魔力を集めさせて、『変換』を行っていく」

「ん、んー、小難しいー……。正しい手順って、つまりどういうこと？」

「迷宮で、順序良く『理を盗むもの』の魔石をたくさん集めさせるってこと。そうすれば、魔力の器が大きくなって『化け物』になることもない。そして、最大レベルで『最深部』に着いたら、僕の『魔石たましい』だけ抜いて陽滝を起こす。それで完治した陽滝の完成だ。うん、これでいける。完璧だ」

「確かに、できるかもしれないけど……。うーん、穴が一杯な気がするなぁ……」

「わかってる。これは大方の方針ってだけで、穴はこれから詰めていくよ」

　ティアラは自分の気になったところを、次々と始祖カナミに聞いていく。

　二人による穴埋めは聞くだけで頭が痛くなった。この二人は千年後に伝説となる存在だ。その魔法構築力は神域に足を踏み入れている。

　そして、二人が慎重に意見交換を繰り返したあと、ティアラだけが眉をひそめる。

「――んー、ちょっと怖いかな。特に私が師匠の魔石を抜かないといけないってとこ！」

「安心しろ、ティアラ。もうおまえを置いていきはしない。こっちの身体は『最深部』にでも保存するさ。無事、『最深部』に辿たどりつけば、三人で仲良く再会だ。なっ、ハッピーエンドだろ？」

「成功すれば、だけどね？」

「絶対に成功させるさ。問題点は多いけど、時間さえあれば大丈夫。前向きにいこう。僕はおまえを信じてる」

「……うん。そうだね、師匠。前向きにいこう」

　壁は多い。もしかしたら、また失敗するかもしれない。

　それでも顔だけは上げていようと二人は笑い合った。

　二人は不安げだが、その様子から僕は希望を感じた。

　そう感じさせるだけの表情を二人は顔に張り付けていた。まるで自分のことのように、僕も顔が綻ぶ。――いや、自分のことで間違いはないのだろう。もう間違えはしない。

　この二人の話を聞き、多くの事実が覆った。

　そこへ三人目の声が挟まれる。

「話は纏まったかい？」

　明るい声を出す二人と比べると、少し暗い声。

　子供は顔に似合わない声で進行状態を確かめる。計画の穴埋めをほとんど終えた始祖カナミが子供に答える。

「ああ、纏まった。……これから千年かけて、陽滝の身体はレベル１まで浄化するつもりだ。そして、その身体に僕の『魔石たましい』を入れて、『迷宮』に『想起収束ドロツプ』される色んな魔石と魔力を集めさせながら『最深部』を目指す。弱体化は避けられないけど、ティアラも千年後に『再誕』する予定だから安心だ」

　その説明の補足をティアラは行う。

「こっちの『再誕』のほうは、私の『神聖魔法』と『鮮血魔法』で実現させるよー。私はレベルダウンするわけにいかないからねー」

「新しいスキルの準備だって万全。二つの魔石に直結させて作ったスキルだから強力だ。まだ名前は決めてないけどね」

「ふふー。陽滝姉を『最深部』へ連れて行くためのスキルだから、名前は何がいいかなあー。かっこいいの二人で考えてつけよー」

　計画が順調であることを二人は示し合い、笑顔で話を続ける。

　あとはハッピーエンドまで突き進むだけ。

　そう確信させる二人の表情だった。だが、一人だけ――

「――ん？　どうした、レガシィ？」

　カナミは子供の様子をおかしく思い、何か問題があるのかと聞く。

　それに対して、不安げな顔で聞き返す子供。

「カナミの兄さん。本当に、これで『終わり』なのかい？」

「ああ、これで終わりだ……。ここまで来られたのは、おまえのおかげでもある。ありがとうな、レガシィ」

「これで『終わり』……」

　たった三文字の言葉を繰り返す。

「これから千年後、僕は『最深部』に行って陽滝を助ける。それで僕の異世界での戦いは全て終わり。やっとハッピーエンドだ」

「全て『終わり』……」

　満足そうに語るカナミやティアラと反比例して、子供は酷ひどく不満そうな顔だった。

　何かが足りない。このままでは足りない。けれど、それが『何か』はわからない。

　虚無感に苛さいなまれているように見える。

　その感情の果てにあるものは、おそらく――

　ここでまた『記憶』の時間は加速する。

　僕の推測が正しければ、この使徒レガシィは裏切る。

　先ほどのパリンクロンの言葉が正しければ、それも漁夫の利を得る形で裏切る。

　十分な『記憶』の早回しが終わったところで、始祖カナミが戦争の終わった跡地で『迷宮』を作っている光景が見える。それはティアラが国と宗教を起こし、千年後の土台を興そうとしているところでもある。このとき、何もかもが上手く行っていた。

　始祖カナミの誤算は一つだけ。

　それは『迷宮』が完成して計画が始動する直前、背後からレガシィに刺されたことだった。レガシィは笑い、始祖カナミは叫ぶ。

「――あはっ、はははは！　はははっ！　カナミの兄さん!!」

「レガシィ……!?　おまえ！　どうして……!?　おまえぇえええ――!!」

　そのまま、最後の戦いは始まるが、不意を突かれたカナミに抗あらがう術すべはなかった。

　身体からだを移すために自らの『魔石たましい』を抜こうとしていたところだったため、力のほとんどを使うことができなかったようだ。レガシィの手腕は老ろう獪かいだったのだろう。長い時間を待ち、十分な準備を進め、これ以上ないタイミングで裏切った。

　そして、始祖カナミは計画を不完全なまま実行せざるを得ない状況に追い詰められる。

『迷宮』の完成は間近だった。あと少しの『ルール』を足すだけだった。『記憶』と『守護者ガーデイアン』に関する『ルール』を決め、『迷宮』や『スキル』の名前をつければ、それで終わりだった。だが、それは成されることなく、始祖カナミはレガシィと刺し違えたあと、『迷宮』に呑みこまれる。

　つまり、『迷宮』の『ルール』は、見事に芯だけが抜けていた。

　不完全な『迷宮』。不完全な『スキル』。不完全な『記憶』。不完全な『魂』。

　これがローウェンに「らしくない」と言わせた原因。

　僕が記憶を失っていた原因。

　レガシィが千年後に僕と繰り返し遊ぶために奪ったのだ。

　全ては、この不安定な『やり直し』の状況を千年後に作るため――

　そして、千年後。

　ただ、いまのぼくにとっては数週間前のこと。

　ようやく、時代が繫がる。

　暗い回廊の中、自分の作った迷宮で目を覚ます『始祖カナミぼく』。

　まるで、いま初めて異世界へ迷い込んだかのように、もう一度やり直す。





　――【召喚】お帰り、相あい川かわ渦か波なみ――






　その自分宛のメッセージを受け取った僕は、震え声をこぼす。

「な、なにこれ……」

　自分が作った『迷宮』だというのに、攫さらわれてきたかのように怯おびえる。

　次に、何が起こっているのかもわからず、半狂乱になって走り出す。

　その背中を僕は見送る。

　これ以上、『記憶』を追いかける必要はない。この先のことはよく覚えている。

　これで見たいものは全て見られた。千年前の自分と、いまの自分が繫つながった。

　ゆえに、そのスキルは役目を果たし発動する。

　ワイスさんの遺言通り、これで全てだ。





【スキル『？？？』が発動しました】

　過去を乗り越えたことにより、感情を取り戻します

　混乱を1.00解消します






　もう暴走ではない。僕の意志で使いこなす。

　僕は見つけた。このスキルの本当の役目を。

　手に入れた。このスキルの成り立ちの記憶を。

　いまこそ、このスキルに本当の名前をつけるべきときだ。





◆◆◆◆◆






　そして、僕は『記憶』の旅を終えて、帰ってくる。

『世界奉還陣』と『闇の理ことわりを盗むもの』によって、闇の光に呑のまれた世界。

　千年前の焼き直しのような戦場。

　ライナーがパリンクロンと戦っている後方で、膝を突いている僕。

　そう、『僕』――

　いまならば、はっきりと言える。

　僕は『相川渦波』だ。

　だが、厳密に言えば、それは少し違う。

　なにせ、いまの僕の身体はレベル１という『魔力浄化レベルダウン』を経験した『相川陽ひ滝たき』のものだ。さらに言えば、この身体の中には二つの『魔石たましい』がある。もはや、誰の身体で誰の人格かも定かではない状態だ。

　しかし、僕は僕だ。

　ワイスさんのおかげで答えを得た。やっと理解した。

「――ジーク！　目を覚ましたか!!」

　満まん身しん創そう痍いのライナーが僕の覚醒を察して、名前を呼ぶ。

　それに反応して、僕は立ち上がる。

『カナミ』ではなく『ジーク』という呼びかけに応える。つまり、別に『ジーク』でもよかったのだ。怯えることなく、ディアに『ジーク』と呼んで貰もらっても構わなかった。僕は『ジーク』でもあって『カナミ』でもあって、『千年前の始祖カナミ』でもあって『相川渦波』でもあって――極論、『陽滝』でもある。だから、好きな名前を言い張って使えばよかった。

　間違っているとわかっていながらも強がって押し通す。それが人として生きるということなのだろう。

『魔石人間ジユエルクルス』だけに限った話じゃない。

　誰もが自分を見失い、自分の名前すら疑うときがあるはずだ。鏡の前の自分が誰なのかわからなくなるときがあるだろう。特別、『魔石人間ジユエルクルス』はそこに陥りやすかっただけ。

　苦しいのは僕だけじゃない。きっと、世界中の誰もが強がって生きている。

　ワイスさんもライナーも、敵であるパリンクロンも、例外なく皆――

「は、ははっ……、あはははは……！」

　その答えに僕は笑った。

　笑うしかない答えだ。だから、最期のワイスさんも、あんなに明るかったのだろう。

「ああっ、なんで！　なんで、気づかなかったんだ……！　僕は『魔石人間ジユエルクルス』じゃない！　僕は僕だ！　今日までの戦いに意味はあったんだ！　ちゃんと！　そして――!!」

　視界を覆っていた不安という名の霧が晴れていく。思考にまとわりついていた猜さい疑ぎの暗雲が晴れていく。戦場はこんなにも暗いというのに、世界が明るくて仕方がない。

　世界の底のような大地を踏みしめ、暗闇の中で大きく息を吸う。

　息ができる。それだけで幸福感に包まれる。

　空気を美お味いしいと感じるのは初めての経験だ。

　心臓の鼓動が速まる。しかし、胸が張り裂けてしまうような怖いビジョンは浮かばない。生命が活性化している証あかしにしか思えない。身体の底から、力が漲みなぎってくる。

　震える胸を握り締め、僕は強く呟つぶやく。

「陽滝はいた！　僕の中に！　ずっと――!!」

　まさしく、生まれ変わったかのような気分だった。

　ワイスさんの言葉通りに、ピースは全て揃そろった。

　ずっと見えなかったものが見える。

　捜して捜して捜し続けた妹、陽滝の居場所――それは僕自身だった。

「ここにいたんだ！　僕は大切なものを、ずっと守ってたんだ!!　確かに聞こえた！　陽滝の声が、僕の中から!!」

　自らの腕で自らの胸を抱きしめる。

　心臓の音は一つだ。だが、重なっている。魂の鼓動が二つ聞こえてくる。

「ここには魔石が二つある！　僕自身の『次元の理を盗むもの』の魔石！　そして、陽滝の『水の理を盗むもの』の魔石！　二つあるんだ!!」

　目を見開き、地面に落とした剣を拾う。

　身体を蝕むしばんでいた倦けん怠たい感かんは、もう微み塵じんも残っていない。

　僕は魔力を漲らせ、すぐ傍そばまで這はい寄っていたスキル『？？？』に意識を伸ばす。

「そして、このスキルは感情を奪うスキルなんかじゃない！」

　このスキルの本質は感情の廃棄じゃない。これはレベルなんて張りぼての強さに頼らないために作ったスキルだ。どんなことがあろうと、陽滝を助けるのを諦めないがために作ったスキルだ。

　このスキルの本質は、おそらく『正しき成長』。

『魔力』や『魔石』による強化だけでは行き詰ると、過去の僕はわかっていたのだろう。

　力だけ強くなっては『化け物』と変わりない。それで過去の僕は大失敗した。

　だから、別の力に注目した。

　それはつまり、心の強さ――運命に抗う力――『数値に表れない数値』。

　始祖カナミは自分の心が弱いと痛感していた。『生まれ』と『運命』に屈しやすい魂だと理解していた。年下のティアラに助けられたとき、悔やみに悔やんだことだろう。

　未熟な自分には受け止め切れない感情が必ず存在すると、始祖カナミは確信していた。だから、それを受け止め切れるまで猶予を作るスキルを作った。

　つまり、これは『棄すてる』のではなく『乗り越える』ためのスキル。

　僕を死なせないためのスキルでもない。このスキル『？？？』は陽滝を死なせないためのスキルだった。未完成で名前すらついていない失敗作のスキルだけれど――これは確かに、陽滝を『最深部』へ送り届けるために作った僕のスキルだ。

　そして、いまこそ、このスキルに名を与えるときだと思う。

　名があるからこそ、魔法もスキルも真価を発揮する。

　名があるからこそ、心は躍り、想おもいが力となり、言霊となって世界に作用する。

　ならば、あとは僕の好きに考え、僕の好きに名を与えてやるだけでいい。

　僕は『迷宮の最深部を目指すもの』。

　妹のために、そう誓った。千年前も、いまも、それだけは変わらない！

　ゆえに、このスキルに名をつけるならば――!!




「いまこそ僕を導けっ！　スキル『最深部のデイ・カヴ誓約者エナンター』ァアアア――!!」




『最深部』に至ることを誓約した者と名づける。

　そして、千年の時を越えて名を獲得したことにより――スキルの『表示』は変わる。





【スキル『最深部の誓約者』が発動しました】

　過去を乗り越えたことにより、感情を取り戻します

　混乱を1.00解消します






　スキルによって隔離されていた感情が、次々と返ってくる。

　もちろん、その中には絶望、孤独感、焦燥、屈辱、ストレス、不快感、恐怖、汚染といった悪感情の数々が含まれている。

　けれど、その程度、いまの僕なら全てを乗り越えられる。

　記憶を失い、レベル１となって迷宮に迷いこんだ日、僕は多くのものを受け止め切れなかった。あの日の僕は独りだった。異世界を信じられなかった。怖かった。死にたくなかった。

　けど、もう大丈夫だ。いまやっと僕は、本当の意味で強くなったと自分で自分を褒められる。強がりは本物の強さに変わった。いま僕の中にある想い全てが本物だ。

　悪感情が心を埋め尽くしていったが、その全てを僕は叩たたき伏せた。

　そして、僕は動き出す。

　僕を守るためにボロボロになっていたライナーを助けるため、前に出る。

「ライナー、本当に助かった！　あとは僕に任せろ!!」

「遅いんだよ……！　ジーク……！」

　僕が動けなくなっている間、ライナーは一人でパリンクロンと戦っていた。いまも黒い刃と鍔つば迫ぜり合いをして、食い止めてくれている。

　ライナーの身体からだに負傷は少ないが、黒い液体が大量に付着している。僕が復活すると信じて、敵の魔法に耐え続けていたのがわかる。

　その信頼に応えるべく、パリンクロンに斬りかかる。

「ごめん！　けど、もう安心していい！　パリンクロンは僕が倒す!!」

　黒い液体が付着することなど気にせず、真っ直すぐ前へ進む。

『最深部のデイ・カヴ誓約者エナンター』がある限り、もはや精神魔法は脅威ではない。

　僕は二人の鍔迫り合いに加わり、押し負けかけていたライナーを助ける。

「――っ!?　はっ、ははっ！　少年、自力で戻ったのか!?　以前は精神魔法を何百もかけて、ようやく持ち直したっていうのによ!!」

　パリンクロンはスキル『？？？』の『払い戻し』から僕が帰ってくるとは思っていなかったらしい。驚きながら笑い、黒い刃で押し返そうとする。

「ああ、戻った！　そして、全部わかった！　おまえがどれだけ底意地の悪い隠し方をしていたかもな！　何が『魔石人間ジユエルクルス』だ！　誰でもないだ！　この大おお噓うそつきが!!」

「――っ!!　ああ、そういうことか！　何もかも知ってしまったのか！　ははっ、自信あったんだがな！　どうだった!?　なかなか面白い作り話だったろ!?　カナミの兄さん!!」

　僕の表情を見て、潔く噓うそであったことをパリンクロンは認める。

　それを僕も潔く賞賛する。

「ああ、騙だまされた！　本当に最低な噓だった！」

「上う手まくワイスに信じ込ませるところからの噓だ！　最後まで騙し通せる自信はあったんだがな！」

「だが、それもこれで終わりだぁあああ!!」

　僕は心身の一致した身体から、魔力を溢あふれさせる。長い不調が噓だったかのように、泉のごとく魔力は湧く。

　併せて、隣のライナーも身体に魔力を漲らせる。

　僕の宣言を聞き、ライナーは戦いの終わりを感じ取ったのだろう。搾り出すように全ての魔力を『アレイス家の宝剣ローウェン』に集中させた。

「ここで全てを出し切る！――ローウェンさんッ!!」

　名を呼ばれ、ドクンッとライナーの持つ魔石が脈動する。

　双剣が『地の理を盗むもの』の水晶によって包まれていく。

　剣の質量が増していくことで、拮きつ抗こうしていた鍔迫り合いが傾いていく。何者にも侵されない水晶が、黒い刃を斬り裂こうとしている。

　当然、パリンクロンも黙ってはいない。

　同じように黒い刃の質量を増して対抗しようとする。

　しかし、それは僕が許さない。

「その全てを凍らせる！――陽ひ滝たきッ!!」

　名を呼ばれ、ドクンッと僕の持つ魔石も脈動する。

　パリンクロンの刃を強化しようとする黒い液体が『水の理ことわりを盗むもの』の冷気によって凍らされていく。黒い刃の質量は増すどころか、氷結によって強度を損なった。当然、水晶の双剣の切れ味に耐えることができず、黒い刃は砕け散る。

「行けええっ、ジークッ!!」

　同時にライナーの剣を覆っていた水晶も砕け散る。

　文字通り、全てを出し切ったのだろう。その一撃を最後にライナーは限界を迎え、散る水晶と共に地面へ倒れた。

　二つの魔石の力により、パリンクロンは黒い刃を失った。もはや、パリンクロンに防御する術すべはない。それでも僕は万全を期して、全力の斬撃を繰り出す。

「凍れっ、パリンクロン！――魔法《氷結アイスフラ剣ンベルジユ》ッッ!!」

　氷の剣がパリンクロンの胴体を袈け裟さ斬りにしながら、傷口を凍らせていく。その冷気は敵の身体を芯から凍らせ、全ての自由を奪っていく。

　修復など絶対にさせない。その冷気には『水の理』が含まれている。

　――【世界を停止させる】という『理』だ。

　パリンクロンの流動する液体全てが停止していく。命の脈動すらも止める冷酷な魔力が、身体を侵食し尽くした。

　そして、僕が氷の剣を振り切ったとき、身体のほとんどが凍りついていた。

　その氷結は通常のものとは違う。ただ、凍らせるだけの氷結ではない。

　凍らせたのは物質以外のものも含む。空間と時間。そして、魔力を停止させた。それが『水の理を盗むもの』の真価であり、氷結の極致だ。

　その反則的な一撃を身に受けたパリンクロンは、大きく後逸する。

　自分の身体の異常を理解し、笑い出す。

「……は、ははっ、なんだこれ。修復されないどころじゃねえな。魔力がぴくりとも動かねえ。魔力が使えないとか……。卑ひ怯きよう過ぎるだろ、こんなの」

　魔力が動かないというのは、この世界では致命的だ。魔力がステータスを形作り、魔力で魔法を構築する。それを封印されてしまえば、子供以下の身体能力しか残らない。

　僕は勝利を確信した。パリンクロンも敗北を確信し、

「……ああ、くっそ。もう無理か。……レガシィ、ティーダ。……負けみたいだぜ？」

　自分の中に潜む使徒と守護者ガーデイアンに確認を取り始める。

「はあっ、はあっ……！」

　一方、僕は肩を揺らす。過去最高の氷結魔法によって息が切れていた。

　最後の鍔迫り合いは、余裕の圧勝だったわけではない。ライナーが無理をしてくれなければ、ここまで完璧にパリンクロンを斬ることはできなかっただろう。

　いい勝負だった。どちらに勝負が傾いてもおかしくはなかった。

　だからこそ、パリンクロンは顔を歪ゆがませる。

「で、残った感情これが、俺の本心ってわけか……。ははっ、思ったより悔しいなあ……。ああ、悔しい。すげえ悔しいぜ……」

　初めて見るパリンクロンだった。

　そして、その彼の悔しさを表現するかのように、足元の黒い地面が震える。

「ああ、負けたくねえ。何をしてでも、負けたくねえ」

　同じ言葉をパリンクロンは繰り返す。

　その表情から危険を感じ、僕は剣に力をこめ直す。

「……今度は遊べたから『未練』は晴れた？　戦って満足？　いい戦いだった？　勝敗が全てじゃない？　結果よりも過程？　楽しいことが大事？――ハア？　違うだろ。戦うってのはそうじゃないだろ……！　戦うのはなんでだっ！　譲れないものがあるからじゃないのかっ!?」

　どれだけパリンクロンが呪じゆ詛そを呟つぶやこうと、もはや魔力はぴくりとも動かない。

　モンスターの召喚も、四肢の修復も、液体の操作も、魔法構築も、何もできない。

　下手をすれば、そこらの子供にも負ける状態だろう。

　だというのに、その戦意は衰えるどころか、なお燃え上がっていく。

「いまやっと、はっきりわかったぜ……！　ああ、偶たま々たまちょっと願いが被かぶっていただけなんだ！　全部誤解だ！　俺はおまえらよりも、ずっとずっと欲深い人間だった！　戦うだけじゃなくて勝ちたい！　カナミの兄さんと遊ぶだけじゃなくて、超えたい！　ああっ、そうだ！　俺は誰にも負けないってことを証明するのが俺の目的！　俺の望みだった！　俺は遊びで戦ってたんじゃない！　ずっと勝つために戦っていた!!」

　その熱風にも似た戦意を浴び、僕は悪寒を感じる。

　ワイスさんの示した道を突き進み、完全勝利を手にした。それは間違いない。

　もはや、パリンクロンに為なす術はない。それも間違いない。

　謎だらけのパリンクロンを尋問できる、またとない機会だ。

　けれど、僕は悪寒に従い、とどめを刺しに駆け出そうとする。だが――

「勝つっ!!　絶対に負けてたまるものか――あ、ぁッ――!?」

「なっ!?」

　全く予想していなかった光景を前に、両者の足が止まる。

　呪詛を繰り返すパリンクロンの胸から、『闇の理を盗むもの』の魔石が零こぼれ落ちた。

　ぽとりと。とてもあっけなく。

　パリンクロンは自らの力の根源を落としてしまった。

　そして、パリンクロンの黒い身体が弾はじける。霧のように人外の証あかしであった部分は搔かき消えていき、身体が健常の人そのものに戻ってしまう。

　似た光景を僕は見たことがある。

　あれはマリアが目をくりぬいたことで『火の理を盗むもの』アルティが身体から追い出されたときだ。あのときと同じだと、僕にはわかった。

　唐突な出来事に、僕もパリンクロンも同じ表情を見せた。

　一瞬だけ、二人の時は止まった。

「は？　い、いや待てよ、何でだ？　ティ、ティーダが抜けたのか？　もしかして、『親和』が崩れたのか？　こんな最悪のタイミングで……？」

　先に状況を受け入れたのはパリンクロンだ。落ちた魔石を見て、大口を開けている。

　だが、すぐにパリンクロンは冷静になる。何かに気づき、一人だけ状況に納得する。

「いや、違うか。このタイミングだからこそか……。いまだからこそ、ようやくか……。成長した俺を送り出そうとしてくれているのか……。ははっ……」

　何かを諦め、同時に納得した様子で身体の力を抜いた。

　パリンクロンと同じように、僕も落ちた魔石を見つめている。

　これがパリンクロンの罠わなでないと確信できれば、いますぐにでも回収したい代物だ。なにせ、これさえなくなれば、もうここに僕に比肩する力は存在しない。パリンクロンが僕と戦えていたのは、この魔石あってこそだ。いわば諸悪の根源とも言える。

「……おい、パリンクロン。ティーダの魔石は僕が貰もらうぞ」

　降伏勧告にも似た言葉で、探りを入れる。

　それを聞いたパリンクロンは一拍遅れて頷うなずく。

「……ん、ああ、そうだな。それは構わないぜ。好きに持って行けばいいさ。元々はカナミの兄さんのものだしな」

　そう言って、パリンクロンは魔石から一歩遠ざかる。

　一つあれば国をも傾ける宝に対し、パリンクロンは小金を落としたかのような対応だった。その真意が読めず、少しだけ躊ちゆう躇ちよする。罠でないと確信できない。

　いまのパリンクロンは『化け物』としての力も失い、ただの人間に戻ったように見える。依然として氷結の力によって魔力は使えず、身体は死ぬ直前。その四肢は、まともに動きやしないだろう。

　間違いなく、死に体――だというのに、この男は勝負を諦めていない。

　目に光が残っている。何があっても絶対に最後まで諦めないと確信させる光だ。

「さあ、拾えよ。カナミの兄さん」

　距離を取りながら、地面に落ちた『魔石』を取るように促してくる。

　その姿に僕はたじろぐ。

　油断するな。まだ戦いは終わっていない。

　パリンクロンならば、ここから逆転もありえる。

　それだけの信用を、なぜか僕はパリンクロンに持っていた。

　ゆえに僕は十分な魔力を保ち、臨戦態勢のまま、足を一歩前に踏み出す。





◆◆◆◆◆






　魔石に向かって駆ける。

　それに合わせ、パリンクロンは飛び倒れるように大きく後退した。

　その行動から魔石自体に罠はないと判断し、剣を握る力を強めながら、もう片方の手で魔石を拾う。それと同時に、パリンクロンは大地へ右手を突き刺した。

「何を――!?」

　すぐにパリンクロンを斬りかかりに向かうが、その前に電撃のような閃せん光こうが奔はしった。

　それは魔力の迸ほとばしり。パリンクロンが停止されていた魔力を使おうとして失敗したのだと、すぐにわかった。無茶な魔力運用によって、パリンクロンの右腕の皮膚が弾け飛ぶ。無数の血管が破裂し、赤い血が散る。

　どう見ても自爆。

　それでもパリンクロンは、使い物にならなくなった右腕を抉えぐりこませて、物理的に大地へ繫げようとする。それは僕やワイスさんが行った『繫つながり』を作る方法と同じだった。パリンクロンは『世界奉還陣』を直に触り、干渉し、願う。

「ああ！　確かに、もう俺は魔力を使えねえぜ！　『理を盗むもの』の力も、『使徒』の力も失ってる！　身体からだは溶け出して、戦う力なんて残ってない！　だが、それがどうした!?　まだ俺は生きてるんだぜ!?　殺されるまで止まらねえぜ、俺は！」

　結局、パリンクロンは魔力を使えなかった。右腕には一滴の魔力も通わなかった。

　――しかし、『世界奉還陣』は脈動する。

　それはありえないことだった。干渉するためには、その魔力の一滴が必要だった。けれど、まるでパリンクロンの願いに応えたかのように、再び『魔石線ライン』は発光し、大きく震えだす。その奇跡を前に、僕は目の前の男の力を確認し直す。

　そして、敵を認め、それに相応ふさわしい止とどめを刺しに駆け出す。

「ああ、わかってる！　僕はおまえの『理を盗むもの』や『使徒』の力を恐れたんじゃない！　おまえがおまえだから、僕はおまえを許せないし！　おまえに絶対負けたくないんだ!!」

「俺が俺だから……!?　は、ははっ、はははは！　そうこなくちゃな!!　さあ、今度こそ最終ラウンドだ！　カナミの兄さん！　このパリンクロンっ、勝つために手段は選ばないぜ!?」

　その叫びに合わせて、ビスケットが砕けるかのように大地が割れる。

　先程までの地震とは規模が桁違いだ。ただでさえ歪んでいた大地が更に歪み狂い、無数の地割れが広がっていく。その崩壊が、僕の行く手を阻む。

「俺の最後の一手は単純！　カナミの兄さんに勝てないのなら、『始祖カナミ』をぶつけるだけだ！　『化け物』の始祖カナミに、『英雄』の少年を立ち向かわせる！　これこそ『世界奉還陣』の最終目的だ!!」

　割れた大地の間から、禍まが々まがしい魔力が立ち上る。

　それは空気中の全ての魔力を吸い込み、急速に凝縮していく。それはモンスターが召喚されるときと同じように、物質化されていく。

　ただ、その魔力が象かたどっているのは『人』だった。

　かつてない怖おじ気けが全身を駆け巡る。あれは善くないものだと、生物としての本能が警告してくる。もちろん、『感応』も同様だ。

「やらせるかぁああああ!!」

　なんとか足場の悪い大地を駆け抜けて、僕はパリンクロンに剣を振り下ろした。

　しかし、甲高い音と共に、剣は弾き返される。

　宙に魔力の鱗うろこが浮いている。それがパリンクロンを守ったのだ。

　そして、その鱗の中に肉がついていく。血管と筋肉が作られ、中心部には心臓が生成される。その造りから、『人』が召喚されているのだとわかる。

　その『人』の正体をパリンクロンは楽しそうに説明する。

「こいつは『最深部』に棄すてられた『化け物』！　千年前の始祖カナミの抜け殻からだだ！　知っていると思うが、中身たましいはない！　ゆえに身体に染み付いた本能だけで動く、本物の『化け物』だぜぇ!!」

『人』でなく『化け物』の抜け殻からだだと答えた。

　その『化け物』の名前は始祖カナミ。

　それが本当であると僕は知っている。つい先ほど、千年前の結末を見てきたところだ。

「くっ！」

　理論ではなく魂で直感する。

　ドクンッと、僕の中にある『次元の理ことわりを盗むもの』の魔石が脈動する。

　懐かしさすら感じる。あれは間違いなく、僕の身体だと全細胞が叫んでいた。

　始祖カナミ。世界を敵に回して生き残った伝説上の存在。『始祖』であり、『化け物』であり、『相あい川かわ渦か波なみ』の成れの果て――！

　召喚が終わる。

　中身だけでなく、その『化け物』の外側まで完全に再現された。

　亡霊のような煤すすにまみれた外がい套とうに、いまにも風化して崩れそうな黒の仮面。その隙間から片目のみが、黒く輝いている。欠損の多い身体だ。片目を失い、右腕を失い、左足を失い、見える皮膚は爛ただれている。その身体の欠損を違う生物のパーツで補っている。

　皮膚の代わりに魚の鱗が張り付き、肘から先のない右腕には触手に似た肉の束がぶらさがり、欠けた左足からは魔力の黒い靄もやが噴出している。

　そして、そのおぞましく醜い身体を隠すように、外套の下に包帯が巻かれている。いつかのアルティと同じく、小さな文字の書き込まれた包帯だ。

　正直、千年前の記憶と比べると、まだ『化け物』らしさは抑えられているほうだ。だが、間違いなく千年前の始祖カナミだと確信し、すぐさま僕は『注視』する。





【ステータス】

　名前：相.:.:■　.:■■　HP.:.:3/17■3　MP2■.:1/3■92






　ぼやけている名前を確認すると同時に、仮面の男の仮面が砂になって崩れ落ちた。

　そして、僕と同じ黒髪がこぼれる。長年手入れがされていないことがわかる乱れた長髪だった。その黒い髪の下に、僕と同じ顔がある。目は虚うつろで、頰は痩せこけているものの、確かに僕の顔だ。その顔が歪ゆがみ、口が大きく開かれる。

「ァ、ァア■、[image: ]ァ■■アアァ[image: ]アア[image: ]アア[image: ][image: ]――!!」

　僕と同じ顔から、人の声とは思えない怨えん嗟さが放たれた。

　人には解せないというのに、悲しんでいると理解できる暗く重い声。聞いているだけで、身が引き千切られるかのように心が痛む。

　いま、この『化け物』は悲ひ愴そうにくれている。

　その姿は余りに衝撃的だった。他ひ人と事ごとに思えるはずがない。これは僕だ。

　過去の姿であり、未来に辿たどりつくであろう姿でもある。魔力を溜ため続けた先に待っているもの。その現実を突きつけられ、僅かに顔が歪む。

　その間、パリンクロンだけが動揺せず、次の行動に移っていた。

　始祖カナミの後ろへ逃げ込み、そこから叫び、言い聞かせる。

「ちっ！　『魔の毒』が足りないか――まあいい！　始祖カナミ！　もう何も聞こえないだろうがっ、それでも聞け！　感じろっ、すぐそこにおまえの妹がいるぞ！　おまえの妹、陽ひ滝たきの身体と魔石だ!!」

　とんでもないことをパリンクロンは始祖カナミに吹き込む。

　すると、生まれたばかりの赤子のように呆ほうけていた始祖カナミが、こちらを向いた。片方しか残っていない黒目に、幽かすかな光が灯ともる。

　この始祖カナミには魂がない。それは間違いないだろう。

　魂とも呼べる『次元の理を盗むもの』の魔石は僕の中にある。だから、いまの僕は陽滝の身体を借りているというのに、『相川渦波』の姿をとることができている。

　目の前の『化け物』に中身などない。おそらく、理性どころか、意識もない。

　だが、それでも始祖カナミは――いや、『相川渦波』は動く。

　自らの失った魂――よりも大切なものを求めて――身体だけとなっても動く。

「――アァ■■ア、ァア■■■、――ヒ、ヒダ■、ァア、ヒ■キヒタキィ――!!」

　大切な名前を呼んだ。

　パリンクロンなど眼中にない。僕だけを見つめて、狂おしそうに手を伸ばす。

「ぼ、僕を！　いや、僕の中にある陽滝の『魔石たましい』を欲しがっているのか!?」

　自分の魂もすぐそこにあるというのに、それでも妹の魂だけを求めていた。

　何もかも失い、何もわからなくなっても、『カナミ』という存在は妹の『ヒタキ』を求め続ける。

　恐怖を感じる光景だった。他人事でないからこそ、恐怖と共に同情もする。

　魂もなく動く身体は、見ているのも辛つらい。だからこそ、この『化け物』に引導を渡すのは僕でないと駄目だとも思った。

「ははっ！　始祖カナミよ！　大切なものならば取り返せ！　自らの手で!!」

　囃はやし立てるパリンクロンに、僕は叫び返す。

「そこまでして僕に勝ちたいのか、パリンクロン！　くそっ！　本当におまえはしつこくて最低なやつだ！　死ね!!」

「ああ、どんな手を使っても勝ちたい！　悪いが、そういう性分だったみたいでなあ!!　ははははっ！」

　全く悪びれた様子はなかった。

　むしろ、罵られて喜んでいるようにも見える。僕はパリンクロンに構っていても無駄だと思い、直前の敵へ目を向ける。戦いに備え、より詳細な情報を『表示』させる。





【ステータス】

　名前：相.:.:■　.:■■　HP.:.:3/17■3　MP2■.:1/3■92

　レベル46

　筋力31.5■　体力3■.1.:　技量49..:.:　速さ■0.■■

　賢さ4■.12　魔力12■.44　素質■.0.:






　始祖カナミのステータスを正常に『表示』することはできなかった。

　身体だけでなく存在も、何もかもが不安定なのだろう。いまにも蜃しん気き楼ろうのように消えてしまいそうな言葉では言い表せない儚はかなさを感じる。そして、それ以上に危険も感じる。レベルも高いが、なによりスキルが恐ろしい。ステータス以外は正常に『表示』されているのが、逆に恐怖だった。





【スキル】

　先天スキル：次元魔法9.23




　後天スキル：魔法1.02　呪術5.89　魔力操作4.33　集中収束2.45　血術1.01




剣術1.22　槍そう術じゆつ1.11　弓術2.01　投とう擲てき1.99　体術2.07　見切り1.12

魔法戦闘6.56　武器戦闘2.34　観察眼1.23　鼓舞1.14　挑発1.00

家事2.45　料理1.23　菓子作り2.22　裁縫1.34　編み物1.77

水泳1.04　水中行動0.77　釣り0.98　採集1.33　狩り1.15

錬金術1.22　鍛冶3.02　薬師1.22　音楽1.66　琴1.12　煽せん動どう1.00

先導1.01　最適行動1.88　詐術2.34　話術1.23　人ひと誑たらし1.34

洗脳1.45　調教1.98　取引2.01　執事2.12　工作1.22

盗み1.11　延命1.67　暗殺1.23――






　――まだまだある。

　あまりに多すぎて、戦闘中には数え切れない。千年前の戦いで得たであろう無数のスキルは始祖カナミの脅威をわかりやすく表していた。

　この『化け物』は絶対に手の抜けない強敵だ。

　そして、始祖カナミはスキル群の中で最も数値の高いものを使う。

「ァア――、ジ、次元魔法――《トルシオン》ッ!!」

　話す言葉は聞き取れないというのに、その魔法だけは確かに意味を理解できた。

　あんなにも不安定な身体からだと魔力だというのに、その魔法は滑らかだった。身体に染み付いていた魔法を、いつものように使った。そのように見えた。

　敵は本能で戦っている。そう確信した僕は、言葉による説得を諦める。

　この『化け物』を止めるには、殺す他ない。たとえ、それが過去の自分だとしても。

「こんなところで負けてたまるか！　それも自分に!!――魔法《ミドガルズフリーズ》!!」

　始祖カナミの腕からは手の平ほどの大きさの魔力が放たれ、僕の腕からは氷の大蛇が放たれる。サイズは歴然の差だ。だが、魔力の密度は向こうのほうが高かった。

　始祖カナミから放たれた魔力は無色だった。彼自身の魔力は紫色だが、完璧な魔法構築によって無駄のない透明と化している。そして、その魔力の塊は花を咲かせる。

　透明だというのに咲いたと思ったのは、空間が捩ねじれたからだ。その空間の捩れが、まるで花開いたかのような錯覚を起こす。次元魔法によって世界がずれているのは間違いない。僕と違い、始祖カナミはずれの力を自由に扱っていた。

　透明の花と氷の大蛇が正面からぶつかり合った。

　触れ合った瞬間、氷の大蛇は捩れ曲がり、一瞬で砕け散る。騙だまし絵えを見ているかのような光景だった。その小さな花は、大蛇の大口に呑のみ込まれることなく、真っ向から打ち勝って見せた。そして、透明の花は無傷で残ったままだ。

「グァ、アァ――ア、イ、イケ、ト――トル、シオン――！」

　その呻うめき声に合わせて、透明の花は増えていく。

　幸い、速度のある魔法ではない。だが、それでも周囲一杯に広がった透明の花は脅威だ。ゆらゆらと揺らめきながら、確実に僕へ近づいてきている。

　触れてはまずいと思い、僕は距離を取ろうとする。

「――ディ、ァア、ディ、《ディフォルト》ォ！」

　しかし、空間がずれる。

　僕の身体は後ろへ動いた。跳躍し、距離を取った。それは間違いない。

　だが、逆に距離は近づいていた。始祖カナミが一言魔法を唱えただけで、世界に断層が生まれていた。ケーキを切ったかのように始祖カナミの前の空間が切り開かれ、ずれてしまっている。そのずれのせいで、距離の法則が崩壊する。

　崩壊に巻き込まれ、僕は始祖カナミの方向へ引き寄せられていた。

「なっ――!?」

「アァ、アア、ヒタキィイイイ――!!」

　始祖カナミの腕には魔力の剣が握られていた。

　僕の『魔力氷結化』で作った急ごしらえのものではなく、『魔力物質化』で作られた正統な無色の魔剣だ。その剣が僕に向かって振り下ろされる。

　咄とつ嗟さに『クレセントペクトラズリの直剣』で受け止める。凄すさまじい力と速さだった。まるで山一つを受け止めたかのような衝撃に、体勢を大きく崩す。『感応』と『剣術』のおかげでなんとかいなせたものの、左手に握っていた『闇の理を盗むもの』の魔石を落としてしまう。

　ローウェンの『剣術』があっても、この距離はまずい。

　そう思って接近戦から抜け出そうとするが、それは叶かなわない。

「ィアア、ディ、ディ、フォル、ト――」

　後退すれば後退した分だけ、新たな次元の断層が生まれて、引き寄せられる。

「くそ!!」

　どう動こうと強制的に接近戦を強いられてしまう。

　仕方なく、僕は『感応』の力を最大限に引き出して、敵の動きを予測して防御を選択する。いま始祖カナミに理性などはない。心のままに戦っているため、それを読んで『剣術』で受け流すくらいならばできる。

　しかし、敵の剣速が余りに速過ぎる。

　ステータスの差が絶望的だった。人の限界だと思われる速度を始祖カナミは軽く超えて、その魔剣を振るう。

　身に詰まっている魔力の密度が違いすぎる。そして、身体の構造も違いすぎる。

　簡単な話だった。僕の思っていた限界は『人の限界』だ。だが、もう人同士の戦いなんて段階は、とうに過ぎ去っている。いま、目の前にいる相手は『化け物』だ。それも『化け物の限界』すら超えている『化け物』。

「アァ、アアアァアッ！　ヒ、タキ、ヒタキヒタキィイイ――!!」

　空間が歪み、ありえない速度で始祖カナミの腕が僕に向かって伸びる。

　咄嗟に僕は、剣で腕を払おうとする。しかし、その剣は始祖カナミのもう片方の腕にある魔剣で止められる。

　そして、始祖カナミは陽滝の身体を傷つけまいと、優しく僕の肩を摑つかむ。

　その無色透明の魔力を肩から体内に侵入させてくる。どうにか敵の魔力を追い出そうと、僕は身体の魔力を操ろうとする。しかし、全く上う手まくいかない。魔力の質も技量も圧倒的にこちらが負けている。

「ガア、ァア――ア、ジュ――ジュツ《ディスタンスミュート》ォオ!!」

　新たな魔法を始祖カナミは叫ぶ。

　すると肩を摑んでいた腕が、するりと僕の体内に入り込んだ。その魔法構築から、物質的な境界を無視する最高位の次元魔法であることがわかった。

　そして、その目的も同時にわかる。

　始祖カナミの腕が、僕の体内をまさぐり――『魔石たましい』を一つ握った。

「ぐっ、ぅううっ!?　ぁああぁああアアア――!!」

　僕は悲鳴をあげる。

　心臓を握られたどころではない。それよりも繊細なものを無遠慮に摑まれ、かつてない幻痛に襲われる。

　身体に痛みはないが、心が痛むことで大量の冷や汗が流れ出す。

　しかし、僕は絶対に渡すまいと、始祖カナミの腕を握って止めようとする。

「そっちは渡さない――！　持っていくなら、僕のほうにしろ!!」

「ァア、アアア、アアァ……。ヒタキヒタキヒタキヒタキ、ヒタキ――!!」

　だが、僕の声は届かない。また始祖カナミは僕との間に次元の断層を生み、今度は引き離そうと空間が伸びていく。

　力ではなく空間魔法を使った強引な振り払いに、僕は始祖カナミの腕を放してしまう。

　結果、僕の中から『水の理ことわりを盗むもの』の魔石が引き抜かれる。

「ぁああっ！　くそっ、陽ひ滝たき――!!」

　最愛の妹が遠ざかる。

　やっと大切なものの場所を見つけたというのに、無慈悲にまた失う。あんなにも近くに感じていた陽滝が、身体から少し離れただけで時の彼方かなたへ消えたかのように感じる。

　その後、始祖カナミは抜き取った魔石を胸に抱いて、僕から逃げていく。

　それを僕は追いかけられない。

　魂を一つ抜かれ、心身のバランスが崩れ、身体が思うように動いてくれない。

「ま、待て……！　それを持っていくな……！」

　始祖カナミを呼び戻そうとする。

　同じ『相あい川かわ渦か波なみ』として、千年以上見失っていた大切な人を欲するのはわかる。しかし、それは間違いだ。間違っているのだ。

　本来ならば、『水の理を盗むもの』の魔石はこちらの身体に必要なものだ。そして、始祖カナミの身体には『次元の理を盗むもの』の魔石が必要なのだ。

　けれど、中身なく動く始祖カナミに理性的な判断はできない。本能が求めるままに、腕を自分の胸の中に潜り込ませ、『水の理を盗むもの』の魔石を体内に収めた。

　――こうして、『身体うつわ』と『魔石たましい』が入れ違う。

　すぐに変化は現れた。

　始祖カナミの身体は陽滝の魂を手に入れた。

　その計算式の答えが、現実を侵食し始める。

「――ァア――、ヒ、タ、キ――！」

　たった一言大切な人の名前を呼び、始祖カナミの体は歪ゆがみ始める。空間が歪むだけではない。その身体の肉さえもが歪んでいく。

『水の理を盗むもの』の魔石が始祖カナミの体内にあった魔力を吸収し始める。とはいえ、その青い魔石は眠っている。無意識の吸収だ。それによって始祖カナミの『化け物』になっていた部分が人に戻っていく。

　蝕むしばんでいた毒が浄化されていっているのだ。

　もちろん、それだけで変化は終わらない。

　この世界の優先度は肉体よりも『魔石たましい』のほうが高い。

　いまの僕の身体のように、身体が『魔石たましい』に引っ張られていく。

　つまり、その果てに待っているのは――

　始祖カナミの肉が蠢うごめき、骨格さえも変わっていく。肌の質と色、髪の質も長さが変わり、別人になっていく。『相川渦波』らしさが消えていく。それどころか、男性らしさも消える。その果て、一人の少女が世界に『再誕』する。

「ひ、陽滝……？」

　長く艶やかな黒髪に、病的なまでに白い肌。

　身体は縮み、女性らしい丸みを帯びている。なにより、その顔を見間違えようはない。

　始祖カナミの抜け殻は、いま『相川陽滝』となった。

　呪布でぐるぐる巻きにされた陽滝が、そこで意識を失って倒れている。

　記憶が確かならば、陽滝の魔石は眠っている。その魔石一つだけで目を覚ますことはないだろう。それを見て、少しだけ安心する。

　魔石を奪われたのは手痛かったが、悪い状況ではない。底の見えない『化け物』である始祖カナミがいなくなったのは助かった。

　これで、あと残っているのはパリンクロンだけだ。

　パリンクロンに目を向けると、丁度僕が落としたティーダの魔石を回収しているところだった。

「ちっ！　俺が搔かき集めた『魔の毒』全部ぶちこんでも、魔石一つで落ち着いてしまうか！　『化け物』のまま、もっと暴れて欲しかったが！　仕方ねえ!!」

　パリンクロンに魔石を渡すまいと僕は駆け出そうとする。

　しかし、急な脱力に襲われ、膝が折れそうになってしまう。

「――な!?」

　異常を感じ、僕は自分のステータスを『表示』させる。





【ステータス】

　名前：相川■波　HP3■9/3■■　MP.:.:0/■20　クラス：探索者

　レベル2.:

　筋力1■.55　体力1.:.1■　技量17.1■　速さ20.■■

　賢さ.:7.12　魔力4■..:4　素質■..:0




　先天スキル：剣術4..:9　氷■魔法.:.58+1.10

　後天スキル：体術1.56　次元魔法5.26+0.10　感応3.56　並■■考1.■8




編み物1.07　詐術1.34　魔法戦闘0.73　鍛冶0.69　縫製0.68




　固有スキル：最深部のデイ・カヴ誓約者エナンター

　？？？：？？？






　特定の欄の『表示』が潰れていた。予期せぬ状況に『表示』が追いついていないのだ。

　そして、僕の身体からだが危機に陥っていることもわかる。『水の理を盗むもの』の魔石が抜けたことで、身体のバランスが失われている。一人分の素質を丸々失い、ステータスが減少している。その果てに、





【スキル】




　先天スキル：剣術3.79

　後天スキル：体術1.56　次元魔法5.26+0.10　感応3.56




編み物1.07　詐術1.34　魔法戦闘0.73　鍛冶0.69　縫製0.68




　固有スキル：最深部のデイ・カヴ誓約者エナンター




　？？？：？？？






『氷結魔法』と『並列思考』が完全に消失した。さらに『剣術』も少し減少している。

　状況と照らし合わせて分析する限り、この三つは僕の才能でなく、陽滝の才能だったのだろう。

　その状況を確認している間も膝の揺れは止まらず、身体に力が上手く入ってくれない。

　激戦を続けた上、多くの力を抜かれたせいだ。限界点が変わったことで、身体に溜たまっていた疲労を処理しきれなくなっている。

「くそ……、身体が、動かな、い……！　陽滝がそこにいるって言うのに……！」

　急に身体が鉛になったかのような感覚だった。剣を握り続けることすら辛つらい。

　それを見たパリンクロンは顔を明るくする。

「ははっ！　色々とあったが、そっちの『水の理を盗むもの』の『親和』を崩すことには成功したようだな！　俺の身体の氷が解けてきたぜ!?　兄の身体に妹の魂！　妹の身体に兄の魂！　これでどちらも真価を発揮できやしない!!」

「この野郎……、ずっとこれを狙っていたんだな……！」

　パリンクロンが用意した『世界奉還陣』の真の目的は、これだったのだろう。

　僕と陽滝を分離することで、身体のバランスを崩して両者の力を封印。もし、ワイスさんが現れずに心が弱ったままならば、この眠り続ける陽滝を見ただけで僕は戦意を失っていた可能性がある。

「ははっ、約束どおり、相川陽滝と会わせてやっただけだぜ！　なんだかんだで約束は破らない男だからなっ、俺は！　感動の兄きよう妹だい再会だ!!」

　本当に愉快そうにパリンクロンは笑い、拾ったティーダの魔石を剣の形へ変えていく。完全に『親和』はできなくとも、干渉して別の力に変えられるようだ。

　その剣でパリンクロンは僕に斬りかかってくる。

「何が再会だ！　中身が入れ違いじゃないか！　これで僕を騙だまそうとしていたんだな！　おまえはァ!!」

　叫ぶことで強引に力を入れ直し、僕も剣を振るう。

　二人の剣が交差する。

　どちらの剣も軽い。そして、絶不調の二人の力は偶然にも拮きつ抗こうした。

　鍔つば迫ぜり合いになり、僕とパリンクロンの顔が近づく。

　目と鼻の先で叫び合う。

「だが約束どおりだろ!?」

「そういうのは詐欺って言うんだ!!」

　パリンクロンは笑っている。しかし、少し前と違って、目は真剣そのものだ。もはや、策略も謀略も残っていないのだろう。余裕も何もなく、純粋に全力を尽くしているのがわかる。

　騙し合いは終わり。あとは戦って勝つだけ。とても単純な図式になった。

　そして、その単純な図式ならば必勝だと思っていた僕だが、ここにきて身体に力が入らない。もう魔力も体力も空に近い。陽滝分の才能が抜け落ちたことで、『剣術』の感覚が狂っている。《次元の冬デイ・ウインター》を使おうにも、冷気を上う手まく扱えない。

　だが、それは向こうも同じだろう。

　将として戦場を駆ける日々で疲労は溜まっているはずだ。僕との連戦で、重傷を繰り返した。瀕ひん死しの身体を気力で動かしているだけ。ティーダの魔石が抜け落ちたことで、全体的な能力値は激減している。用意した『世界奉還陣』の仕掛けもネタ切れ。残っているのは、さほど得意でもない剣術だけ。

　僕とパリンクロンは身をよじり合い、力を搾り出そうとする。

「これで魔石は一つずつ、イーブンだ！　そして、この最後の戦いだけは負けねえぜ！　絶対に!!」

「いいや、最後には僕が勝つ！　パリンクロン!!」

「勝つのは俺だ！　カナミィ!!」

　僕もパリンクロンも、叫ばなければ、いまにも倒れてしまいそうだった。

　勢いのままに戦い続けようと、僕たちは我武者羅に剣を振るい合う。

　だが、振るう度に互いの身体は泳ぐ。戦意のおかげで戦えても、全く身体が追いついていない。互いによろけながら稚拙な剣を何度も弾はじけさせる。

　剣けん戟げきの見栄えは悪く、両者共に格好いいとは口が裂けても言えない。

　それでも、僕たちは全力を尽くし続ける。全力で叫び続ける。

「はははっ、いいぜぇ！　全ての霧が晴れたいまなら、はっきりとわかる！　勝ちたい！　ただただ、勝ちたい！　俺はカナミの兄さんを打ちのめしたい！　潰したい!!」

「なら、その願いを僕は全力で邪魔するだけだ！　絶対に勝たせてやるか！　悔やんだまま、消えろ！　おまえはもっと不幸にならないといけない人間だ!!」

　太陽だけが白く輝く世界の底で、僕たちは子供の喧けん嘩かのような剣戟を繰り広げる。

　しかし、このみっともない戦いこそ、人が闘争の果てに辿たどりつく『最深部しんじつ』だと思った。その底で、僕とパリンクロンは譲れないものを賭けて戦い続ける。

「ははっ、そう簡単には勝たせてくれねえか！　そんな身体でよくやるぜ！　限界なんて、とうの昔に超えてるはずなのによォ!!」

「当たり前だ！　千年前、始祖カナミは陽ひ滝たきのために限界を超えて動いていた！　なら僕だってそこに眠っている陽滝のために限界を超えて動くに決まってるだろうが!!」

「家族のためなら限界を超えるか！　それが理由になるか！　シスコンって怖いぜ！」

「なにより！　これ以上、陽滝を！　そして、この僕の陽滝の身体も！　傷つけるわけにはいかない!!」

　剣と言葉の交差は加速する。

　パリンクロンは、この瞬間のための人生だと言わんばかりに命を燃焼させていく。

　そして、それは僕も同じだった。

　すぐそこに陽滝が倒れている。あと少しで、妹の手を握ることができる。

　命を燃焼させることに何の躊躇ためらいもない。

「圧倒しろ！――次元魔法《ディメンション・決戦演算グラデイエイト》!!」

『表示』に最大ＨＰの減少が映る。枯渇したＭＰの代わりに命が削れていく。

　けど、構わない。魂があげる悲鳴を無視して、僕は魔法構築し続ける。

　命を糧にしたことで、過去最高に濃い次元魔法が展開される。その領域内全てを僕は認識する。細分化された情報を揃そろえ、考えることは一つだけ。

　目の前の敵、パリンクロンを負かすことだけ。

　それだけを考えて、全力で剣を振るう――！

「これで、終わりだぁああ――！　パリンクロン!!」

『クレセントペクトラズリの直剣』の青い燐りん光こうが闇の中で煌きらめく。

　僕は前へ前へと進み、パリンクロンは後退せざるを得なくなる。

「――くっ、うぅ！　なんで、俺が競り負ける!?　魔石との『親和』が解けたもの同士、条件は同じなのによ……!!」

　その劣勢にパリンクロンは納得がいっていなかったようだ。

　パリンクロンとは長い付き合いだ。敵のよしみで、劣勢の理由を僕は教えてやる。

　ここにきて最高の次元魔法を構築できた理由。それは――

「『親和』が解けたもの同士じゃない！　僕は違う！　入れ違いの身体だから『次元の理ことわりを盗むもの』の真価を発揮できない？――そんなわけあるか！　僕は陽滝の兄だぞ！　僕以上に陽滝の身体と『親和』できるやつなんて、この世にいるか！　僕たち兄妹はっ、全世界っ、全次元でっ、一番仲のいい兄妹なんだよっっ!!」

　その明快な答えを聞き、パリンクロンは一層笑みを深くした。

「は、ははっ！　ははは、あは、ははハハハハッッ!!」

　そして、そんなふざけた理由で負けてたまるかと、力をこめ直してくる。

　ここにきて、パリンクロンの剣けん閃せんも鋭くなる。

　まるで劣勢となった英雄のように、更なる底力を搾り出してくる。

「馬鹿すぎて笑えてきたぜ！　ただ、そうだとしても、俺は負けねえぜ！　最後まで諦めてたまるか！　俺は勝つ！　絶対にっ、勝つ!!」

　やはり、このままパリンクロンが終わるわけがない。あらゆる限界を超えて、多くの『理』を無視して、おどろおどろしい黒紫の魔力を纏まとって反撃に出る。

　――だが、その反撃を僕は予期していた。

　パリンクロンならばこのまま終わるわけがないという信頼を基に、僕は最後の一手を指し終えていた。布石は終わっている。あとは、こちらも限界を超えて、次の魔法を使うだけだ。

　いま僕に使える最高の魔法《ディメンション・決戦演算グラデイエイト》――その次に至る！

「『最深部のデイ・カヴ誓約者エナンター』ァアア――!!　陽滝への気持ちを全て、僕に返せ!!」

　もう一度、スキル『最深部のデイ・カヴ誓約者エナンター』を使用する。

　その要求は廃棄でなく返還。スキル『？？？』に奪われたのは、負の感情ばかりではない。いまならわかる。あの合理的過ぎる感情整理は、過去の始祖カナミの後悔の証あかしだ。同じ間違いを繰り返さぬように、またティアラに迷惑をかけぬように、最深部へ辿りつくまで陽滝への気持ちを薄めると決めた証スキル。

　――そして、予想通り、懐かしく愛いとおしい感情が戻ってくる。

　それはスキル『？？？』を使うたびに、少しずつ削れていっていた陽滝への気持ち。いまでも満杯だと思っていた兄妹愛が、さらに体積を増していく。

　迷宮探索の初日は、この感情に振り回されて焦ったものだ。

　それも当然だろう。あの日、あの時点では、陽滝の存在が遠すぎた。

　過ぎた想おもいは、焦りに変わり、自滅を招くだけだった。

　だが、もう状況が違う。

　初日と違い、いまなら、陽滝はすぐそこにいる。

　僕自身こそ陽滝の居場所だったと知っている。

　ゆえに、もう焦ることはない。怯おびえることもない――！

「僕は陽滝まで辿りつく！　その道を繫つなげろ！

　――魔法《次元決デイメンシヨン・戦演算グラデイエイト『先譚リアライズ』》ッッ!!」

　皮肉にも身体からだの中にある魔石が『次元の理を盗むもの』だけとなったことで、その次元魔法に僕は至る。氷結属性の混じっていない魔力が、僕を『次元の理』まで連れて行ってくれる。

　魔法構築は変わらず、ただの《ディメンション・決戦演算グラデイエイト》だ。

　ただ、その知覚範囲が以前と違う。

　一瞬――、本当に一瞬だけだが。

　――知覚できる次元の数が一つ増える。

　言葉にすれば、数がたった一つ増えただけ。だが、魔法の意味は一変する。

　縦・横・高さの三次元空間に、『流れ』とでも呼べる時間軸が差し込まれる。それだけで、どこまでも見える世界が引き伸ばされていき、時間感覚が別物に塗り替わる。

　その力はまさしく『未来予知』と呼ぶべき力に近かった。

　しかし、厳密には違う。この次元魔法の真価は、もっと別にある。『次元の理を盗むもの』である僕は、本能的にそれを理解している。いまはまだ『次元の理』の全てを操ることはできず、四つ目を感じるだけで精一杯。ゆえに、力は擬似的な『未来予知』で限界だったが――この拮抗した戦いを崩すには十分過ぎる力だった。

　魔法《次元決デイメンシヨン・戦演算グラデイエイト『先譚リアライズ』》は、パリンクロンの次の動きを完全予測する。

　そして、予知した通りの軌跡をパリンクロンの剣はなぞり、その動きに合わせて僕の剣も動かす。結果、定まった運命の如ごとく、綺き麗れいに二つの剣は交差し――

「――っ!?」

　パリンクロンの黒剣だけが弾き飛ばされ、白い太陽の円の中を舞った。

　それを僕とパリンクロンは目で追う。

　闇の底のような暗い世界で空を見上げ、天上にある穿せん孔こうに少しだけ目を眩くらませる。目を細めている間に、黒剣は遠くの歪ゆがんだ大地に突き刺さる。

　そこへパリンクロンが至るためには、僕の横を通り過ぎないといけない。

　僕は絶対に通すまいと剣を構え直す。それをパリンクロンは細めたままの目で見た。

　素手で通り過ぎるには難しく、距離も遠すぎる。

　だから、パリンクロンは大きく息を吐いたあと、悪態をつく。

「ああ、くっそ……」

　決闘にパリンクロンが敗北した瞬間だった。

『闇の理を盗むもの』の魔石を手放したことで、パリンクロンの身体がワイスさんや軍人たちと同じように魔力の粒子に変換されていく。それでもパリンクロンが『世界奉還陣』を止める様子はない。もう自分でも止められないと言っていたのは本当のようだ。

　皮膚を失い、肉を失いながら、膝を地面に突いてパリンクロンは呟つぶやく。

「ここまでやって引き分けもできねえのかよ……。パリンクロンという男にできることは全てやったぜ？　全部出し尽くした……。それでも届かないのかよ……」

　心の底から悔しそうだった。それを僕は油断なく剣を向けたままで聞く。なにせ、まだパリンクロンは戦おうとする意志があった。

「パリンクロン、終わりだ……。もうこれで満足しろ……」

「ははっ、ねえよ……。こんなんで満足できるのは、あの馬鹿たちくらいだ……」

　首を振るパリンクロンの足が溶ける。咄とつ嗟さに彼は手を地面に突いたが、その両手も溶けて消えていった。結果、芋虫のように這はいつくばる格好となる。

　それでもパリンクロンは戦いを止めようとはしない。正確には、遠く突き刺さったティーダの黒剣を目指して、這ってでも向かおうとする。まだ戦意は失っていない。

「……ああ、そうだ。勝ってもないのに満足なんかできるわけねえ。足りないぜ。全然足りねえ」

　戦意はあれど、現実は厳しい。

　どれだけ必死に這おうと、虚むなしくも僅かばかりしか進めない。

　もう限界だった。何もかもが。

「パリンクロン……。これでさよならだ……」

　もう、いつ消えてもおかしくない。

　だから僕は別れの言葉を告げた。

　名前を呼ばれたパリンクロンは、こちらに顔を向けた。

「はははっ、まださよならは言わないぜ？　まだ俺は、オレは……、勝負を諦め、てナ、いカラナ……！」

　そして、ここに至ってもまだ笑う。

　いつものように。憎たらしく、嫌らしく、敵らしく。もはや声帯さえも溶け崩れてきている。無理やり喉を鳴らして声を出すものの、かすれてよく聞こえない。けれど、パリンクロンが最後まで諦めようとしないことだけはわかった。

「マダだ……。アキらメルモのカ。まダ、オレは勝ッテ、ない……。まダ、オれは、オレハ、ァア……、アァァ……――」

　魔力の粒子を闇の世界に舞わせながら、パリンクロンは少しずつ消えていく。

　もう肉さえも残っていない。骨と内臓だけとなりながら、身体をよじらせている。そして、ついには頭部の目鼻口を失い、訴えかける喉さえも失い、

「オ、レハ、マ――ヤ、レ――……」

　その往生際の悪い言葉が、パリンクロンの最期の言葉となった。

　言葉が途切れると共に、動かなくなる。火葬されているかのように、白い煙をあげながら残った身体も消えていく。

　骨の欠片かけらさえも残ることなく、パリンクロンは『世界奉還陣』に呑のみ込まれた。

　……終わった。

　長い戦いが、いま、やっと終わった。本当に相手は強敵だったが――

「た、倒した……。勝った……。あのパリンクロンに勝った……」

　僕の勝ちだ。震える声で勝利を宣言する。

　かつての敗戦時、聖誕祭の夜に残ったのはパリンクロンだった。だが、いま残っているのは僕だ。僕だけが立っている。

　自然と口元は緩み、歓喜で身体が震える。

「いや、喜ぶのはあとだ。陽滝とライナーを連れて……。早く、ここから離れないと……」

　すぐに興奮を抑えて、僕は周囲を見回す。なにせ、いまも『世界奉還陣』は止まっていない。さらに大地の歪みは大きくなり、そろそろ歩くことすらもできなくなりそうだった。

　遠くに目的の二人の姿を見つける。

『アレイス家の宝剣ローウェン』と『ルフ・ブリンガー』を握って倒れているライナー。そして、最愛の妹である陽滝が眠っている。

　僕は身体を動かして二人を運ぼうとする。

　しかし、ぐらりと平衡感覚を失い、その前に両手を地面に突いてしまう。

「――え？」

　喉の奥から胃液がせりあがってきているのがわかる。気を抜けば吐きそうだ。

　敵がいなくなったことで緊張が解けてしまったのだろう。いままでの負債が身体に襲い掛かってきている。疲労によって、全身が痙けい攣れんしている。

　一番の原因は、体内に二つあった魔石が片方抜けたからだろう。

　バランスを保てない。平衡感覚だけじゃない。心のバランス、身体のバランス、魂のバランスがぐちゃぐちゃだ。

「くっ、うぅ……。あと少し……、あと少しなのに……」

　回収すべきは二人だけじゃない。できれば、遠くに突き刺さっているティーダの魔石で構築された黒剣も回収したい。

　この戦いの勝者の報酬を全て回収しないといけない。

　でなければ、ここまで戦った意味がなくなる。

　なにより、ディアだ。すぐに仲間のディアを奪った使徒シスを追う必要もある。

　だから、動け……!!

　動かないと……。

　仲間たちが、マリアが、ワイスさんが、ライナーが命を賭けて戦った意味が――

　だが、その想いとは裏腹に、身体は全く動いてくれない。

　パリンクロンがしぶといせいで、本当に何もかも空っぽだ。

　酷使し過ぎたことで痙攣する身体を起こそうとする。しかし、『世界奉還陣』による大地の揺れがそれを許してくれない。世界は歪みに歪む。まるで神の手が粘土遊びをしているかのように、地形が谷へ山へと変わっていく。

　震災どころではない。神話的な大災厄が目の前には広がっている。

　なんとか立ち上がり、両脚を必死に動かす。

　しかし、目に映る景色が右へ左へとメトロノームのように揺れる。真っ直すぐ歩けている自信がまったくない。いまにも意識が飛びそうだ。

　一刻も早く安全な場所まで逃げないといけない――のに、また立っていられなくなり、倒れてしまう。頰骨と地面がぶつかり、脳みそが揺らされる。

　闇の底のような戦場で、意識までもが暗闇の底に落ちていきそうになる。

　思考が混濁する。けれど意識は手放すまいと、必死に両手で土を握り締める。

　まだ僕にはやるべきことがたくさんある。

　助けないといけない人がいる。

　謝らないといけないことがある。

　僕の帰りを待っているであろう仲間たちの顔を思い出す。

　ラスティアラ、ディア、マリア、スノウ、リーパー、セラさん――それぞれの顔が頭に浮かぶ。

　僕は勝った……。だから、みんなの元へ早く帰らないと……。

　僕もパリンクロンと同じように地面を這う。

　ずるりずるりと黒い大地を進む。だが、すぐに這うことすらもできなくなる。

　身体を動かす燃料がゼロになった瞬間だった。

　もはや、眼球さえも動かせない。

　自然とまぶたは落ちる。完全な暗闇となった。

　朦もう朧ろうとする意識の中、もはや自分が何を考えているのかもわからなくなる。

　――随分と遠回りしてしまったけど、やっと前に進めた気がする……。

　みんなのところに帰ろう……。報告したい……。勝ったって……。

　やっと本当に順調なんだって……。だから、早く帰らないと……。

　ああ……はや、く……。帰ら……、な、きゃ……――

　無情にも意識は遠ざかっていく。

　暖かで混濁とした沼の中に、ゆっくりと沈むしかなかった。

　底へ底へと、僕は落ちていき、

「――、――っ、――――。――」

　その際に、誰かの声が聞こえた気がした。

　だが、それが誰の声かわかることなく、僕は意識を失ってしまった。
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６．エピローグ







　パリンクロン・レガシィとの戦いの決着はついた。

　だが状況が余りに悪い。

　このままだと、勝利者もなく全員が死んでしまう。そう思えるだけの凶兆を、『世界奉還陣』の暴走は孕はらんでいる。幾重にも地割れは重なり、もはやまともな平面の大地なんて残っていない。このまま、倒れ続けていれば、大地の隙間に呑み込まれてしまう。

　――頼りになるのは僕しかいない。

　限界を超えたせいで、身体からだが裂けるように痛む。意識を手放さないので精一杯だ。それでも立ち上がろうと、身体に力をこめたところで、その声が聞こえてきた。

「ふっ。自分は自分ですか……。そう簡単に自分を信じられたら苦労はしません。全ては強者の理論……。いや、いまやそれも、もう自分には関係のないことですね……」

　その妙に礼儀正しく低い声には覚えがあった。

　人を安心させる大人の声だ。そして、誰かを教え導く教師の声でもある。

「しかし、こうも目もく論ろ見み通りに行くとは思いませんでしたね」

　その男の声は、北に新たな国を作ろうとしている守護者ガーデイアンアイド。

　間違いようはなかった。

「ああ、本当に素晴らしい……。まさしく、いまの彼女こそ世界至高の宝石。我が『統べる王ロード』の代わりに相応ふさわしき存在！　これで駒は揃そろってきました！　千年前にも勝るとも劣らない布陣！　これでやっと――」

　珍しく興奮した様子だった。だが、すぐに彼は感情を抑えつけ、静かになる。

　この末期の戦場では、もう僅かな時間も残されていないことに気づいたのだろう。

「急がないといけませんね。このままだと、王の器が危険です。それに早く魔石のほうも回収しなければ。全ての魔石は王のためにあるのですから……。まずは渦か波なみ様から魔石を抜いて……」

　聞き捨てならない言葉の羅列に耐え切れず、僕は歯を食いしばる。

　この男はジークやハイン兄様の戦いを横から汚そうとしている。それだけは絶対に許せない。ライナー・ヘルヴィルシャインとして――！

「待ってください、アイド先生……！」

「……ライナー様？」

　僕は『アレイス家の宝剣ローウェン』を杖つえにして、よろめきながら立ち上がった。

　視線の先には、妙な植物で見知らぬ黒髪の女の子をくるもうとしているアイド先生がいた。アイド先生は目を見開いて驚く。まさか、僕が最後に残っているとは思っていなかったのだろう。

「一人の騎士として、そんな真ま似ねは見過ごせません……」

「その表情、聞かれてしまいましたか。少し興奮して油断してしまったようですね……」

「いま、ジークから魔石を抜くって言いましたね。この状況でそんなことすれば、間違いなくジークは死にますよ？」

「構いません。自分にとって始祖カナミ様は怨敵。殺意こそ湧けども、情けをかける相手ではありません」

　あのアイド先生にここまで言わせる始祖カナミとやらのやったことが気になる。しかし、いまの僕には関係ないことだ。重要なのは、いまの言葉で僕とアイド先生は相あい容いれないとわかったことだ。

「なら、先生は――！　いや、守護者ガーデイアンアイドは僕の敵だ！　ジークから『魔石』を抜きたければ、僕を倒してからにしろ！」

　煩わしい敬語を止やめて、両の剣を広げてジークの前に立つ。

「ライナー様は自分の敵になるのですか？　自分の記憶が間違っていなければ、貴方あなた様は『パリンクロン・レガシィ』『ジークフリート・ヴィジター』『ラスティアラ・フーズヤーズ』の三名を殺して仇かたきを討つのが目的だったはずですが……」

「悪いが、もう変わってる。兄様に頼まれたんでね。いま言った三人の幸せを」

「君のお兄様は、もう死んでいると聞きましたよ」

「ああ、死んだ。けど、兄様はここにいる。受け継がれて、受け継がれて、ここに――」

　胸に剣の柄つかを当てる。心を静かにすれば、すぐ傍そばに兄様の鼓動を感じる。

「ここに兄様がいれば、命に代えてもジークを守る。だから、僕も戦う。やっとわかったんだ……。僕の本当の役目が……」

　それだけで、力が湧いてくる。もはや、この力は僕だけのものではない。ならば、この力を振るう方法は、僕の意思だけで決めてはいけない。

「ライナー様の中にハイン・ヘルヴィルシャインが？……ああ、なるほど。……これだから人間は怖いですね。容易に世界の『理ことわり』を無視する」

　アイドは目を凝らして僕を見て、すぐに得心がいったように頷うなずいた。そして、忌々しげな表情を作る。まるで、何かしらの禁忌を破ろうとしている敵を見ているかのような目だった。だが、それはこちらも同じだ。

　次に僕は剣に呼びかける。僕が二番目に尊敬している人へ協力を頼む。

「ローウェンさん!!」

　輝く水晶の剣から、濃縮された『剣術』の心得が溢あふれ出す。

　僕は弱い。

『パリンクロン・レガシィ』は『神童』だった。ワイスさんの話によれば『使徒』の加護もあったと聞く。

『ジークフリート・ヴィジター』は『異邦人』だった。その素質は伝説の『始祖』の域に至っている。

『ラスティアラ・フーズヤーズ』は『現あら人ひと神がみ』だった。その身体は『聖人』と同じく出で鱈たら目めだ。

　その三人と比べれば、僕なんてゴミだろう。ゴミ以下のクズだ。

　三人を守ろうと決意したものの、僕には何もない。まるで力が足りない。

　だが、それでも戦わない理由にはならない。

　守りたいと思うから守る。ただ、それだけ――それが僕だ。僕の道だ。

　足りないものがあれば、他所から持ってくる。未熟ならば、死ぬまで鍛え続ける。素質がないのならば、『代償』を足していく。優しいことに、この世界にはその手段がいくらでもある。

　いまはローウェンさんを頼ろう。

　あの人とは約束をした。剣を教えてもらうという約束を――!!

　右手に『ローウェンさん』を、左手に『ルフ・ブリンガー』を持って、僕は一歩前に踏み出す。

「ローウェン……？　まさか、あのローウェン・アレイス様ですか？」

　僕の様子が尋常でないと気づいたアイドは、その力の源を調べようとする。

　そして、後あと退ずさりをして、服の袖から小枝を取り出す。

　守護者ガーデイアンアイドは武器が使えない。ゆえに基本的には後衛を務める。だが、いまのように一対一を余儀なくされた場合は、小枝を使って戦う。そう話には聞いていたが、いざ見るとなると弱々しいにもほどがあった。

「――《グロース・エクステンデッド》《センスブレス》《ブランチウッドシェル》!!」

　すぐさまアイドは補助魔法を乱発して、自分の身体を強化する。

　戦闘には全く向いていない身体が、なんとか動けるレベルまで強制的に引きあげられる。そして、アイドは強化された速さに任せて走り出し、力に任せて腕を振って、握った小枝で僕の双剣を弾はじこうとする。

　ただの小枝と宝剣が火花を散らすという異様な光景が生まれた。

　アイドの技は拙いが、いまの僕相手にはそれでも十分だった。いかにローウェンさんの技を借りようと、気絶寸前の体調なのは変わりない。正直、立っているだけで限界だ。

　瞬時にこちらの不調を見抜いたアイドは、僕を放置して横を通り過ぎようとする。戦闘は避けて、目的のものだけを回収するつもりのようだ。

　そうはさせないと、僕はローウェンさんの魔法を唱える。

「――水晶魔法《クォーツ》!!」

　剣を黒い地面に突き刺し、水晶を生成する。その水晶はカビのように地面を這はい、背後に倒れているジークを覆った。

　アイドは服の袖から植物の蔓つるを伸ばして、ジークに触れようとしていたが、水晶によって阻まれてしまう。

「これはローウェン様の水晶!?　誰も割れないやつじゃないですか！」

　その水晶をアイドは知っているようだ。

　水晶を砕こうと挑戦することなく、すぐに全てを諦めて飛び退のく。

　そして、思案していた。状況を見て、最善を模索しているのがわかる。

　それを僕は追わない。後ろのジークを守ることが第一であって、アイドを倒すことが目的ではない。思案を終えたアイドは、落ち着いた様子で首を振る。

「……ふう。ならば、仕方ないですね。ここは王の器だけで我慢しましょう。自分の計画に渦波様は必須でありませんからね」

　そう言ってアイドは、遠くに寝転がる黒髪の女の子に寄る。

　新たな木属性の魔法を構築して、巨木を大地から生やす。その巨木の幹が裂け、黒髪の女の子とアイドの身体にまとわりついた。

「では、また会いましょう、ライナー様。とはいえ、生きていればですがね」

　別れの言葉を告げ、二人は巨木に飲み込まれる。

　そのまま、巨木は時間を巻き戻したかのように、大地へ還かえっていった。

　戦場から二人の気配が消える。

　アイドは戦闘能力が低い。だからこそ、撤退の判断が迅速だった。

　僕はジークを守りきれたことに安心し、大きなため息をつく。

「はあ……。なんとかなった。けど、このあとは……」

　周囲を見渡せば、もはや平らな荒野なんてものは存在していなかった。山と谷が無数に連なる黒い山脈だ。いまにもジークの身体は谷の底へ転がり落ちようとしている。

『世界奉還陣』が戦場に残った全てを呑のみこもうとしているように感じた。

「仕方ない。僕にやれることは一つだけか――！」

　この世の終わりのような世界を歩いて、安全地帯まで逃げられる自信はない。

　だから、僕は魔力を搾り出す。じりじりと命が燃えているのがわかる。

　おそらく、これが今日最後の魔法になるだろう。

　しかし、僕にはそれしかなかった。僕は眠っているジークの手を摑つかんで叫ぶ。

「もう二度と後悔はしない！――水晶魔法《クォーツ》!!」

　ローウェンさんの魔石が輝く。

　彼もまた、ジークを助けるために全力を尽くしてくれているのがわかる。

　いまローウェンさんと僕の想おもいは一つだ。

　パリンクロンやジークの言っていた『親和』とやらが高まっていく。

　ジークを死なせない。それだけを考えて、魔法を構築する。

　徐々に周囲の土が鉱石に変換されていく。鉱石が生き物のように蠢うごめいて、僕とジークの身体を覆いだす。大量の水晶によって、僕たちは彫像のように固められていった。さらに厚い防御壁も構築され、水晶玉のように丸くなっていく。

「ジークは僕が死なせない――！　絶対に、絶対に――!!」

　水晶の中、意識が遠ざかる直前に誓う。

　かつて、僕は自らの弱さゆえに、兄様を殺した。その苦しみを薄々と察していながら、妄信の末に見殺しにしてしまった。きっと、僕は手助けになるどころか、重しにしかなっていなかったことだろう。その後悔は、きっと僕が死ぬまで消えない。

　ああ、それはそれでいい。後悔は死ぬまでしてやるつもりだ。

　けど、重ねはしない。兄様が遺のこしたものだけは守ってみせる。

　兄様の形見は、形ばっかりの貴族の家じゃない。フーズヤーズの騎士なんて立場でもなければ、高価な剣や立派な制服でもない。きっと、いまこの手に握った男だ。

　彼こそが僕の憧れた兄様の憧れた存在。兄様が命を賭けて守りたかった存在。

　ならば、全てを受け継いだ僕も、彼を守らないといけない。

　このゴミクズの命に代えても――！

　そう口にして叫ぶのは恥ずかしい。だから、心の中で叫ぶ。

　あんたはこの僕が守る――！　絶対に――!!

　そして、水晶に包まれた僕とジークは、闇の大地に呑みこまれる。

　大陸の底へ底へと、どこまでも落ちていく。

　それが、この『世界奉還陣』の戦いの本当の終わり。

　――一年後、『大災厄』と歴史書に記される戦いの終わりだった。







７．セーブポイント『迷宮の孤島』







　長い夢から覚める。いま意識は覚醒し、思考の自由を取り戻す。

　その最初に僕が考えたのは――

「――陽ひ滝たき!!　ライナー!!」

　目を見開き、身を起こし、周囲を見回して、求めていたものを捜す。しかし、目に入ってきたのは、殺風景な部屋だけ。黴かび臭くさい石造りの空間に、ベッドだけがぽつんと置かれている。人の気配どころか生き物の気配もしない。

　全く身に覚えのない部屋だった。こんなところで寝た覚えなんてない。

　すぐに記憶を掘り起こしにかかる。蜘く蛛もの巣がかかったように頭は鈍いが、それでも張った糸を切り裂いていき、気絶前の出来事を思い出す。

　――確か、僕はパリンクロンと闇の中で戦っていた。

　そして、ライナーとワイスさんの力を借りて、見事復ふく讐しゆうを完遂したはずだ。何もかも夢だったのではないかと一瞬疑ったが、すぐに首を振って事実を正す。

　間違えるはずがない。戦いの終わりに僕は再会した。

　命よりも大切な家族である陽滝が『再誕』したのを見た。パリンクロンの策略の一部とはいえ、僕の最終目標である妹が、確かにそこにいた。

　魂レベルでの直感で、あれが偽者ではないと確信できる。

　ただ、重要なのは、そのあとだ。僕はパリンクロンとの戦いに全ての力を使い果たして気絶した。おそらく、そのあとに『世界奉還陣』に巻き込まれたはずだ。

　死ぬか呑み込まれるかの二択だったかと思ったが、どうやら第三の選択肢ルートを辿たどったようだ。すぐに僕は冷静さを取り戻して、ゆっくりと自分の体調を確かめる。

　身体からだにかかっていた柔らかな毛布を撥はね除のけ、ベッドから下りる。

　ぐっすりと眠ったせいか、不調は感じない。眠りすぎで少し身体がだるいくらいだ。

　問題なく魔法構築はできる。

「――魔法《ディメンション・多重展開マルチプル》」

　何よりもまず欲しいのは情報だった。

　魔法の知覚範囲を広げて、時間と場所と他人の存在を確認しにいく。

　まずは、この石造りの部屋の外――古びた廊下が見える――それと数え切れないほどの部屋の扉――しかし、まだ誰も居ない。見つからない――廊下は長く、アンティークな調度品が大量に飾られており――遠くには大広間――これは――

「し、城の中……？」

　すぐに構造はわかった。ここが古い城であるのは間違いない。

　だが、見たこともなければ、人っ子一人いない。異様な光景だった。

　こんなにも大きな城だというのに、それなりに掃除は行き届いているというのに、無人なのだ。ちょっとした恐怖を感じる。

　広大な城の中を《ディメンション》で満たしきったものの、結局一人も見つけられなかった。仕方なく城の外へと人を探しに感覚を伸ばそうとする。

　――そのとき、身の毛全てが逆立つほどの魔力を感じ取る。

《ディメンション》が捉えたのではない。ただ単純に、あまりに膨大な魔力の塊が高速でこちらへ向かってきたため、強制的に気づかされたのだ。

「な、なんだ――！　この魔力――!?」

　その魔力の塊は空を飛んでいる。超高速で宙を移動して、この部屋の窓を、真っ直すぐ目指してきている。咄とつ嗟さに僕は《持ち物》から剣を取り出そうとする。しかし、中に『アレイス家の宝剣ローウェン』はないので、『クレセントペクトラズリの直剣』を手に持つ。

　その瞬間、巨大な風船が割れたかのような破裂音と共に、一人の少女が窓から部屋に飛び込んでくる。凄すさまじい速度を急停止させたため、爆風が部屋の中を襲った。

　そして、目に飛び込んできたのは一人の女性。

　エメラルドグリーンに似た幻想的な彩色を放つ長髪が靡なびく。それは宝石の翠みどり色いろよりも、どちらかといえば自然の薄緑を想起させた。少女は髪を後頭部で結い上げているため、健康的なうなじが露あらわになっている。いわゆるポニーテールというやつだ。

　その翠の髪の下には快活な女の子の顔。生気に満ち溢あふれた花のように、明るく美しい目鼻立ちをしている。泣き黒子ぼくろが目じりの下に一つあり、女性としての妖艶さを演出している。風の子のような健康的な魅力と、大人の女性としての艶なまめかしい魅力を同居させている女性だ。服装は顎下まであるタートルネックに似た服。豊満な胸のラインがはっきりと見えるせいで、男性からすると少々目のやり場に困る。だが、重要なのは、その身体の豊満さと美しさではない。僕は違う一点を、ずっと注視している。

　女性の最も目立つ特徴――それは翼だった。髪の色と同じ、翠色の翼が背中から生えていた。その翼を使って、空を飛んでいたのだと確信できるほど、それは大きい。

　大人一人は包みこめそうな翼が、ゆっくりと畳まれていく。

　そして、女性はこちらへ目を向け、にっこりと笑って声をかけてくる。

「おっはよー、かーなみん」

　かつてない馴なれ馴なれしさで挨拶をされてしまった。だが、油断することなく、僕は剣を構えて『注視』を続ける。





【五十守フイフテイガ護者ーデイアン】風の理ことわりを盗むもの






　手に入ってきた情報は、緊張を加速させるに十分なものだった。

　展開が唐突過ぎて、わけがわからない。

　なぜ、僕はここにいるのか。なぜ、彼女しかここにいないのか。なぜ、少女は五十守フイフテイガ護者ーデイアンなのか。

　疑問は尽きない。けれど、守護者ガーデイアンには敵対より会話が有効だと僕は経験で知っている。

　身体が自然と、礼儀正しい返答をした。

「初めまして……。相あい川かわ渦か波なみです……」

　それを聞いた風の理を盗むものは、口をぽかんと開けて、すぐに玩具おもちやを見つけた猫のような顔になる。

「へー、ほんとに童わらわがわからないんだ。ライナーの言った通りだ」

　そして、何気ない動きで僕に近づいてくる。

　怯おびえつつ、剣を握っていないほうの手の平を見せて、制止をかける。

「待ってください……！　少し状況を整理させてください。あなたは『風の理を盗むもの』。それも五十層の守護者ガーデイアンで、間違いないですか？」

「お、おおぉ……！　敬語のかなみんとか、すごいいい。いい。ぐっとくる……！」

　しかし、返ってきたのはよくわからない興奮。

　会話がまともにできないティーダと似たタイプかと思い、僕は剣を握り直す。

　その警戒心を察したのか、『風の理を盗むもの』は優しく答える。

「そう警戒しないで。うん、確かに童わらわは『風の理を盗むもの』だよ。五十層を守っているというのも当たり。……ただ、敬語で話されるのは、ちょっと他人行儀すぎて悲しいかな？　お姉ちゃんとかなみんの仲だから、敬語はなしね」

『風の理を盗むもの』は友好的だった。質問にはちゃんと答え、更に距離を縮めようとしてくる。心もだが、物理的な距離も近づけようとしてくる。

「え、いや、でも――」

「なしね」

　僕の言いよどむ声に、重い声が覆いかぶさる。

　一瞬だけ。本当に感知すら難しい刹那の時間だったが、『風の理を盗むもの』の魔力が膨らんだ。その魔力は膨大も膨大。全開のローウェンやマリアにも匹敵する魔力だ。

　その魔力に圧おされ、本能的に恐怖を感じる。

　しかし、負けはしない。この程度なら、慣れたものだ。

『化け物』の威圧程度で、もう気後れはしない。

　近づいてくる『風の理を盗むもの』に負けず、僕も前に出る。

「わかった。そうするよ……。なら、名前は何て呼べばいい？」

「童わらわの名前は――えっと、ロード・ティティーになるのかな？　前みたいに、気軽に『王様ちゃん』って呼んでもいいよ」

「よろしく、ロード。僕のことは少し固めにカナミと呼んでくれると助かる」

「かなみんは永遠にかなみんなので、それはできません。あと『王様ちゃん』が嫌なら、封印されし『お姉ちゃん』でも可です」

「残念だけど、僕の家族は一人だけだから、お姉ちゃんはありえないかな」

「ちぃっ。記憶ないのは本当だけど、ガードは固いままだねー」

　警戒を解く。目の前の少女に敵意がないのは間違いなかった。

「君がどういうやつなのか、少しわかってきたよ。だから、もう遠慮せずに聞くよ？」

　僕はアルティやローウェンを相手にしているつもりで、軽く聞く。

　もしも、僕の予想が間違いでなければ――

「君は『統べる王ロード』。千年前の王様で合ってる？」

　この少女もまた、千年前の登場人物だ。

　それも、その名前からして、主要人物だったのは間違いない。

　僕の質問を聞いたロードは、笑みの質を軽いものから重いものに変えて答える。

「ハハッ、いかにもじゃ。記憶はなくとも、妾わらわの本質はわかっておるようじゃの」

　少しだけ厳かな空気を発した。その言葉遣いは外見と全く見合わない。しかし、王に相応ふさわしい威厳が確かにあった。もしかしたら、こっちが本来のしゃべり方かもしれない。

「けど、もう誰も統べてないけどねー！」

　すぐにロードは重苦しい空気を霧散させ、喋しやべり方を戻す。

　そして、いまの自分は王でないと主張する。

「で、色々あって『世界奉還陣』に呑のまれて、守護者ガーデイアンになっていると？」

「んっ、そういうこと。ただ、もう何百年も五十層は放置してるけどねー」

『何百年も』『放置』。その言葉に少し違和感を覚えたが、僕は顔に出さずに続ける。

「とにかく、僕と敵対するつもりはないって思ってもいい？」

「喧けん嘩かはよくないね！　ラブアンドピースが童わらわの信条だよ！」

「それじゃあ、これから僕は君を置いて行くけど、引き止めない？」

「え、なんで!?」

　確かにロードは友好的だが、全くの不安がないわけではない。

　正直、いまは関わりたくないのが本音だ。

「いや、君から聞くより、別の人を探して聞いたほうが早そうだと思ったから……」

「え、えー！　そーゆーこと言うと、お姉ちゃん泣いちゃうよ？」

「う……」

　本当に薄らと涙目になって近づいてくるロードに、僕は後あと退ずさりしてしまう。

　その僅かな躊躇ためらいが、僕に隙を生んだ。

「逃がさん!!」

　その隙を突いて、ロードが叫びながら飛びかかってくる。

　急きゆう遽きよ、僕は《ディメンション・多重展開マルチプル》を《ディメンション・決戦演算グラデイエイト》に変更して迎撃しようとする。しかし、間に合わない。その動きは把握できていた。だが、把握しても対応できない速さでロードは、僕の懐に入って両腕を摑つかんで見せたのだ。

「――な!?」

　寝起きで鈍くなっているとはいえ、それでも油断はしていなかった。

　触られるくらいならば、殴り飛ばしたあとに全力で逃げる気概でいた。けれど、その気概が水泡に帰すほどの圧倒的な速度だ。単純にロードは、僕が何をするよりも速く動いた。その事実に僕は戦慄する。

「ん、あれ……？　かなみん、ちょっと弱くなってる？」

　至近距離で僕の両手首を握り締めるロードは、僕の瞳の中を覗のぞき込む。

　どうやら、僕が全く抵抗してこなかったのは予想外だったらしい。

　こちらとしては、できなかった――が正解だが。

「た、確かに、弱くなったかもね……」

　僕は強がって言い返す。手を振り解ほどこうとするが、万力で締め上げられたように動けない。確かに『始祖カナミ』や『陽ひ滝たきの魔石を持っていた僕』と比べれば弱体化しているだろう。だが、こうもびくともしないのは異常だった。

「ふーん。記憶がないなら当然かぁ」

　ぱっとロードは手を放す。どうやら、僕の弱体化について考えているようだ。

　その間に逃げようかと思ったが、ロードの目は僕を離していない。

「色々と説明しながら案内してあげる。拒否は不可だよ。だって、いまは童わらわのほうが強いみたいだしねー。へへーっ」

　そして、子供のように笑って、スキップするかのように駆けて、部屋の扉まで移動する。部屋の扉を開けて手招きしてくるロードに、僕は汗を垂らす。

　僕は彼女に無言でついていくしかなかった。無視をしても、また捕まるだけだとわかっている。仕方なく部屋を出て、先ほど把握した長い廊下を歩くことになる。

　とことこと陽気に歩くロードの後ろから、僕は質問を投げかける。

「なあ、ロード。どこへ向かっているんだ？」

「それは秘密。けど、すぐ着くよ」

　いますぐにでも走り去りたいが、それは不可能だ。あの速度と飛行能力。確実に逃げることはできない。なので、身体からだではなく、知覚範囲だけでも飛ばそうと《ディメンション》に力をこめようとする。しかし、それすらも許されない。

「あ、それ。禁止ねー。――《ズィッテルト・ワインド》」

　柔らかい風が流れ、とてもあっさりと『魔法相殺カウンターマジツク』されてしまった。

　その鮮やかで緻密な魔法構築に、僕は見み惚ほれかける。この少女は速さと力だけじゃない。魔法にも秀でている。いや、むしろ、こっちが本業のように感じた。

　ロードは振り返って、にひひと笑う。

「そういう楽なことばっかりしてると、あとで苦労するよ。やっぱり、ちゃんと自分の足で歩いて、自分の目で見ないとねー！」

　動きだけでなく目まで封じられ、僕は苦笑いを浮かべるしかなかった。驕おごりではなく僕の《ディメンション》の魔法の完成度は高い。おそらく、地上に《ディメンション》を『魔法相殺カウンターマジツク』できる人間は一人もいないだろう。かつてのハインさんでも、同じ魔法を使ったとき、阻害だけで精一杯だった。だというのに、ロードは何気なく『魔法相殺カウンターマジツク』を完全成功させてみせた。

　もし、ロードが敵となれば、勝ち目はない。そう思わせるだけの力がある。

　だから、僕は彼女の機嫌を損なわないように、後ろをついていくことしかできない。

　蛇の腹の中のような長い廊下を歩いていき、何度も角を折れ曲がる。一定間隔ごとに取り付けられている窓からは、薄暗い光が差し込む。《ディメンション》が使えないので、目をやって窓を覗くが、中庭や隣の建物しか見えない。この巨大な城が迷路のように入り組んでいることだけが、かろうじてわかる。長い廊下の上に、長い階段も上らされた。そして、数分ほどロードの後ろをついていって、辿たどりついたのは――

「さあ！　かなみん、着いたよ！」

　城の最上階にある物見台だった。

　目に飛び込んでくる風景は、歩き続けた労に値する絶景だった。

　感動と共に、ようやく僕は自分のいる場所を真の意味で知る。

　城の頂上から見下ろすことで、『ここ』の全容を知る。古びた城の形は円えん錐すい状となっており、その中には森にも似た庭が広がっていた。

　そう。森を内包できるほど、この城は巨大だ。

　さらに、その城を囲むように川が流れている。ラウラヴィアのフウラ川を思い出すほど大きなそれには一つだけ橋が架かっていた。この城を攻めるならばそこしかないと言わんばかりの、これまた巨大な橋だ。その川の周囲には、城下街が広がっている。地平線まで届きそうな広大な街に、数え切れない人がひしめいているのが見える。活気に満ちているのは一目でわかった。名のある国であることも確信できる。

　――ただ、問題なのはそれ以外。それより先が、余りに異常だった。

　さらに奥。城下街の周囲へ僕は目を向ける。

　そこには暗黒に染まりきった空と、地平線あたりで途切れている大地。

　僕は驚きと共に、何度も見直す。間違いなかった。

　この国は、街より先がない。平原があるわけでも海があるわけでもなく、無が広がっているだけ。そのせいで、まるで城と街が闇の空に浮いているように見える。

「な、なんだこれ……!?　ここはなんだ……!?」

　およそ、普通の場所ではない。

『ここ』は迷宮連合国ではなく、本土でもない。ならば、あの戦いのあと、僕はどこへ連れ去られたのか、いまはそれだけが知りたかった。それにロードは答える。

「『ここ』は迷宮の中だよ」

　それは余りにあっさりとしていて、余りにありえない答えだった。

「ここはかなみんが童わらわのために用意してくれた空間。階層で言うなら、『六十六層の裏』ってところだね」

「う、裏だって……？　迷宮に裏なんてあるのか？」

「正確には『向こう側』らしいけどね。何もない領域に、かなみんが次元魔法で作ってくれたの。かつての王国を、そのまま。ここなら『想起』は簡単だって言ってたよー」

　当然、そんな記憶は僕にない。ならば、それを行ったのは千年前の始祖カナミだ。

　この新たな領域の存在に僕は頭を抱える。

「――お帰り、かなみん！　童わらわたちの『魔王城』へ!!」

　その目前でロードは満面の笑みで僕の来訪を歓迎する。

　それに応える余裕なんて僕にはない。彼女の言葉が本当ならば、僕は迷宮を六十六層から一層まで上る必要があるのだ。パリンクロンとの戦いで全てを出し切った僕は、当然ながら地上の《コネクション》の維持を全て放棄している。

　地上まで未攻略の階層が二十層以上――そして、五十層の守護者ガーデイアンのロードだけでなく、六十層の新たな守護者ガーデイアンとも出会う必要がある。

　その道のりの長さに眩暈めまいがする。同時に嫌な予感が止まらない。

　いま目の前で笑うロードも、この『想起』された王国も、まともな気がしない。

　すんなりと地上に戻れる気が全くしない。

　――この数日後、その予感が的中していることを僕は知る。

　ここで僕は千年前の物語の一つを、この千年後に体験することになる。

　それは『狂王』と呼ばれた少女と『御み旗はた』と呼ばれた少女の物語。

　その因縁と『未練』に巻き込まれ、その果てに知る。

　過去を乗り越えるという言葉の意味を。
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　とうとう八巻までやってきました……。

　今回のパリンクロン・レガシィとの戦いは一つの区切りと言えるので本当に感無量です。はっきり言って彼は、この『異世界迷宮の最深部を目指そう』のラスボスにしようと思っていたキャラクターですので、今回の戦いはラストバトルのつもりで書いています。Ｗｅｂで書かせて頂いていた当時、もうこれで終わっていい……くらいの気持ちがありましたね。それだけの熱量がこの八巻には入っていると思うのですが……、もしかしたら暑苦しいだけかもしれません。どうだったでしょうか。

　ちなみに八巻が最もＷｅｂから修正の入った巻になります。

　私は個人的にＷｅｂ版よりも書籍版のほうが読みやすく、完成度も高いと思っています。どちらも良さがあるとは思いますが、はっきり言ってＷｅｂの初期のほうは見られると恥ずかしいのです。この八巻に当たるところなんて、本当に目も当てられません。いやあ、書籍が八巻まで届いてよかったです……。自分の過ちを清算したかのような清すが々すがしさがありますね。では今回もギリギリのページなので、これでお別れです。この本を手に取ってくれたすべての方々に感謝を！　この本に関わってくれたすべての方々に感謝を！　本当に本当に感謝を――！　それでは！
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